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開会あいさつ

実行委員長

向座王菖兌

おはようこざいます．こうして21世fi!(/)はじめに、このぼ

吉台日際芸術村jで I全国日辰シンポジワムJ．また「山焼

さワミット」を開催するに当たりまして、日本全国、北は北

渇迫から間は九州宮崎土で、数多くの皆様方（ここ・多加いた

だきましたことに、大変厚くお礼を甲し上げたいと思います．
「秋i!i台国際芸術村jという名前でこ、参1.0いただきまし

たが、 5良念ながらここから秋舌凸刀至原を見ぶことはでき

ません。この芸菊村も計1曲当1})には台上という計1!!1もこさ

い示したが、色々な規制、保護等あり次して、この地に落ち

百いた訳でこさいよす．

そういった色々な規制がかけられ、秋古台の互原も今ま

で守られて司Aりました•一醤今払ともが見ていただきた
り疇9ミ • 9 

いのは、秋宮台のは高峰である「湿湿鰈」でこさいますが、
｀し雙い

めそこへ上がりますと、四側に「西台」と呼んでおります山

がありますが、秋古台と同じ力）レスト台地であります。しか

しそちらはもう．セメント会社・石灰会社が、今四方八方か

ら掘り尽くしております。一歩保護の手を既丑うとそうなる

んだというのが霜諷咋へ上がると一目原然、よくわかる訳

℃ありますが、今日明日の日程のうb（こはそこみでの甲は

入っており字せん。注た磯会がありましたらゆつくり見てい

ただいたらというふうに思っており沃王

こうしてEとこにでもあった釦況が、今本当（；；希少な栢

値として数少なくなつています。まあそういった中でここ

秋吉白の翠原も、やもすると人手不足とか高器化とかで早

原の維持が難しくなっておりまかまあこれは、今8お集ま

”．どIJ)J認にび弓以筍切と思9ますが、ゆしぽ
原」というのはやはり人類の宝であるし．やはり人関の心を

癒す塩でもめるというふうに思っております。これを秋i!i

台の場合、山煉さの歴史が600年といわnておりますが、

そういった中で人閻の手で作られた口原、これを今からも

人鹿の可で守って行かなければならない。これが今私ども

が考えております大きな牒四であります．それに向かって

日本全国の同じ岱伽を持つ各団体、臼治体の万にお稟まり

いただきまして、より一涵浬携と取りながら．伺とかこの問

冦が解決でをnItというふうな形でこ案内をした訳でこざ

います。そうした惑旨を御理解の上、本大会が最後まで打

惹祗に終わります甲をお願いいたしまして．開会のほ拶1こ

したいと思います．
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歓迎あいさつ

秋芳IJJ長

王:¥iJ紺返

こ紹介いたださました地元秋芳息l艮の上利であります．

ようこそ．ここ杖占台国際去術村に、北は北海道から閉13

加1まで、全国の名都這府照から遠路わさわざこのI碑臼

にお越しいたださ戻束町・秋万町を代表いたし去して．心

か!xttilllを甲し上げます．ようこそいらっしゃいました•

この度． r秋舌台草原シンポジウム2001』.『全田山洪き

ワミットin 秋吉台』．をここ秋；；；台でこのように盛大に開

催でさまり事は地元仙J町といたし土して紐1こ怠茨深く光

栄に存じております·

草原を取り菩く諜阻1さ、地毀によって異なっておりますが、

この草原をどのようにして．今後守りながら雑持・琶理し

また1,J活用していくためには、お互いに知想を出し合い，

地域の実憐1こ沿った取り組みをしなければならないと忠つ

ております·

一

こうした騎に全国各地域から互原に関わ以灰紐万々

のお集因←りをこのようにいた1＆立して、こうした会が鎧さ

れることは諷1こ意毀深い字と屈っております．どうかこうし

た戦にお互いに交流を沢められまして、それぞれの立場

で本ワミットなりシンポジウムがより艮い成果を上げらn

るよう念じて止みません．

終わりに広会開催に当たりまして、格別のこ尽力をいた

ださよした山口嗅御当間、実行委只会の輩さんや、御捨四

いたださます関係紐に序＜m＜郭1しを甲し上げよして、

はなは応諏でありますが、歓迎なりおlLの灰拶とさせて

いただきます。本日は．誠にありがとうこざいました。
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■墨調話演

秋吉台の山焼き
自然の利用と保護をめぐって一

」--

洪師秋吉台科学博物館長
く• •ヽ史Eし

血本正

司会

これより「秋吉台草原シンポジウム2001』第1 部の品tn

珂演に移ります．

累奔籾の項師は．萩告品．萩茜苔のr窃知り博士」とし
て有名で、現任もllJD隈環燒敦宵字会会長など多くの役職

く•し長雙し

をお努めの．秋8台科学博窃鰐館艮の庫本正ほにお願い

しよした。

『秋吉台の山焼さ自然の利用と保蕊をめぐって』と胡し

たテーマでお話しをいただきます．

それでは籐本投よろしくお願凶9たします。

虞

只今こ紹介いただきました．犀本でこざいます．

本8は日本各地から草原を愛する方々がたくさんお缶

まりになりまして、熱のこもった様々な討環をしようという
会議です。それに先立ちよして払が秋百台の生い立ち、＃

た利用の歴史についてこ紹介しようということでこの坦上

に上がらせていただき在した．しばらくの問こ静聴をお願

いいたします．

枚吉台というのl;t、もうみなさんこ区になった方がほと

んどじやあないかと忠うので，，が大変索晒らしい草原でこ

ざいます。この風景というのは、0とつは大地の歴史．秋苔

白の湯合でいきますと3也年という日本でも一番古い岩石

からできている、非常に古い土地でこさいまv．謳年とい

う長い年月をかけて自然が作り上げてきた索品らしい風只

が見える訳です。ここでは「カルスト地形」という巽叫深い

地形が見えます．

そこに縄文時（也氾凡人が住み忌きまして人が，，，っとこ

の秋吉台を利用してきた訳でこさいます。台の上を歩いて

おりますと、ほ々な人筒の使った面貝が落ちてい姦沢ですが．

今から40年前くらいでしょうかね秋否台でア術溺酉をや

りました．そのときに一話古いところでは、縄文時代のこく

早い時期に使われたイヤリングが出てきたりあるいはナ

イフのかけらが出てさたり、いろんな道貝が落ちておりま

した•それを拾い集めていきますと、早くからこの秋古白

のぶこ人が住んでいたといシとが分かった訳でこが、涼す。

弥生的代になりますと、農耕を作った又化でこざいます

から台の上の利用は非常に少ないのでこさいますが、台の

周辺1こ広がる「ポリエJと呼ばnる平野がこさいまして、そ

こにたくさんの人涅が住みS<• こn1a:北九州、九州から

奈良に向かってですねB屁ヒロード」という大きな弥生遺紛

が翠密に分布している地域があるのですが、この秋吉臼lさ

そのと頁ん中に入ってきます．非常にたくさんの弥生人が

この秋古台の固辺に住み召いた訳でこ:<Iいます．何を求

めてこの山の中に住み活くようになったのかといプ沢

以前から譲胡が里ねられてさている訳ですけれども秋吉

台には索綱らしい鉱物がある。弥生時代というのほ、lllif乍

と同勾1こ金fiilの又化を持っておりますがその金属が秋舌

台から採れる．秋苦台の周辺にあります弥生辺跡を最近屈

ってみますと、ほとんどが鉱物、例えl;J:該だとか嗣だと/)'(1,)

金属を祖錬するのに必要な遵貝が出てまいりまして、これ

らを目指してみんなやって来たんだな0ということが分

かり庄す。人l.:.J<る台上の利用はあまり多くないんですね．

ところが奈良時代になりますとこの秋吉台で国が配廷

が支紀する建物ができてですね屈篠的に餌の採眠が行な

ゎnなこういうように、秋吉台では北常に古くから人が利

用をしてきております·

ですからこの「風景」を見ると、地球3位年の歴史とそこ

に住み沼いた人々が利用した跡がそのままアっと風只の

中に刻み込まれておりまして．それがとても美しい訳でこ

ざいま1T.3fli!年の大地を創った、大地生成の符はとても
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基調闘演

優しし平田であったんだなひなたそこに住み恕9てさた人々

はとても優しい;flJlljの仕方をしてきたんだな心というこ

とが目に貝えまして．大変気持らかaくなる訳でこさいます。

まぁそこで．8非問の許す筍1lllで、秋吉台の歴史の匿要な

ポイントだけをこ紹介したいと思います．お配りしましたシ

ンポジウムの冊子の判こ、 11ベージから日条書きで地球史

及び利用の区史を四いておりますので、ちょっとこ覧をい

たださながらお問さいただければと思います．

秋百台で一蓄大きなポイントになるのは向かというと、

石灰宕という；；；石でできた山だということでむこnl3今

から30巴位前、私の先輩1こなりますが、秋吉台科学陪物館

におりました哭由岳蓬という学芸閃が研究したことです．
彼によると秋古台の上にはたくさんの化石がありますが·

その化石を捐べていくと、秋古台は3倭年訂の珊瑚礁だっ

たということが見えてさた訳です．霰l;J大変謡かい詳しい

研究をしてlllllll磁5渾であったということを証明しました。

秋石台の石灰石の起源というのは当筍其常に大をな海の

遥か彼方で誕生したJIil悶憔がそのまま因まってこの秋吉

台の石灰岩になった。ですからこの石灰岩の中に13たくさ

んの化石が入っておりまして上9ンゴだとかワミュリだとか

アンモナイト／eとか、様々な生物乃化石が入っており本して、

それがそのまま残さnております．秋出台JIii瑚濃の主成の

歴史は、今から3儲5干万年前くらい前1こですね、酒の海底

火山が晒き出した小さな萬よりの上に唖々な海の生窃が

住み石いていく沢で9• そして約 1但年もの良い年月を掛

けて、今から2慮3千h年くらい前まで約1~年くらいの年

月を掛けて屈ぶ900メートルという巨大なIll瑚i!I.の塊が

でさる訳でこざいます。まぁその歴史が見えてさ工して、

秋五台の起深といシ乃は同の海で、非常に暖かい南の海で、

サンゴ礁という非常に静かな泣界で生まれてきたもんだ

なむということが分かってみんなとてもワクワクいたしま

した·
その次1こ非常に大きな記践をなしたものは何かと甲し

ますと諏古台のlH!瑚砲がひっくり返っかるJという研究

が行なわれました·宴はこれは大正時代の終わり．大正筑文

10年頃から螂の初めにかけての研究です．東京大学に

ぷ輝枷ぃう地即字の知E応9まして．知El江卒知畠又
を玉くために秋呂台にやって蓉りなした。そして秋吉台を

中心にすっと広い範囲の地質調査をしまして大変大きな

発見をする。秋古台の大地がですね、普通ですと、今お話

しましたように1l11湖迫ですから出来始めの頃は3(J;l5干万

年前に住んでいた生物が住み灼く。そnから次の時代の

生物が住み泊きそのまた次の時代の生物が住み后く、そ

れが設々．段々と新しく上に上に果っかっていって巨大な

珊瑚礁になっていく訳ですが．それが全くひっくり返った状

忠で出てくるということを．秋茜台の北半分ですけども見

つけましてですねこれはどうしてrごろうかと考えた訳でv.

そしてもう素頭らしい研究をなさる訳ですが、この研究が

実は大字の卒論で始めた研究が巨ちに1専上滴文になり、
•< a ヽ．．～....ヽ 9

学士院惑賜賞に輝くという大変すこい研究でした．それは
どういうことかというと、秋百台の大地をひっくり返すよう

な大きな地殻変動があった。これは古生代の末期．今から

祁年くらい前のこと·非常に大きな、後に「秋古勤澤勁J

という名付けられる地殻変勁なんですがそれで人きく秋

吉台IJもっくり返った。そしてこの秋；；；台を0っくり返した

均殻変勁が日本列島の一番古い脅格、屋台愕を造ったと

言うんです．小澪先生の研究はf8本列怠の起源」を綸じる

という大変大きな仕事になりまして為収価を受けまして｀
学士院翠賜賓1こ痣いたということでり。そnI証8和元年の

ことです。ところが小澤先生は大変残念なことに30舷の若

さで亡くなってしまいます。小澤先生の研究以来、秋古む

は非常1こ打名1こなりまして、口木中の地露学者がど一つと

やってきましてもう砥々と研究を続けています．いまだ1こ

そのtli究（逗1プらnています。秋吉台に取紐んでおられる

ltJ賣学者は本当にたくさんいらっし武Ill;す。写年すこい

成果を上lプております。まのそういう山だということでこさ

います．

それからもう0とつは、中生代の終わり頃になりますと

秋吉台のb仄岩の中にマグマが入り込んでくる火阪右勁

が起こりまして、火山活動の影誓を受けましに石灰おの

中にマグマがどんどん入り込んでくると、それが石灰岩と

慢する面で接触交｛切紅禾という鉱物をたくさん造り出して
・り 鳥●99 拿 4< 

くれる．長登山をはじめ斎景設山、於福紘山，あちこちに
鉱山筋がこさいますけれどもその元を造った。中生i切）「地

球のJ1!1ヅ笏」，C；こさいます•同的にそれは石灰岩を温めと

焼き尽くしていきますので、石灰右から人珪石がたくさん

生まれるということになってくる訳です。だからとても荼

閉らしいIll!園虹のJJが、やがて鉱物をたくさん持った山、

大珪石を含む山1こなるということになる訳で..

今の秋舌台が出来上がつてくるのは新生代の、そうです

ね今から数日万年前のことでこざい＊む秋吉白で一雷向
0 • 9 S • 9 

い「能護ほJというところは、あの平坦面がでさたのが約20
`.”'.“`., 0万年くらい前じやあないかなぁ、「反召ヶ森」のあの下の辺

りの平坦面l;ilOO万年くらい前かな忍という貝合にだんだ

ん下がって来て、地形が出来上がった様子ぞ伺い知ること

ができる応す。秋吉台はよぁそういうような井常（こ良い、

すこい歴史を持つております．

今度は人の利用の歴史を申しますと、最初こt俎文人が住

み活き、弥生人が住み乏き、奈良時代には鉱山が栄えた·

日本饂初の宮宮の鉱山ができた。ということを申しましたが．

やがて中也のIJ]の頃になりますと、秋台台の上に人がた＜

とん入ってさて、袋稟技術の違歩ととも（こ台を草原1こして

いさます•山を煉くことによって草原にしていきます．何故

中世の初めかということになる訳です(:tれとも実は考己

胡否をして秋吉台の上で、＼ろんな遍物を謁べていきますと、

闘文的代のものは話ほたくさんあるんですIJ＼弥生時代1こ

なると非常に少なくなってさて、次に辺吻がたくさん出て
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基調詞演

くるのは中世の初め頃のものはんでり。あ＆この筒期に

里の人遵が里山である秋古台の上にやってさて、山を煉い

て草原1こして、そこで曰を採るようになったんrれなあ•同時

1こドリーネ耕作が始まったんだなむということが分かる訳

でこさいます。

江P時代になりますと、秋吉台は「頚笞Jと呼ばれ、た＜
さんの草が採れるところだということになりまして．忠らく

当関の人たちはみんな互いに喧嗅をするように車を刈つ

ていにこの均絨には「明豆を刈る」という言葉がこざいま

すが、嗣まだ陪いうちに馬や牛を連れて秋吉台の上に一げが

ってきて日を刈って馬や牛の言中にたくさん泊んで家に

廂る。帰ってから朝こ飯を食べる。というそういう生活の

様式が成り立っていたということでこざいます•まぁ江戸
的代には大変翠問が賑わったということが当時の記録に笞

いてあります。

ところが明治1こなりますとガラッと穎子が変わってまい

り云して、日加の国が涎生していく訳ですけれども、忌初に

目を付けるのは同かと言うと因翠でした。帝国陸軍でこざ

い否した。霰初は小含の砲兵隊がやってきて、秋己台の上
,.、m•一に頂托辿」という山がありますがそこに大砲を姐えて艮

者ヶ森に向けて大硲を撃つ•あるいは広為から氾兵麻がや

ってきて艮登から；；韮譴雌へ向かつて大泡を繋つ、そういう

演習を始める．山口市に連隊ができますと、大変すこい演

習地になりまして．爾釜もでき求して達8演習をしていさ
云す。大正89代の坦軍の地図なんかを見てみますと、今の

山の名雨がみんな迫っていまして．「弁1111山」とか「義経山J

とかやはり源平合戦二つに分かnて師取り合戟の演習を

する訳ですが、そういう控更の山の名前がさちんと記荘さ

nておりまして大変翫ヨい訳でこ迅9ます。

また同時1こa月治になりますと「殖紅興菜J、紅莱を只せと

いうことが合三栞1こなりまして、小野田セメントが；；；初にセ

メント工場の採石場を持つとか．あるいは大環石のほ石が

非常に盛んになります。大理石も、地元の方々が大遅石の

採掘をしていく．やがて国が束宮御所を造るとか国会議事

堂を造るとかということになりますと役人がたくさんやっ

て参りまして、大咆石の頴査をしまして．この石を持つて帰
• •し·--_-_、

りました．その中に本日俊平という．大変煕屁しいクリス

チャンの万ですが．この秋百台に注み后きまして大涅b庄

棄を只していく。そして問時に様々な教育を行ないながら、

大変素晒らしい忠想をたくさんの方に広めていく．そうい

うようなことも行なわれていきます．

やがて親光も輿ってまいります．明治30年代の後半頃か

這篠笈沿袖という碑県の万ですが、民登絋山を貸いに
やって来るのですが．8露賊争で大儲11をする訳ですな

そのお金を令刀秋芳潤に投じて観光節発をしました。今の
に•し

秋芳刃、当時はr滝穴」と呼ばれていましたがそれが観光
lltl兌されぷ加明治43年です．この頃1こ問窟式がおこな

われました·当時の渇穴を見ますと大変すC:\,\洞窟で．身

も'i).もとつけもよな索瞬らしいところだ。これを世界中の

人に兄てもらわないでどうするか．というので観光開兒に

箔み込んでいく訳です。

第2次因＂大叫中には思わぬ利用の仕万が出てきます．

該が無くなったというので．秋百台の赤土の中から鉄を探
”••" 

せということで．山を氏り下lカコ玲採ったりぽ溝洞なと
は飛行際の格訥鹿として、岡窟の中に飛行親を格納しよう

という、あの前を飛行場にしまして飛行親の格納をしよう

という計画も出来ましたがあまり使われない内に終籾こ

なってしまいました．

そして穀後になり否すと、この素旧らしい草原を伺とか

利用しようということで．やがて1ffl拓団が入り不す。昭和20

年ですね•そして台の..Lを開拓します。しかしジャガイモを
植えても「ジャガ豆」と言われるくらいの豆粒ほどの大きさ

にしかならない•あまり額叫こは適していないということ

が¥1Jってまいります．やがてそうしているうちに進駐箪が
入ってまいりまして、屈9)]山口市にはニュージーランドの兵

隊とんが入ってくるんですが、オーストラリア這ニュージ

ーランド軍、一緒1こ入ってくるんですが、やがて秋古台のこ

の草原を,,回して演習を治めふ毎日笞日す3ぶ員習をする．

まぁこんなトラフルもあったということも聞いてま叩が、1ffl

拓団の人が一生懇命で畑を作っCいた、そうしたところが

そこヘオーストラリア韮ニュージーランド困が俎の中を

走り回って演習をすふ大変被客を受けた。こんなことで

どうなるかと君うので関拓団の方訊国やオーストデ）ア宙

に抗滋を申し込むとい文ことになります．そうするとむこう

から「それは甲し訳ない事をした」というので、保羅苓叫い

ましょうということで9呆紐金が下りた。「その金額がすこか

ったんですよjと言っておられました．音は「円J力琲常に弱

かったものですから、文仏う側にしてみれば大した金額で

はなかったのでしょうが、受取る側では大変たくさんのお

金を頂いたという己じがしたんでしょうね．そうい去ことが
こざいます。やがて演晋出も米亜に移っていく。自術籾が

でさよすと目i匂隊が演習をする．この日原の中で鉄砲をl弓

って定り回る兵隊さんがたくさん出てくる。そういうことで

演習頃として伎われていきます．

ところが昭和31年に大変大きな事件が起こる訳です。

そnは岡かと言うと、今の宕国の海兵隊、吉田1こ海兵琢の

基咆がありますがそこから飛UIこった飛行磯が秋吉台の

上にやってさて、済紅という山を中心に空煤、ナバーム弾
を打込むという空喋演習品として使いたい。今までのよう

に陸室の歩兵が走り回るというんじゃぁなくて．ジェット概

で空爆をするという演習塩に使いたいと門う申し入れが

ありましに．これには山口栗知＃さんも囚ったし．秋汚町長

さんも哭束町長さんbみなさんがたいへM臨れた。どう

するか。「反対しよう」ということになりまして反対疋勁を

起こす成です•ところがこの反対湮勁は大変大きな展開を

しまして．それが成功するんです．枚吉台は況ぼも甲しま

したように、 11ゞ翌先牛の研究以来日不列島の起源を請じも

大変墜要な山だこれを「たかが戦争の演智で埃していい

8
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の団ということで、山口大字に松山基範先生という地は拗

理学の大家がおられ工して、九州大学の先生だとかたくさ

んの秋己台を研究する人涅が柔まってきて頁正面から米
•’" 軍とやり合う訳でこざいます．醤時の1J1沢東知甲さんの話

を問くと「アメリカ面むグランドキャニオンやナイアガラの

渇で空澤演習をやりよすか」ということを亘つIこというんで

すね。そしたら米l1lの司令官は「いや、そんなことはし

ないJと．「秋百台がそんなに学術的1こが加ところなら、

それは我々が空Q演函をするのI這追いだ」ということに

なりまして、秋古台から米軍が諏退していったんです．今

沖繹固題で大輯ざをl,-cいますけれども、米軍はなかなか

普逃のことでは撤退しないのですが、いわゆる国宝のよう

1こf人類の四、大変Iii要な山だということになりますとそ

れは坦わ違うということになりましたという、日本では非常

に紐匹見喝地反対爵砂班氣冷なかったか広嘩いま..

やがて米軍が去っていくと．我が秋芳町、天束町も大変

琶びよして、やがて観光の新しい町つくりが追められてい

さ不9• それよで秋汚洞だけでお吝を葉めてい注したが、

秋占台のJ:にも上がらnる、秋舌台の1士大な互原を見るこ

とができる、楽しむことができるということで．やがて秋吉

台上の観光開発が進んでいった訳でこさいます．

せつかくみなさんおいでになられたので、秋古台の素睛

らしい芙しさというものを、今日も向こう側でたくさんの写

口の展賢会をやっておりますので後でこ覧頂きたいと思

いますが凡元の方々が秋舌台に取組んで一生閉釦こなっ

て写日を振つておらnます。「秋百台の目然に親しむ会Jと

言う、自然に設しもうという月々が秋吉台で灼強しながら

写真を趾るというので展覧会をやっておりますので是非見

ていただきたいと思うのですが、｝いもちょっとここにスライ

ドを用意しておりますので．20分くらい、ちょっとスライトを

こ覧頂きたいと思います．

酋を出して下さい．

（スライト13GM 以下は暉本氏によるナレーション）

秋吉台は石灰宕の山です．

3偉年の音向の中の三窃が珊珂礁を造りら灰岩になりま

した。

枚古台の石灰岩の中にはおUただしい数の海の生物の化

石が見られ否す。

秋吉台の苔(;J台地の中からやってきます．

焼け跡にフキノトウ、ペニヤマタケが頴を出します．

ベニヤマタケの赤は秋古台の示土の色を簗めた見事な赤

です．

しばらくするとたくさんの野葦が芽を出し始めま..

葉も茎も十分に伸びきらないうちから、もう花をつけ9台め

ます．

⇒ 

基調講演

センボンヤリ．オキナグり．こういった野草たちです。

こうなると後は野の野菜たちの大洪水．涼紫、黄色．白、

色とりとりの花がカルストの野つら1こ湛れます。

5月を過ぎると秋吉凶；；はまた別の野至が花をつけます。

ジャケツイバラムラサキ、カキランなどです．

そして梅雨の李節には連Bの雨。「帰り水」には一問的な湖

もあらわれよす．

雨が上がると猛烈なaさが台地を支記しまir.

人々は大きな木の卜でポみます。

コォニュリが笑いバ訳とつl九げ・

お盆を過ぎると枚古台1こ秋の気記が強まり、クズ，キキョウ，

ススキ．ハギといった秋の七箪が花をつ19始めま可．

夜に（こ、マツムシ.nンタン、コオロギなどの虫たちの大合唱．

秋吉台が忌も耀く季節で11.

10月（こなると秋；；；台の::t人公、アキヨシアザミが花をつけ

ます．

そして夜の冷え込みが強くなると．至は色つき始め至紅葉

が始まります．

この頃になると夜明(91墳が立ち始めます．

固回の和J工を覆う雲渇、i火古台の台上を閉坦こ流れる霧

の｝11.

幻想的な風只が浮かび上がりまg.

l2月になると秋吉台の室l;J:枯n果て、見甲な岳れ野が現

れます．

それでも雨や室が贅ると、草は急に生気を取り戻し輝き始

めます．

杖古台の冬景色で忌も心をとらえるのは笞の原でしょう．

室が石灰岩を 9 つ（まりと覆うといろいろなモン人ターが現

れて私たちを艤かせます。

2月の第3!3811日はf山焼き」です．

1.000人もの地元の人々が台地を取り阻み．花火を合図に

一斉（こ火を放ちます．

火l&cたちまちのうちに燃え広がり大地を焦がしていきます．

火Iii:風を坪U、風は火を躍らせ大地は燎けていさます。

山坦きが済むと秋吉台は黒一色．

それでも時には名残の孟が筵ることもありよす．
90 0• 

この地方の人は「煉山屈しjと呼んで、この君に愛憤を込め

gす。

台地の黒は日こと（こ淡くなり．草が芽生えて日に日に色づ

いていきます．

そして再びベニヤマタケの赤に出函ぷげ．

こうして秋古台の季節は流れてゆきます．



塁調講澳

秋吉台は生物達の世界です．

岩の中に閉じ込められた3饂年前の海の勁物や栢似

そして赤土の中や潤窟から出てさたニッポンサイやトウヨ

ウゾウ、オオッノジカといった50万年南の勁切たちo

そして今秋さ台で出逢える室や虫．

時の溢れの中で命は雄実に伝えられ命の裟が出来ました。

この命の悶こそ．払rこち人類を支えてくnているのです。

（スライド終了）

秋古台の四季をちょつと見ていただきました•

Lil焼きがほ1日ぉこなわれますが．今のスライトで見るよ

ぅはあんなちゃちなものではこでい＊せん。もうホント1こ

すこい感動を伴うものでこ迅ヽます．

秋吉台の利用もやがて観光時代を迎える.t!Iの中がこ

こ20年． 30年のうちに大きく変わりましたね。

何も煉かった時代から．段々と室が埒えてきて甲社会へ、

殴業も、ひとつひとつクワで耕していた、そういう霰業から

呻化が進んでいきまして、やがて紀料も何も写を使う必

要はない，化学肥料でいこうというそういう時代に向かう．

大きく変化をいたしました。

それにつれて秋る台の利用の仕方も確突に大きく変わ

つてまいりました。それまでみんなが競うようにして草を

刈つていた草原も段々刈る人が少なくなる。やがて観光客

が増えて．小さな送を車が走るのではどうにもならないと．

「長呑ヶ森」の中に軍が計用名のように入るという時代もあ

，，ましたが．これも困ると三うので、やがて有料遥路．秋石

台の日勁甲道路がでさた。これも臼成、反対をめぐって盛

んに滋識された訳ですが、秋石台の中央を、現在1が口が走

っており否す．まぁそういう時代です•

やがて、「今何が起こってきているのか」と三うことにな

る訳でこさ、＼ますけども．恩菜としての利用の仕万は非常

に少なくなっCまいりまして．どちらかと言うと鰐光主体の

利用の仕万。観光も今なでの秋芳洞中心の霰光から秋む

台の上を歩く。いわゆる荼晒らしい草原に触れて心を癒し

ていただく、そういう観光が広まってくる．まぁ「エコッ一1j

ズム」というような形のものが設々と進んでくる。という形
のものになってきております．

私は反い閻白然公図の指導貝をさ Uていただいており

まして瞑があれ1£1文百台を歩くようにしておる訳ですけ

れとも、勾年報名をする西務力℃さいまして．報告にここ20

年くらいすっと固凶羨なことを霊いてまいりました．どんな

ことを巴ヽてきばD応い文、秋舌l!IJ)上l;;J砕く紐咬々

旧えてきた．いたるところで歩く人にちのために追が剥げて、

土や石が流れて非常に土頃浸食が盛んに起こって、もうど

うにもならない。これをなんとかして酉してくれないだろ

うか．ということを毎年毎年!!きました。つま呪店台の上

をたくさんの人が利用する訳ですが．利用すれば必すとこ

10 

n澤nる．規楳の大さい小さいは別として、やはりどこか

環れるんです．だから壊れるところを霰初から少しづつ計

画的に1街綾していかないと流れるままに任せているんじ

ゃぁい1:tない。よく考えてみたら碍文時代以采、秋古台を

T寧に涌修するということは無かったんじやあないだろう
かと感じる。

まめそれはちょつと大袈袈な話しですが、痴哀にfワイズ

ユース」ということが今盛んに叫ばnている。昭和30年で

すかね、秋舌台が国定公回1こなりまして、fかしこい利用の

仕万J.liさないで利用しようじやあないかというのが逗ん

でいるのですが、こnは滋に理想的なお話しでで3 ね。で

すが実際に山の上を歩いてみると壊れている．

例えば「長者ヶ森J。秋古台の中心にある「長者ヶ森Jに行

きますと、 300年も経ったような大きな樹が森を造つている。

llli叩こできるものじゃぁない．その森の中に入ってみると

ですね、大きな木が一本減り、一本昏in、一本倒れ．で、太

焉の光が入ると捌が生えるかと思うと全然駄目なんですね。

何故かと言うと辰い問森の土を箆み1illめてしよってカッ

チンカッチンにしている．近頃は園芸プームで沼ち顕を捨

い1こ来る人がいて、ちょっとこれは国ったことだなぁという

ことでそこを利用していくと頃れていく．伊lえばぽ竹山J
だとか「1山」Jという山で 9が、大変衷望がいいんで9。大

変誂めが良い訳です．皆さんそこに上がる訳ですが、やは

りたくさんの人が行さますと「オーパーユース」になりまして、

使い過さになりましてですね、まがやがて千切れて、嚢Jが

nて、土になって、土填浸食を起してしまう．これは大変困

ったことです．

山口啜では今から6年位前ですかね、啜が思い切つて何

偲というお金を突つ込んで渭修して<nたんですよ．
cm9 •• ·た曹遭

ぽ竹山」と「北山」と。これは素眠らしいということで、国定

公郡ことっては面臣的なことだといって1ムは大変；；んだ訳

でこさいます。
これから,..,火己台を大いに利用していかなl9nぱ}J.ら

ない。し凡利用して壊してし次ったので1~31こもならない．

「壊nない利用」というのはちょっと考えられない。だから

そこで研究をしないとい19ないんですね・「鰻れないよう
に利用するためにはどうしたらいいか」という研究から始

まって．常に秋己台の「謎康診llliJをしながら、払たちも健

願診税を受99てますね、健康診断しながらり＼忌いところ

があったら早く手を打ってですね直していくと．そういう

ことがこれからはとても大切になるんじやあないかなあと

いうことを感じています．

とは申しましても行ll{lこそれをお願いするというのはな

かなか替りませんので令のB計代は「ポランテクの時代」で

すから、、ドランティアでやろうじゃめないかということでで

すね、＂奴58バークポランティア」、秋古台のほ俊をするこ

とを専門にしたポランティア活動をたくさんの人が史まっ

てやっておりま9。本日の実行委只会の中にも「秋百台パ

ークポランティアのメンパーも加わっておりましてですね、



分科会C口でもまたそうした話が出るかと忠いますけれとら

まぁこれからは、ただ使いっばなしというんじゃがなくて、

壊さないようにするにはとうしたらいいかということを一

生命みんなで考えながら利用していく、そういう利用の

仕方がとても大亭じやあないかなぁという気がいたします．

秋舌台をこうして観ておりますと、演習場の時代から放

牧怠もできましたし．室をみんはが符つて帰って困る虫か

少なくなった、といろんな時代でいろんなことが行わnて

来た訳ですけれどもこnからは、それこそみなさんと大

いに議論をしながら、英知を簸めながら．国定公園として、

目然公臼として正しい利用の仕万予祈極的に措し進めて

いって、すばらしい秋吉台を守るといいなぁと思いまり．

秋舌台の草原もで，，ね、今から30年くらい前ですかね、

ネザウが一斉開花してみんな枯れてしまいました·自然

の「大実験湯Jですこれは．やがてそこから芽が出てきて．

そnらチガヤ（茅）とかススキがパァッと繁茂したんですが、

やがてどんどんどんとん日に見えながら変わっていって、

ススキが少なくなってネヴサが多くなってさており木，，．

よた濡頌化の影響でしょうぶ5丈田碩分忌くなってまいりま

した． rゎぁこれはすごいなぁ、中は歩かれんなぁ」と心配

しておりよしたが、その高い草の下にヒナノシャクジョウだ

とかホンゴウソウだと1)ヽ．その下に生きる潅窃たちがまた

芽生えてきて、「おつ」といって践ております．いろんな虫、

パッタやあるいはカタツムリの仲同、キュウシュウシロマイ

マイなんていうカタッムリもいるんですが、これは惇い曰

の店をヲ9常にうまく利用して大繁栄を続けておりま9．秋

古台の上を歩いておりますと互丈の非常に高いところも

ぁnIよ非常に低いとこるもありまして｀本当に多彩なほ生

が見られる。それを見て歩くとワクワクするような面白い

現象がたくさんあります•このカラカラに砥9た草原の中

に涅地旧物、そんなものが/\ァッと生えている．そんな場

所が延々と出てくるんです．何故そんなことが起こってい

るのか、石灰岩の間にある不透店が遠くから水を涵んでく

るということも考えられますが、自然というのは本当に汲

めども尽きない、大変索隣らししものでご丸9ます。

地貨学の研究、化石の研究、カルスト地形の研究、動物

や姥窃の研究。今．草原がですね．日本中から姿を消して

参りまして、絶滅の危様にてち辛った状態となりました。秋

吉台には絶滅に瀕した只観がめり、また絶汲の危翡に瀕し

たや栢物がいつばい中にいる訳です。これを大添fこ守

らなければならない。秋古台にとって「新しい三原文化を

守ろうJという動きがこさいます．

まぁ．こうしてみなさんも今臼．明日と秋吉台に実際に接

して、「どうしたら秋舌台を守れるか」という該譲をなさる

訳ですが、是9臣活発なこ怠只を頂いて、索疇らしい秋吉台

を後也に、素睛らしい草原を後世に伝えていきたいと思い

ます．どうかよろしくお願いいたします。

大変までい昆顎醤演1こなりましたが、こ印肥ありがとう

こさい玉した．
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基調講演

可会

ありがとうこざいよした。

映像を交えての大変荼晴らしいこ潟；；；でした。大変あり

がとうこざいました．

今一虔大きな拍手をお送り下さい。
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『観光と保全』
ー事例発表一

事例発表 秋芳町わくわく村村長
•9 999 40  m 

松原峯夫

平尾台の自然を考える会

蒲由値作

防長交通株式会社観光部良
"‘"'’ 春野義ー

進 行 熊本大学法学部教授
• ｢9  ·こく

佐藤 誠

佐Jll!
『観光と保仝』の分科会を始めさせていたださます。

煤初に報己をしていただきますみなさんをこ紹介いた
u • 0 •し●事

します。霞初は防長交如和て会社、観光墨長の者野裟ーさ

ん．

苔野

今こ紹介をいただきました、防戻交通の観光邸で邸長を

やっております日野と甲します．よろしくお願いいたしま

す。

佐匝

2番目に秋芳町の「I'.)くわく村」村反の砿伍苫呉さんです．

松原

fわくわく村」の利長セやっておりより．、松院です．地元

の者です。

佐藤

3醤目に「平尾台の自然を考える会」の浦田健9乍さんで

;r. 

浦田

浦田です•よろしくお願いします．

伍藤

進行でこさい雰すけれとも、それぞれの立場からこ翰台

をいただいて、その後、こういう輸になって圧つております

のは、みなさんと一緒に、足非．共同討滋という形で、英り

のある時餓が過こせnばと願っておりま豆お三万の経歴

ゃ｀やっておられる内容につきましては、レジコメに訪せて

••• 絨たと保全

｀
‘
,
ヽ
●

, 

おります．

それでは自己紹介も兼ねて、発表の時に．3自分で必安

な自己紹介をお願いたしま,f. !酎深ですけれとも、まア姦

祖こ．吾野さんの万IJもお願いします。

壱野
はい、では私はほあ旅行菜というような観光業界代表、

または、旅行澳を過しての意貝というものを今から少し岳

しをさ口ていたださたいと思います。

みなさん方もこ仔知のよう1し、母近の旅行といいま11'の

が、まあいわゆる、音からの「18所・名跡めぐり」というよう

なもので、お客さまの勁きの大半はそちらの方に行ってお

らnたというふうに勤いておりました。最近はお客さまの

二ーズも変化してきまして、特に「自然志向ブームJ.特に「

鐙腰フームJだと1)\l 登山プーム」等で、それに「ガーデニ

ンクブームJ、よあそういうものが1且まって、霰近1;、入半の

お名さまが花や目然を求めるツアーに人気が集中してさ

ているというのが現状です．専門的なツアーとしては、最

近は「ウォーキングツアー」だとか、または「登山ツアー」と

いうものが年々、そういうものの寡裳傾向が強くなってき

ております。秋；；；台においても大阪や九州の万から「秋芭

台上のウォーキング」というようなもので来らnるお客さま

が年々坦えてきているということ日火芳町さんの方から

お問きしておりますし、私も実際に経験させてもらってい

ます．

で、今までのツアーのように18所・名饒またはきれいな

ものを蛍に遠くから見るというふうなツアーでありかした

ら限定された堀所である程虔一定の国所にしかお客さま

は行かなかったんですけども、最近はやはり「ウォーキング

登山」ということになりますとかなり閃の方まで入って行

きます。そういうお客さまの中には、やはり自然の問ほ等

12 



の訟頭の薄いお客さまもいらっしゃいまして且然破壌1こ

つながるような行劫をとっていかれるというケースがかな

り塔えてさているのではないかと思いますぶあそ汎＼う

ように、これ己登山だとかが増えてくれば、―営恐いのは、

珍しい花の盗屎．特に秋舌台には費直な古生の碩窃があり

ます．まあそういうものの盗叱登山なんかにいたっては
,.,ク

道路の崩環．先程庄本飽長も言っておられました19ど、「秋

古台上に多くの人が足を踏み入れることによっていろんな

崩壊が始よっているJというようなことも灰滋諮長が言

われておられましたけども，や1訳茂ういうものにつながつ

ている。またドイレの問理ですね．これがやはり、特に自然

曰悦の中では非需こ難しい問租として最近取り上げられて

いる、ということも諏ヽており不す．

で． 番恐いのが、杖古台もそうなんですが、もう既に出

来た函なんですけれども、観光El的ぽあ実際には「住民

のためだ」とか「池鰭住民の交流のためだ」とか、という目

的で涵路淫設がなされておりますが、屈近la:とんどんどん

どん奥地への送路逹設が進み、ポめ、自然汲壊がかなり怠

激に進んでいると。我々業界にとっては大変干Jり難いこと

なんです。遠くまで道路が仰Uて新しい観光地が増えれば

我々ら商完がやり島くなっていくんですが、逆の面で恐い

部分が問閉があるなと品近とみに感じ始めました•まあ

忌近では、地元の反対逗勁等が盛んになっていろんな溢路

建設も中止になるというクースもあるようです．

で．じゃあ「この秋古Bにおいてはどうか」と甲し雰すと、

やはり．それだけ多くの方が入ってくるということになると、

いろんなまああの登山でもそうです1::tと見についた種

子がそこに落ちて新たな芽を出すいわゆるI后化栢窃の

侵入」だとか、また、さつさ言いよしたように「只至な梢窃の

盗団」といった問題が出てきております。朽に秋古台にお

きましては、知頃物の侵入は、台の観光坦内な価也が萬

まるにつれて、展望台を中心とした注物附近、歩道駐甲潟、

また1戎台上を走る秋舌台酒路沿いなどの施設の澪llOにと

もなって、その円近からの得化ほ窃が問埠化されていると

いうことも招出されており木す。

では今後どうしたらいいのか．まあいわゆる「目然；；；埒」

というのは我々に取っては大事な観光貸源の一つでもあ

る。ただそれを我々観光葉界として「ただ利用するだけで

いいのか」とい翠践T)屯在すると忠いますべ澤忍そう

いう問題1こ今後、我々はどのように取り組んでいけ1..いい

のかということを少し考えていさたいなというふうに思っ

ております。

私もですね、実際l;J7年前くらいから登山ツアーを社内

で始めました。で私も正酉言いまして争山については素

人なもので、どうしていいか分からないということで、地元

の登山用品専門応の方といろいろ相談をさせてもらった

訳なんですがまあその万から「登山ってのはそんな11!1出

なものじゃないよ」ということでいろいろアドパイスを受

けながらやり始めた訳なんですけども．
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払共のツアーでは、今、登山に行く塩合は、リーダーを2

名必すつけます．そして2名のリーダーが必すお客さよを

こ茶内するというシスアムをとっておる沢なんですが、私

共のリーダーっていうのはやはり登山経験の豊かな万が多

くて、まあ．それだけ山に愛呑をもっているというんですか

ね、当然ながら登山の心得だとか、安全に対する隷注意は

当然さnますが、「山の目然と大事にしてほしいJっていう

ことを必す言われます。で、今．目の前にいくらされいな花

があっても決して駁ってはいけません．これはあなたのも

のではあり＊ピ心これはみなさんのものなんですよ•あ

なただけのものにしてはいけませんよ。ということを必す

言われます。そして．山に行った啜合は当然のことなんで

すが、ゴミの持ち帰り。白慢して言う訳珈ないですけど、

私共のツアーのお吝さまはほんとに紙切れ一枚落としよ

せん。全部持って帰られます．去あたまたま弁当などを包

んでいた袋等が風で飛んでしまったというようなときでも．

走って取りに行さます．なぜそういうことを三うのかという

と．や13.り「ツアー」というものはですね、お客さまをこ案内
°‘ するだけじゃなくて、やはりお客さまに対するそういう「苔

し9

薮運勁Jということも当然大まになってくるんじゃないのか

と思います。いわゆる「観光客のマナーが悪い」ということ．

よく冑われます•またU11Jヽ居に行ってもですね、 r豆山ツア

ーのお客さM3マナーが悪いからヤダ」と、いうような話も

我々聞さますけと．まあそういうツアーであってはいけな

いということで我々としては、私達の目を稟しまして<n

る自然をとにかく大寧にしていきたい．

でそういう考えのもとで昨年の9月に秋芳釘さんと話し

をさせていただきまして、「カルスドウォーク20001という

ものを大年の9月に開催させていたださよした。その「カ

ルストウろーク2000」の目的というのは、やはり秋吉台の自

然をですはこれを守っていきたいと。私達の仲問にもや

はり秋吉台の花が大好きで、すつともう月Iこ爵低1回以上

は秋；；；台に来て花の観察をしたりまたは自然の保護迎釉

たぶん仲餞の万がここにもいらっしゃるんじゃないかと思

い吝すが、そういう込勁をされている万もいらっしゃいます。

で、まあ、そういう「カルストウォーク」を始めた要因という

のはやはり「日本の草原」というのはですね、自然には成り

立たないんだと•日本の気候風土というものは、林や森を

つくる気候風土であって、室原という刀は「人の手Jを加え

ていかないと守れなしということを、我々は分かっていよ

すが、一般の方にはなかなか分かつていただけないぶあ、

そういうことを知っていただきたいという目的と．レジュメ

の方にも雹いてございますように、たまたま私頁った本で
し｀，＂”て，．

すが、石川徴也さんという万の書かれた本で、［山を殺す

IJJというふうひ本がありまして、その中の一文で、ちょつ

と気になった一文がありまして、レジュメの中でも乞かして

いただいたんですけども北海返大学の小野敦授という方

がですね、北海遍の盗担が全国で一醤ひどいんで1さないか

と｀その本の中で書かれておられます。なぜかっていうと、
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木州の山はお花畑が小さいうえ1こ蛮山者も多く、それが結

果的に相且監視となり、盗阻がしつらくなっている。ところ

が北海迫の山は有人の山小屋も少なく、また憬瓦が（恥くて

登りやすい山が多い反面、為山桓窃の租頬が兵宮で盗阻し

やくすなっている．まあそういうことで．遥内ばかりか本州

からも盗掘団がやってきているようだということで咲いて

おられる．という又白を読んだときですね．秋吉台もまあそ

nに似たような哀内にあるんでなかろうかなあと。という

のは．潟山植窃にはみんな興味をもっていらっしゃるんだ

けど、秋さ台にそんな只重な花があるとは，一般のお客さ

まはなかなか9わてあちれない．ですがら逆に言えば．そう

いう花をそのへんの花と同じように1111んでしまわれるんで
はないかという危険性を含んでいる。それから秋吉台道路

9•9し●●

が秋占台の呉ん中を迂つていますので、駐車場も「長者ヶ. 
森」の内側にもあります展望台にもあります．ほ蜘こ行け

ます。まあそういうことで北海遍の山と似たような状況を

内ち合わせているんでかなかるうかな．というふうに私も

思います．で、やはりそうなれば、お客さま（こで5'ね．一般

の万1こ．秋吉台に如何（こ阿国な花がたくさんあるのか、ま

た大寧にし．それを守っていかなきゃいけないのか．という

ことを我々が訴えていかないと、なかなか荘解してもらえ

はいんじ口ないかと。また、これl；；組ぼの力を作って·また

そういうような整荼汗四って三うんですか、そういうものを

進めていかないとい1プないんではなかろうかと．いうふう
に感じ、この「ウォークつェスタ」を関催した勁親にもなった

訳です。

またこの「ウォークフェスタ」は、宣伝っぽくなりますが．

今年もまた芙廊させていただきたいと、そういうふうに思
います•そして．閉回は予定して出来なかったんですが、秋

吉台を守るためのr基金活動J．そういうものもぜひこのウ

ォークのなかでやっていきたい。そして．秋古台の自然を

理解し、否たこの秋石台の自然を雛持するためにどれだけ

の舌労があるのか知ってもらう。そしてその上で基金をお

願いしたいな．というふうに計両しております。

まあ、投は、我々観光業界l.:いる人揺が「目然をタダで利

用してはいりない」。やはりf岬させていただく限りにおい

ては、この白涙を守っていくために我々が何かを行勁を

起こしていかなけれはいけない笥代に入ってきてるんで

はなかろうかと思います。餞光業界というのはいつも言わ

れますが、自然破壌の一蹴を担っているんじゃないかとい

う見万をされております。現実1こそうだろうと思います。私

もいろんな山に行ったり．いろんな観光地にお客さまをこ

茶内しながら、今までそういう世界を突際に自分で見てき

ておりますので．まあ．せめて地元ので叩ね、秋玉台を手始

めに．これから目然を守るための活動をですね．是非進め

ていってみたいなというふうに考えておりまg.

佐藤

どうもありがとうこでいました．たい～西ばらしい逗
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しで、従采．ぉっしゃるように観光と漿）；；は矛忌しがらで．

欧米でb「ツーリズム＝テロリズム」と、観光が痘埒のテロ
活動に手を貸すという鋭い批刊もありますし、また日本で

も「エコツーリズムと言うけれども、これはエコッーリズム

ではないか」という批判も出て．大変難しい筒閤があります。

そして酪近本を紐んでいて．臼本の競泊こついて深くお賽
^«~tべ90じ｀

えになった宮ぷ常ー先生という方がおられますけど、彼が

r観光を考える」という本の中で、自然を愛するということ

は戻しい自然を見て、親しみ、活用するという意はじゃな

ぃ｀そうではなくて自然を守り育てることだ、と．苔の日

本人はそれを信仰の刀によってやってきにんだと·とこ
るが現代では白然が好きだと言うと、木や草．ゑ湿物を大

亭1こするというよりは．むしろ目か刀好みで臼然を侵す．と

いうような動きを取りがちである、ということを罪常に感念

されておられまして、「新しい仕捐l:t」が必要だということ

を言っておられたことを．今．思い出しました。 1まんとうに
地元の人と．どういうふうに、大攀な自然を育てながら一緒

に慈しんでいくか、ということを考える時期に来たと忠い

ます•
次．松原さんに、農榮をしながら．この魁力の翠原を守っ

てこられたユ塙からですね、新しい．地域で実践されてい
ることやお考えを述べていただきたいと忠います。どうぞ

よろしく·

松原

先程「わくわく村の村長です」と呂いましたが、村塁とい

いましても、あの、誓広后て、イスに座っている村艮じゃな

くてつチの兵落でイベントをやる際に「わくわく利Jという

愛称をつけており,l:して、その中で「およえ村長ということ

（こしなさい」という程度の村長です。

ウチのところは珀釦印紅｝ヽらも外れていて、ホントの「田
会」という中にある訳です。ウチの浜落は．この秋百台の北

西要するに北側と西のちょうど頁ん中あたりの、ホント（こ

盲臨の奥みたいなところで．よあ（外郎との）交流の少ない

湯所にある訳ですが、それだけにいろんな「観光貝汲jがあ

碑でこざいます。 r観光辺源」と言えば奔常にカッコいい

訳ですが自分たちの住んでし辺遥iりには、珍しい．恐らく

よその人が珍以、、と見てもらえるものがたくさんあります。

まあそれとウチの一笛大きな催しになりまりが、葵とは言.,. 
ってもこの秋吉邸店且くに位曰しているために「山焼き」と

bいろんなこう大mノ而事があるということです．
庄あそういうことですがなかなかこの「山焼きJ円体も．

つチの笈落もよそI::.変わりまばんで．老齢化した中での
"... 

「山現き」、「火遥切りJI::.なっておる訳で、みんな病を取っ

て山焼きなども井宮にしづらくなっておりま丸山に上が

るだけでも大変だということで、一昨年、ああ、昨年ですか、

「作業辺路JI::.いうのが、やっと理解されて、山奴作茉籾品）

近くまでは甲で行けるような通が出来ました。しかしなが

ら、まあ国Jがついたから山焼きができる訳じゃなくて、や



はり「人」IJ兄＼はいとこの山煉さもでさないということで~.

まあそういうことで、私のところ1れうから秋古台とのつ

ながりが非常に深いところでありまして、秋否台を利用し

た舌ながらの震案が伝わっている訳です．今で12段々変わ

ってまいりましたが，以前IJ、例えI.ti炉台のススキ．こりゃ
．．轟9

まめ「屋租BJと古いまして、翌根を冠く材料に伎用してい

たと•そnから吝あ、当然どこの家こも家畜がおりまして、

これがいなかったら田が耕せないので、家畜のエサにする

ために草を刈っていた．それがら今みたい1こ化守肥料とい

うものがない時代には戸の有歳物を肥料として利用する

ために採室していたと．それから、まあ苔ですので、ガス、

常気がまあ奔常に少なかった時代、炭焼さが非常に盛んで

あったと•そしてまたその灰焼きの炭を入れるここでは

「ダツ」と云うんですが、そういう入れ物を作るのにもスス

キを使っていた訳です．

ところが時代もとんどんどんどん変わってまいりまして、

今ではIM,とうに秋古台の日原、せつかくの「食源」ですが．

牛もトラクターに代わり、肥料も化学肥料に代わり．屋根も

ほとんどの歴根が瓦に代わったということで、秋五台の大

きい「資源jが、あまりにも便bnなくなったとい去ことで、

（晒和）30年代以降、非常にこの欧吉台の利用澤が落ちてま

いりました。秋舌年こ(a「ドリーネJといって窪地がたくさん

ありますがこれを利用した俎（の跡）がたくさんありま..

この畑は秋古台にあっても個人所有になっております11n

ども、これも戟後、食料のない笥期には、イモを作ったりゴ

ポウを仔ったり．勿捻イノシシが屈りますので、イノシシが

食べないようはもの、そばなども非常によく作っておりまし
•• 

応しかしながら． I社とんどこれも時代の流れで興nて、今

では大敷の畑の跡が残っておるだけだということです。

まあ音はいい迫がなかった訳で、みんな刈った菜を馬1こ

しょわしてぽ負わして）、馬で荘んでいった訳です．まあ今

はいい道が出来ましたので、点原の近くまでは車ででも行

けるという、非常に知）にはなりましたが、しかしながら先

程も言いましたが、8引代の泣れで、労力の非常に掛かる作

莱だということで、メ）り敗りが非常に少なくなったと．ただ、

今でも部分的には、かつて放校場であったという場所があ

りまして、部分的にはそこで採頭して家畜のエサに家面

組合の方はしておられるようです。

＊あそういうことで、時代がどんとん変わってまいりよす

ので、私遠も秋石白とのIつながり」が、いろんなr思い」が

変わってまいります。払達の若い老のグルーフですが、「と

ってもゆかいな秋古台ミーティング」といヌりがありまして奮

これはなんで始めたかと言いますと、やはり先程申しまし

たように、 I火吉台の自然と守るために山焙きは欠かせない

んだけども、選疎化、老齢化で山焼さや火迫切りの作票が

大変であると、どうしたらいいかというのが一番根本にあ

ってそれではみなさんに秋吉台をたくさん見てもらおう

とまた知ってもらおうとほったらかしといてできた草原

Cないことをみんなに知ってもらおうじゃないかというこ
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とで活動を始めました。このfミーティング」では＆々な活

動をしております．そばを編えてみたりぷ吝台を観察し

てみたりということて、いろんなイベントをして、よその人

に来ていただいて、秋古台を1!l!解してもらおうという形で

活磁をしています。

そうした中で私もメンパーの一呉としていろいる勉強を

させていただいているうちに自分の地既の中で已可か出..,. 
来んかなあということを思いましてほああの「水の上lと
いう裟落ですが、たった13戸しかないような所ですが集

沼に戻っていろいろ話しをしてぶ＇ンチにもせつかくこんな（こ

負源がたくさんあるんだから何か出来んかなあ、と話して

みた沢です。
‘’’鼻

ちなみにウチにある「苔ゑ」ですがウチには「中居況」と

いう天然記念物があります．まあ小さい、それも加工して

いない、「加工してないJというのは霰気（設偏）が弓1つ張つ

てない、あの、観光用の洞窟はお客さんが歩きやすいよう

に通路が整備されていたり電気（照明設憐）が~l?l辰ってあ

ったり（整っていたり）しますが、そういう設鍋のない日の

まんまの潤窟がそのままあります．今1おまあ一般には閉頷

さnていて、許可をもらって（お吝さんを）案内しております

が、中尾洞はまだ目のまんまで、河窟探検のス'JIしがいっ

ぱいの穴です。まあそういう穴もあるしあるいは1火古台
を水源とするIll.まあ湧水が出るところがある訳ですが．

巴薬の汚染が非常に少ないということでホタルがたくさん

いる．それから、秋吉台にウチのとこるから上がったところ
C9C9 

ですが、「香合Jといって、1火古台上で一昌大さいドJーネが

あります。秋古台の扇いところにあるんですが、ドリーネの

底は（秋吉台上で）一番<1訊1（低い）と言われているんです。

そ汎＼う珍しいところがたくさんあります．

ということで、いろんなモノがあるんじゃないかと言うこ

とで、地の利を逆手にとって、「逆手」と言うか「利用Jして、

よその人との交流をひとつ考えてみようじゃないか、とい

うことで始めたのが［わくわく村」です。まあ9i:程も君いま

したように（垢落の人の）年齢は．私が今59歳（こなるんです

がそnでも若い万であとは80醸くらいまでの人遥会え
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ぼどうか、元気かよ」というような話しかないというfFI全で

す。そういう中で、よその人還と話をしたり．いろんなこと

をして交流をしようと。まあそうすnlふ甜国ないと（話題＜

らいは）変わるんじゃないかと、辛気な話しばかりしちょった

って（していても）知しくないじゃないか．ということでまあ

やってみようかと．

それともう一つは．そういう田合で展庄笏、あ9いはそ

んなrモノJを売るleしてもなかなか筵しい．今la．勿譲墾

があって、品口が良くてという商品しか流過しません•その

中で、来たお客さんに、「艮かったらもって行って下さいよ」

と、勿講打料で、お金はいただきますよ。勿蝸．まあ、 1まん

とうに（初めからそnで収入を得るために）栽培して、もの

すこく手を入nrこものじゃめりよCんから、まめ、物の見た

目はすばらしいもんじゃないかも知れM9ど、エあ、「もい

で」、「31いて」、「；思って」、「ばってJという体験を兼ねた中

で、裟産物も持ち帰ってもらうというような形でやって行

けたらいいん砂ないか．ということがむ3よして、この「b

くわく4l」というのを始めました。

始めましたが、実は平成の9年度、霞初の一年試lil-「どう

いう方法でやるか」ということについて、いるいろな怠見を

出し合って、いるんな話し合いを一年問持ちました•その

中で一番問理（こなったのがまあこうしたイベントをやろう
とすると，どこの地区でも一緒でしょうが、やはり人手が妥

ります．やつばり心記する人（面悧を見る人．受入n開）が大
変なことが多い訳です．でそういう中で、じ9あ出来る者

でその「大変なことJを振り分けてやろうじゃないか、例え

ば．勤めに出ている者まで~l?S兵りまわして．「今日は休ん

でやるよ」と．こういうやり方をすると、こういうコトは長穎

きしないと思うんですなみんながなるぺく「出て釆られ

る日」14合わせて設定しようと鼻合が悪くて出て来nnな

い人は無iiに出て来なくてよろしい、勿講次の讚会のとさ

にまたお手伝いしてくださいよ•というような形で、なるべ

く多くの（梁落の）人が捻mできる日で．あまり忙しくないと

き、itしい時期1aaしない．要するに「ウチのとこな乃怒合J

に合わせようと、お客さまの都合じゃなくて、すべてウチの

笙合でイベントをしていさましょう．というような形で、「長

続きの出来るような取り組み方」にしてイペントを始めたと

いう訳で..
それで第1 1iil目 1こr山焼き体験」ということで行ないま

した．この秋；；；台l;J:みなさんもこ存知のように、山焼き13

「見る」ことはでさホワが、山に「火をつける」こCla決して

させないという、今までの閃例があった訳ですが、そnを
0..  

ウチの地区で、平成10年度に．「火入れ体験」、お客さん1こ

火をつけてもらいましょうと、そして燃えるとこるをしっか

り眺めてもらいましょう、というようなことを珀めました．

勿識これは、当然．謡かが火をつ111こやあならんし．地元の

人も山焼きにはみんな上がって「火入れ」の作業をせ（こゃ

ならんですね．そういうことを地元だけじゃなくて．みん

なでやろうじゃないかということで参加舌のみなさん（こ

16 

はよくお話しをして、やはり、経験芸は人が秋虹］に13た＜

さんおられますので、そういう方に説明をしていただいて、

こ几こ叡り組んでも勾克ということで、叩成10年度2月15

日山焼きを行っております．

参加された人は木当に感激された様で．こんな体駿が出

来たということを井常に祖んでくれて、ただ見るだけでは

なく火入れを体験出来たということで井常1こ好計でした•

お泡でウチの朱活も「そんなに喜んでくれるのなら」と．我

々(;J:晋過のことをやったんだという感克しかなかったんで

すが、あまりにもお客さんが富んでくれたので、それじゃあ

ということで第2弾、第3憚をいるいろやっ心Rです．
中には矢敗もめりよして會例えばf19取榜話」という19の

子を堀るイベントを4月にやった訳ですが、これが、1りには

凶作と臣作の年がありまして、しかし生える（竹の子が出て

くる）云では翌9乍か凶作か分からない訳です。で「やります

心という宣伝をした訳ですがいよいよやろうかという国
前になって、非常に凶作でしとね、生えてなかった訳です．

そnで1うの子を他の山からも朱めて来て、一応イベントは

どうにか：；；未せたのですがなかなか自然は我々の思う通

りにならない訳です。

その位にも10年度には「臣の1火の収穫祭」．これは芋掘り

とそばの収頃という、主に収穫を体暖するイペントです．

それから．そぱ打ち仏駿と桓乳渭採桟先在言い＊した中

昂洞の中に入っていただくということでやっています。 10

年度13祁合4回のイペントをやっており在す．も双浜はまだ、
あまりそういう「仕掛け」というかやってみ如ブれば分から

んという部分が多かったものですからぷつかる（試しにゃ

つてみる）万が先でえばなとについても、当時ウチのとこ

ろでは、そl力よどめおり無かつにものですから、よそからそ

ばを入れたりなんかしてやっておりましたが、今ではそば
も仝郎集落で栽培、加工してイベントをするような形にし

ています．

それから11年度は実はお客さんがたくさん采ると、イベ

ントの会得として共落の集会所を使っている訳ですがわ

すか13戸の果会所なので非常に小さい、こじんまりした集

会所です•そnではなかなか思うようにできないというこ
とで屋根のIllけ出しをしたり、そ1れを打つ台（テープル）を
作ったり贔＂わくわく村という大きな滋板を作ったりという

ことで、字に事前の準偏の万ですが手作りでいろんなこ

とをやり木した。勿誼戻酋に頼めば目むことですけど、ウ

チは「無資本」、お金がひとつもない中でイベントを行う訳

で、始めからちゃんとした予口があって．伺があって、という
ものではないものですから、そういうモノも手作り．みんな

が木を集めて、身体を出し合って作っております．イベント

とし·cは「山焼き体駿」と「星の秋の収穫奈J、これをやって

おります．

それから12年度は、やはり「山燒さ体駿」をやるつもりで

したが、山焼きが延期になりまして、紐局この年はワチの緬

落だけで山足きは行ないました。f藁貞答」と「そば汀ち会」



を12年度(3やっております。まあ13年度の山焼き体験la

明日に控えており不すが、明日Iふ字たたくさんの勢加者で

計画しておりよす．

ここの（分f.l会の）話は「観光と保全Jということですわら、

殴光のことについてですが、この「山店；；；体験lのことを随

いたと己って、実は山口mのある旅露から1旅飽（こ泊めて

山焼きl~i醤れてきたいが、お宅で受けてもらえまりか．」と

いうことでお話に来られ次して、ウプでも「じやあやりJ.L,.:

う。ただし人数1拉I限しますよ•Jということになりました。

葬l日、 25人程定の万が山口に泊まらnて、ウチの体験に来

られること（こはつています．

そういうことで、やはり、（怠図的1.:)作ったものでなく、身

近な自然の中にあったいろんなものを使っての体駿、ある

いは作業ですか、そういうことを通じて、我々はこれから

いろんな交流をしていきたいと思っております．特にこの

交流を涵してl:!l域のコミューケーシ干ンが耳常によくなっ

たということがありま9• 甲3やはり年寄りの人が威缶つ

ていて、何かにつけて「上庄に座って」、あ忍ヽ1;「庄らUて」

という形が多かった訳ですがぶあ、こういうイペントを..

ることで年問何回も缶まって、準餞や何かでいろんなこと

で話をする内に．お可いの完思のほ通と言うんですか、イ

ベント以外の孫なども、非常に難しい転作などの問源につ

さましてb．今まで以上ldみやすい（スムーズは）話し合い

でそういづことがどんどん出宋ており不す。

そnと、「わくわく村Jに来てくれた「村民さん」ですが、お

客さんはみんな「村民さん」ですが合ではイベント以外で

も「交流」が生まれまして、話珪も色んな話へと拡がってい

ます．払追も、ただイベントを9るだけじゃなくて、そnIこ

苓加した人々のrふるさとJIこなるような感覚で、私遥b今

から続けていきたいと思っております．

「わくわく村Jは小さくて、本当（こ形が可るか焦いか分か

らないほなモノですが無投頁でほ落のみんなの協力の

もとに、これが行われていぶことを、私は大変誇りにしてお

ります。問組ですが、以上で私の品を終わりよす。

佐藤

どうも有り難う2ざいました。

本当に索臼らしい体験談でこさいました． 私も阿蘇の
¢9 や

「野燐きJが出来なくなって、どうするかということで3年

前ぐらいから部会の人によるポランティアを組織しまして、

今．数百人ぐらいのポランティアが参加して阿蘇の野焼き

を行なっています。

当初は地元の人たちも、野燎きというDは死者が出る＜

らい危険な作栞だから（ポフンナイ，，に野焼きをやらせるこ

とは）氾対ダメだo 遊a菟分．観光で宋ちやあい1)ない、と

いうふうに言われておりました。で9から、とちんと粗岬▽

てて．ちゃんと研修もして、危険性など、野焼きについての

認識をしつかりさせた上で野燎きポランテれアとして参加

するようにしたんです。そしたらですね．5秤リがよくて、今

17 
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年は多分1,000人くらいになるんtla<ないか、多分近々I.:.

は5、 6.000人の参旧者が見込めるだるうというふうに考え

ております。マスコミなんかが日いた役には零込での問合

せなんかがエラクすこくて、参加したいという意欲っていう

のは滋烈1ここの1,2年で伸Uてきているんですね．

それで、参加した人たちと地元の人たちが話し合いをし

たとさに合「わくわくり」っていう名前が出てさましたの

でたよたまのようですけれど、福岡から来た人が印拿盗

い言菜を言われました•「ワクワク．ドキドキ、八ラハラ、そ

して爽快．私9ことって野焼きはレクリエーションです。」と．

筍局始めてのことなのでワクワクしたし、相当危険が伴う

ってことでドキドキもしたし、実際火が飛んできたらf火潟

し棒」で防火しなりりゃいけないから召任が非常にかかつ

てくる。しかしそれが終わって、もうススだらけになって、

逹成感というか「いやあ、やったぜJという感じ応蛭んで

すね．

そしておっしゃったように「ふるさとJになるという感克

それは払共も同じで、それは只く分かります•その後の交

流会も年中あって、 緒に勺で炭を煉こうとか、もうr親類

付合いをやりたい」という地元の意向と、（参加者は）九州全

咲から采ているんですけれとも、「親穎9こなりたい」という、

そういう展開というの12f切こう共通して在るような気が

いたしまり。

お金をかけないで菜石のコミュニクーションが活発にな

っている．って言うとこるも同か共通する巳刀がありまして，

私共では「修字旅行の野焼き体験Jも今年から始めており

ます。忠校が200人くらいですlプどもやってみるとそれが

「商品」になるんですね。で、一人あたり2,000円ぐらいをい

ただくんですけれどb。

実はrェコツーリズム」っていう邑槃がありよして｀「観光j
って言うのはちょっと吾の言菜で、毀近は、体験旦グルー

中でのツーリズムってヨうか、それになっておりまして、
＾く・『

例えば水俣市なんかはぽ埒敦膏Jっていうことで一昨年＜

らいから始めて、今年132.3.000人くらいの観光否いや修

字旅行客を誘致しておりますし、JTBとかのエージェント

がすこく熱心なんですね。そういう意味では、払は「野説さ」

とかは菰行のフロの吝艮たんもおられますけれとも、「有

望な商品」になるだろうという気がしております．後でまた

該をしていただきたいんで9けども。
99 と 99^

次に、司会Ii!かりが喋っていてはいけないので、浦田梵

作さん．浦田さんは、ちょっとこ紹介しておきますけれども、
99C9.  

乗祁立大守で、こ専門は非常に錐しい「洞在宅」などを研

究されている理字博士でいらっしやいます。そして北九州

市役所なんかからも頼りにされていらっしゃる万で，こ出目

が北九州ということもあって、東京から足緊く通って、「平.,. 
尾台」に関わっておられる方です。じやあ、よろしくお願いし
王す。
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涌

霰1/JIこ、自分のことを紹介させていに1；；さたいんでりが．
< ue 

払、今お品ししていた~\たように．北九州市の戸畑という
...“‘‘ 

ところで生まn育ちまして、北九州市には郊外に「平尾台」

というカルスト台地があります．「秋吉台の弟分」のような

ところでして、非常によく似たところですづ項の頃から遠

定なとで平琵台に行きまして、秋白台と同じように不思頑
しヽ 99..9よ9

IJ.形をした岩かたくさんあったり、地下の錢乳洞などがあ

って｀すこく興味を1もちまして、まあ趣昧としてですね洞

哀探掛ケーピングをやっておりまして、それでまあ、北九

州地元の友人といっしょにケーピングを中t、としたアウト

ドアスポーツのグルーフ．「カマネコ探険隊」という名前な

んですがはそnをつくつて切心者の方を対象としたケ

ービング教室などを問いたりしていaす．それから自分の

専門の研究として、大学で地卸学、それから地理アの分野

で「カルスト地形」を研究しています．

それでまあそういうふうに研究していきますとですね、

饂初は地買字でその岩石だ,,を調べ）こり、地形を祖べて

いたのですが、結局はこのカルスト地域というこの不思緬

な場所がどうして出来たのか、いったいそこで同が起こっ

ているのかなんかその地下で洞窟ができたり、地下水が

流れたりしてますよね、なかなか分からないんですね。そ

れを研究してみますとですね、結局いろいろなことが関係

してくるんだということが分かってさまして．地臼も店託

地下水も．それから生物や樋協それから土壌なんかもで
し．．

すね．仝部が相互に関係してカルストを絹成している．涯..,.. 
乳石ひとつ出采るの1こしてもですね．均上にどういう生物

がいるのかどういう栢物が生えているのか、同の降り万と

かですね．宮の降り方、そういうのが出接に関保しているん

だということが分かつてきまして縛ヰ貪文をまとめる段

梃で「カルストシステム」という言栞をでっち上げてしま

いました．これはまあ．そういういろんな自然界の現象が

相互に関係しているという意味でrヵルスト・システム」と

いうふうに呼んで、後の話でときとさとこるどこるで出て

さま·9.

18 

まあ箆卑1こ言えば「カルストの出米るtt組み」で3ね．

tt組みがある程度分かってくると．そこに住んでいる人閻

がですね、どんなふうにそnを利用しているのか、そういう
鳥．，．

人の営みなんかがやっばり影譜しているというのが見えて

くる1.Rです．それがいいのか悪いのかは別1こして、どれ＜

らいの匹IJ‘目然に及ぽされているのかということが少し

すつ見えてくるんですね。で、そういうことから．平尾台の

保仝、環墳9呆全にはどんなことがいいのかということを霰

近え始めているところです。これはちょつと、自分の本当

の研究耳門から外れるんで、まだ勉強中で9。例えば．牛

感系なんかについてもですね鐵強していると←るで、そ

のへんのことについてでりねみはさんの怠見を聞いて、

教えていただきたいと忠つてやって由Aりよした。

それで、今曰は、平尾台の寧例を話すんですが、引豆は

「観光と9呆全Jという分科会なんですが実は平尾台のカ

ルストは，秋吉台のようにいわゆる「吉ながらの観光」とい

うものはあんまりないんですなみやlブもの屋やレストラ

ンやホテルが林立してお客さんを広く呼んでくるというこ

とが、平尾台ではほとんと興つていないんです。観光用の

ほ孔洞が3つばかりありますが、小さなものであまり人も来

ていませんし，醤理人さMa、あんまり人が采ると面信）だか

らうるさい、とかいう＜ちいの感じなんですなそれから，

めんまりこ飯を食べるところもない．観光地として整偏し

ようとしたこともあったんですが、なかなか問阻がって

成立しなかったんですね．なので、今回は「観光」だけに限

らす、「開兌、（土地利用と日境保全Jということをですね．

膚只き」、「曰原緒持」ということを中心に考えてみたいと

思います．

じ西あ先すですね，「平尾台の紹介」ということで、スライ

ドを見ていただきたいと忠います•お観いします。

（以絡．時折スライド、OHi"を指し示しながら報ち）

(;Jい、これはでりね、平尾台の北にある台地の漏つこで

9ね•この写即の左農）が小郡のILiです。後で地図をお兒せ

し去すが、小念の街1)'530分くらいでお地の上まであがっ

てこれます．台の匡回はですねこんなふうな急な斜面1こ

取り混まれております．これは秋白台と同じなんですが緯

かうの標高が秋古台の侶＜弘9あり雰す。台上がで9ね．

濡抜400mから600mくらいですから、まあ収古台の侶の高

さがある台地と忠っていただければ紀椙です。で，台上l;J.

でつね，こういうふうに急になだら訊こなります。そして，こ

のうな石灰岩の露頭、すなわち「カレンフてルトJですね·

で、ドリーネ，こういった非常になだらかな台地の風目です．

次お願いしま..

これが台上の典型的な石灰岩の霜岩、fカレンフェルト」

と呼ばれているものですね．あの，これ石の、平尾台でも

野きを行うんですが、ちょうど明B，秋百台と同じBlこ行



なう予定ですが、野楚き鋲でちょうど日がなくなっていると

こるですね露宕がよく見えます。だいたい高さがlmか2

mくらい。でですね平尾台の特徴として石灰岩が結晶9じ
^‘”"e して「大理石」という、結品の大さな石灰出になってますの

で、秋吉台の石灰岩に比べると、より侵食が造んでいて、丸

い形になっているんですななので，手の群れの原つば．
‘’`’’’‘• ぽ原」というふうに呼IれnておりまV•次お願いします．

これはあの秋吉台なんですけどね秋吉台の岩、「ピ｝ク

ル（尖鋒）Jというのは、このように先端が尖つているんです

ね．だから「地獄台」とか「針の山」とか、ちょつと恐い名前

がついているんですが、その点平尾台はこれが丸くなっ

ていましてこの上に胚ってお弁当を食ぺてもおしりが痛

くないという感じで、「女性的なカルスト」だと言われてい

ます。次、お願いします。

これは平尾台の白ん中ですな平足台は台池なんです

が、円ん中が盆地になっている、で固りが忘くなっていると

いうでりね、「台地の上に盆地がわる」というおbしろい場
所でありよして、ですから台上に上がると、囚りが全郎山に

囲まれてしまってですね団が見えないんですね．だから、

北九州からすこく近いんですがすこく遠くへ来ているよ

うな感じがします。

それからその中心の盆地には森があります。この森はか

なり人の手が入った森です。！日？いもされてますし、苔から

薪を採ったりして、いわゆるr里山型の森Jと言っていいで

す．で、集落が今は60戸 100人ぐらい住んでいます．かつ

て扇盛期は250戸ぐらいありましたが、とんどん減っており

ます．そして森の固りがで，，ねなだらかな斜面で，，が、至

似になっていまして．糾面のこういう茶色のところ、こうい

うところは畑として利用されていますね。それからRJーネ

の巾も畑として利用されていまして、そのへんは秋吉台と

よく似ております。かつては双牧も盛んにされていたんで

すが、今はほとんど放牧はさnておりません．次お願いし

ふす。

これが野煉さのシーンですね．火をつけてかなり燃え広

がっているところです．で、野焼きにつきましても、秋再台

と同じようにかつて1;1,菜突用にですね臣を刈って．その

ための差原譴lらだったんとすが．昭和30年代後半から袈

業形態の変化もあり字して塁票にIii-伎わなくなってよす．

特に「観光用」、「兒せる野焼；；；」ということではありません

で．今は「野競；；；している目的」と三いますと、f防火」のた

めというのが一番大きいです湿ii5しておきま9と失火が

起こってですね．山火字になって、笞年燃えるんですねで．

以間、もう20年くらい前になりますが、野焼さのとさに臨

風で、炎に消防士が取りliila:れて亡くなるというような甲

故がありましたので、もう、仝体の野焼きというのはやって

おりません．今は絨落の周りだけ岳落の方に延焼がおこ
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らない行度1こというので、北加i市の方から鳩助が出c.

!11J焼きをやっております。次．お願いします．

地下にはですね、このような芙しい錢乳洞がたくさんあ

，，ます•160くらいですはまあ、 I火i!i台の鍾乳洞が400以

上ですから、半分以下なんでolブどね。まあきれいな錢乳

石、も富なんかがたくさんあります．次お絹いしま-.r.

縫乳の中は地下水が流れていますが、それが弱から涵

き出しまして．このような泉をつくっております。これは大
し．．．

浮水神社．大きな活水と召いて「おしょうw」と読むのです

がそこここで水が湧き出しまして、水の湧き口がこ神体1こ

なっています．で．音から絋の関柔用水、水田ば笑用水とし

てですね、使われてまして雨乞いなんかも行わnている

壌所です．

はい、スライドありがとうこざいました．

じゃあ綬いてOHPで蕊籾を続けます。

先すちょっと日本の刀ルストはどんなものであるかと

いうことを閤剛ここ研します•E1本至コ、 IJ:とんどの謬溢

府喋に石灰岩、カルストJを形というのがありよす。しかし．

あの．この煕塗りのところがカルスト地域、石灰岩地蹴なん

で919どね．どれも小さいです．大きなとこはないです．

そのなかで一笛曲泊n拓いのが秋吉台ですね．平尾台la.

九州の北にありまりが．だいたい秋吉台のl~うの1の固l;..

9平力km<"!汎ヽです。

そして平尾台の位ii!iです。

ここがJJ\,_;\ですね。北九州市の中心地の小念です•大体

この辺が八幡で、製鉄所や旦化学工業J~帯になっていると

ころですね。小念から真南に、だいたい車で30分くらい、

10kmちょっとありますね．そこにある台地．こnが平尾台

です．

思益りのとこるl.l:石灰岩ですね．こういう且合に点々と

石灰岩が続いています。こnを延反してゃ0と、ここら辺

1こ秋吉台がある．木あホントに「秋古台の絞さJと忠つてい

ただいて給溝です。

ひとつの台地でですね、先程スライトでも見ていただい

たように、泉がたくさん匡りにありまして．その水が北九州
0930『O

地の王要河川の水源になっていま9．こnが紫JIl ．小白
こ”" uo.`Uし

の頁中を通っていますが．こちらが小波瀬JIIという行IS市

を流れる川です。それからこれには描いてないのですが品
細i（こ．ぐるっと回ってこのように出て行きます．ですから
水源珀絨としても非常に笙要な場所です·

それから却gぉ話しれした「カルスト・システムJという

のをこ理解いただくためにこんな図を持ってまいりました．

これはカルスト台地の断面図です。平尾台のものですが、

秋吉台もlitぽ南じだと思っていただいて結構です•それで
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この網を掛けている部分が非石灰むで日いところが石灰

宮です．まあこんなふうに石灰岩が台地になっていて．そ
の同りに非石灰；；；があると．

そして石灰；；；の中にたくこんの断四とかの割n目が入

っていまして、そういうところが地下水の流れ迫になります·

雨が路りますと、芦通は地表の911を流れて谷に出ていくん

ですが、石灰内地殴では地下に咽い込まれていきますこ

れは酸牲の水が石灰宕苓溶かす役m．があるからなんです

がそれも「どこからでも」ということではなく．こういうよ

うな割れ日が交差しているようなところですね．そこに集

中してきた水ですね、そこが特にたくさん沼1ブて、そこに

「ドリーネ」という窪地が出采ます．

まあそこ（割れ目）に入った水は地下を流れよす。その地

トの水の沢れ、「地下のJII」が渕窟饂乳洞1ょなりょg．当

然それは石灰岩が途切nるとこるで地上に出て流れると

いうことです．

まあこういうふうに「カルスト地成の一番の特徴は向か」

と三われたらですね、「IIIが地下を流nる」．と思ってくださ

い。で、その迫筋1こドリーネができ潟窟ができ、泉ができ

弘それから台上ではピナクル、カレン（石灰ぢ由がでさる．

多分全郎水の滋れに冶ってでさる．ですから「水の流れを

どう保全するか」というのがカルスト地既の保全に一番の

函要な緻念だと思っていたたきたいと恩います．

そして．呉体的に平尾台の「土屯IJ用J`「開兒Jの話とし

たいと思い本V。これは平尾台の石灰和の部分を白抜さ

にしたものです•これが1kmですので、大体長径がS--7km

くらいですかね，短抒3kmくらいの台地であります。

元す点で示してあるのが渕窟の入口です．このように

160くらい見つかっています。これを見てお分かりのように

「ほり」があるんですね。この辺ににくとんありまして、この

辺は見つかっていない。それから醤号が打ってあってニョ

ロニョロっと筋があるのが、これが大きな莉窟です•この図

に我ttらnる＜らいの大きな洞窟です。一番長いのが2番
• V9 ヽ 9

の洞窟「閂白洞」と舌う洞窟で2kmくらい、観光洞として

(33番「＋佛鍔乳洞」とさうのが古くから有名で、今でも年

問2万人くらいの観光客が訪nています．それから涌窟の

入口のところにもあります阻マル、これすっと平尾台のほ

にあり缶すけど、これが泉です．さつきスライドでも観てい

ただいたような扉にある湧泉ですなここから平尾台に

降った雨が河Illに流れていきます。

で．乎尾台の上地利用の歴史といいますのは、今日午前

中に藤本先生が担的胡演で話された秋；；；台の歴史と大体

似てお9ます。戟閃中までは砕軍の演習地として利用さn

ておりまして．その他としても、民辺の巳村から四栞用の校

曰地、それから肥料の、堪把としての採草池として草腔を

利用しておりよした．粧後になってでり〇陸軍から払い下

げが行なわれまして｀大きくわの引用応砂翠した。

ひとつは石灰石の広石ですかここにケ）（で1苔いてある
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ところb池山です．三翌マテリアルズ、住友力汲セメントと

いう2つの大でな絋皿洒りまりが、北11.ml.菜地帯lC近

いこともあって石灰石の＿ーズが非常に多い。で不あ、因

切は平尾台全体を紘区にしてば石しようとしたんですが、

それに対して北九州巾．当時はまだ小拿市だったんですが．
そnが反対しまして．「全域を保護しよう」、「i'l盪な自然を

守るう」．とですね、まあ当時としてはかなり先鋭的な考ス

万だったんですがこれが貞つ向から対立しよして、 1oq以

上、姦後は段高哉まで争いまして、招同や迎府の土地調毯

娑貝会で裁定が下りて、「只中から割って分けよう」という

ことになりました．で、四十分が紐区且業開発区滅．これ

はもう全部掘ってしまって良いだるうとで、祭半分、これは

カルスト地形が良く発達してい◇．洞窟もめるんで、こnは

天然記念物にしようと．で、この採色の側のところが国指

定の天然記念吻ですね。で、その後． li>f群司じラインで1li1ま

nrc区賎が「北九州国定公回」に指定されました．ですから

この小さな．秋再台の10分の1しかない台地でですね．只

中からですね、 l天然紀念窃1. 「山定公団」という.8本の田

土の中でも一番国a:1.:とつて大田であるという名所とです

はそれから近代程案に欠かすことのでさない石灰石の採

石場が接しているという、まあすこい状班1こなっています

それから只cpO)部分．茶色の郎分ですね．これは鉱区の

中なんですが採石場から出た七砂、これを捨て-6>1 土砂拾

て場」として迄成されています．こnlarこだ土砂を捨てる

んじゃ／ぷて、印ーネを埋めて、そこを放牧地として使っ

たり、それから、天然記念物側から絋区が口接兒えないよう

に、ここに木を埴えて「遮へい，，る」という役割、そういうこ

とも考えて土砂捨て塔として利用しています．ということ

でかなり「人の手」が入っています．

そしC「観光Jということで13g//JIJお話しがし1こように．

ぁ不り開発、利用がされておりませ知隣の天然記念物側

の屯淀から外れた地望に、―9碑、観光ホテルや遊回如’

注てられたのですが、酪初l註訪nる人が多かったんですが．

ちょっと交過の便が悪いとかですね．登山遥路の閑があま

り広くないので入笠パAが人nないということもあってで
9E 

りね原れてきまして、屍棠する氏xこなり剥した。
それから「裳震」も、段々人口が減つてきて、製1也として

も利用されなくなってきた．それで1980年代以降、公園の

万がかなりぼ法利用」と言いますか、オフロードパイクが

入ってきr.-I'.)．野互の汗法採取ですね．そういう函法h為が

多くなりよし C．自然保護四体の多くが自主的にバトロー

ルを行なったり、それから慄や,aなとからも鋤さIlllプがあ

りまして、f保臨叫「保姦計画」が立てられました．

それから90年代に入ってからなんですが譴四屎と北九

州市の万で「平尾臼整儲計画」と言うのが立てられて国朋

的な勁きが出さした。それを次にお見せしようと忠うんで

すがこの貝中にかいゾーンを至ね否したが、この「平尾台

笠阻計画」と宮うのは「平尾台を3つに分けてしまおうJとい



うもので9．今まで「開発」と「保遠」という形で分りてきa、

したが、これが互は1妥するのはマズイということで．夷中力

邸分に「干渉ゾーン」を）彫える•そしてここで「99恋舌向」を

行なって、そこで出た収益をこちらの「保譲ゾーン」の空lilll

に回そうという．「ハートランド平芦台」と言う第3セクター

の会社を、北九州ffiが中心となって、地元企染セメント会

社なども入ってさて設立しまし／し。それで隈初の計画では、

「カルスト•テーマバーク」ということで洞口の内部を投し

たジェットコースターみたいなものとか観覧阻それから

認からローフウエーを通すまた面には咄←ルエ盆を作

ってとかなり大悦な観光o 臼沢立Cました•しかしそれ

に対してですね、やはり地元や自然保設団体から、臼然破

堪や地下水汚染などの棗埃破壊につながるのではないか

ということで、かなり双詞が出よした。まあ結局Iさですね．

企まとして厄り立たないのではないかということで、お金

が集まらなくて、去年この計lllilが一度見四されました．t

れでテーマバークの代りlょ目然公固I,しようということに

なりまして、出来るだけ目然をそのよよに残した公国にサ

る、しかしそこで駐車場や施設の利用召からお金を取って、

そnを保護の万へ回すというような、自然公口を氾こした

「グランドワークトラス日という西勤に変わりました。これ

l;J.「平尾台自然の釦という名前1こなってい．J.すlブとね。そ

れ士での、テーマバークでお金を取ってお客さんを集める

という計西から、そういう趣旨1こ卸同して六ランティアで秘

いてくれる人達を裟めて、人を「臼源Jとして活用しようと

いうそういう動きになってきました．

そnとim劫す＆よう（こ昨年中心囮こ福l,,il栄が「平尾台

自然観票センター」という施設を作りさしてほあ秋吉巳1こ

も「秋却エコ・ミュージアム」というのが出来ましたが、そ

れと同じように環境ffQ)予臣でですね、ここが目然保顧団

体の拠点となりました．今までそういう施設がありません

でしたので、台tの辺路なんかお通りましたらr自然観察ツ

ァー」七やっていたり、ポランティアを集めて何かやってい

たりと．いろいると、かなり活恕こ動いております．

そしてそういう動きの西「グランドワークトラスト」とし

て企烹企茨といいますのはこちらの紐山ですが、そnか

ら地元住民それから一殻市民ですね．それと行政が一体

になった「グランドウークトラスト」C:いう形で、「先す野埠き

について考入ようJという勁さを起しております。実はその

シンポジウムが明口、乎尾台で行なわれるんですが．

哭は「土地利用」については．このように狭い範l!lllこ固ま

っていよすので．お互いの利害問係による対立が、載袋50

年くらいの固にかなりありました•これl;J:行政とJ:!J元任民

の問で（aば地の払い下1:n卸凋頷で、それから企茶即3

「保護」に鈷区を半分取られたという、そういう思いがあり

まして、なかなか上手くそれぞれの「忌い」が一致しなかっ

たんですけどね．そnを行政側が一BIIP破riこして、思い

をひとつにしようということで．始めたばかりです。こnが

どういうふうに如いて行くかというのは、よだまだ分からな
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い段階でありみすが、9印常に注口さnる閲さであります．

扇後に私の専門の立場から「土地利用Jについて、ちょっ

とお話ししたいのですが、もうひとつ図を塑ねました。訊ヽ

線がたくさ頌いてあり活すがこれは地下水系の況れで

り。例えばここのところはこからへほが灌いてあります/j、

これは地下水がこっちの方へ流れているということを示し

ています．

かつて「保誕地域」と「1l11覧地毀」に2分したときに．その

根拠いうのはですね、地下水系などはつながっていない

だろうということで、2つ［⇒が江も彩禁I)'いいと忠われて

いたんでりが、研究が進んでいさますと、実はこの辺の5

ょうと閲発と保薮の中問地域が地下水の上流地J翌1こなって

おりまして．この上流地域で汚染が起こりますと年紀台の

どちら側へも汚勾が行ってしまう。平尾台全体の地下水が

汚れて、それがまた地表の;iiJIIIを通って下んヤヘも沿染が進

むんじやあないかというようなことが分かつてさまして、こ

れも後になってテーマバークの建設．大規浅な造成という

のが中止になって良かった、ということになるのですが、行

収もこうした結果を受け止めて、出来るだけマ頃に影匹が

ないような工甲で目然公磁を追ろうとしております．

それからf9fi見さ」についてもで 9ね、「ふ当1こ室原とい

うのがカルスト地岐にふさわしい口然環坦なのか」という

ょうなことも、実l;f.もゴ寧鴻される余池があると思うんで

す．と言いますのは．本来．日本のような温瞑湿潤な場所

ではr念林Jが自然な閑ほでありまして、今日、膵本先生の

ぉ5もにもありましたように、音、、クつやいろIvな砒物の化と

/j洞窟から出てくるというのは、森が厚＜111つていたから

なんですねそれを人問が口原にしていった訳なんですが、

そのときも豆項を維持するため1こ曰刈りを行なったり放

牧をしたりしてですね．かなが手を加えていたのでりが．今

は「野焼きだけで緒持しよう lとしているんですね．そうり

ると、やはり今まで迫られてさた「草原とは別のモノ」が出

来ているんじゃないかという可能性があります．例えば、火

で燃やすだけでしたら、illっこで繁殖していくような梧窃、

これは迩1こ坦えてしまうんですね．ですから今．平尾台で

はススキに（tってワワがすこく埒えていま'1;1.-~サワが

生えてしまうと、なかなか他の抽物が生えてこないという

ことが惰とさnています。それからこの甲頃のような水

邊にあたる地峨では、やはり森林を再生した方が良いんで

はないか、というようなことも考えらnますし．やはり活動

地既にふさわしいl；；埒を、特に自然日境を保全するために

はこnからもっと考ス―Cいかな（プればいけないんじゃめ

ないかと忠います．まあその辺のことについてはみなさん

のお考えを団かせていたださたいと忠います。以上で終

わり在す•ありがとうこ迅ヽ工した。

暉

どうもありがとうこざい,J:した。たいへん考えさせらn
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”~9 
るいくつかの悶餞がありよして、ひとつほ菜原と水源涵歪

の水の問躇．また，森林と曰斥の‘ノーニングの問翅それ

がこnから21世紀に向けて謡会の人が求める自然取分

け翠原．m原というO){;tfr.>~らぎの口然空問」として世界

的に注目されておりましてそういう餞光ニーズの閤躇と、

それから生態の話しと．いくつか虫要な綸点がめったと忠

います。

これは冗談かも知れません1:tど、「なぜ人が快適と思う

か」．「一番その場I~ヽてやすらぎを忌じるかJという団査が

ありまして．心笠字者の調五だったと思いますが．「後る1こ

山を控えて且の前に翠原がある景観がいち1むvアメニテ

ィー（快適惑）が忘いJと．それは多分、 500万年前に人間が

草原の中から生よれて、やはり数をいち早く発見して、小さ

な人問が足で立つことによって段々頭脳を道化させ.El然

をコントロールしていく．そういう怠味で．爺い字王の人問

が一番やすらくのはl クサハラだったjという説もあかんで

3(9とも、観光で革原が注目されている背泉1こは、やつ（より
し＾

r癒し」とか「やすらざ」とか、そういう人同の深い心環（こ根

ざした快適空悶であるという意味む紐と思います。

そnで今から．お三万のお話しもう預り返しませんけど

も、親光柔の立頃から何だかの手段で租光する人、ツーリ

ストが、守る側にどう貫献するかという謀躇． 2番日に、通疎

化、潟齢化で./1.liliとの交滋の中から新しい「飯のタネJを

つくっていくなたそれを持ほしていくための践光「競光」

と言うよりは「ツーリズム」という言いかたの万が私はふさ

わしいと思うのですがそれを持紐させるためのツーリズ

ムの発展をどうするのかという課渥。そしC3笛目に開発

と保全の関係という課涅がこさいましたけど、今から、861111

が19引問少しありますので、終わり(a:15時50分ですか、ちょ

うど1時閻残っております•そnで、今から第2邸ということ

で、こ包悶でもいいし｀自分のお＝方に対する意灼の面磁
でも結棋ですし、とうそ目田1こいるいる、どうしたら貝体的

に苗原を活かしながら新しいツーリズムのニーズにも応え

ることがでさるのか、という共生の関係を求めるという方

向性でディスカッシコンをしていければと思います。そして

それを．このあと行われるパネルディスカッションで、日初

に私がパネリス以1して岳ほ万のこ惹見を翰告すQという

形になっておりよすので、どうぞ活発なこ疵鵠をよろしくお

願いいたします。ど“こでも湛い、どうぞ•

燕谷
く•一

寄森から参りました．熊谷と申します．防良交通さんの

万と「ウォーク」をやらnたということでりが、秋印1さん

からの、やJI）ヽ協力を得てということだったんですIJども行

政側からの、何か「補助Jみたいのはあったんでしょうか．

その「ウォーク」のですね磯授とかですね．ぁとその料金

とかですね．そういうのをお問かせ願えればと思います。

者野

お苔えしよ孔これ1ぷ画の方を、払共から秋芳町さん

に持つていきまして3渭的には秋芳町さんの方が芙行委

貝会を作られて．いわゆる「ウォーキング大会」．まあ、「フェ

スタ」という形で立ち上げらnました．で、払共の万はそn

に対する口英活動を行ってお客さんを送り込むというよ

うな役尺叡らさせていたださよした。ょぁ、第1 回目でち

ょっと準憫が足りなかったんで、五伝等が行さ届かなくて．

当3))I;t300人程度ぐらいの規模でしか．去年はやっていま

せん．で．今年13一応500人。来年は．これは公開していい

のかどう分かりませんが、景の乃も一諸にカセ入nてやり

たいというような動さも出ていますので、もコ大さな

「フェスタ」に発展できるんじゃなかろうかと思っております。

累谷

ちなみに参加科の万はおいくらぐらいですか．

吝野

はい、これはですね、やはり経費かかりますので一応、

秋汚町さんの方に2.000円の会円でやらさせていただきま

した。そして．あと、速くから来らnます万は当然交過費

等も和こ、という形で作らせていたださましに。

万

眺谷

どうもありがとうこ迅ヽ荘す。あとはfbくわく村」の村長

さんにお召ねしたいんですけど、野焼きの委加については

ですね、どういう浪攘と料金とをお叩らビ願いたいんです

けど七．

松原

一応．野焼きは．やはり火を匝う作業ですので．参m考1こ

はある穫哀の監視下で作栞をやっていただいております．

やはり一般の観光客と言いますか、本め火を扱ったことの

ない人がやはりおられますので、火の状態、あるい1/fJ道の

次慇lCよっては．いわゆる危険が伴うこともありますので．

そういうことから「参加者を監視下に臼いて作案がやれる

人数」ということで．限定で、最高で50人そこそこぐらいの

参匹を募集してやっ·cおります。先程言いましたように．

受け入れる側13l3人程度ですから、ごあ、「その後の準齢J

などに敗られる人を除くと、尖費的な実箇郎隊が7~8人程

度しかいませんからね．

で．コストということですがそういうことで、まあ．「野蜆

きだけ」という訳にはいきませんので、そういう怠味で、会

員（替加醤）の方（しは食甲をしてもらう．要するに．山mきを

見ていただいて、その後みんなで食事をして、交歎会の湯

を持つということを「ねらいJとしていますので．そういうこ

とで、 l.500円いただいています．だから、「宮栞」というか．

，，チの方も、「もうかるのか」といわれたら、とても、もうか

琴うな状態じやあない。ですが、まめ．みんなで、山燒きの



その日1Bを楽しもうじゃ／よいかという趣旨でやっていか

なしとね。だから、そりゃみあ． 1まんとうに、みなさんから

fもうけた方がええじゃないか」という窓見があれば、それ

なりのやり方をやっていかないと。

牒谷

どうもありがとうこざいました．あとは、佐藤先生にお問

きしたいんですがなんか、あの修学旅行で、その300人程

度戻紐西ったということですけども、その情報を詳しく

孜えていただきたいんですが．

佐

あの、申し訳ありません、記紅の関係上、お名前と出身

所限を．

廃谷

涵森市役所の観光課廃谷と申しまり。

佐藤 .. 
どうもすみません。で修学旅行の話しですが、例えlぶ水

•セ

俣(ffi)邸かでは、昨年くらいからそういう劫さが本格化し

ました．そnで阿舷8]で1さ、そのフログラムとして、器栞体

験が 1 日と、通常のホテルを利用した従来製のやつと併せ

て2泊3曰なんですが、これも本格的なのは去年からです．

突然のよう1こですね、なんか、JTBさんとか、新しい「体

験型のブラン」を組む必要が出てさて、エージェントがすこ

＜茄団的なんですね。要するに貸来型の．姪史でいうと．

「京祁・奈応のお守をめぐる」だとか、「平和敦百で反崎、広

昆をまわる」だとか、ああいう数百人でドカンと行くつてい

うスタイルから変わって．それは恐らく、多分2002年わらの

「総合的学i!!1の時閾」だとか、あのいろいろ．学校の、食震

教育であるとか、急になんか、教百課顆が変わってきまし

たでしょ。それに合わせて1多字派行のスタイルも、グルー

プことに事前の勉強をしてグルーズ2とに地遵で自然や．

菜摂や、歴史や、農業や、諸々の課證のテーマに即して1J＼グ

ルーブで行なうというスタイルに変わりつつあると．そう

いった坦合「受け叩」がないんですよね

それで、みなさん、とこの地域でも、一度に大皇の修字旅

行生を受け入れることは出来なくても例えば50人とか

100人くらいの小さなロットの受け入れが出来れば、地区

地区で分1旦するとか、「辺表で」というか、今日は50人、次が

50人とか、スケジュールの講整や工夫をすれば 100人や

200人の宿泊を受け入れることIJ'.2i83日で出采る択なん

で9 ね。そういうニーズがなんか突然のようにこう持b上

がってきましたけど、なんか栖輯こさい不せんか．

呑野

r体験学習」については、もう、そうですねJ910年くらい
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印から忌われているのは三われておりました。山口限下

においても、そのような体験学習がでさないかという問踵

はありました。今やってるのがあの、あれはなんだつけな
·ヽ←ヽ9• ヽ

山口棗の9号東IJのもっと冥になるんですけどね．そこで裟

輿体なんかは細々ながらやっておりま9。大規楼的には．

山口宗IさよだやっていぶAですね．

佐藤

ちょっと煽報をもう一つ甲ぱ1プますと、結民r弼1入れ」

をやるためには廊りの哀家や地譲で1,1.打しいから．そのた

めのインストラクターであるとか、現咄功茶内ガイドである

とかを百てなけれ1.i:ならない。地域特性にあわせてニーズ

があるものですから、地域でそういう「人」を急濾育てなけ

れはいけない。と芭うんで、例えば4年前から「九州ツーリ

ズム大学」というものを我々は行政と大字と一紹に．「ラ

ーニングパケーション」ということで、そういうl専門の人を

宵てる」ということで学校を作りました。それはとても評l1J

が良くて．去年、和歌山嗅でも「和歎山ツーリズム大学Jと

いうのが出来て．今年は北海道と沖況と、場合によっては

信州1こ．そういう「ツーリズム大字Jという名前の国民一体

の人材晉成講墜が出来ることになっております。

そnで受入れを仲介，，る再門の栞酋さんもおらn囚し

て．いま人気があるのは「歴案体験Jや「自然体験」で、そn

は大体2朗閻くうヽで2千円ぐらいが祖将になるんでし心

か•高いのはですね簾馬が確か1時問6千円くらい、それ

からラフティングっm、9うか． Ill下りが呼円で§濯in濤い

のはその2つです（プども、だんだん活動メニューに「定値J

がつくようになったので、野焼さは3千円くらい、 5千円取っ

てもいいんじゃないかと思うくらい「お金が取れるブログラ

ム」であろうと思います。

で、宿泊に記び付けて．どういうふうにすnlお也元の態家

にお金が落ちるようになるのか．巳家にインストラクターに

なってもらうだとか、なんかこう、「観光」というのじゃ説明

できない、「ツーリズム経業」の動さがあります。

私ばっかりがしゃべっても非常に問饉がありますので、ど

うぞ、他に．はい．

忘橋（女）
匹史 に·し

烏恨票の大田市からやって参りました、商橋と申しまヮ．
先程、ホールの『サミット』でもお話しがあったように、大田

•ヽ→ •^. 

市にはf三瓶山」という口原があり荻玄それがたかだか100

ヘクタールくらい1こしかなりませんが、 24年ぷりに放牧が

復活したとしもことで第2駆刀匡尿サミット」も閂催させ

ていたださ云した。それであの、いろいろな所をまわらせ

てもらっていなして、秋古台も伺回か来させていただいて、

平尾台ら夫の出身地が/jl怠ですので、そこで選頭したとい

うことも閲いていまして、子供の頃にですね．そういうつな

がりで3ば常に閉心が深い訳なんですが．

で、どちらに同ってもですね、払はその、何て言うか、草
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慄の良さというの(3「人の百りがするJRさだというふうに...̀ 忠つております。とこるが．人の盃りというか生業の香りと

いうのがしないんですね．その．伺て邑うんですかね．生業

と言っても、観光産業にだけお金が落ちるようなシステム

9こJ;J.っているんじゃないかと．で、「洞四探検Jとか、そちら

の方では、社共の万では魅力が．めの．いにかところでf欲

求Jと己うものが潟1こされてしまいまして．

で、「開1:1に」、先程佐藤先生が言われたよう1こ、やはり、

同わ遺伝了l項み込否れているような．「OOけたところ」を

求めているというものがあると思うんですよ。それを求め

ていきたいと。それが「野焼きだけ」では定らないと思うん

で9• 「草原の雑持」っていうのはf野焼きJ、 r採曰」、「放牧

」と3点がセットになって切めて、その．「生業」と言えるbの

であるような気がするんです。ですから、そこに悶家の人

がいないといけない。農家の人が．観光だけでなくて、メリ

ッ日がないと雑持していく事が出来ないんではないかと．

それがどうも足らないのでははいかと思います。で国王

ら出純化していくJというふうにおっしゃいよした19れども

やはりその3点がセットになっていないからではないかと

いうふうに思っております．

でそこで、也々考えましてねお話を同っている問に、

めの、秋百台にもありますよね、i6)でしたつけ、「とってもゆ

かいな秋舌台ミーティング」、そこで「ド」ーネ9月作JIo,んか

もされてますよはそれでその（耕作地の）「入会権Jがある

んですかね、そこの。入会濯があって、そのドリーネという

のは固人所布じゃないかと思うんですよ。そうですよね．

でそこの所百召が見つからないとか分からなくなってい

るという可能性がりますよね．

松原

入会権はあります．で、面有aの）分からなくなっていた

ものもありました。ですが大体は分かります．そういう記録、

地四が桟っていますから．

忘橋（女）

ああ、そうですがそういシところを訊会の方にOO放して．

耕作していただく、しょっちゅうリビーターになっていただ

く、という万法もありますでしょうし．そういう方々をmに入

nることによって． I希少紐jですか、そういったものの盗畑

を防げるという可記生もある訳ですよなどち50)力が来

られているのかというのはこちらが把握してる訳ですよ

ね•
ウチの三瓶の場合でもオキナクワとか色々な希少棧が

ある沢なんですが牛が放牧されたことによって件がそ

の「守り」をし Cくれてるんですね．盗抵訊坊l穴いる、と

いうことが起こっています•「（草只の）中Iこどうぞ入って下

さい」といってしやはりそこには何か人問には「吐Jのよう

なモノがありまして、向か見られているような感じがして、

盗班っていう1:,(7)13あまり焦いような気がいたします。
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でダから、そういった「人Jを入れて．「屈家の人迂が潤う

システム」っていうものをキチッと作って、払遥が行っても、

「ああ、農家の人じ潤ってるんだ」って、「色んな人が閃って

るんだ」っていう姿を見せていただくと、より「近付きやす

いJようなそんな気がします．

碑

それではこな見を．

松原

はいあの、今大変いい忌見だと思いま3 ．製家がまぁ

今頃は「B~代が変わった」ということで、秋芳台をあまり利

用しなくなったと。まぁ昔l;t．一郎には絞牧場もあったんで

すがね．実は、先程平尾台の話がありましたが非常にここ

の宕1れですね．これ、とんぎっている（とがっている）という

か、鋭いんですよ。それで．結橘牛なんかも怪我をしたりね．

そういういろんな事情がありましてね池あ放牧場そのも

の、まあ「近代化jというか．近頃の風湖で、餡入牛肉がほと

んどになりましたので、生産函として牛を飼うということが

成り立たないというようなまあいるんな田の籐第の関係

もそういうものがありまして、餓う人自伍が少なくなった

とい知あります。

ただ逆に、今のおっしゃった発想からいきますとね、逆Iし

あまり子のlllからないヤギとか年とかね凩JIilするという
方法もあるんじゃないかなと、今ちょっと、チラッと忠った

んですけれども．まあ牛だけに限定することもないだるう

とJごからまあ他の万法でも．北渾迫でやっているように

工の肉匂焼肉の,~料にするとか、めめいう原料をどんどん

作ってやつてるじゃないかと。そういうやり方でもいいかな

ぁ、そんなことも、今チラッと思ったんですが•ありがとう

こざいました·

碑

他に何か．

あの、11合せをしているときに少し出たんですけれども．

卒原の危磯というのは、今、孟摂さんが己ゎnた「持続でき

ない理田jっていうのは．そのためのコストを、らう震家で

は払えない訳ですよね。宅すがこメリットがある人が、その

持紐のために必安な労力やお金を出りというのが芦通lな

「原則jなんですが、そのメリットを一番享受している人．ぃ

わゆるn光客が、統持のためのコストを負担するシステム

がない、というところだろうと思います。この租木的な問泊

があってぶれ家は星本的にその観光客が章原に入ってくる

と嫌な姐をすかと．カンを捨てらnていくだ（プ1ことかうろ

ちょろされて危ないとか。そして白分は一生懸命汗；応して

働いているの1こ濠しそう（こ、他人の土地にコミなんか捨て

てって、もうむかっ腹が立つ、という院係だったんですよね．

どうしたら、そのメリットを既受している人が維持醤理のコ

ストを負担するシスケムができるのIJ‘、その阿瞑を少し．



はい。

吝野

まあ．私も仕享を過じて．これは大変良く感じることなん

ですけれども、まあ、元程から、登山ツアーなどを組んでい

ろんなところに行っcるという話を申し上げましたけnと

も、信州の力なんかは「山の文化jが這んでいて、ぢ，，んと

お金を払う。いろんな「システム」があるんですね．

とこるが中国地区、そnから九州の方に行きますと、ま

あそういうものが「罷光財産」だとか「商品」であるんだと

かいう意領が1ふとんどないように忠ゎnるんです．ですか

らな＾“）設笛bなししでt我々はそこに行って．なんかこう、
よその町こですね、黙って入り込んで/(バッと荒らして帰

るような｀なんか「後ろめたさJつていうものを感じさせら
れるんです．信州の方にtうけばなんか堂々と螢らさせて

いただけると．まめ、それだけのシステムもありますから．

だけどこちらの万I~はまったくないし、また地元の万もそ

ういう意哀がない。で我々行く側からすnIよ阿かこう締

丁に入って黙って荒つてくるというような、後ろめたさのよ

うなものが逆にある訳なんですね。

でかえって我々の万から言わせていただければ、まあ

週当な「入llJ糾」だとか秋舌台だってウォークをリるのIし、

(lftl胡笞理のための）「まあこれも経むかかるんだよ」という

ことで、何かを支払う方がどちらかというと気持ちの中

ではさつばりするっていうような邦分も正凸合ってこさい

ます．

佼諄

外田の例なんかもなんかこ存知なことがありましたら．

浦田

そうですなやはり臼原をこういう秋百台のような人工

的な日原と猜持りるためのシ人テムっていうのla;．もう伺

百年同も掛けて、臥あ恐らく中世くらいからですね、作られ

てきたものですから．先秤おっしゃられたように野規きだ

けじゃなくて叔牧そnから豆刈りつていうような「手flll」を

掛けないと組1さできなくて．それはもう本当に「農茎のた

めに」やっていた訳ですよなで、今やはりそういうような

裟としての必要性が無くなった段階で、誰がそれを后tt

わりするのかというのが．ゃっぱり一番大さな問躇だと思う

んですよね．それでまた、口然公四というものを考えてみ

ますと、それなりに規席があってですね何か変わった巧を

しようとすかとそれに引っlJ1/J‘ti.

で、先租放牧で岩がとがつていて孤闘にはると言ってお

られよしたが、放牧のことだ1ブを考えていいのであれば、

岩は除けてしまうし、卜可Jーネは咆めてしまうし洞窟'*哩

めてしまった万がいい沢ですよね．で、実際に平尾台でそ

ういうこともやられいるんで百よね．採石場のエ砂でドリ
U • • 

ーネを煙めて平地にしてそこに放牧りるっていうのが1970
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年頃に行nnていたんですね。しかしまあ、後（しなってそ

れが地下水汚染になんかにつながっているって言うので、

それはいけないってことになって。しかし、公監内の一番

草原がき11いなところは岩を壊していけない．ですから、

こういった秋百台、平尾台のようなところは彼牧には突

はあんより向いていないんですね。

ですからその辺でどういうふうにですね、「震彙Jと「保全」

と「醗光」とを央Eさせるかというのは非常に甜しいですね．

で「！T合せの時に出た話」というのは．海外に目を向け

てみると、海外の圧立公因．アメリカなり、オーストラIJア、

ニュージーランドなんかは奔常にほ壊が行き届いてます

し、また「そのための入蝙料」というものをはつさりと取る

んですな公因に入る道路1こゲートがあり不して、訂料追

詑かと思うと迫路じゃなくて公口に入る入場料なんですね．

それを払わない人は入ら廿ないと．でそのお金でレンジ

ャーをまかなったり．いろんな絆持膏理はされていると。で、

まめ日本で1ぷ;J:I;:そこまでいっCいないで9ねJこから観

光ツアーで利用しようとしても範設がないというのはそ

ういうふうなシステムになっていないからなんですね。も

うはっきなとこれだけのお金を払えぱこれだけのことがさ

れて．維持笞環1こも役立つと言えるようなことがそういう

システムが出来ておれl;f.でりね、利用する万も利用しやす

いですね．

日本は目然がすこ•く匿宮ですから、［自然に対してお金を

払う」っていう意識がほとんど無かったんですね．で一番

いい例が「水」でありまして．誰も、あの水にお金を払おうと

思っていなかったんですけれども、欧米では水の万がお酒

よりも高いっていうことがりつとがりまして、最近日本でも

ミネラルウォーターをわざわざ百つて飲むようになってで

すね、そのような自然やi；；境に対する怠滋の変化．これは

ば墳が悪くなっているからであって決していいことではな

いのですけどそういう口滋の変化が起こり始めている．

そういう時代にはE曲を雑用するためのお金というのが、

やっばり袋業や麟光とまた別1こですla、財森として作れる

可能性がもう既にあるんじゃないかと、そういうふうに巨え

ると思います．

碑

今のこ怠見に対して何か発言したいという万はありaせ

んか．

国原石金」みたいなものを、例えばニュージーランドな

んかでは牧囁（こ入るときにこれは九Iii膜政局長がよく言

うんですけnども、何か、コインを投げたらゲートが自分で

上がるという、人手を要さない閤組なお金の集め万もめる

んで．翠原譴持のために「茫非日本でも」と言われながらま

だ何も出来ていないんですけどないい知恵、もしくはど

こかもうやってる所があったら教えていただきたいんで

3が．
9く•

例えば営ひ島．今の森林笹理屁でl;J:．阿蘇の低の梁J也水
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硯で、音からr水源の活掃のために 1ということで100円す

つ徴収していよす．で、それは埠も文句己わすに払って不

すけども、草原についてもなんかどうですか．

なんかこ念見があれば、（ない．どうぞ·

忌I!! （女）

実際にやってる訳で13ないんで'!I'(プと、三瓶のところで｀

研究者の方が1年問、需豆されたんですよ。「この草原を守

るために、どのくらいのお金をあなたなら、 1年問に1ムって

頂けますか」っていうような問歪をした結果平均で6.000

円くらいですかね、その宮低の部み男るけれど6.000fllくら

いを草椋籍持のために出してもいいよというお笞えを頂

いたことbもりまして、口3り、そういう草原については向

っていかなくちゃいけないJっていうような気持ちは口本人

の中に1ねうると思っています。

それがあのそういうものをキチッと出していないとい

うか、「A本人にはそういう気持ちはないだろうJと勝手（こ

思っている郎があるのではないか。そういうもの(3キチつ

と痘示してみれば、大寧ならのだというようなことは分か

っていただけるのではないか•そnこそぽ境教育」では

ないかというふうに思っています。子供の頃から写原に触

れていくということをそういうことをしていかなくちゃい

けないと思っているんです。
実際にウチの万9Jも草原があるんですがそれほど棗匿

な.~2回口の『草原サミットJをやられるほと貸至な草原

である、という認識は市民の中にはないんですなかえっ

て外側の芳のほうが、都会の万々のほうがそういった「意
識が姿い」という結果が出てよすので、やはりそういったも
のを中（地元）の方々IJ応ビていくべさでめると。「言って

も分からない」じゃなくて、やっばり「言っていかなさゃ分か

らない」という意識を持っていかなくてはいけないのでは

ないかというふうに思っています·

碑

はい．どうぞ．

行野

それとですね今の「支払い」の件なんですけともこれ

はお客様の側がf支払わない」と古つてるんで1さなくて、多

分に受〇入れ側の万がでりね、「取ったら来ないんじゃない

かJという恐れ忌諜の方が適いんじゃあないかと、私はそう

忠うんですね．我々も行政の方と話したり、よあ我々案者

の臀Jでいるいろ話をすると、まあ「タタにしないと采てくれ

ない」、「来ていただけない」という意識がかなり強い。あり

ます．ですから逆に我々ユース側（利用者側）の万が、「文払

うからちゃんとやってほしい」ということを言った万がチっ
取り早いんじゃないかなという気がします。
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鴎

厄感ですね·'"'い、どうぞ•

長谷

地元の笛苔と甲します。こういう席に初めて出さビて頂
いて、まともなことが言えるかどうか分かりませんが．

実（がこく晟近．ここ3.4年前から、「山歩さ」をさせていた

だいております•あの．その関係で防長ぽ通）さんには1 、 2

度こ厄介になりました。ありがとうこざいました．それで、

常々思っているんですが、特に昨年ですな防長さんから
...9 99しつ疇

近くの山で1冠山」、それから私共で四田の石館（愛媛窯）に

夢りましたんですりと．特に石鯰の方で、いわゆる登山遵
を含めた整備を、其常にさっちりやってらっしゃる。で育え
てみますと、「この金どっから出てるんだろうかなJという凝

問が湧いてくるんですよね．

まあこれを互原の秋百台に印当てはめていいかどうか

は5ょっと分かりませんけれど、やはり我々．ゃっぱ山を利

用させてもらうとなると、やつばり追も良くしなきゃいけな

いし、年1こ何回かは道の澄山送の崩壌もありましょう•そ
・ういうものを霰18するためにはとうしても「ll!!元の万」とい

うことであれば．それを草尿（こ当てはめてみると，やはりこ

れは利用する者がそれls刃9 る何Tこかのお金を少しでも、

やっぱり仏うべきじゃなかろうかと、私逗利用する側も、私

自身Iii:考えてています•先程呂われたように6千円とか、平

均が6千円とか百われましたけれど、それほど瓦価なもの

でなくても．やっぱりfいくらかでも」という気持ちは．みん

な利用する者は持ってるんじゃないかというふうに．私は利

用者の一人として思っており択す。

暉

どうもありがとうこ迅＼ました。他に手を上げられておら

れた万．はい．どうぞ。

徳永
すい不せん．今日はIピデオ係」なんですけど衷は話を

きいてたら、やつばり志、＼たくなってしまったものですから．

あの．やっばり私も「グJ-ンンーリズ／」とかいうもの1こ
興味があって．いろいろですね、あ、Vいません、私．山口隈

く● "‘•9 ・｀“鵞’

の熊毛Bjの徳永と中しま9.

「わくわく村J、それから秋吉台にもここ7、 8年関わってで

すね、やはり「わくわく村」の村反さん、すこく人が良くて、

すこくあのサービス栢袢旺盛で、すこくいいですけども出

来れば傑ね．「もう少し儲けていいのかなJと忠つてます。

それから「儲1プないといけない」と言うか、要する1こ貼けて、

『「わくわくHJの松原さん、すこ，＜溢けて棗近家を逹てた

らしい」とかな（笑）そうなると、要するにそういう刺激を

他のみなさんに与え31るというかですね．

まあヨーロッパなんかでも、払も2回la.と行かせてもらっ

てそこでクJーンソ→磁＆それからその滞在型のクリー



ンツーで、ある茎•J1こ泊わて、苔通のサつリーマンの家斑

の方が、自宅1こ泊めらnるんですね．で、何もしない、同も

サーピスできないIブc2踏の恩子の部屋が空いてるから泊

めてあげる．というような形でやっています．

まあこれは、日本ではf旅鋼栞法」とかですね、いろいろ

めって、「民布Jということになると応椙法的なものがあっ

て．山口果でも.1rc＜熱心にそういう「旅館棗法をクリア

しよう」という勁きとか、公衆衛生関係のですね．「食字を

扱う塙合はこうしなきゃいけない」とかいろいろ指ttを出

してるんですけども．まあそういう垣根は紀構あるんです

けとも

ですから、そういうことをやるためには、せつかく秋己台

の湯合は「わくわく村Jがあって、そういうことを始めたん

だから、例えば「入~1料Jを取るとかですね．村のあるところ

にゲートを、そんなにまあゲートとまで亘わなくてもです

ね．なんかのイペントの時にはゲートを設けてそこで入村

団を叡るとかですね、秋舌台での「遵び料」とかでりね、は

んでもいいと忠うんです99ども．

だからそれを．Blえば身近な万がやらnて、例えば「あそ

こはちょっと小追いが1!1えて、ちょっと奥さんにいい臥Dを

箆つてあげたよ」とかですね、あの何かやると「ちょっと良

いことがあったよ」みたいな、そのくらいのことがないと

ほも）手を出さないですよね，それよりはどつかのバート

に行ってですね．「小遅いをちょっと只った方がいいやJっ

てなっちゃうんで．だから「サーピス精神J大いに紹溝なん

で．それをお金に代えることをもうそるそるやられていい

のかなと．

それとやつばり、「受け入れ費jJというかあの巣呑さんが

ですね、僕ら印1こ閾いたことがあるんですけど、修学旅行

のことについてですね、日本沢行の万にちょっとお話を問

いたことがあって、「83含だけどもしグリーンツーで仕掛

けるとしたら何人くらい受け入れればいいの」って問いた

ら、やつ11.り300人、 200とか300って言われるんで9ょ．部

会から修学依行で来ると200.300(J)単位で未るんで、それ

を受け入れられないとだめだと．で．そんな範設、グリーン

ツーやってる中でもそうそうないですよね．で、「とこかに

泊めりやあいいいじゃないかJってことで、 10軒くらいでや

ろうとしたんですが、 1旅飽栞深卵Jでですね、まあ物を

食ぺさせたりすると、ちょつと『哉版になったりする訳ですね．

だからそういうことをクリアしないといけなし＼ブれとも、ち

ょっとその迩乃ギャッフがありすぎると．

だからもう少しうまくですね．民問ベースで安く、旅館業

法もうまくクリアしながら、まあ「法の規制Jを解くのが一番

いいんですけども．要サるに、めの、「B&B」と言われてる、

もう朝食だけでしル＼と国て(Bed)、朝食(Breakfast)だ

けでいいと•あとは台所を用意してあげてですね、そこで

自分迂で食工を取るとかですな地元の、その辺の911lの均

を取っていいよと、その代わり甦らかは払いなさいってい

うんでちゃんとお金を払つといてですね．自由l』取ってい
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いっていうのをやつてるところがやっばりありますよね 1火

田にも確かグリーンツーでやってるところ．知ってよすし、

艮野でもやっておられますね。そういうことをちょっとやら

ないと．

あのLL口阻lむよくfもてなしが下手だ」というふうに、そ

ういう禁だとよく言われるんで9'lプどもちゃんとこういう

「i!1源Jがあるんだから、だったらうまく利用してですね、そ

れをお金に代えるっていう、 ちょっとこうなんと言うかな、

「もう少し貪欲になっていいのかな」っていう気がしますん

で．せつかくやられてるんで．足罪そろそろ繭上げをさnて

ですね紐けようという意識があっていいのかなって気が

します。

佐ほ

村長．どうですか．

松原

はい。よあ今お話があったようにある人から「村Rじゃ

から税金を取ってもええじゃないか」つていうような話もあ

りましたから、まあほちぽちみんなで考えてですね｀「わく

わく村」にたくさんの人が現しく来ていただけるような万

法をね考えていきたいと思い叙．

まあお也話する人もですね、今おつしゃったように「お金

ばっかしじゃない」と言っても、やつばりお金は付いて回る

ことですのでいろいろ、その5ょうど「エエ塩梅」のとこ

るを検討してみたいと思います．

忘構（男）

あの、「伸llll内Jばかりで喋っちやあいけないんでしょう

けれども•

碑

いえいえ、司会者もしゃべってるんで．

高l5（男）

あの傑ちょっと反謡みたいなことを言っちゃうかもしn

なんですけども｀「わくわく村」で、僕も「わくわく柑lに関わ

らせてもらってるんですl9ど例えば「一万円Iムって卜さい」

って、まあお金払つても「直びたいJつて気持ちはあるんで

すけども．

あのちょっと和ズニーランドに器き換えて考えてみた

んですけども、みなさんミッキーマウスやドナルドとかが好

きでデイズニーランドに入るんですけともそこでミッキー

が「一万円頂蔽」って言って、ミッキーiしお金を仏ってると、

何かミッキーは「金の亡釦の嫌なキャラクターみたいに見

えてきてo で、応局入場芥ていうのを入口のところで買っ

て入っちゃって、でミッキーはただ遊んで<nるだけでお金

も要求しないし、黙ってこんなふうに写只をとってくれる．

でやつばり「わくわく1]」の人遂は、なんか「ミッキーでい
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てほしいな」という気があるんですよね．

そnで出来れば「お金」っていうのは凡程ぽfiii」の話

がちょっと出てましたけれど島に乗ったら6.000円とか．

そnから亡笑体験2000Plとか、そういう「定価Jがあると、

みなさん当り前にお金払うのかなって気がするんですね．

で｀秋吉台も｀入るときに誰かお金予取る［憫まれ役Jがグ

一凶必ころ（こいなれてですねで、先すガバッとお金を

取っちゃったら、ヰないる村民や住民は「ミッキーマウス」で

いてくれないかなあっていう，なんかちょっとそんな忍い

bV5ります。

それからあの、絃行で、例えば観光登山なんかをすると

きに、防良さんで、レンジャ一つくいうんですかね専門の

登山家の力を2人‘-Jけるんであnば、そこがる）jパッと取っ

た予冥の中から、そういう専門の登山家を要するようなツ

アーには、その専門の登山家に対するお金を払う．レンジャ

一の給料をそこがるまかなう．そういうようなシステムにし

てもらうと葬常に1楽しいお金の払い方」になるような、ち

よつと気がしょg．すいません。

酉

先租の方へ、あの2つ回答したいと思うんですけど．石狂

u」に行って｀まあf追路が良かったJと。これは前は有料返

路だったんですね。でこれがもう有料が終わって，で今E

治体の音理kid-つてい＊す．阿蘇山が去年ですかね原料

になりましてやはり自冶体のま理になったと。それでこれ

を見てもですね，どういうふうにして壱哩するのか、それは

全部目治体の負担になってるんでvo．っていうことは地

元住民の説会です•ですからその税金の中から返路の補

修をし•といただいているっていうのが現状だるうと思いま

す。

それから登山の場合はインストラクター、我々は「ガイド」

と呼びますが，これは刃ムってます．ちゃんと支払ってます。

支払わないと采て頂1プませんので．でそれはもう私共の

ツアーの塩合には地元からこっちから全部浬れて行って、

例外的に北渇道1ご(:t況地のガイドを葬うっていうことにし

ていますが、そnでも記あ（料金の）ほとんどはこちらに苫

としていますので、現地（こ沼としてないと．お金をですね、

そういう現状もありまてし．

まあそういうことでやはりIO]らかの形で、特IQIJロ典の

万はですね、お金を1貝くの（よi'i)か罪悪のような臣識が多少

めるんではないかなと。これはまあ山口県だけでなく、口

本人にはちょっとそういう何か「武士迫」ではないですけど、

「そういったことにお金をもらってはいけないJというよう

な向かそういうようなものを、みなさんどこかにお！釈ちだ

ろうと忠うんですね．
だけどやはりこれからは利用する側がですね、やはり支

払うというシステムは作っていかなきゃいけないんじゃな

いか．これは紀局、じやあ何も利用していないその地区の

住民の税金で全部まかなわなき19ならないのかというと、
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地元の万は多分店を立てらnると忠います．は1よ何も使

ってないのよjと、「私の税金で何でよそから来た人にちゃ

んとして忍プなさゃいけ砥9のか」と、そういう問西になる

と思うんです．ですからやはり使う方が「今度また来る時に

されい1こしておいてください」という窟味合いで支払いを

する。；らした分ちゃんとしておいてくださいと、まあ汚し1:1-

しないんです（ブどね。まあ歩くことによって山の崩填秋芳

台にも；；；；垣があるという訳ですから、そnにやはり涌格を

していかなくてはいけない．その楠修代はやはり利用した

人が支払ってくぺきではなかろうかというふうに思います．

佐

はい。とうぞ．

澪井

名野ほにですけとも、ちょつとですね、あの「観光禁界の

方」ですよなかなり今日気付いたんですが、私日身はかな

り偏兒を持つていたんではないかと思いよす。もう少し想

ぃャツだと思っていたんですけれども非常1こですね、特

に「白然をたたで利用してはいけない」というのがですね、

こ発祖あるいはいろんば話を伺っておりまして、ちょつと

目分のイメージが「迫うな」というふうな気がいたしよす．

で．恐らくですね、あの壱野は1註舌つておられないので

すけれども、お仕甲の中、あるいは個人的な体験の中で、

そういうふうな「自然観」をですね、今話しておらnるよう

なf目然設」を持つに至った．もっとこ経験があるんじゃな

いかと思いますので．出来たらそのことを少しお砧いただ

さたいと思います．そnからもう一つは現在の秋芳台の観

光のあり方について春野ほの目から見てですねそれをと

のようにこ災になってるのかと、この2点のことを少しお話

いただけたらるいです．

苔99

よめこf1l}郎の涵り、私もとつさから何度も言いましたよう

に（登山ツアー」を7年前に始めて、そのときに初めてです

ね．登山という体験をさせてもらいましrこ•以采、私はでっ

とこのツアーに付いて行っております．

で．今言うリーダー、我々の仲問がおりますが、彼等から

すっと止の宍活らしさJ3教えてもらいました．そして自分

がその目然にすこく感劫を持ちaした。さっさ言われまし

た三瓶にも随分行って、「自然館」の方も．かなり私知って

おります．いろんなお話をさせていただいて．そしてそう

いう万々とお会いして、お話して、印た自分が母じて、この

ままではいけないなと。

確に言わnたとおり、先程佐荻先生も言わn.i;したよ

う9こ．「ツーリストではなくテ0リストだJとかね、まあそうい

うような直凛の一役」を担ってい忍功苅桁業者だという

ことは閥訊辺いと思います．払自身が他の業務ではそう

いうことをやってると思い否す。で、このままCはこの旅行



茨観光榮I.J虎れるなと。だから我々が真刻lこ考えてです
ね、これからは利用するだけじゃなくて一緒1~、「共王Jっ

て言うんですか旦然の中に共生してい(9るような業界を

作っていかないと．この菜界は終わるんじゃないかという

ょうな危牒感t,lきっています．

まあそういうことで私はみなさん多分そういうようなイ

メージを持たれたんではないかと想います．旅行栞界の

ャツが来て、多分旅行業界だから、「あれを良くしろ」．「これ

を良くしろ」、「遵路を作れjと•そういうふうに思われてた

のが、払が逆の発言をしたので戸恐っておられると思うん

です19どもAムはどちらかというと．今日は「旅行茉」という

よりも「11を愛する人間Jの一人として、まあ今日（おるをさ

せてもらったっていうのが0とつです。

で、秋舌台の問穎に砥1てもですね、今、秋占台の方で「

ウォーキングツアー」をやっています。で、これI~さ今、九州

からも大阪からも采られているんですが、まあ私が続んだ

本の中にも「規¥)をして人を入れなくしてしまうとかえっ

てダメになる。かと亘っC多くなり過ぎてもいけない。そ

の調10が人事なんだ。」と•覇疫をしていかなさゃいl)な

いと。

だから私9遁の話の中でもあったんですが、お金を取

れば「采たくない人jは采ないと思います。みんなが行くか

ら「じゃあ偲も行こうか」という万、結楳いらっしゃると忠う

んです。「ついClこ」つて．でお金を取るよう1べなったらそ

ういう人は来ないと思うんです。で5：らnる方は、ホント

に「秋古台を見たいj、「歩きたい」、そういう方たちのみが

来ふそうするとそこに頭和が取れるんじやあなかろうか

なと·
だから逆1こ芭スは、［タダだから故1こ荒れ0」、そして（そ

の修復のために）金を1111)なきゃいけないという「惑面環」

になってさているのではなかろうがそれよりも打科(t1こ

して．本当に行きたい人、愛している人にだけ来ていただ

1::tnばこの秋吉台の目然ていうのは守れるんじゃないか｀

こn1.u:この観光池自然を炭供してい¢観光地において

も同じことが言えるんじ？ないか1ふというふうに忠います．

あの、fォーパーユース」っていうの応結局道路を{tっ

て、諜でも屁印に行けるようになって、どんどん手で采る。
••• •` 

工弘も経験があるんですけど．J!!I日の剣山（想即限）なん
かに行きますと迫路が挟いんですよね．で、駐厖場もない。

もう溢路の脇1こりつと申を屈いていて団がもう劫Iプない。
”.^‘“'‘` 

これは人白ケ原（奈a県）でも同じ経験をしました。で、九州

でも向じ経駿をしました。で、t,う「何でもタダだったら行

かなきゃ損々」という感じでポンポン采られる沢ですね。そ
り＾゜て＾’

れらただのf物見滋山Jで采るだけで芥当に山が好きだか

ら米るっCいう人は少ないんじゃないかなめと。で、オーバ

ーユースになっていろんな弊害を引ざ起こすそういう原

因を作っているんじゃないかなというふうに感じました．
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内井

母初にお写ねしたもう一点のところで、もう少し詳しくお

問さしたいの（；；；、いわゆる秋吉台が「通過型の観光地」とい

う状烹になっているところを、旅行業界の方からのお気持

ちをもう少しお聞きしたいと思います“

まよく出会うのは「荻浬和軒秋吉台 3日筒の旅Jみた

いな惑じですね．そういうのが「今の秋吉台の観光の主流J

になってるんです． lk芳洞とかのね．そのへんの現実と、

硯在おっしゃっておられるような「観光のあり方」の矛届と

かですね、そういうのを「観光菜」というお立場からもう少

しこ怠見なりをお問かせ願いたいと思います．

菩野

私がfこういうことを匡うのは間違っているJと臼分で思

いながら言います。

今、旅行葉界も末期的な症状を示していると．と言うの

はまあ「ほ料会化jでないとお客さんが来ないと．もうrダ
ンピング合班」で低iiii格の旅行商品ばつかしが氾濫してい

る．

そうするとですねどういう字が起きるかと言うと、潟に

は入らない金が要るから． OOを通って台上を走ったらもう

秋吉台に行ったまになる。と言うような議法なんですti.

で、結局「追過型Jで、展望台に硲っ•C、スカイつイン通って

萩に行く·よに荻から反対方向で来るというのが現状で

すね•だから~ほとんC地元に金b落ちない．金が万ちな

いで、濯修ばっかしやっている． Ill修ぷっかりに税金を使っ

ているという紹果になりかねないんですね．rこから有料に

してしまえば、浮にそういう「とうでも」ね、本当は見たくら

ないだけと、「ただコースに入っているから来てるんだ」っ

ていうお否さんほ来ないと思い表す．

だからこnからは、私、いつも誌をするんですけどこの

旅行；；；というんですかまあ也の中もそうです（ブど、「曲が

り角」l.:JRています。ちょうど．でこういうf低価格起争」が

始まるっていうの13:,1:>3とうにも手の打ちようがない状沈

それが記日、低面格競争になってるんだろうと。で、また荻

行寮日体が、今のところr新しい万法Jがまだ兒い出せてな

いっていうんですかなそnが見い出せれば、この低価裕

競争ってのは終わるんでしょうけれども．よあ今まで石上

がりできた旅行奔です。で、旅行業界の人閻って石うの1:1:、

その中1.;;どつぶり浸かっちゃって．新しいものに対9る開発

能力というものがとうも鼠近弱くなってさている。

だから亀気が団ぶ4ところはもうどんどん「新しい甲」を

やって工す．だけと、吉のように、まあ伺て言うんですかね、

角で言えば「旧を掛けてドサッと隣つていくJっていう漁法

でないと航行妥でない、というような感党がよ1ごあるんで

すね。「一本釣りJはそんな馬庇らしくてやってられないよ、

というよう如苺甜否だあるんですが、世の中は、冗全に

rー本的り」の方向に行っています．だから、ワく気付いて

面すべきじ心ないのかなと同じ業界人としては思っています。
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佐

はい、どうぞ

酒水
私、あの、地元の稽光案者の一人ですl9nと先程から

観光茨岩の方のお話を問いていると．まあ．「来なきゃ采な

くてもいい」とある常味において1ぷ奔常にショッキングな

免言であると．秋古台1よどういうふうにf1111Jを作って、どう

いうふうに有料化して．まあお金を取るかと．

ただですね、お金を取るだけが経済効果じゃないんです

ょ．例えば．たくさん人が来てくれれば、地元の商区は何ら

かの形で利用していただける。だからですね．人が采なく

なったらどうにもならない．既にそういうふうにですねこ

こはr,Jってるんですよ
．．、"'

しかもですね秋；；刃1よ有料ですよね、これに入られた

万が．干いくらだけど．fおお、為いのう」と、家阪4.5人で只

れば何干円かの入場料になる訳ですよね．だから「宴外高

いなぁ」というようなことぞ言われるんですよね．たからこ
nでですね、秋ら台を有料化し／；；；らですね、これはとんで

もない事になる。いささb寸現実蘊nした頭為Jだと、私は

そういうふうに思うんです．

それで、今以上に観光のですね、秋さ台を我々が手入れ

をしていくのかそういう貝困nなものも見えない訳で．今

の滋滋の中で、あの秋吉台をどういうふう（こ我々が手を入

れてですね、「やれ」という事なのかも、その辺りもしし貝

体的なelli廣があれlまですね兵体的にこ指摘いただいた

らと、こういうふうに思うのですが．

畜

まあ、今の話は正回言って．まだまに先の話のこと1ょな

ると思うんですAムが先すやりたいなと思うのはそういう、

特にウォーキングのお客ほ等はやはり「こ金』とか、そうい

うらのを自主的に入れてもらいたい．そして、利用させて

いただくという気持ちを百てていきたい．ということが先

す渾一歩」だと忠います．

で、確かに今のこ意見切実な問漣だと思うんですね．私

も業界の人脱だから分かるんですけど、確かに有料化にし

たら来ないでか今lふ今は絶対に釆ません．

今は「コース作り」を私遠がやっても．「あそことここは有

悶だから外そう」というようなコース作りがメインです。そ

して団四（団体経費）をいかに落とすか、そうしないと競争

に勝てないというのが現実ですね。それは分かり家か私

遵が言っているのはr符来的な記」であって、今すぐどうこ

うしようという問語ではないんですけれども．

まあ先程から請諜しているように．我々は「元の話 lをし

ている訳でして．符来的l；；．これを一切黙料（4してしまうと、

先言ったように．そこの観光地は荒れていく。我々が大

字にしなけnぱいけないのは「棗源Jですね．そのi!I源を

なくしてしまったら旅行栗も観光栗も何もない．
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だから一番大切なことは．このg然を、我々の観光臼源

を「とうやって守っていくか」ということが先す第一だと思

いますね•そnがなくなったら、もう阿も出来ない。だから

そのために「1\1来どうしていくべきか」というのが今日のお

話ではなかろうかと、私は思っておりますけど．

佐願

確かにそうです応今、た＜とんお客さんが来ている北

海遵1こ詞五に行さよすとですね、地元の荻館が 1泊2日でも

らっているお金っての133.500円くらいしか落ちてないん

だそうで数は多いけnどもお金l2澤ちてないという話で

した·
そういう現芙の中で．いるんな世界的は流れを少し．JT

Bの坦直部なんかと勉強しているんですが、ヨーDッパの

クリベンドロフという、ヨーロッパのツーリズムの理縞的な

学者がおっしゃってるんですが、熟砥たツーリズムのマー

ケット（市場〉には3割ほとぼ即支払い能力を持った忌学歴、

高所得で、エコッーリズムなどにたくさん女払う霊0があ

るという心旦の階図があると。そしてそういう人連がマー

ケットに3i!JI~ういいると、そいういことを言っていました．

で日本でもこれから「おいしい客隣」はですねやっばり

いるんで9ょ．やっばり支払い師力がありそうした「京思J

っていうのを持つているっていう人遥はいかですからそ

れに「蹂み込む寧が出来るところ」が生さ残る、21世紀こ(a

生き残り、極確1こ呂うとエージJ.ントに陳悟してダンピング

で生き残るところは、僕は何か消汲するんではないかと·

ぼ分1プ」はとても臨組で、まあ字呑だから，そういう言い万

をしたんだと思いますけれどもここは「考え所」だと思い

ます．

布野

あの良体的な例であるんですよ。ある地区で安いツア

ーを伺干人とnつからという事で洪託金まで支払って．

で笑際に確かに来たと。落としていったのは、お金でなく

てコミだけ1こっ／こと·現芙1こめるんでサね。で、本当に咲い

ておられました。「あんなものに入るんじゃなかった」と。

だから、「安いツアー」ですから考えて下さい．金があれ

ば．そんなツアーに行かない訳ですね。あt1ば．ちゃんとし

たツアーに行くはすです．ないから行く訳です•そしたら，

そこでお金も落ちないんです。だから、その辺のところl;J

良く考えなくちゃい19ないですよね、これから先は。

浦田

それで将采のことを考えてですね、草原に限忘Jてみま

すと．互原の日境資珈哄虚心を高めて、お金を仏つても

いいというふうに思ってもらう。例えば、ミネラルウォータ

ーでも、どこどこの水だからrこれは飲もうJとい文ことがあ

る訳で、そう具えますと、日本の翠原ていうのは完翌1こ「li!i

恒が高い」と思います。



と言うのは、0とつIt.~'ll'広い草原って日本には少な

いですよね。とうしてかという理由み日本のように険しい

地形の場所にはなだらかな場所があ注り残っていない。

さらには雨が多くて暖かいところに(;!、'"ついたら森が

できますから．葦原が出来ているってことは何らかの条件

が、特別な条件があって、「森を作らない」ように邪斑してる

んでりよね。そnで残っているなだらかな地形といいよす

と三渾や阿碩のような火山地帯であるとかですね、また

秋百台や平尾台のようなカルスト地咸それから海序近く

の海底が経起したとこるなどです応そういう環境的には

特殊な理由があるところですよね。そしてまた森が出来

ないというのも人固の手が入っているだとか、自然環填

で言えば条件が悪い、湿地帯であるとか、風が強いとか、砂

丘になっているとか、そういうところなんですね。そういう

ことから逆に考え在しても、庄原って03、日本の名境の中

で非常に「特徴のある場所Jなんですね．

だから至原といっても，全部ひとまとめにせす1こ．それぞ

れにどういう特徴がめるのかということを打ら出すとです

ね、それが11b値として人を失めることが出来ると忠うんで

すふそうすると、ある草原に行って、そnからまた別のと

ころに行って、そしてそこが「なぜ草程であるか」というこ

とを考えさせるようにする、そうするとし\(,9と思います．

佐藤

そうですな

まあ大変いいところで時岡が采まして、「まとめ」をしな

ければいけないんですが，やはりむ客ほないいお客ほを

たくさんお荘えする、またしなければならないという切冥

な要求があり~-g-し、それを支える裟家がと1Jかく生き桟

ってもらわなくては困ふそういうことを考えますと、今、

浦田さんからおっしゃっていただいたように、ひとつは自

甲只源としての曰原をネッドワークすることによって、 B木

人はr5名山」とかいってネーミングがあると必で行ってみ
具•

ないと気が済よないぼ臼で 4 から、「名所旧即訳り」とい

うのもそれでおこっている訳ですから、例えばぼ原四卜八

只」とかですね、我々もあちこちで第4回目で霙まりまし

たけど、そろそろ百粽の「プランド化Jを面立してですね．そ

して，それが100がいいのか33がいいのか、そこは字術的

な研究をさっちりやって、「世界的にアピールできる根関の

溜かなも」のにして、そしてそれが「文仏能力のある人に届

く」ような形で情報発困9ふそういう事を次の課酒として

踏み込みませんか。

そして．ひとつ還案があるんで1fが、釆年が国造の「エコ

ツーリズムイヤーJです．まだB本で動いていかところがほ

とんとないんです。 89同がないんで111ブれども、草原を工

コッーリズムイヤーの「日本のフロジェクト」という形で情

帷発信する．という決議をここで上げていただけませんで

しょうか．それを『シンポジつム』で涌遠をするという洪n

を作りたいんですが。
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3つ痘案をちょつと。相当洒Iな司会者です（フれども。ひ

とつl這笛のある室訊この両lこに屯’価臼があるの1J‘

という根拠を多くの研究者の祖互研究で確定をする」。そ

してそうしたffi!i恒のある草原のネットワークを作る」。そ

こにエコツーリズムの大きな人の温れを引っ張り込んで

＂際化していくJ。そして．そのための「草原吊金jとかぽ

原トラスト」とかもしくは乃ンドになった笙原を通る限り

においては「料金を取る」．そういう意琺では．n斗金を払う

ほど栢値のある」草原を．我々l.l．みなの力で選んで守って

いく．そういう甲を始めてし＜。そのことが「新しい餞光」を

観光というのはある意ほで終わったと思いますけれども

fツーリズム」．l!t界に通用する21!!!紀の出幹毎栞1こツーリ

ズムはなるときっておりますけれども、そういう「地域の差

僻産業を作る」というような決烹をでづね、「環現を守るこ

とが薩棠を作ることになる」という時代にあるということを、

臼成出采ない方は手を上げてください．（笑）

こういうやり万はとても日本的なんですけれども、時閻

がないので（士万はいんですが、「拍手を3 る」という形で7

解していただけますかo(1日子）まあ億昧損糊といったと

ころでしょう松

まあ．こういう諌題を今後紐論していこうと、まあやっば

りもう『草尿ワミットシンポジウム」も采年で5(ii)目にな

りまりのでもう「品誼の段路Jではなくて、（竺原'"'）とんど
ん滅びていさつつありますので、「アクションを起夕復露」

に来たと思います。

そういうことで、シンポジウムの湯では、『観光と保全』

の分科会ではこういう話がありましたとに断と傭見で問

顎1是起を元す切り出して、洋んでいきたいと思っています·

じゃめ、反丁場どうも伺烈うこさいよした•どうもみなさ

ん方、有り難うこざいました。
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『生態系と保全』
ー事例発表一

事例発表 秋吉台バークポランティアの会

蘊合届夫
ナチュラリスト

祗汲房江
坊がつる野焼き実行委員会会長
"^‘• 9• OS  

弘蔵岳久
l血“AI口

進 行

山口嗅畜産試験場
9 ; •9,., し

藤井宏志
中国畏業試験場主任研究官

‘’`° 扁蘊佳孝

叫
開同が来ふしたようですので始めさせていただきます．

この分科会は生恋系の保仝に関する分H会ということ

で、今B4人のバネラーの方にお話をしていただきます。

時筒も詩関ですので．一応砥卑1ここちらの万からパネラー

の万を3出Rさセていたださます。

ー釦紅9?})にこ誌演をしていたださが9，追笞f誤さ
上凸』し'‘‘

んです・「秋古台パーク六ランティアの会」の会員で，魚庁

の職員でもいらっしゃいます．そのお隣がナチュラリスト
●99 つぐヽぐえ

ということで炉のお話しをしていただきます、記欠房江さ
んです．よろしくお願いいたします。それからそのお隣lょ．

...,..  _,.●令9●

「坊がつる」という、）頃山（大分魚久住町）の図こr坊がつ
る」という湿原というか草原があるんですけれども、そこで

ぃ

天際に野煉さをやっておられる弘哉g久さんです．どうぞ
9が“"『'.

よろしくお願いします．霞後がお隣の芙祢市から、岩永台
にある山口県畜産試験場の万で牛の放牧1こよる翰地切り

• ^’9” 
を、「帷地切りJっC言うのは「火迫切り」ですなこのことを

＾しい；ヽヽ

研究とnている藤井宏志さんです。よろしくお願いいたし
なす．今日はこの4人の方からお話しをしていただくことに

なっております。

で『五感系と（呈全Jという、非常に大J:段に振りかぷった

分科会に':llつ張り出されまして「どうなるのかなめ」と心配

なんでダlフれども．ここは「学会」ではこどいまUんので、

「生態字会Jでもなけれる「,:a吻学会」でもないし「勁切学会l

でもないということですので、学術的に進化するようなお

話しというよりは．むしろ亜腔を工照系として担えたときに、

それを守つていったり、その内容をいろいる濶べていった

ときに、「何が分かったか」、それからそれを守るために「ど
ういうこ苫労をされているか」、或いは「どういうふうにした

らいいか」という甲をですね、そnぞれに虔言をしていた

だけnばよろしいんじゃあないかと思っております．

それでは笥問も閃問ですので、年速バネラーの方にお

話しをしていただきたいと思います·一人10分から15分

粗度お話しをいただいて、その内容についての質問だけ

をですね、まで会場の万からお聞きいたします。それで蔽

後14いろいろと討埠したいと思っておりなす。

それじゃあトッブパッター、塩谷さんの方から話遼提供を
這いいたしよす。

唱；と甲します。私は一応レジュメの万にl!Iいておりよ
すように、i/!l士（J火舌白の室原について調董をやっており

ょすので、その詞涯の内宮と現状をよたこの2月に写真を

Jlilつておりますので、それらをこ紹介しながら進めて参り

たいと思いよ万．早速ですIプともスライドの万でこ説明を

させていたださます•5につと朗くしていただけますか。

（以降、スライドを使っての報告）

ますこの凋蒼につきましては、r秋古台草原実感環歪」と

いうことで、平成8年度に山口啜の方が棗J印テ、今の日現省

の外郭団体の1財団法人国立公園協会Jk妾託いたしまし

て実施したものです．
でぶす秋石台につさよしては、「我が国最大のカルスト

台地」ということで約130平万キロメート）しありまワ，で、
«令亀•9

先93の『呈凋講演』の中で緬木館長さんの万からありまし
たけども．「田定公日」、それと「139床然記念窃J1こ18定さ

れており古むまあ学Iii的kも夏要な地域となっており不

す． -. 
で、これはちょうど去年の「山燒き」の風只になりますけ

れどもま沢這伍呻原これは先即Rこ紹介がありまし

たように、明8行なわれます毎年2月の山焼きで維持さn
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ており雰すo

で、「秋古台q辿焼き」、これは先祖国本館反さんの方か

ら呻介がありましたけどら、文献によれば古溢時代、今か

ら1500年百頭1こはもう「火が入っていた」という記述があり

ます．ですからl度芦不鱈ほさんのおおしのように「中I!!

の始めJと苫うことでりかうこの秋吉台の草原白体が干

数百年 1200年から1300年ですか、これくらいの歴史を持

っております。

で、 I火入れ」、火を入れる葦原では同蔚地方が一醤広く

て、 lk古台の約10侶くらしv，トータルとしての面l;'ilぷこざ

いまりけれども、「0とつの区域」ということでは、「我か琶l

では1i1大規棋の草原Jを；；；つております．

それともうひとつ、明方の話しでもあり庄した17ども、草

原姓の勁•福物が生忌する、まあ口国なエリアでもある、と

いうことです．

その中で令琶面している問躇につさ不して．ちょうど胡

方の話しでもありましたけれども．例えば棗色の良いとこ

ろなどに簗中して．ー地点で．観光客の万とかが結ほ集中

` ̀ して歩かれますので、 r裸地」と言うか．そういった「1ブもの

滋」のような追人が垢中して歩くことで出采た追り返が随

所1し作られておりまV.

それで紀局．ただの「はだか内」という以上に位糾があ

りますとどうしても侵食をしてしまうということで、表11i1の

土が削り取られてしまって溝のようにな状慇になって、雨が

路るとそこを源のように水が流nて．更に表mを削り取る．

eらこつとした石が露出しているぽのような状惑」になっ

てしまうといった細翫油郎見受けられるという疇沢

とつありよす。

それともうひとつ、封木が紹燐またこ籾いただければ

と思うんですが、亨原の中に協木がどんどん、どんどん入っ

てきておりまして問lここれが「i51,湛はJと三うよりも、む

しろこの10年問ぐらいで入ってさたなと思われ凶封人がた

くさん生えており不す。

で、この主な原因は．採草が、どうしてもすつと続いてい

ないという平がありまして、広い噸の京原に．ぼつ！まゴま

っという貝合にプッシュ化した樹木．林がどんどん．どんど

んd碑ており士5.

で、この実感調畜では「山焼色の範囲とその変遷」と召い

てありますl:tども．どのように勁いてきたかという事と．

「裸均の分布状況J．それから「栢生荒廃と裸地化の現状J.

でnと「屈林の分布」．それと最後に「草原修復」．これをで

すね、ひとつは揖地を三原に戻すという事と歩遵を出来

るだけ一本化して、そのかわりガチッとした歩遵1こしていく

という面とそれと柑林の万（れ樹不の伐採をやって行きた

いと考えておりまして、まあその「エ法を険討するJといっ

たまぽになっておりま"II.
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で、念す最初の草原の現状ということで「山焼さ範囲J.

空中写真で測定した記如．180ヘクタール、俗に「1.500ヘ

クタールの草既と己われておりますIガ1ども．1.180ヘク

タールに“っておりまして．この10年前後で福小した山滉

き区域がIO<Yヽクタール以上と。的因IJ14JJっているのが40

ヘクタール＜弘、ありよすlブI:!.、よあ IO<Yヽクタール、 10分

の1くらい誼小しておりよす．

で．これが一番の庄原の特徴と言える、「ゴキダケースス

キ訂落」と呼！ゴれる群落になりますけども．典邸的な秋吉

台の植生になります。

で． T度ここが、わの万1ょ切ってめりますlプどら、こnが
“』9

「火迫」、防火彬でこざいま9• これは2月の珀めに写真を
り●● 3 

1品りましたので既に火遵切りは終わっておりますが、ここが

防火帯になっておりまして多分こnが 1年目くらいの亨が

生えているんじゃないかなと．そしてここをlOmr.lくらい

で刈っておりまして．その外にはも況既に樹木が．ここは松

があり字すけども闘木がどんどん．どんどん入ってさてお

るという呪状があります．

で、向こう側に丁度草原が見えておりますけども段々こ

ういう旦合にブッシコ化してくるという、どんどん中1111に済

りてくればこうフッシュ化して人が中に入れないような伏

熙1こなって．こnが丁哀拍林とフッシコ化したrdllこなりよす

けれども．結協この同を過るということが、なかなかII[しく

なっておると。で、地元の方b\.lJ焼きで上がって釆らn否

すけども、非加ここういったところは通り類くなっていると

いうことと益々山視きの互尻⑪ヌ殴と地元の揉落との関

が遠くなっ・くおりますので、移勁に相当な騎暇と労力を壁

すと言うような現状、悶赳点もありなす。

で、これが「裸地化」と言うか、flプもの迫」．私達が「けら

の追Jと呼んでいる、人が歩くことで出来た洩地化した道

になります．ここが朗日山焼きを見ていただく展望台にな
、m9

ります。これからすつと歩追がありま'!IIブども、ここが屯竹

山Jという兄隣らしの良いところです．で、その111)1こたくさ

んの「わき逗」が正つておりまして．正現のルートはこれか

らこうこの若竹山の後るを回ってこういう只合に上がって

行きますけとも．ここに 1本とかここにもほとか．パイバス

みたい1J.形で「わざ迫Jが形威されておりまり・し．この辺り

が結橘踏み付けられていて、そういうところが16がってい

るというのがまあ上から見ると判り志..

で、若竹山の頂上から見た、踏み付けられた近酒の「Iブも

の道」になります1ブどもこれはまだ傾斜がないからこれ＜

らいで漬みます1プども、中はど辺りまで隣りて行lプ1お滝の

ようになっているというか、表土が流れてころころした石が

霜出しているこ覧のものよりももっとひどい、そういった

状態になっておりました。

で、これがもうひとつの裸地化の激しいところで、「複泊
””,.2 •• 

ヶ森」の駐匡場がこの辺りにあり禾すけれとも、 1 北山」とい

う長者グ森の北側にあ＆Jです。若竹山同様、大変眺めの
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良いとこるで、たくさんの観光客の方が長者ヶ森の註車場

に室を止めて、歩いて上がってこられるところです．本来

の歩追がこれからこう回って．こうありますけれどもここ

を1（イバスで遥られておりまして、後また写冥をお貝せし

ますけれども．紹橘rほ1プてる」と言いますかですね、崩れ

て混のように渇がなっております•

で、こnが北山の山籐の．I街復する以前の写只になり否

す．このように遥がツルツルになっておりまして．ここをす

っとん胃紐呵けてこ覧のようになって年ました。

で、これが「施工後」と言うかされいにほ復した後で、人

が入れないように11iがしてありま'9..

で、従来がこれで、こういった山Ill\(こ「裸地」と言うか、道

がすっとJ:まで続いていて、雨の日はまさに「滝のようにJ

水が流れておるとい引犬態で、これがエ事が終わった後．こ

こに芝を張っております．まあ段々こう、こちらの万の亙が

こちらの中に人って米るという状況なんです11どb心と

つ疇l;f、多くの観光吝の力13'なかなか入ってこらnない

んですけども人が入らないようにこうして周囲を11111で四

っていても、例えばここにもう脇1こfitJO)逼が出来ていると

か襴の中を上から降りてこられる方がいらっしゃって、1J.

かなか思い通りには元に戻らないという現状がめります．

で、「いた5こっこJになっておりまして、氾渇お金を掛けて

やっており吝すIJどもなかなか忠い通りにならない．人の

勁きはどうしても栞な方へ菜な万へと行くということで、

多分ここを洒したら（修復したら）またこちらの万というこ

とで、どんどん同じ事が説いております．

「山況さの範囲と財AA面は」ということで、一番注目され

ますのが、ここのほ深広栞招」が2.8％とありますが主に

クヌギの木になります。クヌギの木は9r常に耐火はがある

と三うかコ）レク質が因いということと落葉樹ですので針
葉lこ比ぺれば葉つ,a:が熙い．ということで、現在のU成さ

の方式では火をつけたら1（アッと燃やすという方式になり

ますので、非常に燃え難いというのがありまして、これが記

椙幅を利かせて残っております．

これは先在の地点と反対郎D写只になりますけど旦原

の方にカメラを向けてバッと写しただけで、こういったとこ
るに、遠くでいえばこnで近くでl;fこれくらいの木が殺々

生えて来ていると。これは2月ですので常樟柑です．で、こ

こにあるのが沼栞此こういう呉合にあります。

で、これは「PJーネ」と呼ばれる窪みですが、ドリーネの

中に常ほ割が訂構残っているのがよくこ賀いただけるの

ではないかと思います．

で、逆に山の尾恨と言うか、忘いところにはこういったク

ヌギの、耐火性のある木がどんどんとんどん極を落として

拡がつております·
じ C< 9い

これが秋吉台の一番中心の「地獄台Jと呼ばれている一

畠石灰宕柱が多いところです。ここにも樹木が密笠してい
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るところが見受けられ字すが、岩に囲まれた形で、これが火

を止める鰍さが宮にありますので、こういったとこるでは

紹構耐火性の荒い、火に弱いタフの木というかそういった

常保樹．広菓団が紹椙残っております．で、これが点在して

おるという状況です。
で、ここは北山。先社荒nていると紹介しました1ブど、一

醤展望台としては都合がいいとこなんですが、ここに良者

ク森がありまして、向こうはもう秋古紐店諸になります1ブど

知こう一望しても、季節的に2月ですから落葉してますけ

ども＆曲ここと、ここと、ここと.~つと樹林IJ'c.fv,ピんど

んどんこの帯で抵がつているというのがこ籾こいただける

のではないかと思います．

以上で一応「実熙酒i!iJの方は終えさせていただきます

けども0511llの関係で、対策につきましては．平成9年度か

らすっといるいる木を切ったり裸地の條復を行なったりし

ていますのt..、後は史料の方セちょっと3覧いただければ

と思いまり•。

院きまして、仏の腐しております「秋吉台バークポランテ

ィアの会」について、ちょっと苫婢］をさせていただきたい

と思いま;r.
ます「活勤内容JIこつきましては、元々国原の陵復」と言

うか、そnが主になっております。それと、まあ「遊びながらJ

と言うか、永続きするためにはある程度「深しくやる」とい

うことで．いろんな「日然観察会」がありますけどもまあそ

ういったことで活酌をやっております．令会目数が36人。

年会袋1.000円ということで． r秋吉台筐理攀務所」のhで

お世話をしていたm、ヽておりなす．

で、「活酌凰景Jということで、 T度大雨の後、通歩通の修

復をしている様子ですが、I奴5台の遠歩遵は余り舗汲とか

がされておりません上にこういった蜃食で石などがゴロ
ゴロしておりますので．それをもう一回「上点Jと言います

か上の力ヘ尺すということでやっております。

でもうひとつ、こnIさ先程出注した北山のところですが、

朝方の底本先生のお話の中でもありましたけども、穀却わ
eで｀←ヽ

というか藍争のため1こ屁られた褐鉄絋（鉄鉱石の一種）の
鉱山籾がありました1ブとも、実I;.もう50年ぐらい経つんで

すが．0とつには秋舌台IJは水が無いということで、結1母表

:tが焦くなり不して高濤であるということと、土が流nゃす

いということで、とうしても草が根付かないということで．

広い面が赤霞の庄まになっておりまして．ここに手作藁で

乏を渫り付けたという．丁店その四後の写只です。こnを

去の菩行ないまして、この冬見ましたら．まあこういった

シダ類というのがぶソポツと生えてきておりまして、この辺

は少し、やはり芝が高温で枯れておりますけどら、次郊こ取

り戻しておるという状況です•

で、これが全体のぽ子ですけど．段々と上の方にあがつ

て来るという状熙になります．

まあ「バークポランティアの会」、手作業でみんなやって



おりますので．ば51J:5とこういった活動を続けております．

こ興味がある方は足99入会をしていたださたいと思い苓

す•以上でこさいます。

忌沼

はい、どうもありがとうこさいました。

膨大な調百を突施されて、マクロの面から段々小さなと

ころふで、そしてその兵困机環茶に差づいてですね、通

の整偏だとか．樹木の伐採だとか、そういう活動内容をこ

紹介していただきましre.

秋己台全体のイメージを見るのに、先程の『累潤璃演J

もとても判りやすかっrこんです1プど、また年1こllllを見る

ことが出来たんじやあないかと忠います11nども、今のこ

報台に対する四llll．何かありよしたらお受けしたいと思い

ますが．いかがでしょうか．

ここですね．光（照明）がものすこくまぷしくてですね．会

場の万の頷が全然見えないんですよそれで面を出して手

を上げていただl1ますでしょうか。どうぞ、よろしかったら．

いかがですか．こさいませんか．

はい．それじやあまた後の「討減」の中でいるいると語5!l

を担供していただきたいと思います．じやあ折角ですから

払の万から浅つか只問したいんですが、「lプもの温」とか

r牛の這」とかr人の這」とかいろいろあるんですが、「1ブも

の溢」の塩合も、ああやって頂上へ向かって只つi!l<.1こ行く

ようなものがあるんでしょうか．

畜歴の万ではですね．「牛の；；；」ってのは必す（拿1ilii1こ対

して）横にしか作らないんでmJ'-.ですから少々．あんな亜

たい牛達が歩いてもですね、土壌が崩埓することはめんま

り用いんですよ。それで実際1こ糾出を壊すのIJ.「じゃあ誰

かJって言うと、大低人問なんですね。面白いことに。人問

はすぐ．縦に頁っ直＜’登ろうとする。そうなるともっばら道

を浦修9る一万で、何かそういうf誘漏迫路Jみたいな巳力

を作っていらっしゃるのかとうかってのを．ちょっとお随き

したいんですが．

塩谷

元々、「呆色のいいところ」に追を作るというのは非常に

罪しいで9からは色の郊屎にならないように出来るだけ

哀側を通して［迫が只えないようにJということで工夫して•• 
作っていることが逆に「仇」になりまして、先程面憤さんが

ぉっしゃいましたようにとうしても一画綴に人問が上がる

と。

で尺点心とつは調べてみますと大体煩斜が15虔以ヒ

になりよすと侵良が始よるというのがどうもあるみたいで、

侵食が始まったら人問はどうするのかと言うと．今まで一

箇所を歩いていたのがですね段々こ封広がってくる．で、

先沢の「罰の写只Jでこ9iいたたし＼たように、冊の外側1こ拡

がってくる．周酋へ段々拓がって益々大変な田1こなる．

ということで、「こちらか却けます凶という（正規のル

35 

第2分科会

ートを）案内しました。嬢かにその通りに上がらnる万は多

いんですl9と、今度降りるときは「一西線」に降りられると

いうことで．これもなかなか「知忌が及ばない」と言うか、も

う砦視するくらいしかないのかなと．もうちょっとモラIUこ

訴えたいなというのもありますけども、どうしても「楽をし

たい」というのがみなさんあるようでv．以上です．

高1贔

はい．ありがとうこさいました.1まんとに鶏しい問li!1です

ね。先程の『巫瞑講演Jにもありましたが、「人が入ろうとす

るとどこかが頌れていく」という・「堂堂巡り lの記たるもの

かも知れよせんが、またいろいろとお気付さの点があった

ら後でお話しをいたださたいと思います．

それじゃあ2番自の「こ臣茶Jでこざいます．紐茨さんの
方から、よろしくお願いいたします•

訟̂
-9士 糞2 ヽし慶い

武次です•お子元の汽科1こですね．秋巴台の田辺部を含

んだ地這に生怠する蝶の極類を列半しておさました。私は

秋古台の蝶に大変費腺を持ちまして、 14~5年． I火古台の

中をすっと歩き回っております．本8は．秋吉台の口然とそ

の保illl!を「蝶の観点から考える lということでお活しさせ

ていたださたいと思い木すが、あがつて途中で話しが中断

しても如向かと思いまして、こちらの方にV1いたものを準

f11しておりますので、矢礼ですが磁ませていただきたいと

思います．

これは少しi5い文科ですか、以前、 1991年 11月26日の笛

日新岡に、「日本の森林と翠原のきり合」ということが戚つて

おりました。森林が68%、こ原が3％と。「世界に比べて草

原の面泊が少ない」という事が0いてありました．多分海

外では牛や、主とかぶ夕を多く刹っていて．また放牧などを

しているから、そういう点では「人工的な至原」が多いので

はないかと思いよりぷたこれは10年前のがのですから、

印在でlill西畝滋合はもっと少なくなっていると忠われます．

戟後． 1950年から1960年には、 9寺にクヌギ、コナラなど

の遠木林がスギ．ヒノキの1木に変えられてきました。雑木

れの樹木を蘇や炭にして燃料にしに生活も、石油やガス．

霞気に変わりました．

日原は「三刈り」、先程からおっしゃっていらっしゃるよう-ｷ には切り」、「山焼きJ. r放牧」によって紐持されてきたこと

は周知の通りでこ迅ヽます．以前とこのに家でも田l3の1月

作蓬讚のために牛馬がt引われておりました。牛馬の同料

としてまた田畑の肥料としC．堅刈りはやl欠でした•

戟後、「高度成長期」に入り、襄業観は、化学肥料の急速

な発遥．臼及により草刈りの必要性も薄うき、口原の構成

が「シバ草原」から rススキ草原」に透移してきました。都市

と羅村の所得格歪が生まれ、隈村の追疎化が追み始めまし

た．現在多くの国原l3宅地化．ゴルフ占．スキー塙に変貌し
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ています．そうした中で1lll地「秋舌台」は多くの万々の央笈l

と理解の元に．箪原として守らnてきたことを選しく思い
まd.

近年「里山」という言菓が一般的になり．「里L1Jを守ろうJ

とよく言われてお0ます。人の手がl.Oえらnて維持されて

きた森林． r-．次林」を中心に、人の巧らしと深く関わって来

た震山村の自然と生活を守る返勁も行なゎnるようlょなり

よした。里山はたくこんの桟類の勁憎窃を百んでさました。

ここ10数年前より各地で理解されるようになり、それに対

する対策、取り組みも治まりました．日本拭翅学会も甲くか

ら湮山」に冠目し．名地で殴匠研究がなされております．

互原件の様の哀還は西しく、話いにして日木産の蝶は、

まだー搭類も「棧の逢汲」はして(3おりませんが、困内でも

漫によっては多くの地既で詑滋したとこるむ切なす。そ

の原因として草原の1l11究は勿品のこと、草原のデ刈り．山

滉き、放牧の衰退といったことも無閲係ではありません．

蝶は人Bを含め四坦変化に対応し盛衰を坦り返してきまし

に•人問は多様な辰現でも生きられま9 が、蝶1.:とつては

5よつとした瞬J見の変化が致的な結果になります』畑

8と言えどもなにとって決して満定のいく環洪ではありま

せん。次に半げた巳のは秋舌台の豆原を代表する蝶で、

「口ロ凩存蝶類レッドデータリスト」に這定される蝶たちの

名とその牢西の一区であります．

といつことで、ここにrバグロキチョウ」、「クロシジミ」、

「シルピヤシジミ」、「オオウラギンt::,ウモン」＇「ウラギンス
シ1:::ョウtン」、「オオムラサキJ.「ウラナミジャノメ」、「ギン
イチモンジセセリ」と列挙いたしましたがこの秋さ台周辺

には現在71!il!頂の知が確認されております．

蝶I.ICは1こよりi成虫発生時期」、「発笠＠数J、「般冬状態J.

「食草Jも異はります。そのため国項の多様性、食物となる

菜「食草知聾石なことが望まれます•これらの蝶がいるこ

とは、やはり山煩きとま刈1J0によって、秋吉台には蝶の組1こ

なる「食葦」が緯栢されてきたことに起因しているものだ

と考えております•

「山燐さが蝶に与えるもの」ということですが、山燒さに

よって 邸の蝶が燒死することは甲芙ですが、蝶の食臼の

生育に好影響を与えるメリットの方が大きいと思われます．

それは山焼きをしない塩所より．u雌きをしている場所の

万が蝶の堪類がこ富なこと1Jも阻定でさま9.

また国刈りが蝶1こ与えるものJとして、平が刈られる巧

JIilにより「被害」が無い訳ではありませんが．山燒き同ほ、

蝶の食三の生育に好影響を与えるメリットの万が大きく．

山焼きのとき、白刈りがされているとこるは「煉けるもの」

が少ないため、地表直で越冬している蝶の切虫が高湿lょさ

らされる平が少ないと思いまむ

草原の紐拷には「山煉さ」、「口刈り」は不可欠であります。

秋己台ではどちらも部分的に組続されてきましたが． 10数

仔前頃から多様性（こ宮んだ甲原が、急速にススキ葦原1こ吝
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移してきたよつに思われま'!I'.
ススキI.J多稜の蝶の食草ではありますが刈収りがされ

す（こ山焼さが行なonると、恨元で越冬している蝶の功虫

は高還にさらされ死亡寧が固いように推測されます。仝
国的に市原がススキ草原へと向かう姐向にあり、かつては

緊穎勁昂1)‘ったジャノメチョウ科の「ジャノメチョウ」が．
ここ近年、秋吉台でも激減したふうに忠われまgの1；；、ここ

で1が何故でしょうか」と召いておりましたが、ススキが全

部刈られないで況かれた名合には、このジャノメチョウとき

うのは地却面で1さなくススキの根元近くで起冬しておるそ
うです．だから上から火の粉が落ちて当たる率が忘いから
全国的1こ、よく「蝶釦の中では「駄蝶」と三われてきに多く

の蝶たちが、今全国的に激滋していると言われております·

秋占台でも確かにこの蝶がいなくなったんです。「いな

い」訳ではありませんけど｀このチョウチョは元々7月の上

旬から7月いっばいまでたくさんいる行で、それから8月の
問は少し漏りますが．室尿lJ入れば他の虹乞観素4 るの

にも邪炭1こなるほどいた蝶です！）れど、現在では激減して

おりよす．

だから奴というのは．「植生のバランスが崩れてきたから

蝶のパランスも瓶れてきたJということが言えると思いま

す．「蝶は深境を写す釦と邑われております．蝶を即し

てざたbのとして「過5でId-ないJと忠い字す。

秋古台上の放牧、草の利用，ドリーネの活用なども総合

的1こ考えてみる蛉ではないでしょうか。広範囲な醗刈りに

対して同時に全面的な草刈りを行なうのでははく9濁も

視野に入れて、いくつかのブロックに分けて、 Dーテーショ

ンで型刈りが出来nI3、箪腔目体も多ぼ11を伯った草尿1こ

な砂ではないでしょうか•仏逗l;J素晒らしい自然とその

回復のために英知と力を合わビて守って行こうではあり庄

せんか•という甲が払の蝶に関わって采て思った甲であり

ま..

その他にもこららの秋占台上にld-8本各地で姿を只せ

なくなった蝶で．「オオウフギンヒョウtンJと言う四13本

地域と言うか、本州ではここ秋古台だけにまだ生き残って

いる蝶がおります．食草はスミレです．この蝶（よ九州辺り

では笞Jと辺多く繁蕩しているんで引が、そのr生き残ってい

る磁所」と記のが皮肉にも自衛隊の演習怠山焼さセワ

るところ、放牧をするところ．草刈りをす琴ころ。そういう

ようなところに、几州では割と本州に比ぺて繁殖状況が反

くて、こちら 1火古台の万でも以前． 15年くらい前は大変多

かったんです（ブれど．ススキ葦際に選移することによって

食盃のスミレが減ってしまったとか、草刈りの的期がW1年

よりズレてしまった時（こ、一番大さな「ポイント」と言います

か．場所「緊殖エリア」の草を、卵の付いたまま秋古台から

持ち出されたことが過去にある訳です。その頃から急激に

その蝶が滋ったことも事実のようでかでも今まだ生忠し

ておりますから、みなで力を合わせて守っていってやりた



いと、私は思っております。また．みなさん加IY,力もお穎

いいにしたいと思います。

まめ、大変大きなタイトルで、Jj心な蝶になぞら入ておi

しをしみしたけれど、その点私も知湿が無いものですから

ぉ許しドさいませ。終わります。ありがとうございました．

品98

はい、ありがとうこごいよした。こ謙遜されておられます

1)ども、払共、そんなに「大きな目」を｝；ってる訳ではこざ

いよせんで、「地べたに這いつくばったような目」から意外

と広池界が見えてくるものだと思います．

f蝶の目」から見て．「蝶1ことつての草姑のあり万 Iとか、或

いはそれを⇔坪する知思だとか、又化だとかいうもの＊で

こ捉言をしていたださよした。今のこ発忌の内吝について

こ笛問があれば承りますが、いかがでしょうか。よろしいで

すか。何か他の考え方でもよろしいですけど．それはじゃ

あまた後で、釈論の中でお話しをさせていただきたいと思

いよす．

それじゃめ3畠目に入りよす． 3番目は秋古台ではこさい
ヽ9^’^`

ませんけれどもあそこは久住lilJIこなるんでしょうかね、久
"ヽ

住町の「坊がつる」の方から．火入れを実醗に再lllJされた活

勘和られている甲例をこ紹介していただきたしと思って
.“° おります．弘ぶさんです。それじやあよるしくお願いいにし

ます。

弘滋

喝がつる」の．その名前の田来とかそういうことは．沼
料1こ占いておりますの℃そnを蓉考になさつ·c下さい．

だい1こい坊がつる白体の採忌が1.200mです。払只が山

荘を経営しておりよすが、そこは1,300mあります•だいた

い九州では「一吝高いところ」に常時住んでいる人悶の一

人であります．

非常に雨の多いところでありまして．大分市では2.300ミ

“` リ平均、飯田高尿で3.200ミリぐらいなんですけれど、それ

から300mJ:がったウプのところで汰如．200ミリ平均．年

問に降水聾があります。
.. 
「野焼き」をやめてからですね．rこんだん．だんだん潅木

とかが生い茂りまたそnに「湿暇ft」というものもOOわり

まして、木の仲びが．ここ1011cくらいで奔常に良く,..りよし

た。iも1；；斜面で、元々が火山地帯ですので、下の地面が隆

起した上に、表尼土がImから2mしかありません。すぐ下

は岩盤になります．そういう吠西での8'1iliiですから、台風と

かが来てちょっと木が揺さ痴らnるとですね．非常に表面

の崩壊が激しくなって、斜回は崩れやすくなります．

坊がつるにいたっては明右の中期くらいまでは注だ森

林に四われていたという文献もある＜らいで、ある日突然．

硫白山（九至達山の山）の亜硫戟ガスにより木がはnまして、
今の「；目1t1!ft」が進んだと．そういう話にもなっているよう
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であります．

じやあちょっと、坊がつるをこ存知ない方には、スライド

をちょっと観ていただきましょう．

（凶烙、スライ図使っての報fl;)

「32年ぷりの野燒き復活」ということで、以前1が牛の放牧

とかで、この「辺ぴなところ」と言いますか包山者も歩い

て2朗閻ほど出かる塩所まで、牛Iiiちゃんと曰を食べに来

ておりました．それがやつばり「酪店の合用化Jとかそうい

う形で．だんだん牛の奴牧をやめるような形になってきた

んで3 がこれが呉ん中の色がやや迫つているところ、こ

の辺り全体を称して「切がつる」と詑称しよす。これは昭和

59年の写真です。これでももう野規きをやめて約15年は

ど経った状態です。この辺りの「影」と言うか征子を次の写

只と見比べて下さい．よく惚えておいて下さい。

ぢょっと糾面が変わってさていますI)ども．もうさつきの

ラインがですね．このラインからすっとこちら側に来ておっ

たのがこれが去年の巧頁なんですが、約20仔程でもう20

数m、こちらまで出てきております＂どんどん．どんどん森

林化が進んでおります。

で、この坊がつるも全郎が「国立公即の区ぼ内ではめる

んですがこのJIIを境にこの8B分は「村別保姦区」です．今

野焼さを実箆している郎分は「一控」から「二極」の混合地

域で．こういう部分を焼くようになっております。次どうそ。

これも去年、説＜iりの状班で、だんだん、たんだんこうい

うカヤが噂えてさました,l;J:んのちょつと前までは、今の玲

期は雪が絡って、それが上1こ謎り和もることによって、毎年

カヤは押し倒されていきながら、互を刈らなくてもあまり

「絆び」がないという状態だったのですが．r湿朕化」で．＂

にここ5~6年に至っては句年どんどん、どんとん佃びCお

ります． ... 
で、去年「韓地焼さ」、「嬌地切り」をしての大きな変化は、

この1111（茎）の太さが、一回切ったことにより、かなり細くな

ったということですね．作業も効写化が出采るようになり

ましたしまた．叫這らしがかなり良くなりました．次．お随

いします．

昭!058年因というのは、（山の）中腹まで．こういうふうに

刈ってたんですよ。で．この辺りのラインで9が次どうぞ．

先程のI.iiで示したところはこの辺りですね。このライン

から下が全部、一面の葦原でした。たった32Qll!Iという問

に、これだけのノリウツギとかアセピとか、そういう濯木類

が．とんどん、どんどん、生い茂つてきました．

「じやあこの辺りまではなぜ変わらないのか」と言うと．
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大体3年から4年に 1回ぐらいの割合で．登山召の方がキャ

ンプ判こ火を即れrことによって、時々焼くことになってた

んで9• それでこの辺で（矢火の火が）止まるということで．

こちらほど激しくは「荘林化Jと言うか、そういう次態になら

す1こ；；；んだかと思い否す。次どうぞ．

でこれは切がつるに咲いているノハナショウプなんで

すが、これがモたから今年の災lJ掛けてlお昂常に多くのと

ころで見られるようになりmした。次どうぞ．

問じく/Iンカイソウという花ですね．これも多くなりまし

r.:-しかし、今．この辺りの特別保護区の部分で．ノハナショ

ゥフとハンカイソウの色とりどりの花が咲くというのが私

の子供の頃には見えていた風棗なんですが、だんだんだ

んだん追いやらnてさていますんで、ここを（省庁阿覇で）

環浜省に変わりまして、許可を印ったりするのに、非常にま

た時問が掛かったりするかも知れませんけど、是9;、特9l

保地区に指定された頃はですね．この辺りも一面の草の

尿でありました．でこういうハン刀イソウやノハプショウプ

といったものやミズコケ類．モウセンゴケとかそういうも

のもたくさん繁油してい否したんで．そういう的代1こ I印E

さnたものであnIがそ奴勾代1こ民非戻してみたいな」と、

そういう豆持ちで、まあ「32年ぷりの貯焼き復活」になった

次第です．以上です。

高？
はいありがとうこさいましたo随分短く終りっちゃったん

で、あれなんですけど．すみません．それじやあ貨問を受け

たいと思いますが．いかがでしょうか．はい．

塩谷

すみません。あの、「釘可を受ける」というのがありまし

たけど、わざわざ「火をつける」ために許可を受けてやって

らっしゃるんでしょうか．

弘

はい。国立公日内はいかなる火、例えばキvンフの火に

しても、ちゃんと柑定した喝所でしか火は焚けないですし、

そういった点では全体に火をつけるという事に至っては、

叩研だけではありませんけども§和］を符ないと切IJ'

つるでは出来ないようになっていまつ'.

それから先9茸言い忘れました11ど、私達は「ポランティア

を募築する」という形ではやっていません。それは、まあそ

nまでには3~4年掛かったんですが、九州還力さんが冥は
ｷ--9 

この近くの山を持つておりまして、そこの「水源涵活保安」

とかそういつ形でですね、九州電力さんが崩えば作案の

ときのパックアッブ、そnはり料から食事から、そういうも

のに至って「全面の支援」をしていただいております．です

から「ポランティアJという形ではなく．「ひとつの仕甲」とし
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てですね、「仕寧の一部Jとして、「貯焼きをやろうじやあな

いか」と、そういう形で話しがまとまって、今81~至っており

ます．

高ほ
はい．ありがとうこさいました。今お問きしょうとしたこ

とを先に否えられてし否ったんですが、「氏問の支援」1ーよ

ってですね、英院に「守られる」と言っていいのかどうか判り

ませんl9れども、「音の草原に少しつつ緩元しつつある」と

言うことなんですが．何かこ貝賤1ぷこ迅9荘すか、他に．
`‘り鼻鴫ヽヽ

そこはまだ．入会地では．午馬の放牧とかそういうことに、

牧野組合などが関わること亙いは野焼きについて閲わっ

たりってことはあるんでしょうか．

弘
‘‘’ご～e ．寸 •9

はい．大船山（九臣連山の山〉を挟んで反対側の坂切牧
野組合の万も参加していただきますし、そういった点で｀

会議を持つとさには参加していたた"9ておりよ§.

高ほ
はい、ありがとうこさいました•それじ逗最後のこ甘宝

•‘‘ でこでいまv. 4番目は山口環涵仕試験温藉井さん．よろ

しくお顆いいたします。

藤井

只今紹介にあすかりました．山口魚畜産試験湯飼臣1叉

術部放牧哲理グループの胚井です．よろしくお願いします．

今回r日原シンポジウムJ及び I全日山滉きサミット」が

この萩昔苔で開置されるに当たりまして、山口呪西佳四洟
窃として何かお役に立てる寡が無いかと考えなして阻在
し＾＾’‘`,., e 

人力で実施さnている「火；；；；切りJを、牛を使って作ること

の実国を試み、「防火帯設図の0とつの万法」として史案す

ることとしました．

「牛で防火吊を作る技術」は［苔畏であります巴林水産省

・中131.ll!1茶試験塩の忘橋（住字）さんが援咀されており、島
e ^^^^ ●愛

紋魚三瓶山、熊本栞阿暫で既に実践されている技術です。

また、今回の試験を始めるに当たり為滋さんのこ助言を

仰きながら実廂しました．

本票では平成元年度より、牛合周辺の水田ゃ旦山での放

牧を推進しており．訳験場としても即諏領を冨えてさま

した·
前さが畏くなりましたけとも、これからf牛による防火

帯作りの試みJについて詔介させていただきたいと思いま

す．

（以降、スライドを伎つての9臨）

先す発表課阻名なんですけerカルスト台地における牛
.̀ " の舌刈りによる防火吊作りの試み』といいまして・「牛の舌



刈り」とは、牛が車を食べる醤性を利用し注して．放牧によ

り日丸りを実施することを悉味しております．スライドをお

願いします．

現と秋吉らで実梅されているr火這切り」です．防火柑

幅1共5mから6'TIでこのように草刈り機で刈取った後に、人

カで草を「火入れ側」にかわす（捻去する）というふうな作案

をされております。桓生につきましては、このようにササ、

ススキが主体とはっています。スライドお粕いします．

この「人力による防火沿作り」の労磁時問を閲さ取り讃

盃しました．講互地区匁i!N地区で、防火帯の長さは620m,

頃6mです．それに要します「労働時問」なんですけどら、

刈取りは6人で3時関でr砥べ158弓閥J．草の踪去は9人で3

時閏で1延べ225時閾」となりまして、合計で「37.5時閲J.

1kmあたりに揆曰しまして「60 5時閤」の労拗力が必要で

した•スライトお屈いします．

次1こ防火吊作りの本題に入ります．

先で畜産暉場の概霰なんです（プども．ここが哭東町で

り••ここが秋汚8J o で、ここ芙洛巾にありまして、国定公園

から車で芙祢市へ20分迂度のところに位西します．地形も

国定公母の中とよく似ておりまして、このようなところで今

回の試駿を実施しました•スライドお願いします．

これが今回「火選切りの試駁」を実施した試験地です。こ

こにカーレン（カレン：石灰岩柱）が晃えます．スライドお願

いします。

頭の防火帯を図式にしたものです．ちょつと上の邸分

が遠切れてい訴919とも、この赤い球が今回防火1!1を作る

ために毎牧（四気牧襴）を張ったところで、この緑のf野革地l

というのが山焼色の際に火入れをするため残した郎分で

す．スライトあ噸いします．
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先す「材料及ひ万法Jなんですけども｀試験固関は平成
12年の8月から11月．供試牛It黒毛和桂の妊痴したものを

5から12頭放牧しました•その下に記したものにつさふし

てはこれから順次こ説明していきますので、ここでは省略

させび9ただきます．スライドお醐、ヽします．

こnが今回用いました「紋牧範設」です。これが頂諏線．

非常に9且くて400mでlkg程度です。「ボールセット（電牧の

杭）Jはこういうポールで、こういうソーラータイブの電牧限

を使用しますので「霞源」を引嘩ってくる必要はありませ

ん．

「給水卑9」はこういう製棠用の500リットルタンクを用

いまして、このように設霰して、でこれは「浴圏」なんです

けれとも蛤てられてあった物を使いよして、そしてこれに

ポールタッブを取り付けておりますので水が滋れ出ること

はありません。こヌ9う施設によりまして「水の無いところ」

でも放牧は可箪だと考えられます。スライドお願いします。

こnが先程の竜校111を設醤しているところです。スライ

ドお駿いします•

このように石灰岩が林立しているところでも．このよう

な岩と岩との狭い麻閾でも屑諏l迂細に設応することが

出来よしにスライドお戟いし衣す．

「写讃牧1'111設・撤去の労働勾問と経四」なんですけども、

防火帯の長さ1km扇20mで「長方形のもの」として、霙月l

偵を即こ試口しました·

防火帯の反さは全体で2.040mで．霜牧の設日I4要した

時問は．廷べ19時間．磁去は「火入れ側Jの毎牧のみ磁去し

ましたので徽去側1.000mで（延ぺ）2.1朗間で、合計でぼ

べ）21. 1時問になります。先きの「人力による作茉」が60時

問でしたので．約3分の1程度の時問で設ii!!出来ます．なお

2年目からは．こちらの撤去した費l、「火入れ側」の設i!iの

みとIi!,りまして多分「激去筍問」の倍（こなりまがりで4．函

llll程度丙設のための労力が掛かると思いなす。

ぽ接経口」なんですl:tども、湿牧磯は2謄使用しました

が1 i目75,600円亀牧録がlmあたり180.4円、ポストはSm

lill悶で使用しましたが 1本に付き410円で合体で初年目

の経1i;l;J356.000円とはりふし応I紅お2年目からはですね．

咽牧親、ポストの酎用年数が5斗社度あると忠われ不すの

で． 2年目からは、もし略牧設が燃えた場合にのみ37,000

円血が必要経費として考えられます。スライドお願いし

ま，，．

こnが先程の試駁地の「放牧前jの状況で，，。スライドお

願いします。

これが放牧のほ子です。この石灰岩があるところでは．
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‘"' 岩の際まできれいに食べております。スライドお穎いしま

す·

これが「放牧後J．放牧から3刃1経ったときの状態なん

ですが、こちらとこちらに笛牧校を装ったんですけと．この

ように防火帯の「帯」がはつきりと見えるようになりました。

スラ介で瀬いします．

放牧をした甚所の担生について詞歪したものなんです

l::tども、先す「口丈の措移」なんで919ど．曇初9知であっ

たものが23c●程度と低くなっております。スライドお願い

しまir.

舘· ^“' 
次に「牛の古室刈りによる冠部被度の捲移」なんです（）

ど、f冠也被度」と言いよすのは、地表の草を上から見てrど

れくらいIIっているか」というものなんですけど、野草地は

10嬌であるのに対しまして紐牧地ではこのように一迅

下がったところでは40％で、少し綱えて48％くらいになっ

ておりよす．スライトお顧いします。

で、その防火帯の中での主な草、「ススキ、ササの冠邸被

度の雇移」なんですけども、ススキはこの（グラフの）ように、

8月から「西線的JIこ冠部被度は減少しています．ヮワにつ

いてですが、 10月まではススキ問ほ匡ほ的に減少してい

ょすが、そこからIJIさい国丈の低いサワ」が発生しまして、

このように上がっており;J:,•なおこの芦丈の低いサウJ

は「火入れ」時でも常ほでしたので，防火効果の高い翠で

はないかと考えられました。スライドお願いします．

m•99 

これが「生箆収屈」の捲格を表していよ，，りれともこち

らが野草地で、こちらD遠り火帯内です。「牛の己五刈り」に

より防火帯内の生草堅1お減少していきまして、 11月には（防

火吊内の収!illさ〉野草坦との比較で、野京地の5％百度の

収!1!1こなり工した．スライドお願いします。

これは「1頭の牛が生活できる延べ日数jということで、

今の草の悶で牛力嘩18誌生活できるかという廷べB数を

表しています．

この「カウディー(CD)」と武，、まmのは「薮ヽ分」とも言
いますが、体田500店の午 l頭を 1ヘクタールの放牧lt!!で

r何日向えるか」というのを表すi目標です。

それで638日という筍果になりれして、これを365日で割

り否すと 1 7頭。ですわ'Sl年でだいたい1.7阻び口を飼うこ

とが可渓ではないかと考えられます。スライドお願いしま

す．

次に「飲水墜」なんですけど、夏局（む巧リットル、冬潟は

18リットル程度でした。今回の試験に用いました500リット

ルのタンク1基で． 1日1頭が棗大の45リットルの水を飲ん
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だとして、 11日閤詞える計即こなります．スライドお願いし

ます。

2月に火入れをしたんです1ブど、これがその西前の「可燃

窃塁」の団否です。可燃物の主な内容は、立ち砧れた互．枯

室の沿ほ窃です．

こちらが野翌地内の「立ち花れ」部分、こちらが「坦和J郎

分で．このよう1.;多くなっています．

で．防火帯内印では「立ち桔れ」圏分(3ほとんど無くなる

んですが、湛吊窃は若干残っておりますのでこのようにな

ります．放牧1年目では．ある程度の「立ち枯れ」も含めて

「9っている草Jは食べるんですけど、嬬ほ切I.I;午は食ぺな

いので、このく試＼（；；；残るかと想いまむスライドお腋いし

字す．

そnでこれが試駁地内（こ火入nをしているところです。

スライトお願いします。

でこれが良く燃えているところです。スライドお屁礼＼し

念す。

これは焼けた扉火が通り過ぎた箪なんです（ブとこの

辺は既に火が消えておりますので，一人で十分（こ渇火芯秘

が出来るような状態でした。ス9ィ心細いしょg.

冗程の「短いササ」というのはこの辺りの親の邸分なん

ですけど、これは2月の映像なんですけど｀このように百々

としておりましてJ防火効果」が期待出来ると思います。ス

ライドおl墳いします．

•• " 

で、これか五駁地の仝景で、ここm止紐をしたところで、

カーレンがあるところです・スライドお飼いします．

そnで．牛を欣牧9ることによりましてl牛の翼による底

況汚染」が懸念されまむそこで野翠地内の糞とその渇辺
“’●,、

の「アンモニア熙空索（室索肥料であると同的に迎剥な場
合は王境汚染物頁となる）（こ?\,\て調酉し云した．

これが惰泊後の柔で．こちらが揖泄2ヵ月後の皮で9•こ

のように手に持ってら不潔惑lさ照く良いは腐坦十のよう

な呉いがしま9• 人ライトお願いしま9。

これが「土壌叉中のアンモニア咄空索の含更lなんです

けど．こちらの部分が土壌で、こちらから「防火；；；内のl!!の

無いとこる」．r野互地内の衰の焦いとこる」、「防火帯内の

nの頁下」．「防火悟内の浜から3“mのところJ、そしてこち
らがf防火寄内の翼の現窃」を表してい注,,..

n2の現物」では100グラム中9.6ミリグラムのアンモニ

ア感室索があったんですけども、調酋した4地点中で配高

を示した「翼の只下jでも6ミリグラムを定と、他の3地点と



比較しても、ほぼ1ミリグラム程度しかヒ尻していないとい

うふうなことで共による影響はほとんど無いのではない

I)と考えらnなす．スライドお願いし客す。

でこれ衣での紀果と畜庄試験場の攻牧技街の経験から

「箆団体系Jを考えてみました．先す「電気牧珊の設iaJ。こ

れは通常の時なんですけど、「山焼き国面（こ磁去J,「山焼き

終了後に設笞」というふうに考えております。これはどうい

うことかと言いよすと、「火入れ曹l」の渇はすぐに撒去出来

なすので、火入れの際にはそれを防火僭の中の火入れ地

点から2m~3,n経れた「燃えないところJに一9号敷云して

おいて，山焼き終了後にはそれをまた元の位回に戻すとい

ぅ団卑な作柔です．

それで「防火帯娼JI;!.、今回の経験から20m程度。「放牧

頭数lむ目安として 1ヘクター1しあたり1~2頭なんで11"1ブ

どもまあ防火悟内の状況をみて閂誓すると・「放牧期問」

は「返紐放校」と言いましてざ2と出す万式を考えてます
けどもやはりU皿き疸前に退牧（午を放収区既から出す）

9,.‘`< 
し、山焼き国後に入牧する（牛を入れる）というふうなことで
す．

「衛生対菜Jとして，殺ダニ刻を臼月 1回滴下し荻す。以前

は放校の際の衛生対策というの1a:紹橘厄介だったんで9

が良い殺ダニ剤が出采まして、現在は非常に躙蛍に出采

るようになりました．
「飲水星」は、 l頭あたり段大45リットル必要ですという

ことです•スライドお醐Aし紅•

それでこれが畜迂試駿壌で見掛けることが出来る互際

性の花々なんです［プども、今後13:、放牧（こよって互丈がほ

くなることで蘇る栢物の生感の変化や、閲境の問題として

蕊に究生する吉虫の調互、及び今回の発表内窃と同ほう

なことを，今後数年筒1こ迄って調産をし沢して，その生態、

語生、 l咤・百等について潟至する予定にしています．

スライドありがとうこさいました．以上で発表を終りりま

す。

忘稿

はい，ありがとうこざいました•国の手も惜りたいとこ

ろを牛の舌を1己りた」というやり方なんでしょうかね．人が

やるよ0は労岡時問は少なかったと。日本ほど人件nの忠

い1l)は切よせんので，そういうところで牛を使ったという

攀なんですが、今のこ発言に対するこi!!固ありますでしょ

うか．はい、どうそ．

上原

おおざつばな話しで紀1肩ですけども、秋古台には今「17

k"の火追がある」と宮つています19ども、「牛で火迫を作る」

といったとさ、「全体」というのは無珪でしょうけども、どの

くらい力可能なんですか。
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藤仁

先·g;「欣牧瞑数」なんでlll1と、先程も言いまし／；；ように、

「 17kmの距鵡1こ20m幅の防火帯を設西する」という寧に

なると．攣況計日で34ヘクタールの放牧面栢という＃にな

ります．それで先行の結果から．「目安Jとして lヘクタール

に付き1頭～2頭の波牧が可走という事ですから．「34頭か

ら68頭Jの閻ぐらいの頭数が、「全体に出すJ場合は必要と

なります．

後ですね、まだウプの方でも迎移をしていないんですけ

と、「水飲み点から牛が同キロ歩くか」というのがありまし

て．それによってはまた変わってくるかも知れませんが、こ

れは今後の研究内容として取組む予忘こしていますので．

5J:っとま／こその辺l;J.判らないんです1プど、ねめ全体をや

った場合、頭数的にはそのくらい、 34頭から68頭くらいが

必要かなと考えらnます．

上原

人力でメリったは合1し比ぺて、牛の場合l訂後に残るm」IJ'

あると思うんですけども．まあそnIa9J1こしても、（牛1さ火

迫を）貝つ画ぐに進みますか．どう表現すれば良いか、火追

に従ってこう。（防火帯を設こしたい場所で思うように翠を

食べてくれるか、その場所から外れることは無いかという

惹念）

紐

「火追の隣に出ることは無いか」という祖ですが分かり

ました．ちょっと説明がま9·くて判り鎧かったかも知れませ

んけども．今固は霜気牧碍というのをですね、防火；；；とし

C想定している場所の左右に殺こすること（ーよって．その

中を牛が歩くというような「通路」を作る、というふうな形に

なりますので．牛はその中に留まると言うか、外に出ること

は無いと思います。

忘低

はい。一応4名の方から話顆提供をいただきました．今

からいろいろと討議をしていさたいと思うのですが、全体

を通してですね威いは国別でも結縞ですので何かこ貿

問こざいますでしょうか．何か呂い忘nた事があったとか、

或いは助言柑賑或いは碍足でもよろしいんですけれども．

はい、どうぞ•

JII越
＜ヽ．ー，．、

あの、久住11Jなんですが、今の霞気牧11の件について．
o...,..  

ウチら大分では「騎地切り」とか「綸地貶き」とか言うんで

すけど、防火帯ですね、その防火街作りが、野焼きの中でも

一畠大変な作奨なんですよ．だから牧野の組合目の方が

rとんだんお殿を取って行くうちに、その作業が出来なくな

るので「野焼きが出来ない」と、そういう形になりそうなん

で、ウチの万でも「牛によって防火帯を作ってはどうか」と
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いうふうな検討は今してるんですけど今お聞きしたーで

も「大丈天かな」っていう点が勺点かあるんでお拙さしたい
んでりけど·
例えl#lruの方も己われていましたように、牛を放牧した

ときに、有刺飲隙の牧漕でも4段渠っても、5段浜っても逃

げるときがあるんですよね。牛が；甜9な場合rとったら大丈

夫なんでしょうIブとも例えば牛であれば「発惰開」とかも

ありますし、お互い喧漫をしたり3 るんで、そういうとさに

電気牧11で1a箇塑に抜1:1出てしまうんですね。だからそこ
と9 C` 

ら辺の「脱罰Jすると言うのか、そういう可能性を心記する

のともうひとつは今の方も門ゎnてましたように、きれい

に全巫食ぺる訳ではないんで．そこにある程度ぶり亘なん

かが残りますよね。そうしたとさに、今度は者、野焼きをす

るとさに、それから延燒をしないかどうかですね滋宮の

場合の州池方での野焼さの場合）であれば、防火吊ってい

うのは、そこに刈った翠を包いといてはらして、そこを燃

やすことによって防火帯を作ってるんだけど、牛の場合は

全やさないからほ焼しないかそこら辺をちょつとお

譴さし1こいのですが．

艘井

先す「牧珊から脱t11するのではないか」という点なんで
し人9

引ブど、先で冠令JJ·中の導入時に「翡政 lと言いまして、「霞

牧を教えるJという作業が必要でそれを十分にやってもら

うということがめり,i:gしもし仮1こで3 ね、出たとしまし

ても、牛は群で行勁する動窃ですから芯あ「バドック」と言

いますかどこかに菜合場所を作ってそこから出て行く形

にしておくと組夕とかで頭数確認とかする湯合には必す

戻ってきますので、そういう点はあより、まあすぐにが虎象

とか田MまとかといったところであればそnIお弊吝もあ

るかも知れ＊せんけど．秋吉台のように広くて躍れている

ところであれば、また戻ってくると思います。

坦谷

ちょっとよろしいですか・「防火怜の効果」で，，が実は

私、畜歴試験塩の「火迫」を見させて頂いたんですが、思い

の外、非常に良く出来ておりました．

現在、秋百台におきましては、年に 1回、 11月から12月に

掛けまして．草の伸びきった時期に（防火帯の）草刈りを実

範しておりますので実際lこ今から見ていただいても良く

分かりま11"1プど、防火帯に切り株等が残っております。で、

まあ明日、順邸に行（プば火入れになりますけども、火入れ

の際に、防火；；；1こそれぞn人がついて、火を点けて行くは

しから叩いて消すという要領で、その焼（プ筋がすっとつな

がった的点で初めて「火遥が切れた」と祢している訳でir.

実際、畜産試験場の「牛が食べたところ」を見させて頂さ

不したら、非常に良く食べており＊がので、木あこれを継続

して行けば、「大きな切り株」と言うかは日体が消滋すると

いうのがありますので、秋吉台で乞えば、現伏よりも随分と
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砥蜆は防げるんではないかなとまあ効果的には「あるん

でははいかな」と忠いました。

為ほ
よろしいですか。牛の坊火；；；のことばっかりになっちゃつ

たんですけども、秋吉台のように「牛のいないところ」でも．

そんな試矮をしてもんですね．

それと、多分言い忘れたんだろうと忠います1)とさつきｷ-もお話しをしたように「牛で全部賄うんではない」と考えれ

ばどうでしょうか．短い草丈だったら非常に安全な蛤地切

りが出来るんですなそこにカレンが院れているって事も

無いし、ちゃんと露出しているし、「短い亘だから」っていう
ことで．そういうメリットってのは大さいんじやあないかな

って思っています．

他に何かこ預暉aこさいませんでしょうか。

えっと、チョウチョのお話しがあったんですが、ti'!惚の方

から誰かお話しの出来る万いらっしdいませんか．

ホントに会場が見えなくって、ホントに甲し訳ないのです

けれども、内藤さんいます．いらっしゃい不せんか。あっ、ど

うぞ．

9 
あの．n瞑のことからJという成でもないんですが秋

石台の溢院がだんだんススキが匿先する「卑調な三原lこ

変わりつつあるJということをおっしゃったので．それにつ

いて．

そういうところでは、舌はいろんな使い方をしていては

所によって宣丈が高かったり低かったりと．いろんな遵所が

あったんだと思うんです．で、そういう利用をされなくなっ

て行くことで、だんだMaほう／草原ばかりになっちゃっ

た、ということだと思うんです1ブど。

そういう自然と言うか、生き物を訊ぺている方違は．そ

の日じられたことをどんどん，今まで草原を使ってきた人

逹に向かって発信していくことも大塩じゃあないかなと払

は考えます．

今日3つほど分科会があるんですけとも、「それぞれ杞漬

が違う」ということになるのかも知れない．でそのときに、

「生熊系」ということを考えたときに、どんなことが必要な

のかどういう互原がふさわしいのかということを先す説

明していくと•そして実際に葦原を使ってきた人逗これか

ら使う人達にとって、そnは応じることが出来る寧なのか．

それとも譜しい面があるのか、ということを1ii1いていさな

がら、「お互いに協力出釆ることはどういうことか」というこ

とを見つけて行くための「迂つかけ作り」に今8のシンポジ

ウムがなると良いなと私は期待しているんですけども，後

のシンポジウムでそういう誌しにばれ1汎，＼いなと思います。

ちょっと旧物の乱とは違うんですけど·



高橋

はい．ありがとうこざいました。麺分芭学的なお話しをさ

れましたが今お話しされたように「どういう空原が必要な

のかJつていうのは「永通のテーマ」でして、内腺さんは今

のようにおっしゃったんですけど、一方芍さ「単飩な平原で

もいいJという人もいる訳ですよね。その辺なかなか紹諭

が出ないとこるだとほうんです．

ただ．今お話しがあったようI~で9 ね、「チョウチョの目か

ら見たらこういう事が言えるんですよ」、「鱗物の方からい

ったらこういう溢が言えるんですよjという発想を今まで果

たしてしてきたかなと思うんですね。「こnは守りたい、守

りたいJと言う一方で（言うばかりで）．そういう食言を他の

人浮に出采なかったんじやあないか、それをこれを戟会に

やって行ければいいんじやあないかつてことですね．

じやあ少し只体的に「話し」を況めて行さたいと忠うん

ですけど、今いりゆる「人のいとなみ」によってファジー（あ

いまい）でモザイク状の草原があったはすだと．その「いい

加滋さ」がまた良かったのかも知れませんけとね．ある項

窃を守ったりとかチョウチ3を守ったり9るとかつて的に1み

ですね．それでもやつばり「火入nは必安なのか」とうか、

先すそこから．

大＋の方はやはりOO焼きは必要だ」と思われると思うん

ですよね．野況きは「必要だ」と·野燎きは必要だけれども、

じやあ次は「刈取りは必要かJとうがその辺のお考えを｝（

ネラーの方から、じゃめ呈切はお二人の方からお1ii1きした

いと忠うのですが．

武

私は蝶を通しての「極窃の見万」をしております．あの、

（秋古）台上での槌物は、三刈りをすることによって、シーズ

ン、シーズンの追笏が阿生されてるように忠い不す。

またチョウチョの話しで中し訳ないんですけれと「危惧

種」の中にシルピアシジミと言うぼがおるんですが、この蝶
99 

がミヤ7グサと言う、地面をある程虚逗う、日の当たる所で

水1なけのいいところに生えている祖窃なんですがこnを

シルピアという蝶が食べております．シルピアの生態（さ、

先程のカッコの中にもこいておりましたが、年3~4回、 5回

くらい、匂問に成虫（こなる沢です．この最近台上での口刈

りがうまく行かないで、ミヤコグサが少なかったりしたとさ

に、ススキが大きくはることによって日照時閲が焦くなると

呂うか、 Bが当たらなくなってミヤコグワが、以前はこうつ

かんでウ4って出来たものが、カヤの問をヒョ□ヒョ0っと

こう出ていマ＼るくらいで、その内には無くなって行く訳で

す•そうするとまたおかしな話しですが、この足近シルピア

シジミと言うシジミ蝶が台上から激減しているような状態

の中で、じゃあどういう所にいるかとSうと塁家の万淫が

l11で走られるところなんか(a割とまだシルピアがしっかり

としている。翠刈りをされることで今まで再生を繰り返し

ていたシルピアが食ぺるミヤコグサはかなり少なくなって、
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チョウチョの発生が滸減している恐じがします。ホント去年

あたりは私はシルピアシジミを1姐も見てr6いって言うか、

勿譴観察する期間が少なかったり、8刃期によっては飛んで

いないときもありますけども、去年あたりは1頭も見ており

訳せん，その前は「おお、お閉さんシルピアじやあないか」っ

てlli、ヤマトシジミと混じってたくさん飛んでいぷDを見

た慌があるんですが．

そのようにぽ刈りの必要ぼ」と言うのを、私（よ、シルビア

だけを通してではなく、他の口原姓の蝶の食べるスミレな

んかについても念じるんです。スミレなんかも、校草地が

刈られた後をよく見ると耳を刈るときに．曰丸り紐9；；よっ

て）削面の所々がえぐれると言うか、ひつくり返される．そう

いうふうなところにスミレの群落なんかを見出がことが出

来る訳なんですね。だから値物をいろんな形で閂生したり、

＆た人が入ることによっていろんな梱物の種があちらに運

ばれていったり．こちらに窟ばれていったりと．以前I;/.牛馬

がしていてくれたことですけと、そういう＃で姐切が1liが

っていくってこともあるんじ糾む乱9かと思いい•

またここの以も台の．地元のみなさんとそrれを作ったり

なんかする会（とってもゆかいな秋苔台ミーティング主催

のドリーネ耕作体験）に参加した時の結しなんですが、（耕

作池周辺で）全然スミIA'/.）生えていないようなところでも．

私が「翌刈ったら絶対ここlif:スミレが生えるよJって以前2

年くらい前に言ったら．この頃は「武次さん、やっぱスミレ

が生えたよ」、「じやあもっといろんなものが生えてくるか

も知れないからもうちょっと刈つてってよ」、そういうふう

なこともありましたのでぷ心り翠刈りがあって頃惚が再生

されると思います。

そのまま西19ば、植窃も梧によっては生肖する時期が冥

なるとは忠うんですけれともだけとやはり、f苺1ruという

甲で考えてみ工すと、ススキの背が面くなることによって、

防分他のむ切祈笛ブられていることはエ夷です．
ですからまあこういうのもおかしい話しなんですが、山

現きによって隕物の棧が隠分燐かれものも字芙だろうと忠

うんです。あるとさ私がムラサキセンブリの群落を兒つけ

たとさ、「ここは艮く育つている」と思ったところがあります．

それはどういうところだったかと言いますと、秋西台の土

壌というのは霜柱によって土手なとが崩れる場合があるん

ですけと．まあそういうのと自勁甲か何かが入ったかで、そ

こが「裸地Jkなったというか表土が面壌したんですよ0.

そこを先程のお話しであった、みなさんが補修をされた·

石灰岩だとか石ころだとかを敷き詰めて浦修をされたん

ですよ•そうするとその辺りにあったムラサキセンフリの

道が、その年から石のすき闘に入ったんですよ。そうする

と山煉きのとさにもその慢は焼かれないから、一的的では

ありますが、そこlな見寧なセンブリの花餃年、3年続さまし

たね。それは路上の土の上に棧が落ちてなかったから燃え

なかったということと、他の車が生えるには適さなかった

からムラサキセンプリがそこでは群落をなしえたと忠うん
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ですよね．

だからやはり．いるんな変化があって．多くの掴窃が畜ま

れていることも玉実だと思います。もうホントI~ムはチョウ

チョだけを見てからこうして考えるもので、何かと説明不

定のところがあるかと忠いごすけれど、やはりいろんな形

の匂には牛が芝を蹴つてそこに新しい命が芽吹くとか．そ

ういうようなことが今まで行われてきたと旧測しておりま

す．

届11&

はい、ありがとうこざいました。坦谷さんの方から何かこ

さいますでしょうか．

塩谷

私棗初にこ説明いたしましたIJども、「l:ll#化が進む」

といった状態こnがどんどん、どんどんここ 1呼から15

年の問で進んでいるという状況をこ説明Aたしましたけと

も、ホ来、「1li1定公回」とか先秤の「坊がつる」のお話しでも

ありましたようにこういったところの目然というの1.,r規

布lで守らnる」のかほとんどで1' 1プどむこの秋吉台巳体、

この「石灰岩の翠原」というのは、「人の手」と言うか、「同じ

人のいとなみの中で綺持・保全されている」というのが一

届良く判る10年問， 15年店ではなかったかな．と思ってお

ります．

で．ホント一番いいのばまあ1規制Jもあります1プとも、

それも合わせて、「人のなりわいJが10年、20年，変わらな

けれI.A心んですけども、どうしても変わってしまう•そう
•阜

した止むを得ない甲憐の中で、そこで採翠が虎れてきたと。

そういう面があると、これはどうしようもないと·という現

状で今、木がどんどん、どんどん増えておるんじゃあない

かなと患いま1'.

でもうひとつは、「以前は」、「終較後はJってことで地元

の方から良くお伺いします11ども、「豆革を争うようにして

印って為って幅ったよJと．要は「台上から有賎窃が紐くな

る」と言うか、栄五が照い状感堅丈が低くなるという・「取

る側」から言えば、井常にいい塁が敗れると．まあこういっ

た「節廻」と言うか、なあひとつのr流れ」が営ぢ切られたと

いうんですか、まあそういった「採草というひとつのなりわ

いが院れたこと」しか、史際変わってないんですよね．

まあこうして秋否台の箪原に木がだんだんと逸えてく

るというまあf大きな動きがあもlというのがありますの

で、み／よさん、いるいる、「今がいい」、「10年前がいい」、み

なさんf遼想の秋古むつてのがありますので、バラバラな

んではないかと思いますけどもこの「採草Jってのは、とう

しても欠かせないものではないかな，と思いまv.

で．まあ例えば「ドリーネで耕作した」ってのがありますけ

どもひとつはやつばり、「残念ながら」と言うかいいか悪

いかは別として、その生活、「なりわいの仕方」っていうのが

変わってきたと•先程「自動車の東り入れjってのがありま
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したけと、国3人が歩いて入ってきたものが、どうしても同

じ甲をしようとすれI.fl目で入ってくると。で．採室について

も同じとこグを過るから、どうしても迫が荒れるという面が

ありよすので、今どっちかと己うと）レールが限く、そのま狂

好きなところを通って膚るというのが多いんですけど直

かに「取って潟られたところ」には非常に百花がたくさん

咲いております．まあその辺りで． r採草も大切J. I 荒nr.:.

ところの固託大り）」という面もめりよ9のではあ「ルー

ル作り」と言いますか．これを漿会に「）レール作りJliJ()とつ

要るんじやあないかなと忠いますけとも、点あ且低限この

f採司というのは既けていく必喪が、このr秋苔年況填

を作る」上では必要で1;;ないかなと考えております。以上

です•

畠8
はい、ありがとうこさいました·どうですか、会名の万で

反対怠見こさいますか・「火入れは必要だし．採草も必要だ

」という考え方に固まりつつありますが、いかがでしょうか．

意外と発言が無いんで9ね。

ただ、先程こ捉案がありましたよう1こfじゃあ語がやるの

かJという閻題と、それから「規制」とか「制度」というものと、

どう祈り合いをつけていくか、というのが霰後まで、多分残

って行くんだろうと。それはちゃと次の段1こ同すというこ

とで．
じやあ、いよいよ「火入nも、刈取りもやつばり必要Iaf,l.

ぁ」というのが「みなさMD考え方Jにということで．じやあ

次は「放牧はどうか」、「家畜を入れるのはどうかJっていう

ことを、そちらのお二人の方から、 I火否台に想定されなく

ても組様ですので、どういうメリットがあるのか、或いはど

ういう問思があるのかを芸理していただけnばと忠いよす

が．

屁井

先，，§沖地にですね、牛を放収しますと．ススキ1:1;涵霰
99< 

牧（放牧区域内の草のl1!に対して多めにとを出すとか期間

を艮くするという放牧）を掛けることによって無くなってい

きます•しかしその中でも牛が食ぺない植物．まあそうい

った中に人1!!1が見てきnいだと思う翠花は多いんですが｀

そういった相物とか面のあ凶碑とかは残る可能性はあり

ますしそしてそこで牛が笠をすると．浜が熊くなるまでは

その下の望を食ぺませA,(!)で、そこからまた竿が出てきて．

それを切た午Ii良べるという「箔ぼ型Jで午はそこでぢむ

というふうな形になります。

弘蔵

まあいるい公醤案の形態もとんどん変わって米ておりま

9 し、今「牛を戻す必要性つていうのはM退恐じてないん

ですけども．それよりも「99焼きをやることに対する忌否J

とかが「問代の流れ」について行くような形をですね．まあ



0とつは酪悶を見てその［やり万を見迫す」というような、

牛の放牧を見てまた「やり万を見匝すJような、「常に兄匡

して行く忠度の方が、今からは豆要なんじやあないかなと

思っております．

忘屈

はいとうもありがとうこさいみした。よあ秋る台では元

々「放牧」という形態は無いので、新しく取り入nるという

ことは、また相当なエネルギーが要ると思いますけれとも。

いすれにせよ「四原の壱遭」という(7)13「火入れ」と「刈取

り」か「放牧」がつットになったものが忌木なんだろうと思う

んですね。その中で秋ら台に1!11して．みなさんのこ痘巴の

中では「火入れも必要なんだけとも足井刈取りも、何と

か復元して欲しい」とい去ことだと忠うんです．

じゃあ、今こ捏案があったようにnl取るという作案は伺

のために必要かJ威いla:.!!紐側から見てですね．ぽJとか

「野至lとかつていうのをですね、「とう位四付けるか」です

よね．

「経済的な価匡が煎いjとして捨てられてさた訳ですけ

れども、で曰紐以外に．こうやって「生物多ほ性」だとか

「生体面から貝たら必要だ」というこ提室があった訳なんで

すが、じやあそれをですね．均元の人浮や生活者がどの程

度まかなっていけるのかというDをですね．是井会場のカ

から発呂を頂さたいんですけども。まあf放牧の品し」が顛

かったんです（ウど、「放牧の話し」も含めてでも記構ですけ

れども、いかがでしょうか．上田さんどうでしょう．

上田

突然のこ／目名だったもので頭が混乱していますが．葬8

；日まったホテルから外を見たとさ！こ、今は使われていない

布泊施設の跡というようなものもあるのではないかなと

いう気がしたんですが．どうもコンクリー只こいうのは末ま

でま々までスカッとしないところがあるんですが．この秋

古台｛しもウラぶさの、或いはワラを使った観光匠崇なり、ワ

ラじゃなし1こ．こめんなさい、ススキを伎った建物を作ると

か虹いは同級な野菜を作るためにはススキを刈り取って、

その作吻の下1こ敷くことは絶対1こ必要だとかっていうよう

なことが．だんだん．また最近は見四されてきておるんで

すから、やJらかの形で「地元の産業I~結び付くような構造」

をこの台地の中に閲こすれば、「回転していくんではない

かなJという気がいたします。

で｀今日始めてチョウチョの語しをお閲きして非常に費

味深かったのですが。チョウチコという0おば常にこまやか

な、その自然って言うか、人1ll1のおみに影菩さn-Cいるな

ということを感じたんですが、チョウチョの経類こ、とのfそ

の住み方に応じた草原Jを．ドラマとして、「人工的にJと言

うか、まあ「半人工的に作り出していくJってようなことは、

どこかでやられている所があるんでしょうかちょっとお随

きしたいんです。きっと成功するんではないかと息います．
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以上むございます．

届稿

はい、ありbとうこざいます。そnでは．

武
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めの日本ではいろいろと、国原性の蝶」だけというの1よ

あり＆せんが、「蝶の館Jというかそうのは全国各地（ここざ

いまして、中にはお寺のお坊さんが市の．町でしたかの咽

託で「蝶の誼」のようなところにベンションって言うんです

か、そういうのを諄宮しているところもあります．

それから＊た広怠喫にも大ざはものがありますが、めそ

こら辺りではやはり「熱名の蝶」が主体で槌窃も熱帯の植

物を温室で育てて、涸度調節をしながら飛ばしております

オオカパマダラとか、「オオゴマなんとか」というですね．ち

ょつと忘れちゃいました1フと．一番大きな曰魚の蝶ですけ

どそういうのがいま9。ですがそういう嵩合でも．一つの

誼の中で生態系を守っていくことは出来ないようで、「幼至J

って言いますかねグナギはサナギ、幼虫I;!.幼虫で別の部

屋で飼畜して、成虫になったのが自然と中に出てみなさん

を楽しませるような形（こして、印をそこで産んだりしてい

るとこつも見ることが出来るんです。その卵11従素日の万

が取り込んでほ/tl,'IJの部屋で飼育してやっておられ雰す。

秋舌台の名合を申しますと．秋吉8の蝶だけでそれをす

るということはちょっと不可能だと思うんです。払も研究

のためにちょつと討育場をこしらえて全く秋吉台の中と

同じ形で．ちょつと10年（ずかりやってみましたけれど．チコ

ウチョの生態というかそういうらのは良く判りましたけれど、

それを「観光で使う」ということはちょつと不可能だと思い

ます．

ただ私の考えとしましては蒻会の子供たちがa？れを知

らなさ過ぎるとか．そしてまあ．自然科学というものに子供

涅が取り付くときが無くつて、その「きつかl9」とはるような

砂が出来nl~はあと思っているんですが、まあ今の家族

旅行村（秋古台にある滞在製体験吝泊施設）あたりもありま

すので．そういうところで2泊3日とかそういうような形で

親子の昆虫採柔会でもしていただけたらと．そしたら子供

浬も自然ぞ観察する機会ら璃えて、自然科字というもの1こ

も巨寛めてくれるんじやあないかと思って、まあ都会の子

供達をそういう形で受け入れるということもいいなお夢

だなあと思っており広す。

却？

多分．私も専門でないんでよく判らないんで!1'1プど，蝶

のように「飛来性」のものっていうのは．幼虫の時期も成虫

の時朔もいる場所が淫ったりもするでしょうから、 I~定の

曰原既だ1プを見ていてはダメなんだろうなと思うんです．

周りの環憫なり．周りの生態系も含めたf累観レベル」で考

んなきゃいけないんだろうと•或いl祖りて」、例えば藤撼を
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使っていたらそれがダメになるとかですね．そういうぽII作

用」も当然生じてくるんじゃあないかなと屈うんで．非常に

難しいことかも知nません．
先在、上田さ/vll)方からですね、採草するmの利用を「何

とか地元産策と結び付けらnないかな」というお話しがあ

った。正し<rii芽のあり万」をもう少し見匡してみて上滋

の特産のようなものにす琴か威いは「土作91こ役立てるJ

とかそういう硝郡の方法があるかどうかということなんで

すが、そこで何か製水関係の万、いらっしゃいませんでしょ

うかね．はい、どうぞ．

飯田

地元の臨林事務所の者なんですl9れども、今．採室のお

話が出ましたけれとそういう中で今の現状をちょっとお

話ししますと、秋吉台では、町の放牧湯が以酌ありまして、

100ヘクタールくらいのところで放牧をされ、一郎J．紅蘊ら

行なわれていた沢です(9と、詳UM虚（ょちょっとはっきり

党えておりませんけれど．ここ l()alfかりは放牧I;/.止めら

れて、その内の40ヘクタールくらいを町の方で採日棧ぼ

によっての採草作菜がされている、という状況になってい

るだろうと思います•

で、一般の震家の万lがですね．その室が非常に安い偏段

で販売されておりまして、翠家の万はそnを利用するとい

うでやらnておられますが．もっとも墨（し限りがこざいよ

すので．「それでは足りない」という万力咽人的に秋古台に

行って採草をされてるという約兄になってます．

ただ漏程棗家の方も、最近ね高論化で箔分少なくなって

こられましてですね．そういう怠はでは「採翌利用をする」

という股家が限られているという状況こなっていまサ。こ
れは秋町、そnから芙束町．両方とも採草という形で．牛

に与えるということでやられております．

で、「野草の価饂」という点ではですは非常にこの野翠

の場合、乾草1こした後ですね、「斑常に幡好性が夏い」とい

う事で．今ワチの方、まあぽ産部」というとこつになるんで

すけれど．そういうところで子牛の指導等やってます19ど、

そういう中で．野車を与えると「非常にいい牛作りが出来る」

という寧で、またそうした子牛は市場においても非常に高

値で取引されており．「；；；う11l1」の8E百裟家としても好んで

百っているという寡で、そういう「野草の利用Jっていうの

はほ家としてはやりたい」と．やりたい11nと労力的1-:は

「なかなか大変だ」という事で、秋万町の場合には、先程申

しましたように、 1日放牧地を使っての概械採葦をしていな

す(9れど、（まとんどが一般の四家の方が8人的1こ上がられ

て草を刈って持ち茄っているというのが現状です。

でまあそういう点で、私も畜程関係におるんですけれど、

先粗畜歴試験塩の方でr午の放牧」ということを1!i1組まれ

ておりますけれとこういう形でのですね、「秋古台に午を

入れていく」っていう甲が今後、やはり今からの届詮化をし

ていく「火退切りJ、「防火帯作り」とか、そういう部分等を踏
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まえてですね、「生態系への影響も少ないJという力強いお

三冥bいただけたんで、位芯付（ブが出来るんじ，，あないか

なとは思っている次第です(9ど．

忌楳

はいありがとうこ迅＼ました。や］かパネラーの発言が少

し突現1こ向けるかも知れませMブども．

ぃすれにしてもJ草を介した畜在の振興J、「菜業の振輿」

ってのが町揉でなくっち以Aけないってことですから、地域

の腹林交が生き生きしていないと、やっばり守nなしゆか

なと。これは一万でとても大切な話しなんですね。

ただ現実の問趙として、そnだけの「担い手Jかうもう

いない時代で、それに関わる「祈たな担いチ」を作らなさや

いけないんですが、お金を稼がないでもそれに関わる人が

いるんじやあないかなと思うんです．例えばポランティア

であったり、さっきお話しに出たのは「叩絆習Jですよね．

教育の場として便つて、 I 草刈りを競争さCている」とかで

3'ね。そういうわ1''/J‘なものりも知れなしりと、そういう

「取組み」も庄たあろうかと思うんですが、そういう民問な

り地既外の人遠が「そういう芭遭に関わる」ということに

関して、坊がつるの方で実関にやられてみてですねどう

いう意貝をお持ちでしょうか．或いはそういうビジョンをお

持ちでしょうか．

弘蔵
まあ「一呑協い」のは、草刈りをするときのケガですよね．

それから火を入れたときの火傷とか、そういうのを考えた
｀ベベとさに、こnra坊がつるではない負の方なんですI)t..t1)ヽ

らどんとん火を引いて行ってると（火入れをして行っている

と）、下の万で「もういいのかな」ってライターで火をつけ

た乎例が2年前あったんですよで．火が打ち上がつてしま

って非常に危険な伏態になって．

で、そういうことを諏9たり見たりするうちに、これはも

う組造的にキッチリもし同かあったときの「処分が下され

る」ような状態じゃないと、例えばポランティアでやると、ど

うしてもみんなが口任を転録してし＊うと．で、今回10月

の綸地焼きのときも、班民の祖氾不定で少し矢火をしたん

で,,..そういうことを考えたときに「坦ぽと規印そういう
ものがしつかりした状態じゃないと、ウチの会としては「ポ

ランティア昇箋」というのがしづ却なという吠況です。

涵根i

はい、ありがとうこざいました。阿蘇の方では200人くら

いボランティアを笑めたり、或いはかなり組這的にやってい

る虹lもあ琴いうふうに即いてわつよす。

それでもう0とつの同忠1さ、制度や規制との関わりの

中で、火入れとか刈り取りをどう実施していくかということ

があるうかと思うんですけども．その辺も含めて凶采たら

「阿蘇のポランティアの実憐」も含めてですね阿町の国立



" .. 
公日の所長Cある田安さんの万から発さを頂きたいと忠

うんですが。

団安
9に

ば埠省の九州地区の所長をしております田安と申します＂
先すl肉蘇のポランティア」の防係につきましては、今｀「グ

リーンストック財国jと言うところが中心になりまして｀阿蘇

の地切り、野焼きの「ポランティアを震成する」ということ

を組llillY'Jには平成11年度あたりから治めていま'§".

許年度400人くらい応苔があったと•それも氏まって采

たのは熊本囀の人問が半分くらいで学分くらいは福岡と

/J‘．福岡以外の本外n混うからもいらっしゃるという万b出

てるというような状況です．

ただし、例えl埠池現きについてはですね、「火消ししか

やらせない」ということで．火を点けることは一t7.)やらせな

ぃJ完全に牧1'J組合の人の主氾の下にやる」というような

形ですo で33年ポランティアこ参加してくれる万について

はその「ポランティアの方のリーダー」になって行くという

形で、順次体制を作るということで、今年はポランティアの

rリーダー竺戌謡座」というのも姶めると•いう形になって

きたというふうに随いております．

それからf目然公櫨の中の規問との関係」でこさいます

1ブども、先程坊がつるでのお話しでは「符別保譲地区1ごか

らやっていないJというふうにこ説明がありました。

で私、これはもうi：：：境省と言うよりは払個人の判断か

も知れません1プども、塩合によるとですね、体91保譴地ヱl

でもきちんと．野焼きが必要でめればまたは採室が必要

であれば、これは「や9ぺきだ」というふうに考えます。

f白然保護」に対する与え方、これはやはりいろんなf考

え万」があると忠うんですlブとも、付に阿m、九菱、トカラ

列島（庇児島隈）、それからここもそうだと思うんですけど

も、「人手が掛かって日原棗観が維持されていること」が、

それが「公園としての口買があるJということであればき

ちんと人手を叫ブる必要があると忠うんです。

ただし、呪在の「口然公園法Jという法律自身はですね、

r規制の厳しいところは手をつけない」という方式の法ぽ

体系になっておりますので．残念ながらf特別保蹟地区」に

ついては「きちんと手砺きをしなくてはしわない」というの

がるんで'!j"Iプとも、やるべさとさはさちんと手精さを取

りながらやって行くということが至要なのかなあと忠って

います。

私自身の経験では日原ではなくて涅原の問係ですけど

も．「利緻fL笈サ□ベツ国立公園」の「ワロベッ原野Jという
とこるがありますが｀ここは閑燒省の土！試んですけども、

そこはや1よりf湿原だから田立公因」だということで、人為

的1こ忘焼名で小さなダムを作って水位を上げる、緒持をす

るということで「湿原景観を守る」ということも環墳省自ら

やったこともありま豆

ということで草印采餞が必要であれ1衣すねりうがつる
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でもさちんと、「特別保護地区」についてもですね、「人手を

掛けてれ持をする」ということも、私としては認めていって

良いのではないかというふうに考えております•よろしい

でしょうか．

為ほ
はい、めりがとうこさいました。大変心違い発言を頂い

たと思うんですが、要するに「地元の怠忠Jだと思うんです

よなおそらく。

何かにつけて8本人は「あれは羅林台が悪い」、「翠悦省

が悪い」｀ l どこそこ1J憑い」とかですね、なんとかかんとか

言いが5/J.んですlブども、地元の怠忠として「やり1こいJと

いうことをですね必要だということを、足非そういう芦を

上げていただきたい．

そのためにもじゃあこの分科会からは「刈取りと火入れ

はやりたいんだ lということをアピールしていけれ成1い

んじゃないかと思うんです汎1かがでしょうかo

はい、どうぞ．

前田

碑からいろいるな意見を胤1ております．地元が此

して、そしてここに60数年生きた者といたしまして少しお

話しを申し上,:rてみたいと思うんですが．

先から「年は肥料として」、或いは「団料として大変い

いんだ」と•こnI3確かにその通りでこltl,1ますね．「それ

を上手く利用したらいいんじゃないか」tやしゃる通りで

こ迅1ますね・「それが出来ない今時代になっているんだJ

ということでウね。

それは何故か皆ほ方こ承知の通りでこざいますね．牛

を団ってもですね、「牛肉の曰由化Jになってまい牛肉が

どんどん入ってくるでしょう．採口が合いませんょ．生活そ

れじ曰あ出来ないんですよ。私の家もかつてまあ恐らくこ

こにおられ令万ほとんどがそうだと思うんですね日本が

そうでしたように旦家でした。襄菜でしたdヨ姓でした·

その百姓では生活できない特代になった•そこで牛を飼っ

て．田んぽを作って、草を刈つて畑1こ入れて、舌はそれで生

活できていた．で 11)4~5反（乍れば子供を2~3人羹えた·

今は3町 5町作ったってですね．大変なんですね．たから

「もう哀楽をやめよう」。生活出来はいんで9 ．サラリーマ

ンになっていくんです•そういう呪状がすつと続いている．

そうでこさいましむまあ私もその一人です•「は芙じやあJ

っていうんで勤めに出る臣になりましたね．

でも今まである田日を守らなきゃいけないだろうと。こ

の秋己台もでいね、長い閾Illかつて、みあ一説には60呼＜

らい前から山燐さが行なわnていたと、それを払達が、こ

こに住んでいる者が、何とかして繕持しようとしてきたん

ですよ

でも先程からお話しがありますように「高齢化」になって

きました。私も実際にですね分担があります。そこへ出て
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やりますね，毎年やってるんですから甲し上げますが．それ

がだんだん出来なくなった、だから「とうしたらいいんか」

と•
「ポランティアを苔案してやってみようじやあないか＿、そ

ういうことも町も考えられました国分もそういうことを三

ったこともあります。でも先罪おっしゃいましたよう1こで

すね店がつるのお万がおつしゃったように、屯故があっに

らとうするんだと•今はですね、何IJ‘あったとさには「濡償

をどうするんだ」と、こういう時代になってまいりよしたで

すね．

だから．「山焼きは即ブたい」、「草刈りもしたい」。じやあ

それをお金を掛けてやるんでしたら一苗みやすい（たやす

い）んですよ．これは。お金を出来るだけJIiiブないでやろう

とするためにはどうするかと。それ1こrいい知恵1さないか

なあ」ということで、みなさんの知恵を侶りたいということ

でこざいますね．

だから「政牧Jという万法もこさいますでしょう．こn(3

砥いておりまして、らょっとコストが高くなるなと思いま

した•ポランティア、いいですね。でもポランティア．じゃあ

その次の「万がーという場合はどうするか」ということです

ね．

だから先程．窮翫のj:fi長さんがおっしゃいましたですか、

「お金を1lfIブなさゃいけないJと．ぁ忍翌虔はやつばりお金
を掛けなさゃいけないと思いま9。それでも今、秋芳町戻

束町で．この山焼き関係にI.ODO万（円）くらい掛かつてるっ

て言うんですか。何かそういう棗料をとっかで見ました1;I

とお金掛かってるんですね．

だからいろいろですね、「こうやったらいい」、「ああやっ

たらいい」と第三者的にはそうでしょうが、じやあ実院kこ

こでそういうことをやるのかってことですよそりやあ「速

味的」には出宋ますよば口を度外視しましたら出双沃す。

でも芙際はそれじmあ生活できない．どんどん過疎1こなっ

ていますねここの町。そういうことです．

で、まあそういうことばっかし言っていCもしょうがあり

示せんから、ひとつはですね、件の放牧Jもいいだろ泣忠

いポすが、「ポランティアの方法もあるなあ」と思いますね．

そnから今．秋吉台で放牧されている、県の放牧場、育成

牧屯がありますがそのように牧草をでっと樟えていく．防

火品に牧草をすっと植えていく．そういう方法もあるかも

知nないはと•或いはですね歩いたら、先程のこ発表に
9 9 

ありましたように、「人問が歩いたら、そこが探地になって、

踏み因められて、そしてついに草が生えなくなるJんです

から周辺部をですねここに来た子侠逹や散策さnる方

をほかせば」．そこを歩かピればいいんじゃないかと思う

んですね。
ですから突拍テもない甲ですがそ乱＼う伺らかの、「出

来るだけお金が掛からない万法」で火逗を切る方法をです

ね、「火辺を切らなくても済む万法」を考えなきゃいかんの

だと思うんですね．
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あのですね、「山焼き」、明8ある「火入れJというのは行

けば火道が切ってあり字すから、火を入れたらもう、こ立ぅ

に入らないようにウッサと泊せはし＼いんですから楽なんで

すよ。それで楽しいですね、ワーツと燃え上がりますから．

あの尺籾lり」が大変なんですね。これは両白くも何にもあ

，，ません。だからばっンナイア」って言ったって、そんな（こ

多くは揉よらないと想うんですよ•そういうものですよ．

不あそういうことのf地元の現伏」というの（むここにお

られる方は貨がこ存知だと思いますけれども、あえて甲し

上げます。

それからです•もうひとつ甲し上げますが 1日を刈る面
栢が減ったのではないかJということでしたが、私は「それ

はどうかなJと思ってるんです、データはこさい如せんが。

苔は確かに国りから農家が（秋sellこ）上がつて刈つて

いましたが私も中学校の頃から蘭3時頃からたたき起こ

されましてですね．刈りましたね．で、鑓で刈る劃は大した

ことないんですふ今13'室刈り餞刈り払い磯でパーツと刈

，，ますから、上がられたらこ承知のようにですね「ウ4-、

あれだ19も百が刈つてあらあ」って、それだ1:I口は刈ってあ

るんですよJごから今から3呻も40年も前と日を刈るilii

稿が減っているのか饂えているのかつてのは投問だと思

います．以上でこさ、、ます．

両I員

ありがとうこさいました・草刈りの面は1ねわてないん

じゃあないか、というこ意見でしたが、私もよく判りません

けれ/:!.1:,.「1i1観上J貝たら減ってるんだるうなっ．という零

ぐらいでしか判らないんで、実f目が判らないんですけれど

も、その辺はもう一度、確認をとビていたださたいと思い

ますけれども．
それで、まさしく「なりわいが儲からないから出来ないん

であってJですね．「どうか」っていうお話しまこしくそうで．

ただ、「ホントに儲からないかJどうかつてのl;J.J也林省の

方でも、実は考え座しているとこるがあるんです．例えば

野草の「i.!!源としてのiilifl!!ーをですね、今までは孜草や飼悶

作物に対して「すこく劣る」という価値付けをしていたけれ

ども、「どうもそうじやあないようだ」と。特に肉用繁殆午を

娼うに至っては． r偽かつてる農家l;J.みんな野草を利用して

いるJというのが全国レペルで見られる傾b)。ただその利

用の仕方は放牧で利用されたり、採草で利用されたり．ぃ

ろいろある訳ですけども。その辺も含めて、は林業を含め

た「産業」ともう一度リンク（結び付けることが）出采ないか

というのをもうー店貝匡してみてもいいんじゃあないの

かなと．

そnIJ‘ら拍市の人の生活の珀夕子の変化だとか．或い1;J.

食べ初に対する考え方の変化というのが出てさている訳

ですね。そういうもので付加価値をつけたり、地鵡の中に

加工や流通のようなシステムが出来ればまた地嘘の中に

渾しい血」を呼び戻すことも出来る訳ですね。現実に日本



全国いろんなとこるを見ると且遷を「核JIこして、第3次庄

裏第2次荏葉をどんどん興してですね，ホントに辺びな山

の中に大学出の活い女のチがです0試l'lll~入ったり、そ

ういう字例がたくさんある訳です。ですからそういうもの

をですね、「台上の軍とリンクさせること」が本当に出来な

いのかとうかですね，もう一度考えてもいいんじやあない

か．

そういう意味からもですね．「虞水院係の人」がここにい

らっしゃらないというのは、9ば常に仏は不渦なんです（）れ
と‘“C • • 9 

ども。事程左様にですね、どうかそういう省行をlit抱き込

んだ形でですね，もう一度ぽの価値」CLI?のを只西して

みられたら、採日なり放牧というむDの「生きる遍民照い

事はないんじゃないかなという気がします·

で，ここはですね、今のようなお話l;J:.忠らく次のシンポ

ジウムの中で地元の力がこ兌言になる内名だったと忠うん

です。でもう既に井常1こ口豆なご提言を頂いたと思うん

ですけれどもここでは一応『生照系と保全」ということな

んで生態Ill!から見た旺望なり，問祖点を摘出したらいい

のかなと•
いすれにしてもこれからのB5代は「百点満点の笠理カ

法Jってのは無いんじやあないでしょうか。例えば「ポラン

テ｛アは60点だからダメだ」と、成いは「牛がやっても100

点は出来ないからダメだ」と考えるんではなくて，それぞれ

を何とかエ天して組み合わせてみよう、それぞれをrf1!)と

かやってみよう」つていうのが「地元の知恵Jじゃあないん

でしょうかねだから「部外者は地元のことは利らない」と

ぉっしゃるかも知nないl::tnどもf怠思決定をするのは地

元だJということなので．その辺を呈奔いるいろ考えてい

ただきたい．私達はそれに対する素材を、この塩IJ‘う括

供してしわたらいいんじゃめはいかなと思いよす。

ぇっと、全体を通してですね、そろそろほとめ」に入らな

いとい1:Iないんですけども何かご意見がこざいますでし

ょうか4まい．どうぞ．

村中

岩田市から多りました村中と甲しボす。私は「野煉さ」と

いう知識さあまり無いもんでこ~\まして、ちょっと思い過

こしなのかも知れませんが、野燥きをすることに当たって

はいわゆるダイオキシンの問題が「ホントに無いのかな」

ということをちぷ文考えております。

というのl;J.、まあ塩咄嗚ですね、塩化!lllliがとうしても

野原に廃っておると、これが 請1こ燃えてしまって．「ダイオ

キシンの周践が出るJということは無いのかどうか、その辺

りは、例えば勿碕「持ち込んだらイカン」．「拾てたらイカン」

と言われているけど、実際は「実態はどうなんだろうかJと

いうこと1ぷブを、ちょ北余分な心記かも知れよせんが．ど

んなふうに考えていらっし..るのか、教えてJJIさたいという

字でこ迅Iii<す。以上です．
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忌椙

はい．というこ貸同ですが、誰か判りますでしょうか。ど

/JRIJ\2存知ですか．

塩谷

あの．私が「ゴミ拾いJと言うかですね．ぐるぐるっと周っ

て見た中では、先程の「上から見た写ヨJをこ紹介しました

19とも、大体人が失まるヰ径からそんなに紐nてい／ぶいと

ころというか、そういう湯所に（ゴミが）あると。で、今の「山

焼きの範l!ilJまで入ってコミを捨てらnる．コミが残ってい

るというのは、まあ特に燃えない缶ジュースっていうかで

すね．そういったのは残っておりますが，私のr通当な経験J

で言えばですね、大体歩酒から、そう2-3分、 4~5分歩い

たら、ぐっと「ゴミが減るJと言うかですね、そういうのが多

いようです。ですから秋石台の余り奥よで入ってゴミを捨

てられるって享（さ．私の経験からでは余り当て1こなりませ

んが。

で、氾磁i9lえ（よ醤理字務所（秋百台菖珪零務所）とかで

3ね、一般の方とか、白然保湿協会もこちらの方にありよ

すけども．いろんは襲会を通じて、秋古台の中でコミ拾い

とか、人のよく簗士るところはやってらっしゃいますので、

よく三われる「観光池」である程のゴミIおまちていないんじ

やあないかなと思いますけどむ確かに燃やす中にはある

と1お忠いますl9とも．実際（ゴミが）多いのは．人の歩くとこ

ろが、燃えない歩くところが多いんじであないかなと思い

ます．余り笞えになっておりませんけど•

高円

はい．他にこさいますか．はい．どうぞ．

阿邸

私は限の戟只で自然保護諜に勁めている屯なんですけ

どもある日山口心の字生さんから電話が昭かってき

まして、「山頑き苓するとco~二桜化炭素）が団える」と。こ

nがでりね「地は頃燒1こ恕影響を及ぽすんではないか」と

いうような四閤がありまして、まあちょx、ふと考えたん

ですけれどもほぁそういう面はあるかなと。

ただそのとき（こ答えたのは、まあ「秋吉台は草原只親が

哭しいから国定公園こ指定されたんでりよ」と．それから、

もう数百年に渡って．この山焼きというのが絞り返されて

いるから、「山焼さによって筍別にCO?が省えることは無い

んですよJということは言ったんでm:tとも．

渥か（こ草原を放i!!iしてお1ブば「樹林化」します•蘭林化す

ると、まぁco,は11!l収し工す。まあそういう面では．＿駿化

炭索を減ら5怠味からはですねはあ相反するところ阻反

すると呂うか、「錢しい面があるなあ」というのを忠いまし

た。

まあただこれは「こういうことがありよした」という紹介

だけで、特に臼澤系」とはつながらないかも知nません1ブ
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ど、こ終させていたださました．以上でir.

高1g

はい、ありがとうこざいました•いろんな立場から兒ると

ですね、「焼くこと」9身にも、いろいろと問題があるようで

すが、向か他にこざい否すか。はい、どうぞ。

fliJ8l 
先程は「生惑系」ではないことを言いよしたが、ひとつで

すね、今問蹂1こなっていることがあります。セイタカアワダ

ヂ尤9が大変緊茂していると•これはですね私共ポランテ

ィアで31いたり刈ったりするんですけが、到底追い付けま

せんですね．人海蝦術をやらないと。

と言っても、そnを国定公園特別天然記念物になって

いるところを、衣あ許可を印れば根つこを担つてですね掘

って除けるのが一番いいんでしぷうけれどもですね．やは

り「大変な問題」ですね。

ですからJ秋古台の生慇系も変わりつつあるんだJとい

うこと、こnはまあ出よせんでしたから、あえて言っておさ

ます。

忌9目

大変大きな問題を提示して頂いたんですが．はいとうぞ．

紐井

あのこれ件を放牧することによってセイタカアワダチソ

，，はこの南の試験でも、すこく良く食ぺまして、我々の今

までの放牧の経験の吝活からももう次の年からはもうIi!

とんど見えない状態まではもって行く雰はできると思いま

す。

高ほ
他にこざいますか．どうぞ．

ほ谷

先祖ポランティアの話しがありました．払も実践的につ

て言うか、ちょつと実験的lこ、すっと山煉きに戻はちょっと

勝手に行っており去して、｝ムの経験からしてですね．まあ多

分明日くらいは出采るんかなあと思いますけども．

まあ普通．ポランティアで組紐的にやればです0．渥かに

「日にちと時問Jを決められればそれ柑応の人数が出せる

という面がありますl:tども．どうもこの「山焼き」目はすつ

と平成になって、まだ1 回しか予定通りにやってないという

状懲なんですね。

で、特l;:ii\要な地元にとって必要なウイークデーと言う

か．加廷したときに人を集めるのが大変で．この時期によ

たポランティアが「すぐに対応できるかJという問躁があろ

うかと思います。よあ.B分一人でもなかなか大変で、朝起

さてですね、私、山口市（在tt)ですけども、朝6時半にが1守
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博物館（秋百台科字博物館）にいつも霜話して、「今8やっ

てですか」って四話するん't'ITIプどもそれから実際、 Ill這

としてでm、追絡聞を伎って、ど如l9の半径で（範囲で）

人が動かせるかと考えたら、非常にですね。まあお天とう

さんを完にしながらのですねやるi成にIJJ)ますので、な

かなか．

確かに「ボランティアが参加すれば助かる」っ．Cいう面（こ

ありま1''1プとも｀実際どれだけ「当て1こなる」って言ったら
怒らnるかも判り不せんけども、その面がちよっと。今の．

某落が主体的になってやってらっしゃる上で、伺て言うか

r助ける」って言うんですかね．そういった援助か企ぅンティ

アは非忠1こ難しいんじやあないかなと、また別のルールを

ちょ北考えないと、なかなかポランティアを飢人数を増

やせはいいという状感ではないと、今忠いよす。

忌隅

はい、ありがとうこざいました•ポランティアは繁逐単付

でのシステムに入り難い、ということですよね、ポランティ

アとい叫否JI)ヽ

阿印辺りでもr牧野組合」1(1位でやってらっしゃいますよ

ね．その辺はどう解決されてらっしゃるのか．

田安

正迫なところを言って今のところ的にそのポランティ

アが、例えば野燒さつて言いますか、火入れやなんかで、 l;J:

んとにプラスになっでぷるかって言うとどちらかと言うと

「足手まとい」な部分が多分、多いんだと思います．

ただ、まぁ3年くらい段いているところを見させていた

だいた限りでは、だんだん良くはなっているんでしょう(9と

もそれでも邸会の人と地元の人との「交酒が深まる」と、

それで「理解をしていただく」とい去ことのブラスの；；；；が相

当大きいらしくてですね、顛次、ポランティアを受け入れる

校野組合が逸えてきている．大体符年1.5伯ぐらいつつの

伸ひで、「受け入れる牧野組合が塩えている」というふうに

闘いております。

というところで、どちらかと言うと、その人的な邸分で．

労力としてフラスと言うよりは謬会の人達と均元の人達

の「理前が深まる」というところに．どうも一醤大きなメリッ
トがあるみたいです。ということでよろしいでしょうか。

ぁそれから．そういった烹味で、出来たらですね、もうポ

ランテりアに付いて（a:rこの牧野阻合の担当のポランティ

アJというような形でですね、牧野組合をぐるぐる回るんじ

やあなくて、出来ればr同じ校野組合と勺き合う」ような形

のポランティアの組鰈（こしていった方がいいんじやあない

か、という話しなんかもこの前の我々の方の内部の．こう

いうバネルディスカッションでは出ておりました．

高3
ありがとうこざいました．実際にやってみると、人紐進化



して行くものでして．いろいろ工夫をしてみたり、組み合わ

せてみたり．そういう巳乃が分かる訳ですよね．このシンボ

ジワムも忌らくでうだと思うんです。今まで秋古台の中で

緬じてたものが、例えばいろんな地賎の人達と関わること

で、なた「新しい追jも生まれてくるかもしれない。そういう

京味で毘非ですね、前向きに掃らえてみてはいかがでしょ

ぅ．日木人って「マイナス思考」ですから、「これがダメだか

らダメなんだよ」、 「ダメだからダメなんだよ」ではなくて、

「こう言ういい点があるんだから閂か出来ないか」．そこか

ら技術革新も生まれてくるでし4うし、面白味が出てくるん

じゃないかなと思うんですが．

さつきのセイタカアワダチソウの口誰か判ります。絞西

したりあれしたりすると、どうしても増えて．西はい．

松井

松井と申します。先程セイタカアワダチソウの周躇が出

ていましたが、秋吉台の場合はですはやはり耕作放棄地

ですか、そnと迫ぺり、頭いは3細地か褐りと。後はですね．

比較的安定しているところに(;j;入って行っていまセん。

ただ、今．秋古台の場合はドリーネがたくさんありなす。

ドリーネの現合は昔は全菰1!1(乍地であった、ですから今「耕

＇乍放東地Jとしてかなり入ってきています•それがとこまで
入るがま判りませんけどね。まあそういう状況です．

そnともう一点．碑チョウチゴ別笥顆で、ミャコグサと

ススキの問践がめり士した。ススキは「今増えている」と言

われて＊したが、実際はですね．減つてま'lr.'ブサ草原には

りつつあります。

それは何故かって呂シと今から30年前1こですね、ササの

花が咲きまして．一斉に枯nてしまって、それから徐々にス

人キが迎えた。そして今はコキダケの万が徐々に紡つて来

ています•それからササの問漣もありなすが、このサワの

lffl花と同特に1文古台の三原の縫生が徐々に、ですからササ

の開花が大体60年から紙曲と言われておりますが、それを

固朗1こでつね、秋百台の日原は変わっていま..

それともう一点．ミャコグワの問滋です1)＼ミャコグワ

は秋吉釦こはセイヨウミヤコクサがあります．それは今の

ススキ草原の中には1認んど入っていよせん。ただ刈取る
ヽ

ことによって多少は「讚入桓」として入っています．その程
度だと思います。

もう一点ですね、lkl'i台の互原の刈欺りの111l分ですが、
0し卓，．

年に3回以上刈咬ると、焚蓑屯の名合はシパば地にばって

います。である程Ill'..l地が記えている湯合はですね．帰9じ

桂物のI::メジョォンあたりがかなり入ってくると•ただ1::メ

ジョオンの坦合は、そこの刈り取りを2年くらい放囲すると

ですo．消えています．

それと、先程の品産試験場の放牧の問謡ですが2点はと

お問さしたいことがあります。今「放牧で火追如をするJ

と言わnました。その中で必目の中1こですね、料なり一応．

牛ですから冥なり伺なりをします。そして土地がある程度
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肥えてきます。そうすると燭化阻窃の造入が考えられると

いうことが一点．
•• 9 

それとですね．高ほさんも屈初1こ己われましたが、「牛

迫Jというのが出来ボす。牛は大体Imから15m悶隔でで

すね、等高粽状に踏んでいきます．だけど火道の品合13 「

等；；；諏状」には切ってはありません．当然傾斜地もありま

す。そこのクリアの問題。以上？点です。

忠ほ
それじゃあ私の力から。牛が叉や尿をしてですね．猛栄

五化しないかどうか。放牧湯はむしろ収奪型なんです．伶J

えば水田政牧なんかした後で．次に水田に戻したときには．

畔庄分てのはかなり落ちるんです。それは多分l最恥
の影醤だと忠うんですI9とね肥料としては。採望も、当然．

収奪型でリよね。ですから貧栄豆仄感になるから生物多t慕

性が高云って、いろんな尊花やななんかが混在するってい

う格好になるJこい惹味でですよ、局所的には富栄渡部分

が残るんです（プと。ですから宮栄霞の部分とホントに痘せ

た路分とモザイク状に残っていく訳ですなそnじゃめ、
9し●●

牛道のこのとをo

西

苓国についてですが今回は20mでやりましたけど姐
斜がきつくなれば嗚を広くして、牛が様に歩けるような違

輻を取って行はえばそういう問趨は無くなって行くんじゃ

ないかなあと思うんです（ブど。

松井

広い絞牧池の名合はそうでしょうね．ただ牛っていうの

は大体決まつてるんですよ．歩くとこ<'.>1.1'．だからジグザグ

に歩くよなことは先すしません0、牛比

忌檎

それこそ今お使いになっている霜牧をフルに活用され

たらよろしいと思います．ひとりで営涅出来0ようなもの

ですから。

松”
一部分は大丈天だと思うんですけど．何度ら同じ手法で．

’`'e• 同じところに石なると、牛遼が出来ると思うんですけど。

石椙

阿蘇辺りではですね、 40度近い急傾糾地の放牧場でも

牛迫上にもシパが張るような形で．きちんとテラス状に笞

還されているとこるもあるんです．ですから放牧の頭数と．

IB生がシパ型に変わるかどうか、変われるかどうかで決ま

るんだろうと思いますね．

いろいる請議も尽きないんです1ブともう後10分になっ

ちゃいましたんで．「まとめ」はしません。
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がそれぞれまたバネラーの方にですね、最後、ここまで

いろんな怠見を問いて．その上での感想を、またそれぞれ

最後に一言つつお話を伺いたいと思うんですが、よろしい

でしょうか．じゃ即g谷さんから、ょろしくお風9します．

塩谷
先程ポランティアのお話がありました.li!i局阿蘇と秋吉

ぅ·99^.

台とは、もうI貝本から朗尚から自治体から道っておりまし
て、活屁秋古台でなりわいが出采なくなったということは、

伺らかと変えないともうルールを変えないとどうしよう

もないと。少なくともこういう1000平虚史で、「今まで

やって来たから」、「去年までやって来たから今年もやるJと

いうスタイルで続けていたうむ、に、非常に「エラクなる

（厳しくなる）」と．またこのルールは非常にまた変えつらい、

「は史の罠みのあるむ）Jじゃ砥9かなと忠いよす．

今日来らnた方、それぞれ色地域でまた迫った、秋古台

は秋古台．阿蘇は同i'.l、三庄は二瓶なりの、ぽ原の迫い」が

あると思いますけども先行高揉さんが言われたように、

「正解Jがなかなか貝つけられないと思いますけどもまあ

こうやって、みんなで話し合って行くことが必要じゃないか

なあと思います．

特に私、畜径試駁潟がこの度発表されまして、まあ実際

17キロ（秋舌台の火迫の総延長距羅）を牧IIで1!!lうという

のは不可能に近いんじゃないかなと思っておるんですけど

も人の出入りが非常に多いですから、まあそれ0とつを

諏つてもなか如漬しいと思っておりま如とも、まあひと

つ、こういった研究で草の研究でそういう事が厄が次いた」

ってのは涵しいなと忠っております。

まあこれからも、いろいろな滋溝をしながら、いろんなこ

とを考えながらやっていったらなむと思います。以上です．

武次

払はホントみなさんと這つて｀生活とは一切謁仔照いよ

うなところからのぽ原の見方」をしていますが、今B記i!l!

的にはr野焼きJ.f葦刈り」の必要性はみなさんが、みな持

つていらっしゃるということを感じて急況に知”色滅等IJ;、

まだ考えらnil<~んがこのままでは心記です（ガ1ど、何か

みなさんの方で、「山燒き」、f翠刈り」、そういうものの「や

り方」を変えられたりなんかすることに、期怜することにし

て．私は私なりにチョウチョを保護して行きたいと思ってお

ります。

届根

足ヰ．その期けに応えてですね、夢加をしてください。作

案にですね。

弘
そうでサね、「野燒さを復活させたもののJというとこる

もありまして、口然の変化よりも人関がどんどんとんど
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ん入ってくることが「非常に怖い」のをここ伺年1111かで感じ

ております。

芍1こ、例えば台山靴に付いた婦化槌窃であるとか、そう

いうのが状慇がよければどんどん付いて行って、どんどん

変わっていくと。

今払が思っているのは「登山の分散｛は特にひとつの手
節1こ業中しないようにすることそれから臼山迫あたりを

余りどんどん．とんとん広げていくようなことをしないこと、

そnから山の中1..eらす者としては「匹っとおかしいJと

言わnたんです1)ども、山に入らす1こですね、「休暇山」、

「山にも休莉を与えボしょうよlと「遠くから見るだけのロ

があっていいじゃないか」というi壽想を今みなさんに私

は啓索していってるところです。

牲井

畜産四場では今年からこのIii究を始めたばかりなん

で、十分（こ説明出来るようなデータがまだ取れてません

ので、これからも維続的にデータを殴ってまいりまして．梱

生なり、その影費なりについてですね、謁直していきたい

と考えております。

それとですなもし仮1：：、秋古台でぼ激による火道切り

を）やられる頃合はですね．i'ii程試験窃の方から、「牛の貸

し出しも検討する」と言う享でありますので、もし「その時」

，，屯わよしたら、 rこ利用預えればな」と思います．

裔編
はい、ありがとうこざい庄した。ホントにまとめようがな

いので、大変甲し訳ないんですけど。

いろんな意見b咄rこと思います．登9Eこれを持ち帰って

ですね、また地元で討頭されればよろしいんじゃないかと

思います。

大体大求かにまとめると．「火入れは必安勾ブどメ諏り

もして欲しいJということですよね。要するに「利用をして

欲しい」．

ただその「利用訥坦知kなった歴史貨棗がちゃんとあ

るじやあないかJと。だからそnをどう虔業と結びつりるか、

或いはその「担い手Jとして、新しいものをどう取り込んで

いくかということをですね．考えて行かなきゃいけないん

だろうなと思いま9。

それから日填行政そのものも次第に変わりつつありま

すし．人手が入った二次的目然に対する国民の珪解も少し

づつ高まって来ていると思います。 でb私達1,1;1:だなだ

r言い足りなかったんだ」と思うんですよね。国民に対して．

こうやって「子を加える」ということがですね、ある忌ぼで

の「自然環墳艮滋全したり．生忠系を守ったり．景観を守つ
ご9》●●

たりするんだという垢を、や1なり「声忘に言わなければなら

ない」だろうなと．

それから、そば（こ者卑迫場があるんだから．国でも利

用しましょう」．或凶お切んなもっと総力を上l穴：．全呉で．



「みんなC守る」というようなシスプムを作ったらいいんじ

ゃなしむと．

畠後に、「入山現鳥」もいいんじゃないかって。まさしくホ

ントはそうなんでしょうけれどら、「観光頁源」として考えた

ときは「ひとりでも（多く）入れたい」というもう一万の考え

万もあふただ、とうなんでしょう、J印域の只源を「観光Jな

り「産渠」なりとして守つていく呂合には、「召源を無くさな

いJという努力を一方でやらなくてはいけない訳ですよね、

私l;J:．ですから「持続可能な利ffl」をどうしていくかとい

うことをやはり大前提に匹かなけれ1乱＼けないんだろう

と、その辺をもう一度見酒してみる111i値はあるんじゃない

かなと想つていd{i.

（丸＼どうぞ．

塩谷

［現役」がいながら私が言ってはアレですI:Iと（塩谷氏は

山口票庁自然保護謀の元担当者）、一応秋古台田定公図

の「公園計l!liJが、先捏「特別保譲地区Jという話b遷りまし

た1ブとも、「第一極！硯J地毀Jということでここの草原はな

っております。まあ「公日を守っていく」という意味で．「第

ー9重Jという、「一つ落としている」のはですね、人の宮みと

己うか、先迂品趨になっておりますlブと、「採卓を前捉と

した自然公園の棗設」という瓦がありますので、あくまでも

生態系日体はr結果譲Jであってですね、みなさんが本来、

1000年前からやってこられた事を統けて来られれば「当然

あるべき姿Jであって、先行「山大仙口大学）から電話があ

ったJという話と問ば活でですね．「全体でやった結果、生惑

系が守られる」という面がありますので、「それに合わttて

国定公口にしておる」と。もともと「田定公園を守るため」

というのもありますけども、それ全体のrなりわいを含めて

国定公Gillこしている」ということを、品後にひと芭付け加え

させていただきます。

高隣
はい、ありがとうこざいました。まとめていたださまして

ありがとうこさいました。私がやぶことがないんで．

まあ．おつしがる通りで.r苔原文化」召Dものを守って行

かnたらどうでしょうか。そういう方向で「開めIIこしたいと

思うんでつけど、いかがでしょう。（旧ヂ）

どうもありがとうこさいました．ったなし）遥nで、大変あ

っちこっち飛U回ってですねイまとまりJがつかなくなりま

したけれども、みなさんのこ熱心な討森のおかl:f<咬芍ね．

少しr光が見えてきたかな lと思います。もう一厖バネラー

のみなさん1J磁大な拍手をお瞑いいたしよれ (!B手）

それではこの「生照系と保全Jの分科会を、これで終了

したいと思います。みなさんどうもありがとうこざいました。
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『なりわいと保全』
ー事例発表一

車例発表 （財）阿蘇JjlJーンストック専務理車

凸丙成土
環境省自然公固指尊員

天海貞雄
西の原牧野組合組合長

ni村挙信

ゞ
lゞ
l

久住町稲葉牧野組合

佐藤薩忌
進 行 山口大学腰学部助教授

9,.,9 し

宇佐見晃一

宇佐見

それではfなりわいと保全』の分科会を始めることにし

ます。

まで霞初にですね．どういうふうにこの分科会を進めて

いくかについてこ説明します。この分科会は4名の報告者

の方がCさい6'9• みなさ凡功汗元にはですね．もう順

函がいてありますけれども．先程「打合せ」があり不して．
『“'

雑臼者の順番を変えさせていたださます．ひとつ目が大”,. e 、‘”’’r^
滝さん．ふたつ目m山内さん．そして佐蔭さん．霰後が川村

さんというふうな廂序1こさせていただきます。それで一報

,520分を計画しております。それで報告者の方には15分

使って頂いてこ報告していたださポす。それで残り5分と

短いんですけれども、報臼の内田1こ直接関わるこ質間を受

けたいと思います。それで4報名が終わりますとおそらく

残り40分茂となりますけれどら、それはこの分科会のテー

マである『なりわいと保全」ということについて雑缶者の

万と、それから出席者のみなさんと共にですね、母えてい

さたいと思っており!1!1t.
9 e.  

私、この分科会の追行役をさせていただき荘す字伍見と

申します。よろしくお顆いいたします．

それでですね、あの、報告者の万は前へ、そしてスライド

とかOHP{!:使ってみなさんlこプレゼンテーションをされま

す。で、報ちに関する5分の関問につきましては、私の、こ

のワイヤレスマイクを使って貫団をみなさんにこ披霞し

ていただきたいと思います．といいますのは、全て録きを

してですね、後で「テーブ起こし」をして記録として残して

おくように、字務局から亘われておりますので発ちなさる

とさにはですね、日珈こ申し訳ないんですけども、お名前

を言って頂11a:せんでしょうか•「どこどこのだれべえ」で

結構でこざいます。それからこ芦問ですが．限らnrこ時11ll

は5分です．霞後の総合的な検討も40分ではありますけれ

ども、これだけの方が、一人 1問閂問すればですね、到区十

分な03問がありまピんのでなるべくコンパクトなこ負問

をして頂くようにこ協力をお願いいたします。

それでは最初の報告に移りたいと想いま百．品初は熊
E”｀押●9 0 

本阿蘇邸からお見えいただいています．大沌典雄さん

に、発表していたださます。題目はですね、「三原と人々の

営みJとい文とです•じやあ大滝さんよろしくお願いいた

します。

大滝
ぉチ元の白料1こ乞いてこぶAますこの内容1a.人きく3つ

に分かれておりまして、第 1 番目がt2地と家畜と農地って

言うのは存機的な琵合関係にあったということですね。で、

古典的な草原の利用を映像でお示しいたしまv.2醤目l；；ヽ

採室地の必須的な終持管理技術としての野坦き、という映
象を出します。 3苗目には、紋牧頭数の減少による放牧圧

の変化、梱生の変化、そういったものの話をしていさたい

と思います．では早速スライドに移らしていただきます•

（以、スライドを使っての秀告）

これはあの、ランドりット、自然採豆衛星から見た阿限で

す。一番中央にあるのが唄火0ですね．悶1114キロメート

ルの唄火口。で、大きくいきますと、これがカルデラ、今か

ら15万年程11!11こですね，それから8万年のlllllこ3回大爆発.,.... 
を起こしたときの環五火山の火口丘ですな「カルデラ」と

言います。で、東i!llが 18キロメートル、閂北が2砕ロメート

ルカルデラの周1!!1が100キ0メートルでこざいよす。

で、色分けで芭いますと、この白つl乳＼のが水田地帯，阿

紅台地これが4.000ヘクタールあります•こちらb渚韮各
ですね．でこれが北外偏珀殿の姦原これが中央火口丘
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の草原これか百外輪の日係分布でこ、さいます．

室原の竹徴に5つありまして、 1 つは「諏団性」ですねぼ

とよりがあるということで、こういった、北外翰地域はここ

だけでも15.000ヘクタールあります。仝部で月蘇郡の草

地瑕l/iは23.00恥クタール．でここの場合は廂が6キロ
心の 9玲 みC｀のう

メートル、波野村から二石峠までの距躍が30キ0メートル、
非常1ぃまとまりのめる草原でりなこれが、土屯利用の閲

でも、親光の面でも非常に「日本謎れした翠原景観」にな

っております。

2醤目にla;ですは波野って言う村がここにありますが、

知名町のように「淡荻官蘊贔Jですね波のようにこう、う
ねってるんですな後で映餃が出てきますが波伏丘陵地．

”^る<o.、し● • 

それから、中央火口丘では「山越傾斜地」。阿蘇山を頂点と
してその起1こ回用している日原がこう見えます．

3番目にl；；、標面が600から800メートルですむ一番多

いのが約700メートル、これが分布域としては一醤多いん

ですけども特にこの北外輪地殴i；；阿蘇谷が襟忌が500

メートル、外鶉山上が800メートル。 で、「コニールカルデ

ラ」の竺、 300メートJゆ「壁」がある訳です。このr壁Jがで

匹·草原の利用にとって、只家にとっては奔常に過狙な労

働を与える「迂命Jを与えたことになる訳ですね．

それから給度で言いますと．ここに「北lll33度jが走つ

ていみす．で、低い悶度にある三原分布ということでこれ

は田際的な草原の分布の位li!iから只ても非常に只墜な分

布ですね。北緯3海訂温1!!1地にある菜原」ということで．こ

の翠原の成り立ちについては、秋古台と同じようにですね

「人為的な土地利用によって京原が出来た」ということです。

それからもうひとつ非常に大茅なことは、こnはあの、江

戸即tに出来ましに今から300年前に出来ました「叉苔
地」ですね．細JII藩が裟家の「入会櫂jを認めてですね農

某的な土地利用をしなさいっていうことで、認めた入会地

でこさいまして、所有la;町村有ですね．ほとんどが町村有
・く＊

で入会権があります介そうして175の校ffl/1合がそれぞれ

利用してょg.

で、これは、あの、岡紐っていう所は「もうt)とつの限」が

ありまして、「中九州の水限l って言われています．それは．
贔9•O し00 ・＜鴫 VO がこ●り紀濤9

阿蘇っていうとこるはこのほII.SIii．菊lt'!JII．筑後JII、大
09 びのこ° `” 
野J li、五グ却Ilっていうことで、熊本県、佐賃乱福岡県大

分果、宮鰭只、この5祭に雰たがる水瓶と言われています．

英はこの寧がですね、「阿紅の草際を守ろう」という運軸を

屈OOする上において、とても大甲な要；；；1こなっております．

持にこの6大渭Illに受益する下流殴の人は300万人。特に

熊本市の65万蔀ffi(3fi蘇に降った雨が地下浸透してです

ね、数十年の旅をして涼水する訳ですl)ども65万釦l!1が

10函地下水の水を利用して生きてると、そういった配市

でこざいます．

で、これはあの、『行l衣澤行けとすヽきの原虞し」とい
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9た

う俳句をCすね又裏夏目漱石が孫ったようにで9ね、行

（プども行l9ども草原が餞いてるという、北外諭山上の波状
S お｀’

丘陵の苧原でこざいます。遠くに「阿蘇の五岳J、根了岳、高
.,"•9«• ぐし●’”

岳、中岳、烏宿子岳．往生岳、杵島岳が見えます．

で． I岡IIそ千年の草原J、「人と牛の紘り成す自然」という

ことでありますが川珂蘇千年の翠尿jという言菜が盛Mこ

近頃使われるようになりよした。それは905年、ほ遥式」っ
――一マ――` <• e c ̀  

ていう国刀政を訊＼た書物心中（こですね、「肥後国 竺藷
祐汝．函翫該幻（＝釦諏l璃Q町の二亜峠．波艮思牧（；；
北外扁山の一角）という記述があってE]営の胴の生産牧

場が在ったということから、呪在まで1000年の国臣史が

続いてるということからですね、近斗は「阿蘇千年の草!;!J

ということ訊恥に使われるようになってまいりました。

で．そこでですね、互原の利用の一番の原点になるのは

ぼ蓋」です。その次が「放牧」ですね．で、g5訳の人々は昭

和3呻代字ではこういった舌労をして革を刈ったんですな
«•ヽ

こnIaf草泊まり」国景って言い吐すが、坦家から箪原否

での距厖が数キロメートルもある．といシことで、朝．露の

あるときに盃を刈ると§碑が上がる訳ですが．「通勒却」で

は非常に遠過ぎるということで、互原の中に豆のIJ9證を掛

けて．そこに寝泊りしたとそれをf卒泊家り」といいます．

で、牛の背中に布団そnから炊工迫貝、全郎h1んでです

ね、家族で草原に小歴田けに向かうとこです。昭和37年ま

で阿蘇で見られた国景です．

こnが「草泊まり」ですが．ス人キの草肛の．翠の高いと

こるを刈つてですねで、竹の支柱を入れて、そしてこれに

己掛Iブをして祖まれるようにしてですla、夕方、おぱあち

ゃんがせせらぎの水を汲んで釆て夕飯の支度をしてる．，r

常に預至な写真です．でこういった11l家が．大jl:150戸か

ら200戸ぐういは、こういった草泊まりをしていて、この草

泊まり期閾が、大体2週問。その期間は、小字校．中学校も

お休みになったと、それくらい、この、f村をあげて」のです

〇乾を取ったという凰景です．

どうしてこういったことをしたか．これは、現在では冬の

餌っていうのはサイレージとか乾室とか十分にありますけ

ども、昔1a:ワイレージもありま口んでしたので、「乾室＝冬

の貯辺飼料Jと。そして、この乾草を取る夏によって牛がた

くさん飼える。そしてその牛がたくさん団えると、仔牛が
••’" 

売れて現金収入になる。そして厩肥（坦肥）が111lれて．霰耕

地の米の王産高が高くなるということで、もうこれは震家

の渾くてはならない」必須的な世i匂はであった訳です。

•••• 

こn1.1草刈ですが、音は大鎌をふるってでmね．刈ってお

りまして．今では刈り払い限で章を刈つております．

これは「五i滋みJといいますけれ；；；•()とつの小笞みの
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墜がですね、「一駄」．「二駄」、匡駄」って言う表現が阿翫で

はありますl:tとも午の背中（こ杖む堕を一つの卑位としC.

あとで像が出てさま'!fl:tど、牛の背中に6妃狛むんです。

“ 片一方に3把、向こう側に3把です亙こn1.t.十駄小裕みと
“ いいまして、60把Jぶみですね。で冬の問に牛の固Iii:覇

l氾夕方l把の 1日2把与えますので．6011!<眠）ますと1ク月

分になったんですね。ということでは家にとつては、冬場

の餌を採ることがとても大寧な仕事でした．

ということでほぼの人は「隣りの家こ負けるな」と．よそ

の家はもう5時に出て行って年を刈った、「ウチはそれより

も甲＜出て行こうJちゅうことで、早起きの起争。それから｀

草保に向かうの国隣より先にJ．そういった泡酷なl 労lllJ

の競グ郎I」があった。そういった時代の映僚匹•

で、これは夕石れのf干草Jq；；みJですけども、口没寸前

でお父さんが上で、怠子さんが下で放り投げてですね．干

ラ小租みが完成しようとしております．

S‘^” こnは．三豆速1こよる牛の迎隊風祭ですが、おじいちゃ
んがこのように件の頭が1頭滋3頭と見えますが、三正

連でですねこっちに3氾向こう側に3氾これが1駄、2駄．

3駄と言いまv.

現近は舗装滋路があって，トラックによって大璽1こ殿出

が出来ぼすけとら．酋の搬出万法つてい5(J)l;J:、こういった
"し
駄戯（tI-馬の背中にる］を更せて蘊ぶ）しかないんですね．牛
の哲中（こ頼るしかないということで、出来るだけ 1回で多く

の曰を浬ぶために、三堕返という．逢結の知恵が生まれた

訳ですね．大体．棗大4頭までは過れて行ったそうです。で，

そういった中でも、先痘に立つ牛はですね、非常にS登禁1こ

目んだ利口な牛を先頭に達れてくるというふうなことで、

そういった速紹の方法にも生活の知恵があって、それで、

万が一．途中で切れても3頭一緒に転溶しないように「途中

で切れるような給棗の仕方」そういった珀慮もあったと言

われています。

で、こnは非常に至歪な1111ね30年頃1こ撮った映煤ですけ

ども、震家の主撮がですね、 1頭、 2悶3類と迂慈して外稿

山の坂を下りてくる訳ですね．そして午罰中に 1回運び午

後1同避ぷ土いうことでもう過陥な労而なんです．

C、出の裳家がですね、野娘き干草刈り、そnからこの

淫ぷっていうことを詞べてみましたところが、 ltfの器家が

なこの外騒山を越えるのが200回（こも及ぶんです。

往復で5キロあるとしますと、200回rふと、 1,000キロメート

ル．那本から東京に行くぐらいの1瞬をですね歩いて至

を函li、野燒きをする、政校（こ牛を迫nて行く、そういった

王労働に就い1こ訳ですね。それから外輸山功；；；忌差、 200

メートJしから約300メートル、これを越えて行く訳ですが、

こnを租み哀ねると戻1こヨ士山のl6倍ぐらいの滋さにな

るんですね。そういった過協な労働の中で甲を益んだ．
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ということで、どうしてそれだけの労働をlitl)WIこやっ

たかとしルヽま9と芦13:牛の組であり、それから硬いとこう

食い残したところ13:燃料であり、そして牛の糞と尿と昆じつ
C 9 -

て既肥1こなり在す。その1!l肥はいわゆる積種芸業（田11!1を

耕し作物を植える隈栞）、米ので90生芹力になるという

ことで悶家にとって翠¥たくさん刈り、迎ぷということIii「
美徳」であったんでりね。

その当関の石ほの追を今歩いておりますけどもf肉蘇
‘`•く...,

の殴家はみんな石工であった」イ石工であったJと三ゎn
るぐらいですねi跛宕を金てことかでi!IIって羅んで、そし

て外翰山にたくさんの迫を溢るんです． 2あ苔蔚だけで
も約3渾埠、その中の21函所を固歩いてで9ね饂認を

しております。

で阿蘇の董からの牛小属ちゅうのは、こういった「踏み
込み式Jの阻でして、だんだんぶサんだん、十五を中に投Iプ

てやり"'~.そして、（牛が室の）軟いとこだけは食べて、硬

いところは数を藁になる訳ですね．でそれに夏と尿が涅

じつて厩肥になると•そうして、だんだんだんだん、床が

高くなってきて、牛の頭が天井につかえそうになると、甑家
こぐn 、心で

では三木爪（二鍬）でこれを出してですね、そして、稲手でく

くって午の如1.:また柏んで、田んぽに迂ぷと、そういった

運哀が見られた訳です。で、呂うなn1~ですね、阿蘇の畜

含偶造っていうのは「厩肥の生産工場」です。だから牛の子

を取ることよりも．厩肥を取ることの方に第一の曰的が5

ったと言われています．

そしてさらにですね互1さ窒素成分で0 lとか02＜ちい

のバーセンテージしかありよせん1プとも、奨尿と混じるこ

とによって空索濃度が0.8とか1.0とか1こですね刈8にも5

侶にも肥料としての価fljが転換するとそういったことで、

草原の葦と午と訊地つて言うの13「百謄的な達領関係」に

あった訳です。
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さらにですね、袋家で1,1.傾斜地を利用してJ落とし厩Jつ

て言い工すが、上が畜合で、牛島が自われとって．こう．段

があって、ここに牛馬の匝肥を逗とす訳ですね。で、馬車

に租んで田んIJIこ持つて行く．こういった吾含,11造が、舌(;I

一番近代的な畜舎椙返であった訳です。はい．

で、これは、遠くに見えるのは北外縞山の．先程言い＆し

た15,000ヘクタールにも及ぷ広大な草原。ここに過畠な

虞家に労慟を与えた「カルデラの壁」．300メートルの断注

があります．そしてこれが阿蘇谷の4,000ヘクタール．ここ

に数求が恨り付いている訳ですね。 4.!,世紀1~はもう古旧

がたくさんあって．この辺1こ店家や兵業の営みがあったと

；；；われていますが農家の人運ばこの外籟山の上にある

京を函ぷために、この外輸にかかる道をですね． 1年餞1こ

200回も上り下りする訳ですね．



そして．この曰原の三を面含1こ迎びそしてこの畜合で

出来た屈肥を、また田んla:!こ運ぷと、それから撃原の草と

家面と耕地って言うのは．打棧的な関達にあって、牛が1頭

おりますと藍肥沢トン出来で30アールの水田の肥料が

出来ると、そういったこの連即輝．それから有牒的な流

れがありよした。

で、そこで四家はですね安定的に干日を取るために、生
00  

活の知恵が生まれたんです．それは「古野Jって言うことで

すね。ここは米国（阿蘇B1Jにある山）ですが．こっから向こう

側l;J!/iが刈つてありますね．こちらI.J刈り残してありまll.

それは「立原1こ休思を与える」っていうことですね。光合成
'”’’‘‘ を十分fjって、地下薔IC貯蔵益分を冨えて、そして翌年も

生産力が上がるようにするために、こういった休巳を与え
る．これを「古野Jって言いまで．召つら濃家の人が受け継

いで采た伝統的なですね．益原の組怜筐理技術でg.

で、野煩さが始よりなす1ブnとしこの野焼きもですね、

ただ巾に総会の人から見るとイベントに見えます（ブども、

殴家にとっては．今話をしてきましたように、採互地の草を

安定的1こ．そして牛の食べるA5れ草0)滉じってない、いい

巳をとるため（し、野燒さつ 5ゅうのは必須的な笹理技術で

したc
野焼さをしないと．鑢濯木．低木が生えてですね、只ぼ内

にはサルトリイバラ、ノイバラ．それからアキグミ．そういっ

たのが生えて来てで叩ね．刈り取りがしにくい．牛が食ぺな

いということで農家の人は謁文の的代からで“3．宮々

と野焼さをすることによって、採互地の草が刈りやすく、い

い草が立つということを克えてきた訳ですね。
•• 

その．慣習が今でも阿蘇では残っておりまして、あとてUi

付さfv(J)方でも話広欧）ますが、野焼き面回は16.000ヘク
タール、ここに関りるは家の心妻が8000人•eすね．一人当

たりの負担!Ill~が2ヘクタール。一昌むといところlよ一人

当たりの野娩さ面はが10ヘクタール。そういった至い両を

かるっているところもあります．

こnI3野焼きの霰観ですが．載後今まで50年腐に、皇斑

さによって亡くなった人が、阿蔚昴1ご19でも数名1こ及びま

す。おそらく100碑初歴史の閑には、年純計四し衷すと、

200名の命が野焼きによって失われたであろうって言うこ

とが澄定できる訳ですね。

で、こ1'Iは火の合流C1flフども、器家1ことつてはですね．

野況さっちゅうのは命を怒11た作業なんですね．秋古台の
野焼さもそうですlブども、 I暉命令系統を明這にすると.. 
いうことそして火をつける人を「火引きさん」って~\ま

すけども．一函大事なペテランの古老の人があたる沢です

ね。諷向きを見そして．つけたとこるから消して行くって

いう．そういったことをしながら．安全1ここの包囲網が出来
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たところで合図セし示すと、向こうの谷から米た火と、こち

らの火が合流して、ドッキングしてですね、 10メートルも15

メートルも炎が奔る、そういった伝即哄ぼ焼きの管理技
衛つていうのを土地の人は身につけておりま..

.." 
C、「嬌池切り」．ここではr火迫切りJと旨いますけれども、

熊本環ではクルマの鍮、土地の地と召いて爾地切りJと言

います•で、『急斜面で命がけの作業 高蛉は家に亜い負

阻 あと5年もつか？Jという新問のショッキングなタイト

ルですね。今平均年齢55歳です． 5年すると57歳．65戟の

人は70混に蘊冥lこなる訳ですね•
ということでこの嶋地切りの総延長汎40キロメートル．

熊本から陥四くらいの距躍ですね．（防火市の）幅が7メート

ルですから、 450ヘクター恥これを5.000人の人が受け持

って精地切りをしております。

で．（鵡地切りの実爬Iさ）夏まだ9月で同温の時期．それ

から高鈴である．足潟が悪い、刈り払い殺で一つ間違うと

大怪我をさせる．そういった心理的な負担。それから肝位

きのときl.:.ili林1こ火が入りますと．その保悶せにゃならん．

それと阻い負担のために．だんだん、だんだん、野焼きが

減って、平阪7年以芦月蘇で13450ヘクタールが野焼きを

中止して、棗観上の問lilllこもなっております。

＂ヽ・
で．籟地切りをした後、 1週咽くらいすると「輪地焼き」と

いう作菜を行ないます．防火帯が確冥（こ防火殿能を発控

するために、（蝠地岬Jりで刈り払った位を）共めて焼くんで

9ね。そういったことを阿舷ではやっておりごす。

これが冬の映像ですが、これが防火；；；ですね．冬醤が

降っておりますから綺雌に見ることができます。

で、その次は「放牧」ですが、月蘇では音からですね、放牧

されておりまして、昭和35年代に一番多くて、2万頭放牧し

ている． 2万頭が150日の放牧期問でしたので、約300万頭
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のl1i!ベ頭数Jの牧膏力があった訳で·g.

で、現在では 1万限に牛の数が減っておりましてですね、

牧草のね入によって240日閲I;:/;只牧用問が廷びております．

延べ頭数で言いますと240万類の牧有力広広此いう訳で

すがその差が60万頌ちゅうことで、菜際に放牧して余裕

がある訳です。

ということで、政牧の「圧」(lfJ.牧圧：放牧によって三原に

也き掛ける力）がそれだけ弱くなりますと、草原が荒れてく

るんですな阿阪でも盛んにチカラシパが屯えてきたりで

すね、エゾノギシギシが生えてきたりということで、「放牧

圧の不足」による草原の哀還が見られ宮す。

で，さらにですな「牛は山1このぼる」という言栞があるよ

うに、この等忌練を作ってば斜角度35まで上つていく訳で

すね．阿蘇の草原の23.000,-ヽクター/(,(/.)うちに、 15虔以上

の怠依斜地は70％ですから，この午がいないと関蘇の草

原の利用寧というのは、ぐんと下がってしまう．牛がおるこ

とによって、こういった傾斜地よで綺翼な短草坐の草原1こ

なる訳ですね．

ということでこの牛のことを中国震試の高橋（佳孝）さ

んはぽ原の追口的」と、私は草原の．これは全郎メスです

から店環の芙容師Jという言棠で、表現をしている訳で釦

また、コルフをされる方は「グリーンキーバー」とですね、日

原を紐鰻1こするグリーンキーバーであると、いろんな表現

を伎つて牛の「業lS」を讃えております．

これも外釦比の急斜面ですね。 35度あるようなところに
9し●｀

ですね．「牛迫」（午が通つて出来た追）をこう作って」Fが

ここに6頭いるでしよ•ここにも2頭おりますが、こういった

斜面をですね、等高煉状に進みなす。でよく見ると「スイッ

チバック」がある蒜々に．こう下からJ:{こ．上から下に移勃

するスイッチパックを作ってですね．これは何十年という歴

史の問1こ、午が「生活の知忠Jで作った移動の路線ですね．

スイッチパックを作っています•で「牛遵jと言う．井常に珍

しい景観ですね．

この牛の「！菜食行酌j.「登坂力Jです〇そして体至の10

％から12％を食べる、60キロから72キロもの互を食べる、

こういった行動によって限庫の三原棗観Jていうのは保た

れている択です。

`C’`' で、屎後に2校で終わりますが．これは渾千里jですね．

熊本県の観光地の中でNo.lと言われている葦干里ですけ

どもこの広々とした娯観そして宮みのある景観勁きの

ある只底牛の台みは、仔牛が母牛の氏を飲み、水を飲み、

寝転ぷ。そして緩やかな的の流れ沿；らかな空気。そういっ

たところに邸会の人が身を囮いたときに、心の安らさ心

の癒しを感じ凶沢ですね．

でもしもここの牛がいなくなったときには．この漿観I;!;

無くなってしまうでしょう．
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茫々たる低木．また1塩れ地になってしまうでしょう。そう

して岡組にきた観光客が「こんな只観が国立公留かJと言

うでしょう．そういったことですね．牛が持つてる「多面的な

戦日ですね第一義的には牛肉の生段であり、仔牛の生甦

です（プども．そういった「多1釦的な脱虔Jを見国してですね、

牛を選やそうという斎動が今起こっている訳でサ．

；；；後になりますが、これは草千民の景観ですな短豆型、

芝の草原です。 8月から9月になりますと．下の万から里

から牛が上がつてきますけども．ミヤマキリシマが咲きそ

して芝型の室原があって、この町親が「熊本隈でNo.1」とい

われる景餞です。

とういうことで、今日私はメインテーマとしての『なりわ

いと保全」という意味でですね、「阿蘇のは家の人々が千

年の臼史の中でどう草原と閑わってきたか」という乱をい

たしました•以上で終りります。

宇佐兌

大滝さんありがとうこさいました．

えっと、報巴召をちょつとこ紹介するのを忘れてしまいま

したけども大渇さんは、現田祖血区のパークポランティ

アの代表であり、国然公磁用ね只をなさっておられます·

それでは、大滝さんの照白に関してこ責問がこ~'"'し

たら、お手を学げていただけませんでしぷうか•ありません

か．はい、それじやあ、後でまた「全体」のところでありまし

たら、租極的にこ貝岡をお願いいたします．

それでは続きまして「第2醤舌」の万に移りたしと思いま

す。第2報i!il;J:、「財団法人9狂蘇グJーンストック」の専務埋
..,'”じ

字をなさつておられます山内頷二さんからの報白でありま

す。題目は『市民参加の三原保全の取り組みJです•よろし

くお願いいたします．

山内

先程こ紹介をいただいた「グリーンストック」の山内と孟

います。

私の述は．ここでのテーマは「なりわしと保全！ってこと

になっておりますので、若干、無理があるかと思うのですが．

払共は「市民参加による草庶保全の取り組み」ということで、

突l3私共の財団は、平成7年に、邸mと歴村、行政の祖の

迎携で．「阿蘇の生命臼産」．なあ口原とか塁林、農地．或

いは水、水憑ですね．これを守り、後世に引き紐いでいこう、

ということを目的として設立された財団な訳です．で先

捏大渇元生の万からこ蒻舌のあった、地元の「なりわい」に

よって雑持されてきた阿蘇の草原、その保全に向けて．r祁

市側の市民による関わり」が何とか作り出せないかという

ことで阪り組んで参り云して、そういう惹味で、どちらかと

言えばそういう祁ffillllの参加．関わりによる草原保全の

取り組み．「私共の財団でやってきた取り組み」を中心に、

スライドを使って．ちょっとこ紹介をさせていただきたいと



思います．

（以降、スライドを使っての耀!5)

もう前半は省いていきますが、野焼きの後に、岡舷ではキ

スミレが一面に咲き鍔りまつが、これはその様子です。 lさ

い、どうぞ。

こnは阿紅の景観そnと野の花を代表するヒコタイの
写頁ですねJ阿蘇が大陸と地続きだった」と言われる証関

の．こういった希少な野の花が防分あって、いわゆる野焼

きで肖の高いススキなんかを踪去することによって．こう

いう野の花が生思する条件が作られているというふうに言

われています。はい、どうぞ．

こn1a:非常1こスライドの写りが窓いで＂けと、元程大滝
先生のお話しにもめりましたが、突Ia私共の財団で二成lo

年から11年にかけて、 2年1il1か19まして、阿mの口原につい

て渭葦を行ない去した。阿蘇には175の校野があるんです

がその牧野組合の持つ全部の牧野について総合診賑及
’‘`押

ぴ野焼き蘭地切り、先柑話しがありましたf蝸地切り」と言
う防火帯を作る作葉がありま，lfがそういった作楽の現状

について閲査をした訳です。その記果に基づいて、アータ

で．阿蘇の土地利用のスケールとか、人的スケールという
のを紹介しようとしたスライドなんです1プど、ちょコと写り
が悪くて分かりませんね．

（スライドを指し示して）ええ．阿蘇の室原のIU!i'i l;J:23.000

ヘクタール、そのうら野焼さをしている面泊が16,00びヽク

タールっていうふうになっており不す•そしてこれは澤叩
、V •が99へ

郡の入会檀J.阿蘇郡の亨地にはほとんど入会櫂がこさい

まして．その入会権岩が10.000戸入会権を持つ万が

10.000戸いらっしゃるとい士ことですね。はい．次どうそ．

こnが野焼さ函i只。 16.000ヘクタールですね。そして先

程出てさた1111地切りという防火形を作る作業ですが．これ

が記廷長640キロ． 175の牧野組合の蛇廷長で640キロ．

回寧国で硲本から的岡までの箆臼になるというふうにな

っていますぶどうそ。

これが綸地切り及び野焼さ作業に問わる地元の人々の

人数ですが．（スライドを指し示して）こちら上の方が、輯地

切りに関わる人奴ですね．迫寝甘5400人。野焼きに器わる
人々が約7.600人というデータ（こなっています。次．お組い

しよす．

で、そういう中で詞口の翠原の維持が困紅になってき

ているって昂たる理由．私兵も胡歪をしてびプくりしたんで

すが、平成7年から平成10年に掛けて、 3年問のは（こ、家蘊

を閲っている虞家の減少率がこの洞酉で588只まあ26%
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くらい減少している。この3年問にですね．そうしも非常に

況刻な状況．これが阿虹の翠原のIll持に関して升常に深刻

な問i!Iこなっていると思っております．次、お願いします．

これは、その讃耐によって、 175ある牧野組合をタイ7)JIJ

に、 4つに分1,てみたものでり。（スつイドを指し示して）上

から、草原の緒符が極めて困難だという牧野もう既に野

煩きなんかを一圏中止している牧野ですね．これが35牧

野で全体に占める三l合が2096もあります．で、fタイフ2」

が現在は経持されているけど．恐らく条件的りこ厳しいとい

った牧野、1§1えl這地切りの出役者の平均年詐が60娯を超

えている、そういった牧野がですね。この防点で、平成10

年の時点で60歳を屈えてる訳ですから、現在ではもう62、

3親くらいになっている訳です•そういう牧野が「タイプ2」

ということで．これが40牧野、全体の約22.9％．このタイフ

1とタイブ2を合わせて、既に43％くらいが、野焼きの維持

が非常に困難／eというデーターになっています•はい、次

お願いします．

まあそういテPで、お手元の頁料29ベージに私の殴名の．

頂目だけでこ紹介してよすが、f市民参加による匡原保全
の取り組み」の、私兵が取り組んでいる「叡り組みJの大；；；

な1つの柱でもめります、先程の大滝先生の語の中でも

m原の釦りに畜産が非常に大きく関わっている』という

話がありましたが、そういう怠味で、「阿蘇の草原緯持に関

わる畜庄、阿蘇の場合A屯赤牛なんですが、その赤牛の、
ぽ這振餞を繹市側で応援していこうjということで芥午

0)「産回（産）I!!匝送販売）」を生協（主活協同組合）ぶんかを

通じて行なうぼ這頃只文援活動」を即悶してい江す．

これはそのときの交流会の写頁です•九州1こ「グリーン

コーブ」という．山口にもありますかね、グリンコーブという

生協がありますがそこと赤牛の「産阻」をやっている。こ

れはそのグリーンコーフとの交流会の風只ですね次どう

ぞ•

これも向衣浣会の風宗で1f．はい、次どうぞ．

これは、その生協の組合只さんの子供さん逹を呼んで

の交流会．座回の苫及のひとつで、「赤牛1こふnぁぅJつて

いうことで紫止つてもらっているところですね。これが釈仁

ですね•
一応今のとこる．平成12年で年問250頭から260頭位の

赤牛の紅限をしています。でこのとこみようやく地元の阿

蘇のホテル、絲館問係も、だんだん「赤牛の肉を何とかビ

んといかんだろうJということになりなして灰；曰ようやく

契約が成立したので、おそらく平成13年度は年問350頭か

ら400頭近い邑国に広がるだろうと思われていますが、そ

ういう「産面J.「吉産振輿寡栞」を財団の万で敗り組んでい

ます．次どうそ。
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これも5ょつと分かり鑓いんでりけど、こnIぶ去年から！居

潟中なのですが、産面だけじゃなくて．阿蘇のみ牛を墳や

すのに、総市の人々に「示牛のオーナーJになっていただい

て牛を培やそうという享菜です。

これは実は後で紹介する、「野焼きポランティアJの取り

組みの中から、そのポランテりアの人から「野焼さの文援だ

けじゃなくて『］かもっとQ屈謎給のために都市!Illが支援

出来る方法はないかjということから始まって、現在．霞終

的な子牛の飼宮代金の調整をしているところでおそらく

この寄には第1号の壽入が始まるんじゃないかと思います．

絡巾の人々にお金を少し出していただいて、大-Ja.30月

円くらいで母牛を曰って、そしてそれを地元の袋家に預IJ

て、ア牛を生且していただいて、その了牛の売瓦益で印市

の人々に、まあ「元金を保証するJって言ったら出臼法に引

っ掛かりますので、出采るだけ「元金冠虚は返せるようにJ、

まあ5年か6年筒で返せるようにしよう、というふうなri:t組

み」を今検討している忌中です．

地元の「受入れ側」として現在3件くらいの申し出があり

まして、そこと打ち合わせをしているところです。もう既に

福岡の方に1ar示牛なんとかクラブ」ってのが出来上がって

いて、今10頭分くらいの白金が委まっているところです。

他1しも、新問で戟追されたということもありみ’して、今17件

くらいの問い合わせが来ているところです．次どうぞ．

いよいよ「市民参による草原保全の取り組みJの、もう

1 つの具体的な「取り岨みjとして、先程からの大滝先生の

話なんかにも出てました、f野焼き」と「輯地切り」、まあ野

燐をとその野焼さをするために欠かttない鯰地切り．防火

帯作りですねこの2つの作業が欠かせがAんですが、この

2つの作策に「祁市の市民のポランティア参加b咄来ない

か」ということをすっと財団の万で追求してきました．で、

これは地元の人が嬬地切りをしている屈只写呉ですね次

とうぞ•

で、実は財団の万では、平成6年頃からですね、20名くら
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いで「体駁的な野焼さ多I.II」を悶けてさたんですが、平成

11年から本格的に邸市市Rに呼び掛けた「ポランフィアで

C焼きと稿地切りの支援活動Jを悶冶してます·

これは云年の10月に．ポランティア参加をさnる方に鋲

よっていただいて．倫地切りの作菓に入る前に饂地切り、

或いは刈り払い餞の扱い万について、地元の人から武習、

細を受けているところです。次、お願いします．

この方が地元乃方で、ポランティアの人には、みんなこう

いうゼッケンを付けてもらってるんですがポランティアの

人速が刈り払い戟の扱い万なんかを均元の方から、今芙地

で講習を受I)ているとこるです．次、お願いし不す。

で益習を受けた後、まだ危なっかしいんですが、（スライ

ドを指し示して）実はここが山林なんでmね．で、その山林

境を、この時lお置か12mから16mくらいの隅で、「硝地Jつ

ていいますか、防火帯作りをポランテんアの手でやってい

るところです。次どうぞ•

これも同じですね。これは云年の10月．田境庁のモデル

函栞としてポランティア作葉をやったところですね。これ

も向じく防火寄i但り、綸地切りです。次どうぞ•

大体これで籟地が、かなりもう出来上がってきたところ

ですね。（スライドを指し示して）こっちが森林境．これが防

火眠これで15mくらいの嘱があるんでしょうか．はい．次

お粕いします。

で．作業が一応終わって、記念繹彩をしているところで

す。次どうぞo

で、これが一番霞9JJ1こやった野焼き． 94守の3月だったと

思いますけど、 20名くらいの笞加者で「体験的にやった野

焼き」のときのものです。でり］めて、「阿蘇千年の翌原」で、

地元の入会t臼を持つていない人で、 88ffilfl)の市氏が初め

て参加してやったという意味では、確かこれが初めてだと

思います。次、お願いします．

で．こnが95年位の沓の野況きです．（スライドを指し示

して）このお2人がポランティアのhでがね。この月la:渥か

九州裟政局の人だったと思い未すけど•このお二人と．こ

っち側におられるんですかね、あ．ここら辺おられるんです

bV。だと思いまず次とうぞ．

で．本格的に、大々的に「野況き支援字棠」として始めた

のが平成11年からでして今日お手元にチラシをお配りし

たと思いますが、野焼きに多加する上で．ポランティアには

必す「初心秤研修」というのを受けていただくことになって

おります。先程の大渇先生のお話しにもありましたが追去

伺空か＊故が起こっておりますので、勿綸ポフンティアに1a:



必で保険をllllプますが．元す「温召」を受けてもらわないと．

本苗の野況き［こrm紐させないという条件で、地元の万と

匡頼関係．協力関係を作っており字す。これはそのお習会
のとさの様子です。次、お願いします．

そして珂醤を受けた上で、これは野焼きの際に使う消火

用の西貝で「火消り基」と言うものですが、それぞれのポラ

ンティアに自分用の火消り彦を作ってもらっているところ

ですね．次どうぞ。

実は今日、珂蘇の万で．その「9））心召研修会Jの第2回目

が、今年の第2回目が140名くらいのポランティアを笑のて

行われていぶa1/'です．

これは第1回目のとさの人滝先生ですね．釦回目は平

成11年の呑ですかね。初心者研修会のときに、 1 日オリエ

ンテーションと火消し揮イfりがありよして、翌曰が1JI規憐の

野焼き体験ということで、一応予忠べるんですが、この年

と去年の2年問l;J:、大苔とか雨でですね、体験のガが出来ま

せんで、現編の草原で、野焼さの危欧性とかそういうのを

ポランディアの方に、確か大滝先生だと思いますが．話して

もらっているところですねぶどうぞ·

これb‘、よいよ、去年の苔の野焼きの本醤です．これは

砥ほを終スて、いよいよ不番を迎えるポランティアが、地元

の軽トラに分頭して、野焼さの火を入れる現湯に向かつて

いるところですo次む穀いし否す．

で、摂いて、それぞれの火消し搭を荷台から院ろして、今．

塗僑1こ入っているところですね．次どうぞ．

そしてこれは、地元の区艮さんから、野焼きの要領や注

忌甲項について説明を受けているところですね．これIムで

す（ブど．次をとうそ·

で．一応．取り掛かる前に、 5ょつと記念1鼠影をしたば子

です。 1つの牧野、肉蘇郎の場合 1つの牧野組合で釦通

300ヘクタールとか、まあ大きい牧野では600ヘクタール
•'”'9竃＂

とかの規楼1こなりま9．ここ(3誼か高森町の牧野ですが．

野焼き3るところは100ヘクタールくらい、8()1)‘ら100ヘク

ター／区,St,\の規視のところlし、地元の方が25名くらい、ポ

ランティアが30名くらい、これ確か30名くらい入っていま

す。次、お願いします。

このようにポランティアが入ることによって、以前は地元

の人追だけで28111りで野燐きをやっていにところで·gが、

一応ポランテ乙アが入ることによって、 1日で終わるように

なっています。これが実際1こポランティアが入って野焼き

をしているところで、向こうから．こう、火訊然えてきている、

そしてこっちから迎え火をちょっと打っている．火消しなん
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かをしている、というとこらで3り。次、お開いしま..

これも郎紅の写哀です•次どうぞ•

これは県立大の女子大生もポランティアに参加してい

る、同こうの万に火が燃えているところですねぶどうぞ．

これが、これは去年の百の野滉きの風只です。次お願い

し出す．

,.” 
これも去年の産山での野焼きの屈票ですね．で、ポラン

ティアは、涵くはでgね、今年もそうだったんですが、束京、

遺玉なんかからもいらっしゃいます。今年は、埼玉の所沢か

ら主疫の方が4人くらい来られて、ます今年は初心営研修

を受けて衷年「2年掛かりでJということで、来年「本番」に

捻加するというふうなことを言ってらっいいました。毎年

榮、埼玉なん1)、IJモ何名かつついらっし訊、、ま..

で、捻加者の大半、半分弱が陛本喋内．そして残りの半分

が雇臨とか、その次多いのが佐費、大分ですね。九州名痕

から参加していただいております•今年の切心者研ほ総

勢210名くらい．去年も250名くらいで、一昨年も250名＜

らいです。そして初心者即星を受けた人は一応そのまま

本笛lこ入りますので、今年は現閲点で、本笛への中し込み

が． I印か300名くらいになっていると思います．
で、ようやく駁近．去年あたりから、地元の理解も得られ

るようになりまして品初のうちは巾元の人も「都市の人が

采ても足手まといになる（わかりだ」という雰囲気が非常

に憎かったのですが2年続lプて、去年、一昨年と呻駐ける

ことにふつて、非常にポランテ在の評価が良くなってさて

います•で．呈初4町村の8牧野とか10牧野くうヽしか受け

入れがなかったのですが、今年は7町村の14牧町が受け入

れ．まあ受け入nというか「采てほしい」というふうになって

きております。
で、今年l;t.初めて、今本で人手が足らなくて野煩きを中

止していたところを．地元の人とポランティアが一緒にや

ることで「野焼さを蕊るさせよう」という動きが出ています。
0.  

漏の本高原というさI）と有名なとこるがありますが、その近

くの牧野で今度、復活作菜をするということになっていま

す。

野焼さポランティアの人はですね、大体一度来られます

と、打常に感動して．もうほとんどハマってしまいますべ？．

実は私共のところでは「野燒き支援ポランティアの会」とい

うのを作っていまして．これは初心者研協拭習をちゃんと

受けていただかないとこの手限を発行出来ないんでりが、

講習を受けた「白格がある人」だけに発行しております．

で、この会に参加されるポランティアは、古年発足して

140名くらい．今年も初心老研修で受け付けていますので．

恐らく今年も250名くらいになるんだと思いますがそうい

う万滓は．もうほとんど毎年のように何度も野焼きに来ら
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nます．でその数も段々塩えてきたものですから．この

中から更にリーダーを、今蓑成していまして．「リーダー餓

成講JJ!JもOOいておりなす．

で、もうそういう方は野煩きのため1こ、'示知かいしれま

せんが野焼きというのは天気に左石されますので．天気が

烹いと予忠ヨが，どんどんどんどん、 1週問ずつ順廷したり

するんですね．でそういうこともあって、大半のポランテ

ィアのリーダーの人達なんが3、 2月から3月にかけての日

瞑日は、すっと野焼さのために空けとってもらっていて、

「いつ細きがあっても駆けつけらnる」というふうな桂子

になってきています．

まあそんな懲じで、駁近になってようやく、今まで（まとん

と無関係，まあ出会いも関係もば‘つ／こ謬ibの人々と地元

の牧野組合の方淫とが、ようやく初めて出会って｀一緒に

連携してF蘇の亨原の保全に取り祖もう」という雰1ll1気が

出てきたところです．
.'” 実はこれ最後のこの写只ば去年の産山牧野組合での

蜀焼きを国ったものですが戻はこれ、私の浚ろ姿なんで

すけどこれは何か「ナショナルジオグラフィック」という｀

向か打名な写真雑誌の田内特別郎門賞を受貸したんだそ

うです.,＆った方は別のポランティアの万なんですけどね．

一応、以上で私の9臨を終わらさせていたださます。

う佐見

はい、山内さんありがとうご如ました。今の山内さんの、

r市民拶加の翠原9呆仝の取りf.JlみJというこ91i出について、

涌足説明が必要な方、或いは疑問がありましたらお願いい

たします。

ええ、第 1報缶と第2雑臼で、阿蘇を素材9こしていただき

まして、まあ歴史的な変化、そして今どういう形で卒原の保

全に人が関わり、或いは勁物、牛が問わっているのかという．

まあ紐要ですねこれを旨さんに聞いていただいたと思っ

ております．
くし•｀ ●よ9三』9●●

で、第3醗告IJ.、久住からおl!Iしの佐胆荏君さんです。佐

腟さんは地元でお米と畜座の複合経営をなとつており＃
し｀．＂

して．実際に稲莱牧野組合のメンバーであられ不す。で、発

表の国目はですね、『畜産と野焼きJということで、久住の

例を使いなから実際にどんな形で保全がなされているの

か、そこにとういう形の「なりわいJが見られるのかという

のをご報告していただきたいと思います．それで（；；；佐穀さ

んよろしくお願いいたし＊す．

佐哀
a e9 

ただ今こ紹介にあすbt)ました佐藤でこさいます．実は

””`’ 払（狂昭和48年地元の高校を卒栞しまして、以来、農家の倅

といたしまして、匁磯を継ざまして百姓として今日まで

さた訳でこでいなす。しかしながら8初の変遷と共に、「一足

のわらじ」ではどうしても生活も出来ないということで、地

元の造り酒屋（こ昭和57年より出ておりまして、冬の固1お遠
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り酒屋の翠の中に逃lプ込むと。うま洒を畷りながら沢迄り

IJ励みまして令Bも2泊3日ではこさいよすが、親万の目

を、まあゴマをすつて、「ちょつと山口の方へ道びに行って

きますのでよるしく」ということで、涌蔵から板1:I出してさ

たほな次茅でこざいますので、どうか話の方は決してうま

くこさいまtr伍でも不音を括させていただきたしと思い

ますのでよろしくお願いします．座らせていただきたいと

忠し迂只す。

私の話ですけれども屈叩48年、 1IIIJ5反の田んぽで6~7

頭の生成牛と、そして捲日を2-300キロ作るというよう

なことを「なりわい」として始めまして、以采、今9まででっ

と来ている次第でこでいます。

そうした中で、呑I3なれば、3月の上旬には＂焼き、そし
て4月の15日頃bも牛の放牧が始不る訳でこm、1吝す。そ

して臥になりますと輸地切りがこさいまして、そういったも

のは先程の哭菟先生．面西先生のスライドの中でこ覧にな
ったと思いますが、全くあのような状感のものである訳な

• n 
んです。踊珀切りの81こ、野翠地の野を分ける「野分けJと

いうものD℃さいます。ここからここまでl;/.AさんまたB

さんほこの辺りの草を刈つてくれというようなことで、野分.. 
けをしまして、鎌を突卿こ入れるのが9月の下句くらいから、

私も小さい頃を思い出しながら．大滝先生のスライドを見

せていただいた訳でこ、さいま9• 午の背に東り、或しII;/.午

卑1こ曳かれながら、朝の5時頃家を出みして、父から「あれ

が夜明けの明里だJちゅうようなことをですね、今で言えば

金鼠でしょうか、そういったことを言われながら件の背．

或いは牛iii1こ届られながら．てくてくと歩いて数時問かけ

て、久住思原の方に行って．高原で翌んだことを党えてい

る訳でこざいます．

そういった形で保全をされてきた牧場の形態が変わり

かけたのが沼和54年だったと忠います．ちょうとその頃1こ
“^·^ 

「久住飯田広近牧屯開充」なるものがこざいまして，大型外
＇日”‘

国芸トラクターの心入と、それまでは大紐で五を刈ってお

ったものが．だんだんと両負い式の草刈り限と刈り払い餞

さらには大型の外田製のト.,クターというものに変わって

まいり字して．それが現在界で、およそ22年目でしょうか．

至っている訳でこざいます。ちょうど昭和54年当時県の

茎坪討ぼ場1こf牧坦オベレーター五成」というようなことで、

私もliJ'9印王として行ったのが記世に新しいとこるでごさい

より。そしてそういった中C ずつとやって来ておった訳で

す。

その出時の牛の頭数がどうかといいますと、私の手元の

頁料には昭和50年頃の牛の頭数の資料がある訳でこさい
"疇，．．

ま＇。当時、久住町の店家の紐数が620戸あって、印致が

1.700類は

それが6年後になりますと590戸になりまして、頭数1ふ君干

塩えていると•さらに6年経つとですね、戸歎1さ碑ll1に

100戸でつ、つっと減って来ている訳でございます．平成7

年が3BOJ:!I、さらには現在220戸までに減っておりまして．



し •9

しかしはがら滅るのと反比例しまして．飼霞頭敗の万は

2.80澤ぐらいに増えてきておりまして． 1戸当たりの平均

碍資頭数が約11頭になっておる次第でこ迅ぼす。

これは、農家の一戸当たりの頭数が増えたということは、

嘉家もそれなりに努力をして、何とか不況の波を乗り越え

るべく努力をしている姿の結果だと思えばRい訳なんで

す（プどもしかしながら牧囁全にとして淀えました時に、例

えば「何故、野焼さポランティアを入れたか」とが、＼う経埠

にしても、そこにはやはり藤家の減少という深刻な朋屈が
息J

ある訳です。現在私共の柑棗牧場では．元来90戸あった震
し‘`‘”^家が先日88，，，になりました・「入会権」の放棄ですね．それ

は子供．既いは孫が東京．大販の方に出ていると、後は諜も

゜守らないというようなことで蒻地切り、綸地煉さ延いて

は野きに出らnないと、これが現状でこさいます。

そういった中で久住町の方四a．第 1回の r野煉さシンポ

ジウム・田原サミット」なるものを筑紫坦巳さんを呼んで

やったのが平成7年だったと思うのですが．その時に、「久

件町を特徴付けるものIJ:~といっても高原である」．同原

をおいて他にはない。しかしながらそういった現実から、久

住町23牧場必り＆すが、実際火入れをしているところlさ 13

牧湯しかない訳でこざい在す。ですから、何とか野焼きの

文化というものが他にもあらゆるものがあるんですけれ

とも、そうしたものが絶和乙いようにするために．人手を祁

会に求めようということで「野燐きポウンティア」等を入れ

＃して、外からの啓薮涯勁のひとつとして、そういったシン

ポジウムのようなものをllllくとか．ポランティアによるこ加

勢を頼うとかいうようなことを行なっている訳でこざいま

す。

「野黒きポランティア」は田年甲込壼が増えて、近年では

100名くらい菜まるようになりました•しかしながら．如何

せん3月の上句というの111.,祁蘇のあの図辺は天候が非常

に不安定な時期でこざいまして、どうしても決められた1!11

催当日に野焼きが出来ない訳でこざいま9．そこで順廷と

いうことで、28、 3Rと廷期，，るとなりますと．ポランティア

の万も勤のがこさいよして、そう阿日も休みが取nIぶいと

いうこともありまして．liilられてしまう訳です。例えば今年

の場合は3月の11日が野焼きとなっている訳でこ迅ヽます

が、その後には予燐日が13日、また159と読＜訳でこざい

ます．~J年ならば大抵50人から60人くらいはポランティア

の方の応衿がこざいます。しかしながらどうしてもよとも

に一回たりとも駕催出来たことがないということで、結局

20名程度で終わる訳でこざいます。今年も＊た60名＜モ

いは、遠くは鹿兄島の方からやって来函沢でこ迅ヽます．

そうして地元の「受け入れ体剖Jとしましては、最初は「窃
好きでやって来るんだJと．「罪騎た」、「面{i!IくさいJという

ような恵見もこさいよした。しかし匂年のようにやつて来

て下さるポランティアの方もいらっしゃいよす。作業にあた

っては、泊防苫の方から消火の道冥を借りる．「ジェットシコ

ーターJという水の入った袋を使って火を消叩訳でこさい
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ますが、それを便つて溝すとか、自分で消火遵貝を闘浬す

るとか、回をll!ねる毎にポランティアの方の士気は高まつ

てい姦沢でこざいます。中には単なる物兒辺山の方．写真

ほ彩の万、いろいるなタイフの方がおり去して、今後地元が

それに対してどういう対応を取れば良いのか、また＃故等

あった時にはどういうふうに対応すれば良いのか、というよ
うなことが一つの大きな問組にはつているところでこざい

宋す．

私懇人のことを甲し..t:11tなんです（プど、そういったポ

ランティアの万が見えられても、仕事だけして．ちょっと「な
おらい」をして、それで「はい．さようなら」じやあ面曰くない

ので、「お茶でも飲みま℃んかJというとこるから話し始め

たところ、そういったポランティアの方々．いろいろ姐呻

から、大学の教授からお医者さんからいろいろな方がおら

れますがそういうポランティアの中のお一人が．「私遥も

会を持っている．あなたの洒造りの話と．山を飛んで回っ

た話が面日そうだから、一度采てそういう話をして<nな

いかJと言うことで、大分にある文化的多目的ホールがあ

るんですけど、そこに月 1回寄りよして．私もお酒を追つて

いるし、造ったお酒をどんな形で世の中の人が飲んでいる

のだろうかということを「与察に行く」と、勝手な言い方で

はこ迅、ま9けれど沿の飲み万も少しは勉強しなければ、

迫るばかりが能じゃないと言うようなことで、月i回行って

みなさんとお付さ合いいにだくようになりまして、その内

に非常に「人問の和Jというか、そういったものがどんとん

広がって行きまして、そちらの会の万も今30名くらい、守

生からすっと年のいった方までおられる沢でこさAます．

まあそういうことですが、私が父の濶を受ブ、 1暉くらい

で裟案を始のたとさには、それは夷1こ辛くて口じゃ言い表

せないものでした。「何でこの田含Cl)tiJの中に飩が残って

百笠せん［こゃならんのか」と。先程大滝先生．山内先生あた

りが話された近所の牧場には国道観光迫路が走っている

訳でこざいますが、地下足袋を讚いて牛を引っ袈って歩い

て行く。そのそばに関じような年代のお者が赤いスポーツ
a,., 

n-1こきれいな女のテを榮せて颯爽と通り過ざると、そこ

で牛がうんこをポトリと落とせば渠っている女の了の「あ
らいやだ」という声が濶こえて来る訳でこざいまして．私も

団分が悪いことでもしたように顔を赤らめて下を呵、＼て牛

を',Iいたような経畷もある訳でこさAます．

しかしながら、それも今考えてみればikントなあ「いい時

代」で、今は牛を引いて歩くどころか、近年の社会情努の変

化によって．組合を取りきくぽ壊が大きく変わりまして、新

たな問翌も出てきておる訳でこさいます．

久住町の場合はr餞元も併せて穫進すQ」と言うような

ことで．現在ウチの牧知の中に． 20町少ほど製地を売り雰

してピール工場、それからコテージ．オートキャンフ場なる

ものが出釆て、大変な車の通りでこざいます．そのような

中で、去仔の10月だったですか、牛が夜1l1lに牧場より外に

出まして．田道を過ったと、そこにちょうど2B連休の説終
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日だっにと言うことぐ大変な交通塁があって、午と単との

正臨衝突があって、牛 1頭が死亡して数頭が怪我をしたの
—.. • • 

ですけれども、日動車7台の捐填が甚だしく、その対応につ

い需近まで追われたと言うのが咤哭でこさいます。

ば空を続ける中にも全ての人鯉が震家ではこさいませ

ん． 881"ある組合員の中℃も牛を餞っている逍家は苫十

23戸でこさいます。先日までは半数以上が牛を綱つている

有畜腹家だった訳です。そうなり工すと同じ牧堀の入会櫂

をtかつ組合呉でも、有畜器家とそうで砒渚の1lllで印覆の

ズレが出てくる訳でこさいまして．牧野組合が一年に一度

総会をする択でこでいますが偲会の阿上で、頂Iで牛苓餞

っている者のために野焼きをしなければならはいかJ、「我

々は99焼さをする必要もないと忠うし、出るのも醐lくさ

い」といったような話も出て参りまして蘊いては「町有の

土地」なんですけれども、「牛を飼っている呑は、93つてい

ない者に対して佼用料を払え lなどというような裟論とも

与えられるような話まで出Cくる始未でこさいまして、今

後、実際ほんとに、この先どうなるだろうかと危惧しており

ます。翌家の戸数は減ってしまうし、どういう様な形でポラ

ンティアと協力して野俎きを続けていかなければ＼けない

のか、そうしなけれ砥ヽけないんですけれどもこれが一

笛のうちの牧場の四箱点でこ迅甲す．

こうして本日参りれしたのも、出様万のお知点をこの場

で偽りたいというのが本召でこ包、ます』ムとしましては｀

ポランティアを取り入nて破らとお付き合いしながら、白

然の中での震葉を続けていきたい•これは今まで自分が

忠っていた様な．頷花赤らめて牛を引いていた時のほなあ

の「情l9なさJ、しかし逆にポランティアの方から回、、まし

た。自然と共に賎合して行く農棠の姿は、先祖が今日生で

やって来た、野燒さをして牛を飼つてやってきたこの姿は、

「決して問違いじゃないんだ」と。「もつ自分自身に自信と
向を持つて良いんじゃないか」ということを私はポランテ

ィアの方から逆に敦わりました。これはポランティアを入れ

てみなさんはどういうふうにお考えになるか分かりません

けれど、私白身が得た．体験した実悉でこざいます。

以上箇組ではこさいますけれととりとめのないような

話なんですけれども．今日は本当に舌様万のお知恵を、こ

怠只等を賜りまして、お知色を拝侶したいというのが本畜

でこさいなす。以上でこさいますが、何かこ質問がこさい

ましたら。

字伍見

任給さん、ありがとうこさいました。同かこ臼問がこさい

ますでしょうか．

自らの体駿臼らの地域の抱えている問題、というのを

報告していただいた訳です．ポランティアと接することに

よってこ自身がどういうふうに変わったのか、考え万等々

のその一郎をこ波霰していただいたのですけれとも、こ質

問はこさいませんでしょう1)‘•

“ 

では、ないということで、次の報告に行さたいと忠いま

す．とうも碑さんありがとうこさい却した。

紐さまして第4報告、今こ帷山いたださよした佐藤さん
ょ旧’’

と同じように「突践家」でこ迅9ます. >if臼召のお名前はIll

府箪匡さんで、島祖県の尖白市から来ていたださました。
Ill村さんも繁薙肥育一日経宮花なさっている万でこさい

ます。

究表の籾目は．『国立公園三瓶山における和牛放牧と室

原の保全』という題目で帷告をいただきます。よろしくお

願いいたします。

JIB 
払Iar第2回草原シンポジウム・サミットJが祠かれ由した

＾崎たし 二｀・,.. --··--•---- •-•- ~--"""" 大田市の＿店山からお邪羅（こ来ております川村と言いま

孔この分科会にお招きいただきましてありがとうござい

ます．

私は三庫山の祖野を利用して田牛の放牧と、そこから王

まれて来るテとの0頭をやっておりまして、緊指肥育の一

国経営なるものを今やっている訳ですが、緊酒牛がおよそ

100頭それから肥肖が80頭子牛と合わせまして220頭前
••• 

後の飼醤頭数でこさいます．私は紹和22年生まれでこさ

いまして． 54識になりますが子供の頃から見て来た的llllが

およそ40年問It./Jしあるかと思う訳です（プれど、この40年

同の問切三固Lの変化について．一郎ではこさいますが皆

様方にスライドを使ってこ穀白をしようと忠っております。

それではスライドをお願いします。

これは、忌紋累のある紐朋が．三瓶山1こ采られた采訪

者218名の方に対して実施したアンケート調直の差計結果

として発表されたものですけれども戻は「一度三尾山に

訪れられた万は再び草原を訪れる」という記果が出ており

ます。こちらの秋吉台には24 8％の方がお越しになってい

るということでして、ぽ原を訪nrこ万13'．至原に引かれて、

また次の草原をめれる」ということから、私共が大田巾の

三洒山とこの松百台とがリンクして、お互いのバンつレット

等で日原を紹介し合う．というふうなことが出来たら良い

のじゃないかなというふうに思っているところです。それ

では次．お願いします。

「三瓶山における放牧の歴史的な変遷」ということで絵

に描いてあり去すが実は三瓶山の放牧の始まりは．記録

によりますと1730年代に朝鮮で牛疫が発年しまして、牛が

次々と死んだそうですが明紅ではこれを海に投げ捨てる

というような習侶があったようeこれが佐団即から本州
・ツ●

の山口果の長門の方、それから忠根宗の海岸に流れ老い

て．その影書から相当数の牛が全滅に近い格好になり、＊

田市に於いても相当数の牛が死んだというふうに問いて

おります。このときに．藤沢周平さんはこ存知かと思います

が、数年前に亡くなりましたが、あの方も会涅若松（湿島）の



出身ですが会津若松（こ当95おりましたb嘩という殴ほが
”'9•9 9 

家采との紙1の中から天領がありました大田市のIII合釘
に移封になりまして、40万石から1万石1こなった訳でg 1ブど、

この力が上方から遠牛を入れて三瓶に放牧をしたのが「放
牧の初めJだと言わnております．それ以前のことについ

てはどうだったかと；；；うことについて13分からない訳です

l:Inども、おそらくそれ以前から放牧がされていたのでは

ないかと考えており否す。

昭和のIJJめ、大正の終わり頃にはこの三瓶山の周辺の

外剰に集落がある訳でこさいまして、一箆台帳でも4,000

ヘクタール以上の採豆放牧地があって、だいたい3.000頭

以上の牛が阪牧されておったというふうに．三瓶牧野委目

会の記錢の屯こ残っています．

またこれは沼和25年頃の話ですが、だいたい三貼山周

辺の採室放牧地が1,300ヘクタールここに吾と秋の2回（こ
鼻

分けて合計、或いは「延Jと言いますか1a)0頭の牛が放牧

されておったようですがこの阪牧を（半う草原の景観が素

晒らしいということで三瓶山の禦観が国立公園に胴入さ

nる大きな理田1よなったようでり‘。 1963年1こ、昭珀38年で
舵9·^." ｰ 

すが、三瓶山が「大山陪岐国立公日」に厠入されました。1li

入の瑾由は「火山的地形及び祖野に展開する牧野景観を

帷持するに足りる区辺」ということで編入になったようです．

ところが1960年代以日「虞業の邸化」と言いますか、

役牛から耕玩誨とかテーラーとかいうふうな｝砂r様械化j

が進んで来まして、牛の放牧が、は家の飼豆頭数も減りま

すし、放牧が少なくなって多りました。当然のように三瓶山

の周辺が、二次日原（放牧、採互、野規きなど人為的行為に

よって紅15されてきた翠原）だった訳でJrl:Iど、これが林に

なっていって．草原性の旧物が濱少していった訳で孔次

お願いします•

これが、 1950年代の三粍山の団切原の風景ですが、阿
蘇と同じように、やはり水たまりがありまして、ここで午が
水を飲んだり．涼を得るというふうなかたちです。

現在の三庫山には店松がこざいますが、当的1;.i:だ、も

う既I直林はしてあったと忠い不すが、印だ大さくなってな

いので松の姿を見ることl;l;lll来ませんが、この穿原の美し

さが評価されて、先程のOO立公四に編入されたというふう

に思っています．次お飼いしまir.

これは1995年頃の写只でりがまだ西の原に放牧9J渭

開されておりません野煩きによって草臣が給拷されてい

る訳ですが、この野燻さだけですと、ススキのような反草

型の草の勢いが坦すばかりで、日の当たるとこるを好むよ

うな、放牧によって紺持されるような至原性のIll窃が、スス

キの下に隠れてしまってい忍Rで夕。生きるか先ぬかとい

う状態の中で生思しているというふうなかたちです。

昭和3が手前後に恒林された国松が既にこのように大き
ヽ一拿疇

くなって三珈止の互山の状態が大きく変化しております．
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こういうふうな姿1こなろうと1お賃も、国立公田9こ紺入さn

た当時1こla忍っていはかったろうと思います。次お願いし
ます。

これは平成元年頃の貸．禎．［三瓶温棗スキー這Jのほ
子ですが．哭は昭和5“に代の半ば頃から、放牧する股家と

しては、仏共が1lfl一、 1 軒）clフ1ょなってしまった訳です。 50

ヘクターJしある草原の中に牛が7悶ないし10頭という状零

ですから、ススキ型の草が生い茂っていたという状況です。

次お願いし去す。

こnは平戌10年前後の「三瓶温泉スキー即の写只です

が、先程のススキ1こ覆われたスキー場が、牛の類数が増え

るに従いよして、芝型の草地へと変わっていったという風
棗です。放牧頭数は、だいたい1ヘクタールあたり1頭前後

の割合ですから． 50ヘクター）しある互地に、多いときには

40頭；；；；後の午が放牧されております。

（翠際の）下の方にあった乏を牛が食べて、（山刀）上にあ

がつて況をするJ真には乏の桓が混じっており英とともに

溶ちる。それが発芽しやすい状慾になっておりますので．

広がつていったということです．ススキの再生は非常に悪
い沢ですが．芝の再生は、午が食ぺれば食べるI＃と成反点

が下にさがる四いは踏よれれば踏＃れるほど根が広がる．
成長の遅いススキlぶ退化していって乏型のコ原にらった

という沢です。

実はこのスヤー場では国年秋に100人から150人くら

いの刈り払いの方を冠って．一斉に葦刈りをやってスキー

シーズンに憐えておった訳ですが、今では有刺頬（有祁）槌

窃．トゲのめる植物）の統去のため丸り払い恨で少しさらえ

るという寧で、すぐにスキー鳴として利用でさるとo乏製

の草地ですから件の）つめまで見えるというふうな短い豆

です。ですから今のような瞳冬の時期でも30センチ祖度

の訂否でスキーが出采るようになりました。かつては7~

80センチの9；；雪があるほ所でしたが、東foJでの料面という

ことと、もう一つは暖冬ということで． 1月も半ば1こならな

いと屈匹がないというようなスキー場ですぶお預いしま

す．

こnは24缶ぷりに西の殷て、平成8年から放咬D哨詞さ

nた訳ですが、その目的としては家サイドとしては、『至山

に思まれた車地資源を込用した肉Ill牛生産振興による地

域案の活性(t』ということと、二呑E1は「田立公回に指定

された当時の芙しい三瓶山涙をもう一厩蘇らせるJとい

うことで．周即滋全．景観を叫こ迦すというふうな目的の

もとに、国の禰助金セいたださ1“がら怠恨祭と謡助残13'

人田市が出しまして、平成7年度甲要でしたけれど、放牧団

地設四甲茉によって西の原の放牧が閂関されました。次お

願いします·
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これが平成8年から放牧が再開さnrc四の原の椋子で

すが、ここIii:筍年春に野焼さするもので、元々はススキが

生い茂っておった訳ですがそれが3年ないし4年経つ問に｀

元々あった乏が、ススキの影に磁nて姿を見せなかった沢

ですが．ススキがなくなるに追nて放牧場一名を覆うよう

になりましてかつての三庫山の草掠の状態に今復元され

つつある訳です。

今、大田市ではここにクロスカントリーコースをつくって

おり否して、このそはをクロカンの菜l支遍たち威いは趣昧

で迂る方々、或いは数歩さnる方が歩いておられます．次

ぉ絹いします．

これは先程から兄ていたださましたように、全国的に二
｀し9

次的な草原の笙安性が見固されるようになりまして、久住

の後、平成9年1項2回の「全国草原シンボジウム・サミットJ

が大田市で開催された詩の写真です。次お誰いします．

`000 • 令裏鼻

これは今り奈良臣先生の菩町の中にもあり雰すように｀

牛は「棗観動物である」と言われておられる訳ですが、今ま

で放牧が屍れて24年間、翠原だけだったところですが、こ

こに牛が政牧されることによって．勿繍牛はそれ自体が経

済的な効果も発窟する訳ですが、ここに午が放牧されるこ

とによって、「lilJく勧物J.「景観勁物Jとしての新しい価値1Jt

生示れてさにと思っておりますし、エ臣そのものも、動物が

いることによって活気づいている訳です。この牛を見に、

子も大人も．こういうふうに牛がいるところ1こ寄ってきて

午を見ておられるというふうなところです。次お願いしま

•• 

これは大田市の「市の花」に指定されているレンゲッツ

ジですが、これが野煩きによって毎年1年生になる訳です

ね．ほだけがようやく生き残っているところに、成長の早い

ススキがどんどん大きくなってしまって、このレングツッジ

13花を咲かせるチャン人が今みでなかった訳です．ですが

牛を放牧することによってススキがなくなるとここは今

火入れをしていないところですが、笞年新しい花芽がつい

て花を咲かせる。牛はこのレンゲッツジは食べないもので

すから、この株が段々広がっておりまして、大田門の「市の

花」にふさわしい姿を今たくさん見せ始めておりよリ．次

お顧いします．

これは同じくBの当たる場所を好むオキナグサです．払
涅の小さい頃は、このオキナグサlaたくさんありまして、こ

の毛でお手玉を作って源んだという方もいらしゃいます．

私遮l;f.三瓶lこ遊CJに行ってb、「オキナクりを取ると雨が
降る」ということを言われておりましたので、この花は見る

だけで中面らないよう1こしておりましたし．この花は赤黒
い紫色の大きな花を付けるところから子供心に伺となく

気持ちの悪い花のように思っていました。地元では国の

66 

花J.「キツネバ7」というふうな呼び方をしておりまして．

「オキ．）グサJということを殿近私も知ったという状況です．

こういうふうな放牧を阿朗することによって、ウメバチソ

ウ、センプリも出てきておりますし．いるいろな日の当たる

場を好む夏原性の草花が板活しておりますぶぁ涸いし

ます．

これはfオキナグサのワイズ椙追」を内配佗藤和明）さん

と高1/.1（画沼伍亭）さんが現べらnたものですけれとも、（ス

ライ臼を指し示して）こっちはほの太さ」です． 5ミリ、 10ミ

リ。で．こぢらの万la:株数ですけど「園伍数J。こっちl.!C「/IJ.

牧している嵩所」．こっちは「火入れだけの遥所」で、後スス

キ1こ覆われて臼が当たらなくなるところです．

よく見てみますと放牧をしているとこ夕れ個体数も20を

越えてたくさんありますし．黄色＜色付けしているところは

「花が磁＼た」というh碑臼休」ですけとこの緊殖する傾

体がたくさんめると塁の太さも倍ぐらいの太さになって

いるということで．火入れだけではこういう口原性の植窃

は守つて行けない。だけどf死なすに生きている」というふ

うな伏況が今の三瓶の草原では同える訳です．次お願いし

ます。

呻を維持するために、現在、西の原だけですけれども．

大田市が中心となって火入れをしています。この写真では

牧冊と火入れをするところの問が防火吝になっていな沢で

すが、よく見てみますと．刈り払い殿で刈り払いをしていま

す·
この防火帯を作るた1/.)(l)経四が掛かるということから、

人田市は実は平成10年度の火入れを止めたいというふう

なことを言った訳です•「緑と水の達絡会通」は．これは地

域のポランティア団体な訳ですが、平成9年に『全国シンボ

ジウム・サミット』を開いた弔年に火入れを止め◇というの

は非常に辺語だということから、牛による防火渚作りをし

た訳ですが、これ以前からこういうふうに大田市に於いて

も．二次草原を市民においても守っていきたいと、そういう

曰原の繕！if乍菜1こ市民も吊極的に関わっていきたいとい

うことから、ポランティアが火入れに参加することを大田市

にお顧いして、草原の絡持活勁をやっているというふうな

絵で 9o次お顧いします。

これは今．こちら側が放牧地で、こちら側が防火帯で、こ

こに今ススキが生い茂つてしものが見えますけれども．こ
の閾が防火帯で、防火帯には今一度（こ9頭から12~31111の

牛と一週問から10日問．さつと食い尽くす程度字で放牧し

て、葦がなくなりますと牧区の方へ移蒟します•水飲み場

はこの牧漕のそ（さにドラム缶の半切りが日いてあ蕊Rです．

草原の組合というものは痴a火入れだけでは、先ほから

言っておりますように甲原性の楢窃がなくなっていく咸い

は払共の目に触nない．ぽr.:..1/J.牧だけでは有彎）類や濯木



，，芍Eって采まして、草原を維持9ることが出来ない訳です。

で哭は「里山放牧研究会Jという 10人罰後の和牛頌家、函

いは乳牛を闊いながら放牧している．或いは利牛を関って

いるという悶家の人遠と一紹1こ、ひと月に一回、学習を兼

ねて名Ill!家を訪れて、団体で共同作菜をするというような

ことをやっておりますし｀また「ほと水の遅絡会滋」の応ぼ

も袷て都ffiffi民の方ですが、メンパーの万々の力添えを

得ながら刈り払い作業をしているところです．次お願いし

示す。

これは防火吊の様子ですが、ここに「霞気牧11111」がむ3ま

す。これは 1 本のナイロンのワイヤー｀ポリエチレンのワイ

ヤーに4本の紐いステンレス設が潟み込んでありまして、

12ポルト前後のパッテリーで尾圧を上げて、触れると電気

ショックがあると、そういうことで牛が外に逃げないように

している択です。こちら侭lが!!flこなったら火入れをすると

ころですが、ここに牧Illが見えると思いますけれども牧llll

と霞叡雷気1911111）の間を防火帯として使っておりま"'·
で、よく見てbらうと分かるように、牛のヒヅメぐらいま

でしか車で隠れていない訳ですから、防火帯としての役割

を十分（こ牛の放牧で（但り上げることが出来る．で大田市

は経費を必l!I!としない．この防火帯を「ほと水の還絡会議」

では「モーモー蛤地Jという表現をしていまして．今｀位で
防火帯を作る万法」を発だしていると忠います．次お願い

します．

これ最後です（ブど、第2回の「シンポジウム・サミットJが

終わった後耳原を守るため1こ巴家だ（プでは、或いは大田

市だけでl;J.うまくいかない訳ですから、市認乃みなさん万

の協力を得るということで、これは私達の「ほと水の達絡

会頭」の伸間のワイルズカズミさんという画家の方（こ描

いていただきましたf三限の阿来の絵Jです•人と牛と山と

草花が紐合して、いろいろな万に心の癒しを与えるという

ふうにしたいなというような咎を描いた絵ですがこのテ

レホンカードを販売して注勁m1こ充てたというふうな経19

もあります。

私共は中し上1プましたように、製家の「なりわい」だけで

は曰原(2維持出采ませんし、今から先はとうしても部市市

民の蘊ほ方のお力添えも得ないと国立公Q（こ潟入された

当問の三瓶山の景観を紅玲することが出来ないと思って

おります•そういうことを目標（こ褐1ブながら、今後とも皆極

万の協力を得て三瓶を守っていく活動を続けていきたい

と思っておりますので、今後とも一つよるしくお願いいたし

ます．

字佐見

それでは今のJII村さんのこ轍缶1ここ笞ll!Jがありましたら

お願いしたいんですけれどもこさいませんでしょうか．

それではどうもJII村さんありがとうこざいました．
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休を5分ほど取りましょうか。その方がリフレッシュが

出来て活発な議埠が出来0と思いますから。それで（なb

分ほど休憩を取りますので、5分たったらもう一度お序（こお

戻りいただいて、残りの的11ll．いろんなティスカッションを

したいと思います。よろしくお願いしよす。殺告者の万こ

ちらの方に漆備．お緯Aできますでしょうか．

（休）

字佐

それでは弓き続いてティスカッションに移らせていただ

きます．

先程4名の方からこ報告いただいたように、阿蘇、久住、

それから三瓶と、それぞれ地域性があって、独自の文化が

ある内域ですけれども、そこにおいてコ原がどういうふう

な問題を泡えているのか、そしてその翠原を保全していく

ためには、ここの分科会のテーマである、どんなrなりわ

い」を作っていくのかということですね．

苔は、草原も牛を「仲立ち」と言うんでしょうか、問1こ立て

て、人と上手く慈び付いていたと。それが世の中の陵菓

戎いは産業の構造の変化で、今よく言わnる頂国のサイ

クル」が途切れてしまった．そうした中で「草原との紐び付

き」をどうやって続けていけば良いのか遣は地殿で伺と

か「出来た事Jが出来なくなってきた． それを「伺とかしよ

う」と言うことで、「外1Jもの応援団Jと君うんでしょうか、ポ

ランティアという方を取り込んで保全していけそうなシス

テムが出来つつあると．だけどもなかなか問器は多い、と

言うことだろうと思います。

で、 4名の万からこ報舌いただいた各地殴の堕原．どれも

共涵するのは「公因であるJということですね。そういう一

極のrn,度」も考えなければいけなしし「出来ること」と「出

采ないことJがある．「やりたいけれどもやれないことがあ

る」ということなんです．

紺初のお二人、屋初の2怜告1J＼均元と消凶者望いはポ

ランティアの方を上手くマッチングさせる、まあ俗lこ言う

「NPOJだとか「NGO」で活躍されている力ですなで、残

IJ(1)お二人ってしものは、車原を上手く使って、何とか「なり

わい」を成立させようと努力なさっている万、まあこういう

2つに分かれるんじゃあないかと思います。

で、私この分14会のテーマ「なりわいと保全』というの

をいたださよして、私自身もB頃よく「なりわい」という言

菜を使いますが、「生笑」、 r生きるための案」ですなまあ

「茨」は「ゴウ」とも言いますね．で蒻ぺてみました。そした

らやはり「生活するためのIll窯Jみたいな怠味なんですね

で、藷は全郎「生活J．すなわち生きていかなければいけな

い、それに1山所得がいる自給目定が出来ればどうにか所

得を得ることが出来る．でfiとか自分で卸己冗出が出来

たんですけれども、それが出来なくなってきた。

私目身はこのr生茎Jというものを「生圧呑の生栞」とそ
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うでない万名瑣渭l罪；；家の方の「生業」というものを．何

とか上手く冠合させていかなしといけないん凶あないか、

どうも「生栞Jっていうのは；；；葉者だとか漁突者だとか林柔

者の方だけの言槃1こなりがちですが、そうじゃなくて、生活

者全体が「生案Jという言菜を、自分遠のものとして新しく

作り上げていかなけれIt\,ヽけないんじやあないかと思う沢

です•そのた奴こ(;;、 32万．やはりいろいろiffi{lj観も逼いま

すから雰（かなき以いけないしお互い「歩みおりJっていう

亘菜がいいかどうか分かりまt:!んけども、何1)新しい七の

を作っていかなさゃいけない。そうしないと、どうら今回の

テーマである「保全」、特に「四かな草原」っていうものを紐

持して行けなくなったんじやあないかと思う訳です．

まあそんなような万向で．みなさんとのこ議論を追めて

いこうと思っている訳です。で．元す最初にですね、 4報告

について滋漏を深めていきたいということ．そして報合吝

とここにおられる参OO者がですねとんなrなりわい」とい

うものを症案していくか、ということがここのテーマである

r豆穿」というもの、「地域汗源」って琶えIおE窃こいいんで

すけれどもそこには文化があり、七こで王芯している万が

いる訳で919とサとうやってrはりわい」としてい1)るの

かというものを「促案する」という形で、みなさんのいろん

なお知烹を披露していただ<•そうすると佐屁さんのよう

に、折（り2泊3Bで来たんだから．地元の万1こrこういうふう

な考えがあるから、自分通でやってみないか」とかですね．

またポランテりアの仲立ちをされている万にも「こうすれ

ば新しい関わりを持つ人を屈り起こしていりるんじゃあな

いか」ということが成いは帷出者の方のこ体験をみなさ

ん自身がお受け止めになれば、「新しいエネルギーJと言う

んでしょうかね．「波Jと匡うんでしょうか「返勁Jと言うもの

を呼び起こしていけるんじやあないかと思いま万．で延

いCl;J:このシンポジウムの地である「秋吉臼」についても

ですね、今抱えている問題を解くことが出来るんじやあな

いか、というふうに思ってい函沢です．

まあどうか．実現可能かどうかは分かりませんけれども、

や（より母初（よんなアイデアも出采るか出来ないかは分か

らない、「熊占任なことを言うな」と言われていたようなも

のでもいろんなフロセスを経ていくことで「突のなるも

の」になっていくんたるうと忠いますし．地元に定冠してい

くんじやあないかと思います．

先では4報国；；ついて、同かお考えだとか．舌労話だとか

そういう 1きつか19Jだとかというものについて伺かこ費問

はこさいまビんでしょうか．どんな些細な貸問でも構い零

せん．こさい宋せんか．

じゃあ、4名の方でですね飼問が定らなかったから「言い

t））れなかった」というようなものb℃さいましたら、追泊報

凸なり．ieOO説明をしていただけませんでしょうか．どうも

人滝

今一番阿蘇で困っていることはですね．ぽ草泡での「吊J
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用圧」の減少です。先田II村さんからもお話しがありまし

たようにですね． Bl;九州構断道路または外輯山の方を堅

で迂りますともうf叩遭というくらいの「干草小Ina9Jで

す0、 60把、 10駄小い；；）という干l;!JJ叩みが達軌してあっ

たのが、今走りますと、まあ良くて数十恩 1まつんぼつんと

ある匠度ですな

それはどうしてそんなに採翌？が減ったかと貫いますと．

「水lfl転ff」で111,.人経宮の所脊地1こは耕地が余ると。そこ

でより栄口生産也の忌い、より労働生産1生の高い「ホール

ク0元プりイレージ」のトウモロコシを作るんですね．とい

ったことで、京原に行って苫労をして栄五1i1iの低い吃口を

取るよりも．自分の経乞内部で』5作でより栄吝価の高い

団料（乍窃を作った方が良いと、そういう判断で．それから

高鈴化現象ですね、それから霰ほ化対応が込原では出来

ないとか、傾斜地があって草原では磯絨が使えないとか、

そういうことがあって水田転作での飼料作窃作りというの

がぐんと伸びてきてですね．J妥互地況J用が減って来たと

いうことです•
ということで採草利用の「F.£」が無くなってくるとススキ

の単純な草原になる．野焼さ面li,Iさどんどん拡大する。そ

して採草しないところが増えてくると（火入れをしたときの）

火の勢いというのはまだまだ佐くなる．そういった惑術蕊

の中こ今ある訳です。

そこで「どう段豆屯の活性化を計るかという論払が今

ある訳で§が、「究極」は昭和30年代から40年代前·tぼの

阿蘇の器案。その頃の阿蘇の袋禁は「宵脱ば安jであった．

先程映像でこ詔介したように、竿原と家畜と霰耕咽こ（打打

牧的な紹合関係によって「連鎖関係」があった。牛l領で30

アールの耕地をまかなうことが出菜た．牛l頭には 1ヘクタ

ールの採年地汎ゆと。そういった「吾磯的l;J.関還を復活

さビていこうと。そして「布既ば業」を、よりf'1/1の付加1illi1i!!

が底くなる（乍窃Jに転換していこうと•それはプJンスメロ

ンであり、その地既のトマトであったりイチゴであったりす

る．そういった付加巴値の活い化磁こ．葦原の互．ススキ

を圃緬転揆することによって、その涯地が血柏として支え

らn．そして品臼として支えらnると．そういった理勧が今

起こりつつあるところでこぶ、、ます．

それから一万放牧地の哀退というのは、音は2万頭も牛

がおったのが今は1万頭と。これは酉原に対する「放牧圧J

の減少ということで、チカラシパが潤えて放牧池の荒廃が

起きておりまり．こいうことでこれら刃菜としては、かなり

の珪鴻体系が出来てさまして、放牧期間の延R、または周

年放牧することによって箪カ・妊コストの牛が生且出来る

ということで息牧期喝を延長することによって放牧圧を

掛けていくと。そういった動きがあります。

それから平坦1!11(地四外）から「人会櫂の枠Jを飛び越え

て、畜庄団体が11!11こ入っての「預託放牧」ですね具体的1~

は1日200円を払う訳ですけれども．平坦郎の、全然入会権

のない．阿蘇郡以外の町村から、トラック（こ牛力屯iまnて阿



蘇の放牧地にやつてさよす。大体それが今200頭ぐらいで

すけども．

まあそういったことで原の行政でも「放枚圧を何とか掛

けてしこう」と．「採甲庄」は、今言いましたように「有機閃

葉の環活」ということで掛けていこうと。そういったことが

今展開されているとこるでこさいます。

宇佐見

今．「新しい動きJ．或いは「新しい取組み」というのをこ

披露していただいた成ですがその品合ですね、今「有概

通栞Jといつのは,r常に多くの方が関心を＂っておらnる

訳でがね心l;J匹益をして、そnが牛含1こ行って．「信能Jで
すか、有機1雌Eになって．その屎家の方が自分の袋業経営

の中で箔ばさせていた、というものを先程のスライドで見

せていただいた訳ですl:tども、今こ忠忌なさった「有戟袋

芙とつながる」と己つにときには、片万で3牛尊々が減っち

ゃう訳でgふね。そうしますとf甜が有親肥料を作るのか」

というとこるが、ちょっと私臼身、 「どうしたらいいのかな

ぁJ、「どんなお考えがあるのかなあJというところが、ちょ

っと分からなかったんです1フど、何かこ説明をいただけま

けんか．

入濤

おっしゃる通り、ご旨!1ilO)通りですね今までは自分の紅

営内部の「目己完紹型の襄業」ではそれb咄来たんですね．

入会権という中で出来たんです。ということでこnからは、

f脊聾忠莱を実現すG>Jためには胆協が経呂してい⇔准肥

センタ一つてのがありよすね、そういったところに供給して

いこうと．そして「広配成流通ということで．阿蘇では今

ff寸加伯酒の底い梨尼物」と言いますと高冷地のトマトなん

ですね。それとイチゴですがより平旧部にある「8本全国

No.1」と言われている「栢木のスイカ l（熊和叫印高）で,.

ね、そういっ9こところ1⇔酒そうと、そういった試みが今さn

ているところです。

で、そのぼざし」もあります1:tど、伺しろまだそのぼれ」

が細くてですね、まあこの「流れ」がどれだt尤たきくなり．阿

蘇の琶除のススキが付加幅編の滋い匝肥になり雄肥にTJ.

るかってことは、匂だちょ北時問が庄1かりそうCす．

字佐兒

碑さんは突即こ有面で複合経営をされている択です

けnども、今のような；；；斑案についてですね．いかがお考

えでしょうか直藤さん己自身の経宮c.,即は地既O)cp

でですね、「有猿躁霙」を上手く取り込んでいけば、経営と

しても．或いは地同としても．付加価恒を高めることができ

る．で地既も活性化していく。というような形になるんで

はなかろうかと．まあシロウトは外から貝ると感じるんです

けども．こ日身のこ経験なり競状なりからどんなふうにお

考えでしょうか．
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佐藤

確かに牛も20類を超えますと、紅営していく上で堆肥の

処理をどういうふうにするのかという問団があります．堆

肥の野Iiiみ等は「畜歴翫世吻法」によりまして．ーに年くら

いからですか、規制されるようになりました。しかしながら

田んば、或い（J畑等にマニュアスフレッタ（避肥を撒く伐

I咸）等を使って撒く。或いは多頭絹白をされている方、一番

多い方で60頭ですが、そういった方は、J免棄センターはま

だ出来ておりませんけども近所にBI\AW方式あたりで庚

棄物の処評をやっておられる万がいらっしゃいますのでそ

ういったところに持つて行く成いは四所の裟家I,めげて

ヮうと交換するいったようなそういった形で処理をして

おるみたいです。

それと今、大滝先生が言わnた「放牧圧」阿mの放牧の

哀というお話しに関連しまして．私共の先和のr牛の脱牧

甲改」についてなんですが、これもめる怠舷では「退巴紋

牧」になっているという現状から起こったので(aなかろうか

というふうに忠っておるところでこざいます．放牧の利用

寧が忌過ざて牛の方が釦＼」草が焦い．口が無いもんだか

ら、ある惹ぼでは牛の万が新しい葦を京めて脱牧してそ

れが事故にあった、というのが現実な訳なん℃V• まあ大

分熙では笛からr衷牛」、院本票では「赤牛Jと、それぞれの

地域を代表した文化がある訳なんですけれども私もせは

赤牛を閃っておりましたし、赤牛の匹認すっとしておった

こともこざいます．ですからそういったことも「票の枠」を

飛I.J越えて話が出来れば．お互いに話ができnばいいなあ

と、まあ先生のお話しを伺いながら、今考えさせていただ

いていたところでこ迅＼未す．

字佐見

そうですな片万は「過疎」で片万はf過密Jだということ

であればまあ「とれだ1プコストがかかるのか」ってのは本

当の「なりわいJ、生活に関わることですから、やはりもう一

度清惇しなければいけないと思うんですけれどもそうい

ったことも今後は考えていかなければならないことかも知

れま廿んね．

えっと何か今．どうぞ．すみません、お名試を5つてこ発

亘をお願いでさませんでしょうか．一番後ろの力で9.

辰渾
ヽ＞｀ • 

広島から采ました賑津と甲し工す1:tども 2つほど費問し
て．それからもうひとつ、lムの涵門から「；；；栞使いがおかし

いなJというのが奴油したのぐ．

0とつは「牛と住民のトラフル」の同題ですね．私は広烏
し•ヘヽ

県の田定公固の百宴山の箪原の問1i1iと言うか、まあ「生案

を生かした只観形成Jって言うんですがね棗観作りを田園

地概．が雫地域をすべて扱っているんですがその内での

は原．今棚田もやっCるし、その他生菜からしてもf住民活

勁」に付いてもちぶつと問さたいんですが。そのfl-ラフル」
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の問蹟でですね、紹局、払の国定公図のところでは、縁後ま

で一人．60頭を訊窃されていた人、1ll.牧されている人が、

婦人の方が怪我されて、それが大問蹂になって、痕と当局

として．いろいろ長年l1lかって、それで国民宿合の同りに珊

をして「人」が入らないようにして．つまり固りに牛がいて珊

をしてその中に人を入れる．そういう形を較られたと．そ

の後2、 3年して私が問さ即りに行ったとさには、ついには

後継畜がいなくてやめちゃったんですなそれでだJ.1!11こな

ったんですけども、今解決したかどうかは分かりませんが、

これも大変rごと。

で．その観点で償でっと、まあ勤初との閑係もあって、宮

島町ぼ湿哄）の鹿の問殷、ちょつとこnIa観光産栞の同苺

とはちょつと遠うんですが．やはりこれもトラプルがあるん

ですね•そういった動物とのトラフルの同穎を，，っと考え

てみて、「牛との付き合い万Jつてのは．吉の人はちゃんと

出来ていたんですよね．ですから先程の「野蜆きポランテ

ィア」の話にもありましたが、やはりそうした動物との関係

についてもぼ澤」をやうなさゃいかん．っより山に行l:tば

山の動物の、牧場に行けば牛の設し方、付さ合い方をちゃ

んとやらないといい加減な気持ちで行くと．やはりトラフ

ルになっちゃう．

そういうところで今回の久住のぶ合は大変だったるうと

思いますがその辺を貝体的にお間かせいただいて．どう
いうふうなブロセスで、何百万円掛かったのか、どっちがど

うなったのか．その迩灰ころをお問かせいただきたい．

債は本当（さ「金は！ムうべきじやあないJと思ってるんです．

「牛が悪いんじやあない」と思ってるんですね．つまり「付き
合い方」が問潟っているから、人問が閲違っているから｀と

思うから言うけとでも現実は行政の万がどうしても0、そ

うなっちゃう。

もうひとつは住民萎加のポランティアの件ですけどね．

これはいろんなバターンがあるとは思うんで．私も今講文

を書いているんですけれど、例えば恭加の対象や形態、そ

れから保全とかの活動についても、いわゆる「体験型」1,f.の

か、「遊び製」なのか。例えば仏が今．枯案の関係でまとめ

ているのが「ホルンを作ろう」っていうんですね。ホルンを

作ろうってことで山に行ってもらって．遊んで、木を探して

もらう．ホルンになりそうば庄がった不を探ず訳です．その

結果として森林のこと、1ほ菜のことを理解してもらう、そう

いうテクニックなどが経験としてあるんですね。 そういう

「遊〇心」と「叩原」との原lて言うか例えば「カヤを利用し

てよしすを作る」とかね、何かそういうことをされているの

か、その辺りをお問きしたい．

で、屈後に「景観動吻」ってことを雑か古われたんですけ

ども．これ.,fl,の原観をやつてる者の立垢から己いますと

閻趙がある。「釈餃勁物つてどういう動物かJって言いたい

んですね。それから「奈観作物」ってことも言われる．むし

ろそうじゃなくて「景I!!」って言うものは．「食の宗醗」．「琶

の棗観l. 「さわる棗観J、全郎あるんです。それらの総体と
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して「1J1観」というものがある訳で叩から、むしろあれは、正

しく言うならば「1J1観要索としての勁物Jという理節磁方

なんですね．ですからそこら辺がいつも関いてて弓1つ1l1か

る．

で、「生案を生かした累観つくり」ってことを言わないと．

里なる訊市のための印臥やあないと思うんですな従っ

てですね、例えば「草斥では牛が食う」という生雲ですね、

林業なんかでは「生件朽地」という言い方でgける、 Ill!田な

んかでは法iliilこ向か大豆なんかを作って怪けるとかね。で、

そういうものをr景碩作窃」とは言わない訳で、払の専門か

らは、ちょつとああいう古葉はおかしいなと、逆に仏から言

うとおかしいんで、ただ作物の力とか畜哩の万逹l;Jそうい

う呂菜を伎われているんですlブど．僕は正しくないなと。

以上です。

字佐貝

ありがとうこさいました、店津さん．じゃあ先ず霰初、 r禍

償」のことで何かどういうふうな形でつてことを、 I訊ヽ．

佐？

「お故の対応Jという玉なんですけどもまあ私のところ

の牧場（放牧場）IJ.、下IJ.（様:,)700m. .l:IJ.およそ1.000m

ぐらいまでの分布がある訳でこさい家す．で、その中に国

造が1本通っております。で（放牧塩に牛を達れて行くた

めに）900mbらの100mくらいを上がるところで1荘臨を

利用して.aは牛を引いて移動をしていたと。先ぼお話し

しましたとおりですね，

ところが 1頭飼い、2頭討い、5頭邸いじやあ生活できない．

「牛と共に生計を立てる」とい去ことになりますと牛の数も

増やさなければならない． 10頭咸いは20!l11、人によって

は60頭と．で、60頭の牛を飼っていてその「放牧寧」という

のは大祇約半分くらいですから、 30頭から、多い人で40頭

くらいの午を侶人的に牧場に出している。 1緊． 2碍の方も

勿こごいますが、 9頭9領の方は（選讚用の）トラックを持

たないから歩いて牛を引いて移勁させる•それはそれで

いいんですけとも、30頭も40頭も移動させる方はいちい

ちillいて行く訳には行かない。で、トラックで移勁させる．

しかしそれには相当な時問が掛かる。

そこでそういった方はどうしていたかと!!!いますと店

は国迫と言えども牛を弓lいて歩いて移勁をさビていたと。

しかし段々段々牛を引いて歩くこともあまならなくなりま

して、もうfいち、（この．さんJ合を許して（放して）しまった

訳ですよ。誼かが．でそうすると、後ろの万から午が追いか

けっこをしてくるから、前の万でゅっくり牛を引いて歩いて

いる人も、「これb危険だ」ということで手綱を許すふうに

なって、で、あるとさから一斉に肛i問を決めて「牛を放そう

じゃあないか」というね．これ非常に危険なんですよ．です

からその問が約1.5キ0メートルから2キロメートJしある訳

なんですけどね、朝の、早朝の5時頃豆の通りの一番少な



い脱閻悟を見計らって、「（牛セ）放mところJと「(lfJ.牧場（こ）

入るところ」に人を霜いて、「牛を移動しておりますので通

行の車の方はこ協力をお預いします」ということでやって

おりましたものですから、牛の方も「夜中（こ田遍を走っても

いいんだJという只合に体で恒えてしまった訳ですょ．実

際の話応

ですから、牛も目性として、あ忍血のとこるまで上がつ

てくれば、国追を渡って次のJ釦点へ行くことが出来るとい

うことを、いつのまにか慮えてしまった。で、たまたまその

名所の有刺鉄様の状感が良くなかった．自然に切nたのか、

人為的に切ったのか、それは分かりません．で 30誼くらい

の牛が囚溢に出て干故に合っIこと。追中恋らく一笛先頭を

走つていたであろうと忠われる牛が、向こうから来た車と

正面衝突をして．白動!l!lil大破した·牛も恐らく3.4回くら

し出土遥う軍1こ跳ねらnただろうと思われる傷もありました．

牛は30分以内に死亡．自動臣は大破人も怪我をしたと．

そ汎9うととであります．

T霞只

ということは．確認で91::tども一定の「）レール」みたい

なものはあったと．すなわち車の通行墜の少ない朝方でし

たか、そのときに「放す」というルールはあったんだけれと

もたまたま何か不憫があって起こってしまったということ

ですか．

佐

ええ．事故が起こったのIよ夜の7時から8時頃と思われる

んで9ね．

属沖

ちなみにどのくらいのスビードだったんですか．

碑

スピードはですね、そこ(;!堕棟でとても見通しのいいと

ころでこざいます。道路棟識では40キロです。慄諜があり

ますけど40で疋る方はおりません大抵70、 80は出ていま

す•だけども、そういったことを（高故の瞬餞を）見もしない

で、状況だけから「iiiJキロ出てただろう」っていうようなこ

とは亘われませんから、なかなか難しいところで、運転者の

如話を問（プば、牛の方が突進して止なっている車（こぶつ

/J':>て来たと·牛の方が飛び込んで来たんだと•大変な事

になったんだと言うことで、 7台の甲と軍故を起してしまつ

n:.,.中には外奎もこさいまして隣り偏一本入っただけだっ

たんですけど、ポンネットを揆えただとか、パンバーを取り

換えたということでですね、（補償の金額が）外車あたりは 1

台so万Fりという、まあポルポでしたけどね．

字伍貝

ありがとうこさいますが3同貸固をいただいておりますの
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で、次に移らせていたださ＃す。

ポランフィアの方を受け入れているということなんです

けれども、学に「レジャー型のポランティア」なのかもっ

と「教育性を目的としたポランティア」なのかというような

親旨の阿問だったと思うんですけども、どんなI万at」って

ぢうんでしょうかね． 1芍来的な目楼を持つて、ポランティア

の仲立ちと言うんでしょうか、NGOをやっておられるかと

いうことなんですけれども。

山内

私共の方ではですね、元々「阿蘇の草餅IJ:生菜によって

緯持されてきている」とい刃足え方を出発点からしており

ます．＊あそういう烹味で、よく地元の方なんかが言われ

るんですけど．r互原を守るために口分逹I.I畜薩をやって

きた訳じやあない」と「畜産をやってきて、その結果甲原

が出来ているんだ」というふうによく言われるんですね．ま

あその言菜とおりI.:と思うんです。そういう窓昧で払共がr

葦原を守る」と言うとき財団の立潟は「生命頁産としての

攣原を後世に引き懇ぐ」というのが財団の目的なんですが、

ただポランティアの産旨はあくまでも、そういう生葉によっ

て互原を紐持してきておられる地元の牧野組合の人々に

刃する「助つ人」である、という掟え方をしております．征っ

て、行く行くは都市の人々に「入口」としての「体験見学的」

な企画らしようとは忠っておりますが、岳本的に「ポランプ

ィア」っていうのと「体駿見学」とはP,IJこ区別するつもりでお

ります．

今払共のやっている「ポランティア」っていうのは、実は

今日もやっているんでウが、「初心者研ほ会」なんかでは、

刈り払い親の扱い方の譲習なんかもするんです。かなりそ

ういう；；；味では、きっちり講習をして「事故が起きないよう

にJということで．また「地元の人の足手まといにならない

ように」とその辺りはきっちりと指辺します． で．こ汎ヽぅ

「ポランティア手帳」にも「ポランティアの心得5ク条」という

形で明記しており不す•

先程佐藤さんからのお話しで、fいつら天気に販り回さ

れて、廷期になって」って言われてましたが、阿蘇もこ多分

に潟n1"、この2年邸エ木器の野煉きはほとんと苅回砥期に

なっています。毎年延期になっています。それでもやっぱ

り来てもらう訳ですね．阿mの場合は「日眠日に野燒さ」っ

てことになってますから、「今週の日遵巳がダメだったら来

遅の日露日Jって呉合になりますから．それでもう2年3年経

駿を栢んだ私共や慣れたポランテりアの人にはもうとに

かく「3月の日暉日」はでっと空けといてららう。で§刃0し

た人還は非常に感面して「また米年も来たい」と思う訳で

すよ．で．足非参加したいと思わnるものですから、必す空

けといてもらって、「淫が良ければ本固こ参加できる」と、そ

ういうふうな形にしています．ですから「心得5ヶ条」の一茜

最後には門ミ気に従う」、というふうになっております．
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キ邸
よさに、生雰がう古くいくように「それに従う」っていう形

でしょうね．

佐蒻

ちょっと元柑の話で濡足させていただきたいんですけ

れと、母終的には7台の甲で、人身事故等含め字して、 500

万円払うことになりました。そういう事に決守りましたd棗

の面周弁滋士などのお話しを伺った紹果、「やはりどうして

ら臼理費任を問われる」ということで．そnI3そういうふう

に対応して行かなければならんだろうと．それは払．まあ

閑人的な恵見ですけれども．500万でも600万でも、お金は

努力をすれば阿とかなるじゃないかと。大変ですけど。

しかしながらですね．そういった事故が起きて組合只の、

入会権を持つ88戸の歴家の問の、お互いの心と心の問1こ

亀裂が入ってし去ったと・「同だお前涯Iii:．一体とういう誓

埋をやってるのかJと、今までやてきたような野焼さだの何

たのいろいるあるlブども、「そんな問霞を起すぐらいだった

ら、この際t,う止めてしまえ」と、「よその牧5で牛を詞え」

とか、延いては．先程も甲しましたように同じ組合負であ

りながら「お互いでは：地の）貸し侶りをすn,心いじゃない

/)‘Jとかですね、「温度差」が0どくてですね．もう逍端なこ

とばかり宮つて組合貝の．折角今字で守ってこれたそうい

ぅ0とつの「形感」に、もう存既さえも危ぷmれるんじやあ

ないかと思われるような惹見法で出る始未で、それがやっ

ばり今一営困っております．咲句の果て1こは「観光会社に

叩き売れJとそういうようなところまできております．

字佐只『

ありがとうこざいました•それでは霰後の「累観動物」と

いう言葉迫いなんですけれども濃津さんの方は．いろい

琴g身のお考えを掟露していただいたんで9けれども．

どうでしょうか、IImさん．

Ill村
士あそれは「分かりやすい舌菜Jとしてそういうふうに言

われているということで．まあ「市民感党Jなら合うかなあ

というふうに思います。まあ新しい言夏ですから．おつしゃ

るように「棗観要素としての拗物」というのが正い心更現な

のかも,nれない．

宇佐貝，

やはり「そこにいることが呈観を旧成する」という形で．

認され．C使っCおられるみたいですね．

艇澪

ちょっとそれから「出哀参加のポランティア」の件でQ.

浅l；；でっと考えているんですけど、まあ「どれがいいか」っ

てのは分かりよビんけと．ひとつ三いたいのがですね、や
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っぱり．いろんな例えば地元仕民の方々、今僕は「生茶の

地域における住民参加のあり方はどうあるべさか」という

のを考えているんです•そうすると、今ポランティアの方が

絶対必要だと、この人逹も住民参加の一只だと．そnから

もうひとつはですね三瓶の万だったと思いますl:tど、やっ

ば専門家をね．だから地元住氏の万、ポランティア、それか

ら行政の万それからやはり丙門家が入ると入らないでは．

こnlねなり違うんじやあないか． 1ムが再門家だからそん

なことを言うんじゃあないですが、例えI.fl臼花のことをす

るときには葦花の野門家が要りますよね。まあそういう面

では三版の万では中国ill!試の専門只の万もおられるし｀そ

のパートナーの方はNGOだとかすこくいい傾向だと思う

んです（ブど、その辺りを教えていただきたい。

宇佐

どうですか。あの「新しい形Jと古うか、［構成」ですね．

「参加型」と呂ったとさIし、地元、それからポランティアのガ

そのポランティアの方も先程は確か、大字の先生にとかい

ろいろな「その追のフロ」だとかが出てきて．というこ報告

だったんです（プどもそんな形でみなさんが多桂多鰈な

方がポランティアとして参加してそれぞれ再門的なこ意

兒等々を発言しながら、よめ逗宮していくなり、函いは「と

ういう活動をするのかJというぽあ、ポランティアの組総全

体の速営にも何らが刀形で反映されるんでしょうか．

山内

こ臼問の笞えになっているかどうか判りませんがまあ

ポランティアの研倭会等には、例えlぷ大渇先生（し339月し1す

るとか、刈り払い餞の場合は地元の万が「先生」なんですよ

ね•実際の野焼きの源にもそうなり否す．

で、ポランティアの数が今躇えてきつつあるもんですか

ら．私共の財団は小さな財団なものですから「なかなか手

が回らない」つてこともあっ·c．ポランアイアの会の中に「遷

営委貝会」を作ってなたその中で、もう2年くらい野焼さ

を経験されて「笛年でも来よう」という万なんかを対象1こし

て，今「リーダー菱成研修会」を今仔から始めております．

で、第1朗生がこの前18人、 PJーダー在郎暉会」を終了し

て午チッとf絡了証己」をお渥しして｀で、刀ッコいい、アメ
リカの「森恥r（ランティアJみたいは沼子を作ろうかという

話になっており衣すが．

まあそんなふうに、ある程度f専門的な人」ですね、阿蘇

の野焼きの場合広い原野のすっと奥まで作葉に入って行

くもんですから店ちつとした「リーダー体制」を取らないと

事故が起こりかねないんで、そ況＼う体制だけは取るようlし

しで、＼ます。

字佐見

ありがとうこざいました。大体スケジュー）し通りに終わり

たいと思いよすので、船の力堕不足で、なかなか「なりわ



い」という姿が見えてこなかったと思うんですけれとb油

あ今回だけではなくて、今後もこういうような会は続さな

すし、士たみなさんの地元へ行1プばですねこういう機会

はいろいろあるだろうと思いますので、その節には．今回

の格の方のこ競宕を．ヒ手く活箆していきながら、或いは

紹介していただくことでですね、みなさん口自身のこ窟只

を発表しでAただけnはいいんじゃあないかと思います。

どうも、今回はこ参加していただき剥してありがとうこざ

いました．どうもありがとうこざいました。鐙後に4名の報

臼君の方に拍手をお願いしたいんですけど、よろしくお願

いします．どうも報告者の方ありがとうこさいましrこo （旧

手）

それでは、この後「バネルディスカッシコン」のプコグラム

が待っておりますので、先程のホールの方へ移動をお願い

いたします．

第3分科会
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コメンテーター

司会

さて結ぼ本日のこの会が始まりましてから'\17時111]が

過ぎて参りました。かなりいろいるな討議．慮覺交換など

が行われて参りましたが、そろそろお緞nのこととは思い

ますが、さあ．もう一忠がん1ぶりましょう。第3郎もしつbウ

と浜編らしい意見の交換bU来ればと忠います。それでは

第3感の「シンポジウムJを朋催させていただきます．

ステージの上にずらっと並んでいただいております巴ほ、

シンポジウムの関係者の緬ほをこ紹介して苓りたいと思い

ます。ますコーデイネーターとして九州大字大字院人間環
・り0巳· • 

J克字訊究院教授の小)II全夫様にお穎いしております。そし

てコメンテーターは財団法人自然公回笑化晋週財団再務
囀紀竺や

理宅の瀬田伝哉ほでこざいます•パネリストのみなさんを.., ．こ之

こ紹介いたします．熊本大学法学部教授の佐緑誠様です．
匙0

忠林水産省中国裟突試駁ぢ主任研究宮の高ほ佳孝様でこ
9,., C9'‘ 

さいま叱山口大学悶学部助敦授の字佐兒晃一保でこさ
••--~·'° 

います。もうお0とかた、地元秋古台で生榮などを通じ長
鼻 9ヽ0 ●● • 

く関わってこらnました．田村昭雄ほでこさいます•

さあ、そnでは進行は小JII先生にお願いします。よろし

くお願いいたします•

,J¥JII 
はいかしこきりました。それでIii:本日の締め括りのですね．

会（こなりますが．『今．互際に必要なことJというテーマで

シンボジウムを行ないたいと思います．

このシンポジウムの涯行の仕万ですけれとも、まで云初

（ここの直前に行なわれました3つの分科会その3つの分

柑会1こみなさん分かれて参加されよしたので、他の分科会

ではいったいどう言う論点が涅起されたのか、というとこ

ろがお判りでないかも刊りませんのでそnぞれの分科会

の座長をつとめていただきましたバネリストの方々から．

ますお話しをしていたださます。だいたい3分ぐらいを目

途にして．こういう論点の話が出ましたという詔介を得た

いと思います．

で、その上で次には地元で秋古台に関わりながら生業を

筑l9てこられた田村さんの方からこれまでの生さ方と今

忠うこと、と言ったような点からのなあある意妹での問祖

況起を受けたいと思います·

で、それに対しまして．また今度は先程の座民という役

割を超えてまあ囚人としてですね、バネリストの万々に目

分は今この問躇についてとう考えるか、この阜原というも

のに対して同が必要だと考えて、どういうことをするべさ

rころうかとまあ、そういうことにづAてのそれぞnのパネ

リストなりの答えをですね、関起していただくということに

します。

で、それぞれの万の祖起さnたことがらに関しましても

しご塁見等がありましたら、相互のやり取りを少しやらUて

いたださ勾して、そしてその中では勿論コメンテーターの

瀬田さんにも加わっていただきます．瀬田さんにはこれま

でのこのサミット・シンポジウムについては随分こ存知で

すから、そういうことも踏まえましているいると百きに絡んで

いただいて、全体の総括も先引3そのコメンテーターの瀬

田さんの万にお願いしたいと忠つています。もし8月11l1に少

しでも余裕がありましたら．バネリストの万々にも一言のま

とめをいただきますが．時lilllこ余裕がなけnI1、最後は私

どもの万で引き取らせていただきまして品後の締め括り

をしたいというふうに思っております。

まあ、いすれにしても、この口原の過去のことについて

はですね．いろいろとほ報交換は出来たと忠いままでは、

曰原が今後どうなったらいいのかとい子田邸泌については．

とうも少しすづ恣党のズVI)＼この参加している人道の中

にもあるんじゃないかなと忠います．じやあ．その過去と、
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埓翠未来というものを紹ぶ今．i司をすべさなのかという

ことになかともっと、その迫は多吸にわたって判らなくな

っているというところがあると忠いよす。しかし、そういう
現実というものを踏まえた上で、このシンポジウムをあえて、

這めたいというふうに思っております．

で1;;ます冠初に第1分科会の方ではですね．いったいど

のような事訥が話されたのかということにつさ雰して、ま

すこ囃出をお韻いします。むあ、四墨先生お廊、9し在す．

碑

r団光と保全」．従来矛盾しがちなものを至原でとう閉び

つけるかということ沢舌されました。＃例発表は地元

で「わくわく村」という草の根のツーリズム詞発をやってお

られる松原さんという震家の方•地元の防畏交通の観光部
反の畜野さん。そして研究西としてグランドワークに関わ
っておられる涌田さん． 3人が 1均問行しゃべりまして．フ〇

ァーと 1時即組し甜しrこ•

かいつまんで申しまりと薩論の［細から芙践の段陪l；；
移らないともう甲洪13'もたない、と·で比ピうしたらいいか．

1つは口原のメリットを受けている人が三原箆理のコスト

を払うという原則忍郷l!Iこしよう．そのたぬ乃トラストや互

原への入虚料をヨーロッバやニュージーランド、オースト

ラリアのようにきちんと取って、地元の方しお金が落ちる

ようにしようという寧が1点でlf.

それではお客さんが減るい＞ないかという設光業の方か

却びがあり＊したけれどもそれへの対策として．本采森

に戻って行くことが自然の成り行きである1ますサ）日本にお

いて豆原として緒持されているということには特殊な自然．
経済、条件があってのことなので、それを学術的に多様な

観点から．この草原がいかに緬値が高いかということをき

ちんと、国I淘印する形で調をしよう．そして．避んで．

例えばぽ原四十ハ景」とか．観光白源としても面阻のある
軍原を逗別し、その＝十か四十か百か割りませんがむこに

ッーよかがば噂ヅP-」という形で、シリーズで全田もし

くは世界から観光客がたくさん来てくれるようなそういう

ネットワークを作ろうと。

そして第3点目が．采年、国連が「エコツーリズム・イヤー

」ということで日木ではまだそういうことに対応する動き
がありませんが直原のエコツーリズムというものを強烈

に世界I~向かつて売り出して行こう。そういう3点が話され

字した．

以上です。

小JI I

はい．ありがとうこさいまし／こ．

かなり今取組むべさ呉体的な諜醜草原への入場料を

取ってみよう、そしてそれを地元へと還元しよう。ツーリス

トが采れるような三十ないし四十余りの存原のポイントを

決めて、そこでツーリストが采れるようなネットワークをは
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かっていこう。で来年は「エコツーリズム・イヤーJという、
これは国速が定めた記念行寧の年ですが、それに草印エコ

ツーリズムとしも巳Dを出一孔て閾8もう口如Wと。まあ．

かなり艮体的にその目禄を設定しての講諾がなこれたよ

うですね．
そnでは第2分料会の万は、高はさんの方ですね。よろ

しくお願いします．

画Iii
第2分科会(aI生態系と保全Jというテーマでした。ただ、

その生態系のことばかりをお話ずるという内容だけでさな

くて随分蝠広い忌見が出てさました·
景靱打ぽ古台バークボランティアの会Jの方から．それ

から蝶の保譴を過じて生態系の保全をしたいと考えるナ
チュラリストの方から。それから実踪1こ日花を植えたり、生

感系を保全するために民回の力を俎りてrめがつる」とい
•• 

うところで「野燐さ」を汚開した甲眈それから、じゃあ、草

原の鍵全な生態系を保全するため1：：：今問籍となってい
" •• ^ る「火遵切り」をどうするかということで、その尻言的な．ぁ

るいは紆しい試みを山口魚畜産試験場の万からしていた

だきました。

でそnぞれの万．そnそれの立零bうですね例えば．. " 
採という形態がなければ火入れをしたって樹木が生えて

くるんだよという考え万．あるいは1fi1の立湯からいうと、
草を刈るという行為によって蝶が食翠とするような楢物が

坦えるんだよというお話。それから、民問を活用してそこ

に火入れを厨開することによってノ／1ナショウブなど、野の
花が増えてきているという芙惑をしているという話。それ

• • •^ ` かう牛を伎うことで．これは阿蘇や三瓶でもやっています

けれども、草原保全1ことても低コストで役立つんだよ、とい

うll!l!il;の＃例が出てきました．

で互原の生感を生物多ほ性のような餞点から誂めてみ

たとき、やはり火入れと同時に刈り取りb欲L,\,\Cいう意見
が大努を占めました。それから勿譲潟合によっては放牧も

与えてみたらどうかと•それから一番大事なことはですね

そういう生恙系を研究している立場から．あるいはそれに

尻わっている人の立場から、日原を芭理していくことはこ

んなに大切なんだということをもっとアピールしようじゃ

あないかと．こn:i:でその部分がとても不足していた。そ

のためにもっともっと私遠からアピールしていこうという
暉がありました．

それからそれに付随する内容とし℃じやあ、守っていく．

管葬していく形態をどう取っていくか。やはりmそのもの

をですね［国業とリンクさせるか、あるい1お認振典と考

えるか、勿謡ツーリズムということもあるでしょうけれども

それが今0とつであると。

それから実霰lこ巴理していく担い手ですね．どこに求め
るかということをもっと整珪しようじゃないか。先程お金を

払うぺきだというお話もありましたl)とそこまで貝体的
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ではないにしてもポランティアなと多面的なですね．そう

いう担い手の像というのを提示してその地域にあった実片

に変えていったらどうかと。

それから．どうしても自然公涵（こしか、今はもう日原とい

うものは残っていない以上は．規制とか、あるいは制ほと

いうものとの関わりがある訳ですけれども、今はいろんな、

哀壌庁はら哀境庁としての立堀からも．二次的臼然に対り

る理解というものは道んでいるし、深衣つている．間l!ll;J:

地元が「どういう自然を守りたいかJという意思決定をする

かどうかが1ill箱じやあないかな．とそういう諸々の意貝が

出て生思祭の検討というよりは．何かそういう誓涅面で乃

ですね．いろんfJ.提呂が多かったのが特徴0 ・

それと、生態系というll!点から呂えば、実際に火を燃や

すとダイオキシンが出るんではないかとかですねE渇い

はco,（二駿化炭緊）が噌えるんでl;J:ないかとか．あるいは

セイタカアワダチソワのような外来栢窃戌遁分と培えてる

んだけとも、それをどう考えるかというそういう個別の個
霞も提示されました。

小）II

ありがとうこさいました。

かなりまあ、 r生年と保全Jということ（こなりますと雄

点が多く出ていたようですね。しかしそれらはまあ共遥し

て一呂でいいますと．どうも池域只澤の活用と保全に関す

る「マネージメント」が問醤になったということのようですね．

お互いに利宮の相反するもの．あるいは技術面でも、火入

れがいいのか刈取りがいいのか．それらの組合ttl<i:cうし

たらいいのか。牛を入れる刀がいいのかとうなのか．草花

のことだりを考えてしかのか、蝶のこと応プを考えていい

のか•人問のことはどうなるんだろうかというほ々な思い

があって、それらを全邸Fマネージメント」という形でどうや

ってまとめ上げることが出采るのかまおそのあたりのと

ころの論勁回分たくさん出たような感じがいたしましたね．

はい、どうもありがとうこさいました。それでは第3分料会、

宇佐兒先生の方からよろしくお願いし;J:.す．

宇佐

第3分料会のテーマは「なりわいと俣全』です． 4名の方

からこ報告をいたださ忌して、お二人がポランティア活勁

について、残りのお二人がまさに生業を実餞されている方

からこ裔出を受けました．

前の2つの帷告は．やはり草際は人がOOわって保全され

ている．と。しかしそnraどうも蓄のように生茎を術とする

方に任せるだけでは出来なくなりつつあるやはり．これま

では縁のなかった都mの方にポランティアとして何らかの

形で関わっていただかないとどうも保全が出来なくなって

きたということで、その取り組みを報出していただきよした•

後半は、実際に放牧をやっておられる方から絃牧をする

ということは翌ポをうまく復元するためにもいい万法である．
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と。ただし個人の力だけでは限界がある。すなわち、とこ

の地域も隧利としての入会地を持つている。！）nども経-'IJ

を持つている人の11111こは1晨々な考え方があり、やはり自分

は歴笑を生案としてやっていこうとする人とそうでない人．

子供が悶村を羅れて都会へ出てしまったために緩継舌の

いない人、あるい(;J:目身が農村を躍nてしまった人．権利

の面で1よ問鯰なんだけれども屈わり方が溢うと考え方が

迫い、母か問即が起さたとさ1こIii.Ji常1こ厄がなことになる．

従来目然と出来ていた意思の疎通だとか、関係が非常に気

までくなってくるというような問函が后摘されました。やは

りポランティアの万たちと過携しながらやっていかないと

目分達の生案も持ほでさないというようはこ報台がありよ

した．
会場の方からはポランティアもいいんだけれども．やは

りどういうポランティアなのか11'j央どういうふうな形で参

加している方を殴り込んでcl,\くのかということについても

注意しなければいlプないんじゃないかというこ意見があり

ましたJ鼻なる観光型のヽt（ランティアで終わらせるのでは

なく、ポランティアとして参加する人自9/)屯認酌に参加して、

自分の導門性を発揮しながらEI原のあり万を揉起していく、

活動のあり方を含紀していく、そういう団わりをうまく作っ

ていかないと持紐1'.W、ないん玲ないかというこ忘見でした。

もう0とつ、最後1こ屎観ということでいろいろ蟻請がめ

り吝して、「そこにあることがその宗観を成すJ。それは宮

みであったり、そこにある梧切であったり．牛もやはりそこ

にいることで、従来言われていた経済勁切ということだけ

ではなくて、只観をうまく椙成する動吻として評価し正して

いかなければいけない。午だけではなく、ほ吻や宣地もそ

うだというようなかにbで象観に対9 る「考え万Jそのb

のについてもフロアーの方からこ提案があり四した•

以上です．

小lIl 
はい、ありがとうこさいみした。

“ジヘ•
地元の万々1ことつて見れば罰も人さな同穎である生婁と、

そういう自然l::JJ).の保全とを、どう折り合いをつけていく

かということに関しまして、もう地元の元々複利を持つてい

る人達の力だけでは紅持乞理、保全が出来ないような実態

にある．じやあそのときに眉J悔からポランティアのような人

達に関わってもらう道(;I.、とういう形でなら可能なのか、そ

れにまつわるところの用待と不安と問謹点こういったよう

はことについての議議がなされたようですね。そして、こ

の会での話としては何よりも互原というものは人が問わ

ってこそ今の姿である．そういう震昧では．人成蜀わり誠け

らnる条件というのはいっにいとういう形で／ぷのかという

ところが共憑の深喧として鵠じられてきたというふうな惑

じがいたします•
どうもありがとうこざいました•これらの名分科会の話

をまとのるという名磁ではもう一度．秋舌台に生活匂卦l:t



て関わってこられた田村さんのお話をお伺いしながらも

う一度現の感回コさ丸1て今の問践を振0返ってみよう

というふ引こ思いますので」私ヽて田村さM茄から、これ

までどのようにして1人古台に関わってこられたのか、少し

ぉ込をいただけぽりでしょうか。よろしくお頷いいたします。

どうぞ四ったままで紀1がですよ．

函

只今こ紹介にあでかりました．秋吉台の起に仕んでおり

ま呻村昭紐でこさいます。遁様方の前でこうして話をす

ることは大変不慣nでこざいます•大変お聞き苫い、ヽ点が

あろうかと思います．何卒よろしくこ；；；援ふ苓直をお願い

甲し上げます。

＂這台シンポジウム」といわれておりまりが、横又字と
し〇と•

しては私1こはよくわかり示ピん．ik古台の生栗と保会とい

うことで私が親から閲かされたり、あるいは体験にあった

ことをちょ土訊させていただきます。
▼ゃ

秋苔台1こは山燒きという行事IJ'i::"<!います。そO)lll焼き

を行なうためには、百火道切0という作案をしなければな

りませんでした。私9J`9Bから閲かされたことでは、火遠切り
“•90• 

とい文ことはf火通削り」と邑われておったようでごかます•
これは土地を、秋古台の土地をクワで削って、山焼きの火

が混れないように守りをするようなことをしていたようで、

地元の森林と至原の魂を作るために記たような形が現
任も残されております．こn1<,:必目切りと呼んでい心Rです。

.,,ヽヽ9 し．．．，．．，

国在lよ癸束町と秋芳町との追としても形が残さnておる

血す。

現在の山説きとしては戻束町、秋芳町が一斉1こ火を放

して秋吉台を虚Iておる沢です。

百払が子供の頃、昭田16、 7年だったと思いよず．よく

也えておりまリが、また兒に行ったこともありますo私ども

の汲違が火道を作るために天気の反い日または1!ilの吹か

ないという天候のときに、みなさんが柔合されて、原野に

火をつば約5メートル幅を煤いて四万から消して行く姿

を憐えております。
今では碕代が変わり＊して、作業の仕方が変わってさま

した。現在では刈り払し澤を使って防火絞を作るようにな

ったようなことです•
山焼きを終えるとやがて苔が過ぎ且が来ます。秋吉台

には膏々とした曰が畜って萎ります。畜産ぱ家で3牛馬の

餌料としC．稽作製家<?I謂肥やしを作るために、日の刈収

り仕手が始＊るのです。苔Iさ製作物を作るには今のような

化字肥料は無いし、その肥やしとして草を刈取って阻肥

を作ってそれを（乍物を作るために使っていたのです．秋吉

台の箪は震家にとって大変な貸里吊だったのです。今でl;j:

そういう姿I1見らnませんが、でも秋i!i台に登ってみ＊すと．

旦刈りの跡をたまに見ることがありま9．畢IB討中や戟後、

草刈り競技大会という催しがあったことがあります•1いも

それに参加させていたださました。
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• 
秋己台（こばへこ翰（＜ぽ地）がありまして．これをrドリ

ーネJと呼んでいまかこのトツーネの底を腹民が1月（国し
··99 ・”"っ

ていました。秋吉台には「長者ヶ森lという森がありますが、
そこには音、こうしたドリーネの畑の地主が住んでおられ

たということです•その49地を製民こ作らせてJj＼作料を案め、

艮者になられたということです．今ではそのドリーネも藝l

人の所百になっており、私もその耕地を持つておる訳です．

載時中から賎後1こ掛けては食翔渇湮ということで．芋豆

ゴボウ．そばなんかを作っておりました。上り涵あるいは

下り道、細い退を片澁1筍国以上掛りて、高窃1.:馬の葺中

にのせて還んでいたのです•このことを思い出し江すと．

今でも、穫贔近の出来事のように思われます。

百にはワラピ採り、秋にはセンフリ（センプ））採り。行楽．

山巴りなどたくさんの人々が利用されています。

このI火古台をf咄す令において、今日で1荘嘩車時代で

こざいます、その申で地元から上がられるような道を払ど

もl:J作りた＜思う訳です•しかしながら、天然記念物、また

は文化釘とかいわれて，秋舌台を削ることが出采ないのが、

私どもには残念でなりまセん。時代は私とも高齢者時代に

なりました。この山焼きはたいへんに困知な仕串Iょなって

さ／こ訳です。でりが山燒きはやめることが出来＊ピん。何

とか良さ方法で秋否台を価但あることに、大甲に利用して

いきたいものです．

叫組にお粗云こ迅ヽましたが屑様万ぬ虞紐

にありがとうこざ、、ました。

小JII 
はい、どうもありがとうこさいました。

田付さんは．それこそ歴栞を宮みながら秋吉台に関わっ

てこられた時代がこさいまし応その後．その后突の曲で

は使えなくなったその土地を、今度l;J観光的に利用しよう

というので馬を引いてですね、限光客に兎っていただくと

いうようなそういうお仕甲もされたそうです。そうして今

ロまでこうして見てこられたのですが、いよいよ自分の年

を考えてみたときに、この老齢化した私の力で槃たして今
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のような状煕の秋i!i台にどうやって関われるんだるうか．

そういう思いを切々と感じておられるんでしょうね。それ

は恐らく田村さんだ99でl;Jなくて、この秋胡Jや芙束IIJIし

いる、秋吉白1こ櫂利を持つておられる方々の共通している

悩みではないかな亙という感じがいたします。

まあこのあたりのところからいろいるな論点が出てく

ると思うのですがますコメンテーターの漏田さんにですね、

先程の分科会から田'3さんの今の現状のお話までを問い

ての図山な感想をりとつよろしくお願いしたいと思います。

瀬田

えー、ます田村さんのお話しの中で、草がとっても大市

な貴澱であったとおつしゃってましたですね．それはきっと

その資源である菜が、軍は人が刈り取る訳で4 けれども、

珀が生えてくる秋古台が、濯さん栞沼の人遠の大さな没産

だから．その臼湮から、毎年毎年の車が生えてくる、そして

それを召源にお使いなってたというふうに思うんですね．

で霞後のところでちょっと私が聞き臨違ったかもしれ

ませんが、特別天然記念窃だからほあいじいる干がでさ

ないというかあるいは削る事ができないというふうに同

ったんですが、もし仮（こ秋百台という臼上がほあ田村さん

なり、あるいは他の方でもいいんですけれども、諄Jって広い、

頁つ平らの所というふう！こ考えましょうかね．そうするとそ

れは空問にはなるんですね．で．空問になればグランドに

94る泊も有るかもしnはいし、ゴルフ喝I“はる甲だってで

きるかもしれない。そういう一つの土地が空問として有る

というのt,｀これは人問がど引更うかというための土地そ

のものが白源では有りますけれと．けれども｀口が出てく

るとかあるいはそnを、今．田村さんが馬の背中に観光客

を乗つけてあげて、喜んでもらって、まあ｀いくばかりかの
観光双入を得られる、というような頁産としては成り立つて

来なしもですね•またijlj<l)使い方としての只産は有るかも

しれませんがそれは土地の空問にしかならないなあと私

は思いまo.

ぶ,\:>lllでちょっと今のところ． lムの解釈が1ll1迫ったか

もしれませんけれどもやつばり秋吉台が有るという字の、

大きな資産をどういう形で迫涼（こして、その白源を使って

いくかというのが、今草原をこれからどうするかというテー

マではないのかなというふうに実は思いました．

そnで後は皆さん3人とも、先生万でバネルディスカショ

ンをしCいらっしゃった訳でがからそれなり1こ．例えば、高

ほさ＾の「生印という同躍暉さんの「エコツーリズ凶、
場合によってグリーンツーリズム、エコッーリズム、その両

●9 『‘

方が有るのかもしれませんね．それから宇佐痣さ凡が生突J

という中で、えー，どういいましょうか本来の日不の観光と

いうものl;J:./o]か新しいものを、例えばディズニーワールド

だとかディズニーシーというのを今作っておりますI)れとも、

そういうものを作ってそこに人を呼ぷというよりも、本来生

哭のある中で非用にオリジナルなもの、そうしたものを先
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す殴貿する．そして当然そこに生業があるという面は食ペ

る事の出采るもの．あるいは五〇吝の出来るもの、いじる

手の出来る己Dといいますか全くいじつてはいけないとい

うんでなくて、そういったものがそこに必すある訳ですから．

そういったものを口にする事手にする事が出釆る。という

ことで目にするだけではないいろんな事があって、まあ私

はグリーンツーリズムていいますかそういうものになると

Cうで d ね．

で、かつてはそうだったんだけれども、一端そうではない．

大規横な、バスで風只を見せるというカブセル旅行といっ

ても良いと思います、そういうもので全国を迂り回わらさ

れるといいますか、そういう大Q大衆．高速の観光形態と

いうものがエ哭化社会では一番効率の良いらのというふ

うになっておりましたけれどb．そのエ茶化社会を越えて、今、

＆あ1碑化社会といいますかその中ではもう度自然と

人1111の関係、あるいはそういう自然を舞台にした人と人と

の関係これはポランティアだとかインタープJティーショ

ンといいますかむ客さんとその自然をお客さんに説明す

る人、あるいはポランティアの万々とそこに訪ねて来た人

遥との関係．こうした人と人の関係だと思いよすし、そうい

う舞台としての視点があったりするというふうに思います•

囲々にはまたお話が出来ればと思いますけと今まとめ

たらそんな吝かなと思いま百．

小Ill

1さい，ありがとうこざいました．

今ちょっと，誤解があってはいけないので．田村さんの方

からですね、今いりれたところでですね．あの．決してそう

ではないんですよね．頁っ平らな土地ぞ作ってということ

で1;なくて．あの、私の乃で少し補足しよすので、後でよた

よろしくお願いしますね．

要するにこの秋百台の湯合1こですね、火酒切り作業の氏

担をどうするかという括がありまして．これを完襟（こ農業サ

イドの事案で．作菜道を造ろうとしたことがあるんです（プ

nともそのことを巡ってかなり緊張関係が出まして、「石

一つ動かすのもまかりならん」という話になりまして、そう

いうことで結局1這家の人逗が火迫切りに行くための｛配裟

逗も設孟出釆ないような状班（こなってしまったというそう

いう只体的なことがありましたので．ちょつとそこらあた0

の話が話題として出たということですね。
●●●い

まあ、そういう恵味では生業と公日だとか又化財だとか

といういろんな規制との関わりの中でありますし打にこ

の秋古台の場合には台そのものが畏至な世界辺歴に匹敵

するようなもの1こなっているということもありまして、その

上でどのような営みをするのかというのl;t..製緊だけの関

趙じゃなくてもっと広くいるんな翠瞑をたくさんほえてい

る所です。

しかしそういう規制があまり強くありすぎるというふうに

感じた場合には多くの人々はそこで、自分逗の生茉を展



開することは出来ませんから．紹果として貝れば、若い人達

がそこに住まなくなって｀残った人は高蔀者ばかりになって
というそういう話にgってしまう訳ですね．

そこで今の岡領が出てくるというところなんですが、ま

あこれから少しですね今回可山焼きシンポジウムJとい

う語になっていますので、この山焼きをせさるをえない状患

またその山煉きというその最終手段かもしれないようなこ

とさえも、現在びれ出来難くなってるとそういう現状あたり

からで叩ね、色々とパネリストの方々のこ恵見をいただこ

うと思うんですが、最lJ)はどうしましょうか．じやあ高檎さ

んの方に回しましょうか．
忌橋さんの方にで叩ね、大佐こういう草原という0話

吝だということは言われているんですが、単原を守る技硝

体系だとかですね、草原というものを守るということに関

するような制度とかというようなことになると、結構その

組綜して良く解らないという怠じがしますねこのあたりに

ついてはどういうふうにお考えでしょうか．

裔腐
はい．え一つと勺るとか謹柏するとかの技術ということ

になると、火を入れるということと、それから草を刈るとい

うことそれから牛馬を放牧すると、まあ三つに分け印1る

と思います．その内．室を刈るということと牛馬を放牧す··~· るということはまさ区生業そのも吹回訂ること如V

でダふそれlJよって牛や馬を回って、生活の寝としてや

ると．で、火を入れること口困aそれでお金が入る訳でIt

ない、ということですなですからある蛍舷では少し区別

をした万がいいのかなという気がします．

それで火を入れることは阪攻する場合にもあるしV3採

互する垢合lJも有効な手段で(aありまかということで技
•ぃ

術的にはですね、火入れというのが三角点の頂点にあるほ

な格で放牧ぶ蹟［というふうに、勿這それだけではこざ

いませ“ブれども、そう考えるのも一つの考え万ではない
かなと思いますね．

それで秋吉台の場合は放牧という旧行は以前に少しめ

りました（フれどもほとんどがその採草利用ということで

すので、旦接その歴莱というか生業と院わるところはね辛

という形だったんだと思います．

もう一つのご罪詔でしたっ比え一つと制度等の関係

ということですか。それはそういう行為をすること13対す

る規籾という烹以なんでしょうかぶあそれ（よ瀬田さんの

方が詳しいとは思うんですけど。秋吉台の湯合の文化財と

しての旧定の根拠がどの辺にあるのかというと、その台上

そのものということなので．台そのものをいじるというこ

と1こ対する規朋比．しものはかな戊汎ん＼んじゃないかなとで、
くし●9

阿紐や久住の場合lしは、その草原の棗観が囚立公田のjB

定要件、まあ三瓶山もそうですけれども．そういう所が幾つ

かある場合にはその笞理としての互原を守るということ

はあるa度許される部分かなりあるんだと思うんですね．
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で、生態系の分科会でも出たんです．例えlitlAA'J区域の

内でも忌も規制の厳しいはな特別保逗地区みたいな場所

に手を加えること臼体がどうなのか、というお話にもなって．

でb実際に139碑l保護地区でも火入れをしている所もあ

るし．刈り取りを行ってる所もある．それかう5環庁の万が，

まあ個人的な窯見ということではあったんですけれども

私もおそらくそうだらうと思んですけれとも、規間がめる

からしちゃあい1)ないという立場では必すしもないと．た

だしその場合でも＇やり方”1さきちんとやって欲しいという

ことですね．公園首理上どうしてもやはり手続き（おきちん

と栢んで欲しいし、その地元の意哀としてきちんとしたも

のを上1プて欲しいと。

ですから、で．その"'度がまた別々にあるというのがま
た囚った悶題でして、文化庁廊1お文化庁llll、で環境庁側は

ほ坦庁側それから，入会いを含めた営製という点ではまあ

は水省も入るんだと思うんですね．それぞれが相対してい

るという如虹洋常に不幸な状態ではないかと思うんです

けれども。

で雰め一つの据茶といってはなんですけれども、どこか

がですね、日洪幽なり製水なり、あるいは文郎科学省なり、

どこかが釦庁問の祠貶をするようなシステムって出来ない

のかなというのが私のまあ浪然とした希望ではあるんで

すけど·
まあその草尿営涅に関わる制度とか、技術とかいうのI;!;、

そういう形ではないでしょうかなんか浦足があればまた

禍足してください。

IJ¥J I I 
でうですね。今，坦要な提案がめりましたが、草原という

概念については、それを技紀的にもどういう形でやnnば

いいのかということを忠あ幾つかのバターンはあるよう

ですが、それが本当に現芙のほ々な制度的な規制の上に

立って考えた場合に．どういうのがベストであるかというこ

とについてのI紺社をすがためには、省庁同．縦割り行政と

いうもののrt員を繋Ifて行く」ような工夫がいるだろうと、

どこかが自頭を取ってその朋埜役を町こせるようなこと（こ

なったら、少し13";!原に対する問器の解決も出てくるんじ

ゃないかな．というこ捏言だったと思うんで..

これに閲しまして、先程佐縣さんの分科会でもですね、

言うならば「三際字」のようなものを立てて、字固的なこと

でますみんな縦割りになってるんで、横にしたらどうかとい

う話が出ていたと思うので、ちょっとそのあたりに閉達して

こ怠見をいただければと思いますが．

佐
はい、 rill産と三原」とい初は葦地叫臼とかでやらn

ていますし．「生惹学と軍原」というのもあります。また「地
臼学l, 「地避守と哀原」というテーマもありますし、「衷坦」．
「観光と葦原」と、まだたくさん琵原についての学術的研



シンポジウム

究とい如；ありますけれども．生案も含めて、地臣も含めて、

そして歴史も含めて0っくるめて、日本では本来存在しな

い稔有な負源として宣原がある訳ですから、 Uつくるめて

全体像を面究するってことが今家で無かったと思います。

それでなんか地元の方は草諒があるから．これはありふ

れたものだとあまり価値が11Jらないんだけれと、世界的

に唄ますと、例えi浜藪i5の草原ていうの(3行ってみnば砂

漢化したエだら190)、横から見ると縁1まいんですけど、上

から見ると石ころだらけの砂漠です•それから基ぷ的にそ

のサパンナていシDも水が無いところにある口原でありま

して、日本の槌にこう潤いがある翠原、コ古のテ者あたりに

阿蘇の草原貝せたらもう目をむいて鵞いていましたけれ

ども、本当に珍しい。ですからかつては同処1こでもあった

んでしょうI9とも、明治以降も10分の1位1こ．田土面禎のも

う 1バーセントを切ろうとしている。「ふるさと」の虐駄にあ

り云す「うさざ追いし」という、ああいう草原ていうのはも

のすこい資源的値恒が出てきたんですね。これはもう．そ

の根撓そこれから、やはり可及的速やかに謂董したいと思

いま9ね．

小JII

ということで、少なくとも世界的に見ても希少価阻のあ

る日原、そういうものを国々ばらばらの字問で研究してい

ってもやつばり省庁鴇の縦割りと同じ様なことではないか．

もう少し自然科学的なこと、歴史科学あるいは人文科学的

なこと、そうゆうものも含めて、あるしVさまあ社会科字的な

ことも含めて． r苗原キ」の様なことを一つ立てて検討し

てみることが省ffl'Jlの．「横に繋lブて行く調塑」ということ

にも開係するでしょうし、実際にこの秋吉台で人々がここ

に腐わりながら生きて行くという追を探る上でも非常lし有

用になって行くのではないかなあ•まあこういう捉言だと
g、ます。

まあこれについてはですね、実際に地元近くにおられな

がらこの秋吉台の万1こポランティアとして、というが勝弔亘

として関わっていが字佐見さんの万からですね、今の．秋
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芳町あるいは英衷町の人返がどういう生活の中で秋舌台

と関わって蕊れるのか、そこに都会の、というか層J塚D人

閻としてどういうふうに関わってで3ね、阿が課送になって

いるというふうに感じておらnるのか、少しそのあたりのこ

とについてのこ意認いただきたし\1::思い否す．

宇佐見
今， IJ＼川先生からこ紹介いただいたように、私は三年前

に山口栄1こ51つ越して参りまして、色んな搭綱でまあ秋；；

町に足をつつこんでいます。今はですね．ばさんこ存じの

ようにドリーネを使ったソ／（の耕作9こ汗を流している訳です．

まあ年に4回ほど来る訳ですけれとも．

払は山0大字におりますけれどもいろいろな親会を作

ってですね、字生1こ字あ梨妻だとか累村に親しんで欲UA

と思っている訳です。それはやはりそうしたきっかけを作

るっていうのは非常に大切なことだと思います．

で．これ＃でいろんな万が、それぞれの専門のr,湯から

良いことをおっしゃかでもそこで止まってしまってい虻

いうことで何か実現でさない訳です4印へ行0たくて

もどうして行lブばいいのか判らない。やりたいことがあっ

てもどこに行けばできるのかも判らない。そうしたことを

私はこれまでの経験で痛感しておりましたので、まあアク

セス出采る、即ち何らかのをつかけを与える．それに苓na

する．そこで9かを感じるってことですね．そうしますとそ

の人の楼力が発揮される訳ですね•そうすることで今よで

無かったもの、めるいは潜在していたものが発現して来る

という、まあ夢を持つてですね．取り組んでいる訳です．

で、どこにいlプl;J'.艮いのか判らない．誰がとんなことを

作って<nるのか判らない、ということですが芽いにして

でりね、そnI3私ともの分科会でb出たことで9が、空い

にしてポランティアの方遥あるいはNGO©方逗がその準

ti11をしてくれてる訳ですね．

で．報告の中にもあったんですけれとも、私も字1かなけ

れ131、ヽlブないと思っていますが勝手に磯会だけを（乍っち

ゃい1プない◇やはり．阿蘇の「グIJーンストック」（財団法バ珂

蘇グリーンストック）ですか、研修に来ていただいて、良く理

解していただいた上で、本当に迂解してみたい、本当Iこ体

験してみたい、という攪会を次に設けてあげる．でおそら

＜将采的には向かのフロになるような人材を育てるような、

戦会も準憫して行くと。そういうようなもの1こして行けl;J:

ですね．面白い凩開が出来るんじゃないかと忍いますよ。

ですから今、参加参加といわれてる訳ですけれども、や

はりいろんな方を取り込んで、それぞnが持つている能力

を伺とが主かせないのかなぁ．そして同じようなまあ目粽

といっていいんでしょうかね、一緒になって雲えるような戟

会を双万がですね、あるマナーを作り上げて接していかな

いと、片方の力が大さいとそっちに31つ張られてある即定

の方向へ行ってしまうので、どうもそうゆうようなことがで

すね、求めらnているような気がするし．私自身もそういう



所に気を付けてやって行かないといけないと思っています。

ですから私はあくまで大字に勤めてるということは図い

といて．山口栗山口市に住んでいる一郎会人としてですね．

町に住んでいる者として、秋古とお付き合いをする。そし

ていろんなことを学ばさせていただく。即ち、お隣の田村

さんのような万と接-irnばですね芦はこうした村のお付

き合いの仕方があったとか．秋吉台とこうゆうお付き合い

の仕方があづMCとかいうまあ「生きた憫釦というんでし

ょうかね、「生さた文化Jみたいなものを学ぺることが出来

る訳ですね．そうすると改勁する訳です。払ともの学士を

通れて来てもですね．私が色々と大学で話すような口曲で

言うよりもですね．こうした生きた教材がある沢ですから、

そういう万1こ敦えを埠うとでサね、「め～そうか」というこ

とで、まあ窃比Ii/.いいまtl“)れとも、半分くらいはですね、

同らかの形で関係を閉ち続けることがでさる訳ですね

そうして字んだ人達が今ぽ山口の中で就日する、ある

いは郎里に戻って就悔する、そうするとやはりまたJ品の末

永いというんでしょうかね．良いお付き合いが出来るよう

tJ-気がりるし．う＊＜tうけば今いbれるように「応援団」み

たいな彫ですそ野を広げていけるんじゃないか．また、何

ていうんですかね．人を一薔侶顆させて、説得出来るもの

は「ロコミJですから．ロコミほど憮いらのはありませんがぅ．
そうゆうようなロコミで広げて行けかような人材を自てて

行くような親会をオーフンにして行く．勿漏その機会を作

る時あるいはそれを理塞する時にはいろんな方の忌見

を問さなが団やって行くということがが加ゃ砥＼でしょうか．

やはりビジョンからアクションヘとゆう朗代が．佐藤さん

の方から出てたと思うんですが．やはりもうその時代にな

って釆た。だけともそれを何か実現して行ける．索地なり

お知思はです〇いろんな方が持つてるし．どうもそうゅう

ょうな窓見を披酒でさる機会を、よその人あるいは秋万町

に后る方違が同じように一緒になって作って行く．そんな

峙代じゃないかなと思っています．またそれをやっていた

だきたいし、それに関I'.)ることが出来たら瓜個人的にI;!;

非窃こ楽しいなと思っていまヮ。以上です．

小）11

はい、ありDとうこざいました。

草を想う人は多くて、ピジョンも送れるような人涅はた

くさん滋えて釆たんだけれとこれをアク渥ン．行動に移

すためにはどうもそのための1粒法をわさまえるというこ

とが必要なようですI~. 渾原の作法」というんでしょうか、

基潤誤演では距本先生の中から「鴎只の1乍法」という言栞

がありよしたがそれをもじっていうならば国原の作法」と

いうようなことをみんなが字び取ってそれから行動に入る

ということが必要なのかもい1字せんね．

そういう意味では田村さんの万にちょっとお向いしたい

んですが． 8l村さんの所では火入れだとかそういった作

菜四~Iこは、口分逗の圏家だけでやっておられるのですか、
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それとも不ランティアのような人、都会の人なんかも多少

OOわってやっておられるんでしょうか．

g珀

ボランティアといってjjlJ Iこ私は、あの一、今まで意哉した

ことはありませんが．

あの一昭和37年でしたか慕9国が要らなくはつ／こため

に観光用の馬に切り換えて、で秋る台の展望台の下で36

年閑勧いた訳ですがそこで知り合いの方でポランティア

に来ておらnる方に会って話したりしてね．払らいろいる

お客さんの沿にお金もいただいたりしたことがあります

から、やつlitそつゆう観光（ポつンティアゆことについてb、

一緒に入って出来れ1かいなぁーと．思いつつ今までそう

ゆうおこないが出来ないで、こんなに過ざ去つてし去った

訳です（ブどね．はい。

ヽJ¥J I I 

l;J:い、とうbめりがとうこさいました。

まあいすれにしても随分と、この「山燒さ」、「野焼き」を

する所では地元の人違の力だけではどうにもならなくて、

それだけに多くのポランティアをなんとかうまく組入れら

れないだろうかという話は上がるんですけれとも、果たし

てそれがうよくいくかとうかということに?I,\てはいろん

な所で懸念もされているようですりれども。

先のお話のように、少なくともそういXころに関わる

ためには．甲前の祖惚だとか，そういうことが必要だろうし．

ー阿限りというのではなくてもう少し良い付き合いが出采

るような関係を作った上での磁想として位むづけた万が

良いんじゃないかというような．そういうこ箔謁1が考えるべ

きことがたくさんあるんじゃないかなと思います立

高t限さ奴渥会でもやはり、そういうポランティアとこう

した曰原の閑わりというようなことについての向かこ栞見

が出ましたですか．

忘偽
はい出ました．で.:rx古台の場合はその阿蘇．久住とは

ちょっと辺うんだという話．まあ註しくはお話ししないんで

9けど．そのB来型のとてもがっちりした火入れのシステ

ムというのがあってですQそこにポ9ンティアが入り込む

ことは非常に蝶しいということと。怠団の中で当たり前の

仕事をしているんです．地元の人連lむそれでそれが去年

もやったから今年もしていく令滑やったから采年もして

いくという哀澁惑党で継紐していく。だから何でポランティ

アが来るんだということの選解l;J:なかなか_（をにくししそ

れとさつさお話したように、な知といっても事故の問題だ

とか、そういう問嗣があるので相当（こ体験をli'iんで1111駐を

してくれないとなかなか鑓しいよ。というお話がありまし

たけれど·
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ま砂このあたりia伍証さんのところでもですね、まあ任

縣さんのところというか、その阿麻の「グリーンストック」と

の競係でもやはりこういう郎会の人返が山焼きなんかに

院わるという問踵についてはですね．かなりいろんな漬滋

があったと思うんですが．硯状とまあその茄賑が乗り起え

方というところでしょうか、とんな話になったかということ

をちょっと紹介していただければと思うんですが．

佐藤

あの．その前に．秋芳町でも「わくわく村」では地元の6~

8人の万だけでは野焼きが出来ないから．50名まで野焼き

にポランティアを入れていると問さました•

ですから、阿蘇の話でもですね、これまでそんなことは

絶対不可能だと、地形だとか危険性だとかいうことで農

落のチームワーク以外では不可艇で． r遊び半分の都会の

人は邪斑になるだけだJとすっといわれてきました．それ

が変わったのは、今日もおみえですけども、あの環境省の

方で「m地想話会」というのが平成8年からあって．そこで.’'.. 
英際に赤水g5召でやってみたんですねそしたら出構役1こ

立ったんですよ

それで「グリーンストック財団」、今Bおみえの阿蘇町の
”',. 
川寄町長が珪事歪ですが公的な一つの信用がある財団

が地元の新調で牛年問キャンベーンやって草原基金が3干

万円揉まりました。でその半分で草原ポランティアの憬品

と活勁費を5年問出していただいております。

品初は競つかの菜落だけだったんですが．今年は確か

101111村、いや4町村十数牧野祖合だか．阿冦には175の牧

野組合が在ります［フと． I苔J位の牧野が、しかも町村の展収

課を通して正規の要おと組遣的な対応という形で実施し

ておりなす。衛問のアピールで．今どんどん参加者が増えて．

数百人簗まっていると聞いていますけども、山内再務が非

常に努力されて、そのための専門滲りなリーダー誓戌の浜臼

会を微底してやっております。その筏目の運宮委目会が三

十数名．正式な白格を得たリーダーを董成して、湯合によ

っては数干名を組饂する、そうゆうこう特殊な餞構を（扁え

たものになっていくだろうと考えています•

そして払共に要話がある史落というのは、例えば26戸で

800ヘクタールもの咬野を箆理しなければいけないとか

いうところでむ阿蘇の経験では、野凩さの火が飛火する

と杉山が焼』）る．焼けたら10年閾下芦刈りをしなけれl;f:l'J.

らない．田んぼの•Itしい時に労働でその涌償をせんとい

かんと。もうこんな巳D．とってもリスクを負えないという

ことが一番大きいんですなそれで都会から来た人でも．

数も力のうちで飛火した火を、あちこちでとにかく瞬時に

叩1プlぶ火字にはならない訳ですから、そこで生命保険を掛

けて野燒さ参加者l;J;,るすーBのトレーニングと「火消U`」

（火を叩いて消すili呉）を笞（但してもらって、命に関わる危

険ということを叩き込んだ上でやればこれは戟力になる．
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そして笞加者がですね．ワクワク、ドキドキ、ハラハラ．そ

して爽快．『野焼きl；；弘にとつてレクレーションでmとい

う私記があるんですけれども、病み付きになってですね同

じ鋲；；；rこ毎年行ったり房焼きだけじゃなくて、「白地hり」
も参加してくれてますしね。そして以外とですね参加者の

中には大手の企業の専務だったり常務だったり侶いさんが

来てるんですね．以外ですけども。そしてその人達1;;もう

ファンになって屯元の製家、共落と親成付さ合いをして、定

年後はここに移住したいという関係国出来つつあります。

そ汎ヽう意味では．その単に草原とポランティアというよ

りは、人問1こ会いに行く原とか、親類付き合いとか、農村へ

の移位とか、そういうテーマに非常に良い•リスクがあるた

け1；；ね、運香Hそ同体作りには「野位き」は良いですよ·

小JII

今のお話を同いますと、ポランティアに対して腰が引け

ている状熊から、少しm極的に、どういう日組をしたりとう

いう仕組みを作ったらそのすそ野が広がって、とういうとこ

ろまでは手伝っていただけるかという．0とつの展望が膊

けてきそうですね．

この辺りのところは．お互いにそのノウハウを学びあって、

より良き方向を考えていくということが出来るんじやあな

いかと思いますねまめ言うならば「草原の凡援隊作り一

どうやってやれぱ可能かJ。こういうとこな万ーマがひと

つの課としてあ忍汎；やあないかと思いますね．

今玉での話を茂いてですね、瀬田さんの方bも少しコメ

ントをいただけれlt.c.思いますが．よろしくお願いします。

諒紺丑

よす、今の佐藤さんからお話がありましたけれども「ポラ

ンティア」というのと、それから同編さんから「t印た性Jとい

うお話がありましたね。ワクワク、ドキドキ、ハラハラと．結

局ポランティアも苦しかったらやらない。楽しいと。ただ

し「楽しいJというのは「心が楽しい」って亘った万nし＼いで

すね。手定なりなんなり(;J.汗をかいたり大変で、怠を切ら

せてハアハアってことはあっても、楽しくなければさつ

と「継続性」にはエらないと思います．ですからそういう面

ではべきっと今佐藤先勁＇おつしゃったことは．みんな組続

怯があるってことは「寮しい」ことがそこにあって．それが
自分の身（J戻ってくるんだるうと思うんで9 ね。

でAムは「日本型のポランティア」って言いますか、ポフン

ティアを随分考えて•あっ．その莉に夏は来年は「エコッ

ーリズム年」なんですが．今汗は「ポランティア国哀年」なん

です． s3還でポランティアの．こnIれ亡くなった/JI渕さんが

外務大臣のときにニューヨークの田達総会に行って．『21

也紀のスタート、尻lょポランティ穴D活動で開さましぷう。」

という演説をされて、それがほ択され可ポランテ石ア国際年」

ということになりました．「国際ボランティア年」と言ってし

まうと、何か日本から外に出ていって向かしなければなら



ないような解があ＆Dで．「ポランティア国際年」という

のが冥は昨年の11月2涸8、一コーヨークの国逗がオー

フニングをしたときから今年いっぱいをそういう年にして

いif;~.

ただ私、日本のポランティアと言いよすか、じやあ日本に

ポランティアはなかったのかとりドランティアと言うのは志

駁只だとか、あるいは中世の十字軍だとかというふうだっ

たり、あるいは教会への森金なんかですなそういうところ

のように思わnがちですけと・日本で3、さつとそういう「共

同の活勤JっていうDは3つのバターンがあったと忠うんです。

「尽くす」という、これは慎主だとか圧歴さんにいろいろ

な仕事で呼ばれてやらざるを1翫ないという且澤吉で言う頃
9＇←ヽ＇m ・ 9日」という、税金を訥めるのもあれば「使役Jに出かけ

ていくといヌ味ぽ令時代からありました1プどもその「屈J

といいよりか「伎役」、領主のため1こ鯰くというようなこと

がありますね．

それから2番Elにはr務める」という考え方。これは村落

の共同体の中では当然みんなで共同して0とつの仕亭を

しないと庇り立た叫ものがあります．例えば坦防を疸9

と1J‘•あるいは祁め池をさらつて水を涸めるとか、灌和司水

の水を引くとかいうようなことがありよつね•これはすぺ
て集落の中でのfお努め」でありますし、この中に火を使う

という「野焼き」があったと思います．「火」と「水」はその面

から言えば臼人が目由の意思でやれるものではなくて｀
やはりその集涵という共同体の中．日本でいえば「ムラ」と

いうふうによく）Jタカナでi!lきます19nともこの中で「み

んなと一楕にやる」ことが「務める」という考え方だと思い

ます·
3つ目は「つき合う」という中での労政力のやり取り。『オウ．

ちょっと手を貸してくれよ』ということではと個人がやる

ハナシですから、場合によるとこれはよく言われるのは「合

掌迭り」の白Ill郎（岐阜県大野llf!白） II村）の茅望さだとか、

田悼えをするときなどですね．「今日はアンタのことろを

手伝うから．明日はウチの田栢えを手伝ってね』ってことで

すな今、意外とこのことについてrェコマネー」ってしもヽ

ますか、日本Cも、『払はこういう仕平が出来るかう阿か

のとさIヰな子（云うから他のことでは開プてねと例えば『お

年よりのお世話をするから、ウチの庭木を刈ってよ』と•そ

ういうときの同的筒分とか何人分とか、ポランティアの代

償のR度としてrェコマネー」という考え万が出来てきて

います。 .::n1a.今、全田で、いろんなところで地域のコミュ

ニティーとしては出来てさています．

ただ「火を扱う」ということについて言えば、私は2の「務
める」ということだと思います．そしてそれは小さな史活

だけの「務め」ではなくて、日本列巳の中で．やはり互原を

守っていくということについて、蜀市の人も裟村の人もが

一緒1こ／dれるルールを、「務める」という中に共に作ってい

くことがでさればいいなというふうに忠っています。
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もうひとつポランティアでこ紹介しておきますと．イギリ

スには「BTCV(British Trust tor Conservation 

Volunteers 央国環浜保護団体）」と言いまして、ポラン

ティアの人達の手配をするトラストがあります。あるいは「

ナショナルトラスト(The Natio心I Trust)Jにも「エーコ

ンキャンプ(ACORN Camp)」といって、そういういろん

な作茎をする、ナショナルトラストの中で1111を四すとか．ぁ

るいは水這（みすみち）を繋憫するとか、そういうことをす

る元グラムが阿百もありれて．それを甲祠1廊砕にす

る訳ですね．そして「こういうことに多加する人fj\,\ますかj

ということで投げ団けていて多くの人が早い召膀ちで申

し込んで行く訳で]T.その際には「ここには（宿泊できる）

/JI産があり食甲も桔供されるJ、「ここで3（宿泊設（扁がな

いので）テントで生活を9る』というようになっているので

すがこれはポランティアの人違が実lなお金を払つて行く

んです。そんな1こ忌いお金じやありませんけれども、［ワー

キングホリデー」って言いまして且分違がお金を出して出

向いていってそういう場所でポランティア活動をすかで

すから8不からもイギリスのエーコンキャンブというナシ

ナルトラストのキャンプヘ行く人達もいます．行ってみて

やはり自分が啓発される。染しかったということがあるの

でこれが磁続となり、またその人（かかりではなくて次の人

へと紐いていくという1Jレーをしている．そういうことがこ

れからのf務める」という世界の中で続け1スヽいなぁという

ふうに私1お忠つています。

小川

どうもありがとうこさいました。奔常に存意筏なコメ‘A­

をいただいたと思うんですが、ポランティアという姿こn

をもう少し8本話（J砕いて言え切尽くす」．「務める」、「つ
｀會

さ合うJという、この辺りの言要でいえば「li5」とか「てエが

い（チ底換え）」という分野なんでしょうね。そういう分野と

して訊ヽてもう一度明肛てみると、r火入れ」とい劫［な「

務める」という分野だから、これを葉落のところで出来ない

のならもっと日磁国民全体として「お努めをする」という

形の火入れの方式を考えることが大切なのではないかと

いうはなしでした。

それから天際に今話されているようなところでは「つき

合い」をしていくというところで、新しい祁市住民と濃村の

人達との関係のあり方が話姐1こなってきたというところで、

イギリスなんかの有り様というものを字べば、もう少しそう

いう人遠を四旋できるような憫関を曰本でも作ってみては

どうかという、今後井常に展開の可能性が深いというか可

能性のあるこ提烹をいただきました．これら考えてみなく

てはいけないことかなというふうに思います．

さて先ぼ分科会かシ双甜Sの中で七お砧がありよしたし、

今の漬田さんのコメントの中にもありmしたが、国迫がい

ろいろと、その年その年のテーマを！忠gしていますね． l9

99年は「国際高齢岩年」だったんですなこれも余り大掛か
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，，なイベントにはなりませんで、知らなかった人も多いと思

うのですけnども。今年は「ポランティア国際年」という名

前になっておりまして，ポランティアこnra何も福祉だけ

の問涵じやあありよせん。こういう田滉保全の関係の六ラ

ンティアも含めましてもっと考えていこうという、そういう

ことになっているということですから、ちょうとタイミング

よくこのシンポジウムでもですねそういうことが話題に出

来たというのは沢しいと思うのですが•

さて、来年はエコツーリズムということの田際年だとい

う話しが佐藤さ＾の方からあり＊したが、どうもその辺りの

ところが0とつ机到達点」かも判りませんし、滋鋼という

ことになると思いますが現状として．これだけ互地という

のが日本の中でも瀕死の状態になってきていると。しかし

そこでは新しく英知を笙めて「曰原字」のようなこともやら

なくてはならないだろうしJ草尿に関わる作法」というも

のをもう少し閂確誌していかなければならないだろうし、

更には「草原十字軍Jのようなものを組ほしなければなら

ないというような諜題が出てきたということで、そういう世

界の「エコツーリズム」というようなことに関してですね．ど

う考えてい1プば良いのか佐懇さんの思いということで結

I品ですから少しお込いただけn,あと忠いますが．

佐藤

何か突然アジアの人流も、欧米先進国の人返と同じよう

に田遷なんかの活illllこ捻幽するようになりましたよね我々

日本人、特に払も英語が下手で、気後れするからアジアの

人に遅れをとつてますけども、エコツーリズムとかグリーン

ツーリズムというようなものはアジアでもめったやたらと

日近、政府が勁かして、観光の新しい姿として事葦化が急

なんですね．

例えば一蚤強烈なのは、中国政府が99年をはコッーリ

ズムイヤー」と定めて雲南（省）でに際花縛をやりましたけ

れども、中口政府はIiiっさりとした既路を持つてい否して、

内マ古の草原を生かしたグリーンツ―.)ズム、雲南とか内

陸記のエコツーリズム．それを今までやってきた東部の海

；；；椙市の成長に対しChi号では7分の 1しかない内陸部

の問発「人西郎時発Jと匡っていよすlプども、その田家載

略としてグリーンツーリズム、エコツーリズムを位四付けて、

観光収入としてGDPの邸を2010年には堡得するという

ことで．今ものすこいことになっています．

令7徽人位の中田人が脈1うをしているとさわれています．

そして年収1.000万円を越える人が1.000万人いると呂わ

nています。 10年後はl 餡人だと言われていよす。その受

け血を、甲＜我々は九州から北海遥まで淫拐して、受けan

作りを急ぐべきさがないかと思いま;r.

アジアのr也双国でも紺同でも政府が霰近I綬光文化台J

というのをやってツーリズム産栞を国頭として推進してい

ますし、タイでもそうです。タイの大字には「エコツーリズ

ム学部」もできております。それに比ぺると、アジアの人達
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に比べると日本人はポケーっとしてるんですよね．

まぁそういうことですけれどもアジアのエネルギーも

受け入れるような形で、来年一緒1こどうぐしょう玉埠辺：テ

ーマにし／こ、例えばアジアでI~込I~が砂涙化する危限があ

ったり．熱帯雨林を曰尿にしたんだけれとその後がうまく

いかなかったりとかあって、 要するに「外貸をほぐンーリ

ズム」というのに対して猛烈に熱心なんで．そういう「庄官．
民J一体の．アジア煙携の国際シン記；ウ凶なんかを来年、

阿蘇でやりませんか．

その「丁始めJといってはアレですが庚l邸昨年、慰本大

学でr地殴速欣フォーラム」というのを作って「アジア連尻

のツーリズム」、「芦原を生かす」という国際シンポジウムを

やったんですよ．そういうことで中国翡田とはチャンネル

がありますし．タイとかもめり11<'17)ら足北環況省なんかで、

諏台や田土交通省にも呼び掛けて、今度やりませんか．

ヽJIJ I I 

いや、規授がだんだんと壮大になってまいりましたね．

日原の尚粒、草地の問證というのは、おそらく8本田内

ではかIJ-りマイノリティーといいますか、少数派の「課題Jと

いうことになりよすけれとも、,~にアジアの世界を兒てみ

た場合には．この資源というものとの関わりなくしては、新

しい忌昧での「殴光Jというんでしょうか、それはエコッーリ

ズムとかグ士ーンツーリズムとかつて孟うDでしぷ沈9れども、

もつと亘うならば「ウスァーナブル・ツー1Jズム」って言うん

ですかね、『拷況可能なツーリズム』ということに関連する

のかも知れませんが、そういう共通の課題をこのシンポジ

ウムから阻起できれば非常に面曰い勁きになるのではな

いでしょうか．

8本では、どうも1I1浬に対する取組みというのは日本政

府を週じてしか出来ないというような、何かそういうちょつ

と様が引けたような感じになっていふすけれども、今のロ

達は全然迫います。政府と同じようにNGO．こういう民問

の団体、あるいは一地万の自冶体が一緒になって.m連に

四摂、いろんな形で関わるということが出来るというよう

な体間になっていますから．そういうことの取組みをやっ

てみると新しい展望が同けるかも判りません

そしてまたそういう動きの中では、先程ありなした「ウー

キングホリデー」というこ紹介がありましたね、こういう勒

きというのは、今結構、九悩aりでも捌田の俣全のために

イギリス辺りからワーキンクホリープーーとやっCさて．8木

の「硼田ポランティア」と一緒に行動しているなんてことも

ありよすから、そういう「新しいi1i11さ」が出てくるかじ知れま

せんし、そこでまた怠見交換があnぱ今までとは迫っ

た「新しい動き」広士てくるかも90れないとほぁそういうこ

とでしょうね

今のような構想が出ましたが、田村さん．こういう5れを岡

かnてどういうふうな愁想をけたれますか。今のような、B'J

ぇ！よ世界の日原を持っている人達との話し合いの戟会が



日本で持たれるというようなことが今話されたんでりが、

こういう考え方についてどういうふうに忠われますか．

日村

ちょっと今のとこる．何て言いましょうか、ピンと．

小Ill
まめ今はとんなところでやっても［もんと通訳が勺き

ますので、いろんなところで話をすることが箇単にできる

とは思うんですけどね．

字佐見さんの万は今のような込を閲かれてどういうふう

に思ゎn不す1J‘•

〒佐貝

私年1こ硲回アジアに行かせていただいておりますが．

地域の産菜、特に後発地殴山閤部だとか、B本でいえば中

山閻地ですね、そういうところ、森なビが残っているところ

は「生物の多ほ性」ということでflとかそれをうまく観光

ビジネスに渠つけていけないかということ（こう貶常に問心を

持っている訳です．それも先程あったように関係省庁が非

常1こ搭し造めている、日本流でいえばインターJリターを

育てるだとか観光専門の学校を作るだとかをしている訳

ですね．

勿益それを文えるにはNCOの活勤が活発なんですね．

やはり従来のような曰境が劣悪な地ぽ条件不利地既だと

いわれる池辺で生かせる函源は「観光Jだと．それもやla

りh澱1生」を持つていなきゃいけない．それを経持笠理ウ

るのIJ、 NGOは一明的におチ伝いはでさるかも知れない
けれども、やはり長くお村蕊直拷回関するのIお回祝坊々

ですからね．地元の万々の記力も高め．そしてどうやって

門分達の生活と結び付けていくことが「親光につながるJ

のかということを一四庄命考スている訳ですね。だからと

うしても「そこに住んでいる人近の能力を扇める」というこ

とことをなくして、やはり持観的なソ··リズムは成り立たな

いと思ヌ荘すよ·
払、以而京私で．招市と日村の関係1こ悶する邸否をいる

んな人達と．私と、霰字者とですね、且史字者というんです

かねほ案史をやってらっしゃる力と一緒（こやったんです（ブ

ども、そのとさ（こlAが感勁したのは．日本の硯光は、これlさ

私自身の独断と碍兒なんですが、どうも曰本の碩光は「（お

吊の）切り売りJをしてきたんじゃないですかね．だからスト

ックぽ庁）をとんどん、とんどん減らしてしまってフロー直

れ流し）でやっCきたから．究塁邸はストックがなくなれ

ば経業が終わってしまう．どうもこれからは「生身」ですね．

〇原の中にある文化、そこに問わっている人還の生活みた

いなものをもう一度兒口していくことで新しい観光臼源を

作り上げていく、そこにNGOなどいろんな人を取り込んで

いく．そういう作法ですね．文化を見つめ国していく、ある
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いは作っていく．そういうことをもう一度「掘り起こすJとい

うことですね。そして「関わる」ということをどういう形で貝

体化するのかュ、ち乙とが大切ですねぶはいつも「既わりJ

というのが好きなんですね．言葉として。どう関わっていく

のか．そして冠り起こすということで9ね．やはり何十年、
閂世紀にわたつて培われた文化には、やはり見百うぺきf作
法」なり「英知」がある訳ですね•それを屈り起こしていくこ

とが、今砧遡1こなっているツーリズムをですね、卜可絞性があ

って．地忠D文化だとIJ'lt!域の方通汎1ろん切じで関われる．
まさに？1 世紀のひとコ可社会のあり万」みたいなものを

教えてくれるんじPぁはいかと思いまり。以上です。

小lll

そうですね。まぁそういう草原に腺わる人々の生活のあ
り万、臼原と一巨Cいっても固々の状況は璃分と迫うんだ

けどそういうものもわさ本えていくということ、切た互原と

いうものの独自の価緬というものをそこに見出していくと

いうことになりますと、それはただ単に「草原」という言菜

でくくるよりもr曰原又化」という言翠でくくった万がRい

のかも判0まビんね．そうしたぼ原又9じJ I~ついて国際的

に話し合いがでさるような場になればホントにいいだろうな

という、なんか亨が沸いてさますね

商憤さんの方から、今のようなほ想について何かこ京見

があれIt.

高屈

そうですね払の分科会は「生物多ほ性」が親点でしたが、

「生物多ほ性が観光行政と1ぶび付くJというのが実は誠外

国の今の親食というか新しい試みだと思うんですより。

これまでは「生物多桟性」というと何か学者郡のマスター

ペーション（自己漏定）で終わっていたようなところもある

んですけども。そうではなくて、もっとグローパルに兒たと

さには、今草原がおかれているのI芯、実は大滝さん（大湘

典筵、熊本大学非常勤潟師）がよくおっしゃるんです（ブど、

「瀕死の状感だとおっしゃるんで叩ね．で、瀦死の状起にリ

パテーフを貼ってもしょうがないんだと忠うんですふい

わゆる藷口をふさぐような例えばちょつとした火迫への

坦金提供とかですね、 まあは水も瀕死ですから屈杓月

の「凋助金制度」みたいなものですか、（洪水省関係者が）詔

もいませんからいいんですけどね、今日は（笑い）．そういう

ものはいわば伍口をIJ/(テープでふさぐようなもので、そ

うじやあなくて「鰭血されるもD」ではく5ゃあいけはい。そ

うなると人4れを生み出すとか、文化を生み出す、文化を発

見すること、あるいは技街を提供すること、その技術を為

虔化していくことも次の段餡で必要だと思うんですね

でも「編皿」でもやゴまり駄目なんだと思うんですよね．

「造llll」しないとえ針返らないといけないんじゃないかと忠

うんですね．そうなると寧業への展開だとか、ツーリズム
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を含むそうした在業セ輿す陪域尿只へと1かって行く、と．

そうした観点から草原をもう一度掟え匿して見るのも、ひ

とつの手ではないかという気がするんです19ども、すみま

せん、いらんことを言ってしまいました。

収Il

いや、非常に人切な視点だと思いますね．

土さに「今、草原で何をするぺきかJという、必要なこと

というのをですねまさに瀕死の状態になってるんだから、

向かリパテーブのようなもので傷口をふさぐような形でや

ったってそnrこlプでは済まない．もう少し「体力Jを戻しCゆく、

f造血作用」よであるようなプログラムを考えていかなけれ

ばならない•そうなってくるとそこには「人材の育成Jとい

う問題もあるだろうし、これは餞家で言えばf後継呑問題！

ということになるかむ判りませんね．逢組岩がいなければ

新しい菜村の住民をとうやって作り出すかということでし

ょうし、室原に将りる人固が少なくなってさたとい切であ

ni繹しい草只に関われるようなそういう知思と技をl~

った人逗をどう育成していくかということでもあろうかと

思いますね．更にその人通に対して新しい生き万だとか！夏

術だとか、そういうことを如阿にして投けていくか、あるい

は新しい90忠というものを作り出していくかということで

もなければならはいでしょうしそれらが今のtt会では経

済の仕組みに棗つからなさゃいけない灰ですね．お金が掛

かる訳ですから、お金がそれに伴って回るような仕組みを

どうやって作っていくのかこの辺以Dことを頁剣に考えて

みる必要が出てきた。いうならば「室原をピジネスチャン

スとして考える」ということがでさるような条件をとうやっ

て控えていくのかというのが非常に大切なことになってき

ているという問醤祖起は、これは恐らくr次のシンポジウム」

、あるいは「永遠のシンポジつム」かも判りません。みんな

でそのことについての知想を交換していかなければなら

ないんじゃないかなというふうに思います。

それでは、もう時問が迫って参りmしたので．ここら辺り

で「まとめ」の方の話しになっていくと忠いますが、ますこ

nまでのところの話しに付いて、またひとつコメントをい

ただきたいと思います．どうかよろしくお願いします．

3l田

哭は「よとめ」にふさわしくないかも知れ江せんが、呈切

（こfムがこの秋百台とどんな関わりをlうつてきたかというこ

とについて5よつとお五させていただきたいと思います。

今朝の裏頭講演でもここ秋舌台には31li!年の自然の胚

史があり、そして人れ姐わっZ:2千年だとおっしやつてまし
”“° たねo 実la:私は55年、秋古台、杖芳洞とIIObりがあります．

私は今62歳でありますけれども、 7成のときにここに来た

ことがあります．それはどういうことかと言いますと．私の
..じ`’

母13防府（山n県防府市）の三田尻の出身で、ほ一の叔母
•• 

が萩（山口窯萩市）にいます。戟争が終わった年は煎理です
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けどe,．昭和21年には母設に追nられて三田尻（こ降りて．
•• c 

そして石田という防府の田含の方に行って、それから萩1こ
．，．｀に• 彎心●しと9

いもその問には秋古台．秋芳珂こ来た、というのが私の霞

初の旅だったと思うんですな

それからいるんな仕事の関係で、特に環曲TD仕事忍A

たし木したから、ここで目然公田大会があったとさ、初めて

室太子さまと消子さまがいらっしゃったというときには、も

う役人は辞めており否したか、その段取りをしたということ

でやって苓りました．

その後に戻13:私は朝曰カルチャーセンターで「目然（こ

聰<Jというツアーを片ってた訳です。こnは自分なりLエ

コツアーだと思っており雰すから、佐蕊さんのエコツーリズ

ムのお話しと非常にびったりとするんです（ブ1'\ども、それ

でここに来たことがあるんです。秋古台の野焼き（山焼き）

をテーマに．野俎きを担って、東如ヽら十数名迂れて、前巳

から泊つて．「さぁ封焼；；；だ」と想ったら函が餡って中止（こ

なりました•これlatt•15ないんで、『じやあ、かこうよjとい

うので．そこにいる山野日だとか均元の方々とー諸1ここの

台上を歩くことにしたんですね．そうしましたらドドッとイ

ノシシが7.8頭跳び出してきたんです。彼ら（東京bものッ

アー客）は（イノシシl.:l:じ合ったのは）皆初めてなんですね．で、

きっとこれ1戎焼きをしたらこのイノシシ1れとうやって逃lプ

たんだろうかと思いましたが、私も写真を撮りたいと忠つ

たんですが、やっぱりもうイノシシの万がlitるかに逃げ定が

速い。

で．そのときに思ったんですね．ェコツアーとかエコッ

ーリズムとか、私が企画をする時には、今北濁道に行って古
”’“` の中を歩くとか滋氷の上を歩くとか、あるいは四表怠lJ行

くとかっていう企画を組む訳ですが、実は本州でそういう

ツアーを組むというときにはどうすれ忠、＼いのかなという

ことを考えたんです．まぁ野埠きというテーマがあったか

ら良かったんですけれど·

ただ．来てみたら野焼きはなくて、じゃぁ台上を歩きまし

ょうということで歩いたときに訳なれた人はよく『こんな

所は碍々来る1ブど、 111で30分位で通り過ざたところだ』と

ぉっしゃる．「しかし歩いてみたら令まてt自分通の訊に

なかったものが随分発貝できますね。だってイノシシ貝た

の初めてですふjというふうになっていきます．

そうなっていったとさに戻は「自然というむ刀13:、新し

いものは．決して期待していたものに出合えなくても、そ

れに代わる9Jのものがちゃんと符ち構えている、そういう

ものが「自然」だと私は思ってるんですね．ですからそ汎＼

う自然に我々がどれだけ合せるか、自然がメッセー丸Jてく

れているもの、本来の躇れの霙台ではなくてもそれにチ

ャンネルを合せるのは我々なんです。人がチャンネルを合

せるしかないんです．白然の方は天気が悪1-Jれば孟が箔る

こともありま1t．そういうことを常に考えるということか実

はエコツーリズムなりエコツアー1ヰ次ばりだと思っています。

ですから私は駅をするときには、勿溝「時刻表」というの



は殴後の手段＆又必投なんですがその前rJ理科年表」が
やはり手放せはいんです。それは日の出が何的なのか、澤

であれr~允朝がいつなのか視の干潟がどうなっているのか、

というものの中でツアーというものを組み立てていくとい

うことが必即こなると思っているからです．

ですからこの秋吉台で、勿漏4月． b月の時期、あるいは夏

の吝々とした草際の只色もそれは頭記しいと思い不すが、

枯れ野であるときもまた索睛らしいと思います．そして頃

合によれば明曰火が放たれるかも知れないというとき、し

かしその火が竺で駄目になったときでもそれは「また采

年を狙おう」ということになると思うんですね。そのとさに、

とれだけ自然（こ刃して臼分の心が近寄っているかによって、

行ってみて「つ雰らなかったjと思うか、「また宋年挑辺しら」

と思うかというようなことが分かれるのかなぁ、というふう

に思い缶す。

こnr3今、先生のお話とは11lれたかも知れませんけど。

まぁみなさA,l:,I 秋石台が大切だ」あ乱＼l;J:げたがJにいJ

というふう1屯忍いでしょうし、佐藤先生1ことつての阿靭3、

秋i!,台のみなさんと同じ．あるいはそn以上かも氾れません◇

それぞnのところにあるものに、私通の方からいろんなチ

ャンネルを持って近付いて行くということが、私は大切だ
というふうに忠っていましてあまり「まとめ」にならないか

も知n,i_せんlプども、拗弁していたださたいと忠い不す。

小Ill

どうもありがとうこざいました•

豆田さんも随分と長い付き合いの中でこの秋舌台と触

れ合ってこられたということで、その中でのひとつのr知恵J

ですね、「理科年表」を片手に接するというというのが、エコ

ツーリズムのひとつの手法ではなしのかということですが、

この辺りからのいろいろな知恵ということになりますとぼ

たそれぞれの方応印和だと思います。

さて「まとめ」の時問になっておりますので心と言つつ

感想をいただいて、最後r~駁）万で締割もらせていたださ

ますが、それでは佐藤さんの方から0と言今曰のシンポ

ジウムに参加しての愁想を心と言でまとめてください．

碑

田村さんが馬とう1いて女笠の万が東つている写只すこ
• s,  

く心に富さましこ私は「火這切り」、「輯地9見き」を．f馬の追l

という形で使うといいんじゃないかと思います•もし、トラ

ックの遵として整偏することができなければ．男面の返と

して堅憤してもいいじゃ砥＼かと怠いま..

イギリスのトラスト選勁というのIJ．原点はエンクロージ

ャーとして1il1み込まれる牧草地を日氏が自か至がレジャー

をする権利のためにコモンズ（共存地）もしくは入会地と

して守ったという戟いの歴史でありまして、その中で20世

記の余暇文化．ツーリズムというものが花咲いた訳だし、コ
ルつreってそうですし．フットバスの散歩のワ万ーキングも
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そうです。私どもは日本においても祁市の人が自分の生さ

るかけがいのない空題として草原にアクセスする権利み

たいなものを受入ながら、共通の「道」として、歩いたり、男

に乗ったり．馬蚕で行ったり、自転田でとか．そういう形でい
.. 

つもそれがソーリズ以DJレートとして伎えQ形で頂叫T)<

切れるといいなめと思います．

,J,JII 
ありがとうこさいました．

馬がいた時代を思い返して現代既「馬の追」は又「火這J
を見直してみると、そこに新たな可能性があQ(/.)ではない

かというこ捉案でしたね．
それでは高橋さんの方から、今日のシンポジウムに0加

しての〇感想をお味いします．

寓橋

私l;J:竺油（こいよすので「笙笛と草原」というむが浅近
な存在としてある訳で、例えば秋占台のように観光のため

に火を入れる、あるいは桓物を守るために翠刈りをすると

いう餞点が新しい臣裡の万法として、9月繁に目に入るとい

うのは新鮮な思いがしています．

感じたことというか、先程お話したように「追血Jというこ

とを考えたときに：今までのような省庁から喋に絡りて地

元に隣りてくるというような「トッブダウンJのシステムでは

なくて、今度は地元の力堕が問われてくるだろうと思うん

ですよね．ですから地域振興策を逆手1;;.:って「ポトムアッフJ

のシステムにり滉して欲UAなという気がしまむで9D‘

ら逆に言えばそれだ1ブの訛力や人9れが必要だと思うので、

人材が誰ーじゃないかなという気がします。

それから生態という鵡点から言うと、三原がこれ程まで

少なくなったということは．ある登味では希少i酎目を冷つ

ている訳で造の「ビジネスチかノス」と考えてもいいんじ

やあないでしょうか。だから言わ1-3.．先程おっしゃったふう

にほ原文化」として、文化的な直産」のひとつでもある訳

ですから、法隆寺のように保全していくということも．決し

て市民権を得ないことでは砥9はみがいかなと思います．

たTc·その国」なり「データ」なり、「裏付lフ」をきちんとみん

なで出さなきゃいけないんだなとEl分でも思ってい;J:1'".

で、その「文化Jを守る..Lでは、生産によって守られる部

分もありますし．ツーリズムによって守られる邸分もあるだ

ろうし、ポランティアによって守られる部分もあると思うん

ですけど、干一ワードとして「｝甜続的な営理とか「持統的な

保全のあり万」ということが大事だつうと思うんでサ．でり

から泊産を口源として活用しようとしてもその白源を失う

ような生産や形懲でlil't坦だということですね．

豆原を持つ人湮や、曰原を持っている自治体．そこに住

む地元の人達にとっては、日原が森材に移ることも「至原

が環nる」ことだと私l;J:思います。勿謁生態字的に言った

らr森林の方がいい」という人もいらっしゃるでしょうが、
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「想いを持つている人送」にとってみれば、放四しC堅原が

森いになることは「五屎がlhれるJことと言ってもいいんじ

ゃないかと思っています。

IJU II 

そうですな室原を放溢するのも「日然競壊」の0とつと

して危概的にとらえ／こ方がいいのではないかという、非常

に日の痛いお話しだと思い江9.

やはり貝辺というものを持続的に活用し．守っていく。持

曲距な活用の仕万そういう1:,(1)を続けていくことが必

要ではないか。そのためには何よりも元す、「トッブタワン
/j式J C中央苔lf!J渭を考えているからそれを自分達のと

ころでどうするかというような慮立ちした請現」で1さなくて、

日分達の巧らしている地元から白分達の次の生活をどうし

ていくかということをきちんと考えて． rポトムアッフ型」で

いるいるな計囮などを委起していく．そういうrヵ」がこれ

からは必安なのではないかという、非常に根芯内なとこる

での問冦促起をいただいたと思います。

それじやあ字佐見さんの方から同じように愁想をお願い

し；；5

字任見

私l碑純に2つだけです．

ひとつ目は、私1ことつて稲作は非常に身近なものなんで

すが、草原1,1.、稲作、水田では味わえない成動を5えてくれ

るところです．私1ことって翠原とはそういうところであると

言うことです．

2つ目は、忘椙先生のおっしゃることと臣複すQかも知れ

ょ1:?んけれどもやはり今一度、杖汚町の方遥がどういうふ

うな形で秋古台、上（秋古白）と下（地元）が関わっているの

かを見つめ互して、自分達の地殴づくりの中で秋古台をど

う生かしていくのかというものを作り上げていかないとい

けないんじゃあないか．その上で「できか己とJとできない

こと」、す的土とどのよう困用わりを持つていくこと、作

り上げていくことが草原、あるいは草原文化というものを

もう一度「21世紀型」として作立mして、22世紀につないで

いけるのかという．そういう社大なピジョンを「遊び心」が出

発点でもいいかも知れませんけれどもやってみふそして

その中でどういうことがでさるのか、雄とどういうことがで

さるのかということを貝体化していくことそれがやはり大

切ではないでしょうか．

今回｀いろんな方とお会いできていろんな思いを持つ

ておられることを肥くことができて非常にこのシンポジウ

ムは私1ことってか）激的でした•また今後もこういうような

慾勁を味わえるふうな場に来ることが出来るふう念じてい

ます•以上です。

小IIl 

はいdのがとうこさいました。
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先佐藤さ凡刀こ紹介になった山焼さ体抜をした人の

言菜の中にも、「ワクワク」．「ドキキJ、「ハラハラ」、 r突快」

というような言菜がありましたが、去さに磁作歴案の現場

では得られないような感動が章原では得られるんだとい

うところがこれは「（m緬」としてもっと内容を深めてみる必

要があるかも知れませんなまたそういうものをどうやっ

て大寧1こしていくかというところをもう一度みんなで一絡

に考えてみようというこ虔案だと忠います·

それじゃ成丑村さんの方から、よろしくお陳いします．

田村

この囁で矢礼かとも思いますが私が考えておぶことなり、

お願いということをひとこと

この湯には央頭J、秋芳町の両町反様方、あるいは議会

の万がおられると思うんですが互刈りはどうしても山足

きはどうしても止めることができません。それかといって

私共もこうした扁齢化町代で叩から、集落でいうと私のと

ころは28口あり＊すが、その3が戎は高齢者のI!!舟です。

そして戻束町良さんと秋万町艮さんにお願いなんですが、

（毎ff2月の）第3日ぼが日焼きです咽9日がですね•これが

而が降ると第4Fl匹になる訳です。それが雨が降ると日延

ベ0彫出しC平日芙鹿）1こなるんですなこういうことがよく

ありよす。そこで弘共の後謎廿、若い人は昔と達ってみん

な勁めをi3つておる訳です．払逗の関代1さみな腹菜を継

いでおったので後梃者がおり否したが払もせがれがあ'fJま

すが（平8実証だと共同作業に）私しか出られん（出る舌がい

ない）訳ですね．月躍（平日）は至い者が（山燐きにのために

仕甲を）休むことが困煎なんですよ。そうつると校をつい

てでも（秋お台に）上がらなI9nIJ:t,sらないことになる訳です。

そこでボランティアとか、執行郎というか役湯というか；n

防害というかの手伝いが欲しい訳です。ですからひとゴD

願しU3、賽38瑶、第4B瑶という、（山燒きの実施日は）日曜

日をかたとるような月法にしていただくと、払ほいいんで

ははかろうかと思うのが0とつです．

それとさっき馬のことを言われたけど、私は小さいとさ

からすっと、爺ちゃんのその町頃から隣積用の馬、今の世

と沼ってみな畜産で耕転しておったんですから．こnに食

ゎける釦を刈りにお父さんと（馬を）返れて（秋己台に）ト

がつており注した．私がそういう閲保で草刈りは、苗の邑築

で宮えは両等科(9B制の画等小学校）の穎からやっておりま

した．そして青年学校を卒業した頃1こr草刈り競技会」があ

りまして、小さいときからやっておるから自分の目慢のよ

うなけど．技面がある．いくらか叩いておる沢で．だから百

年団即釘（阜刈り）娯技があるが、あなた出て＜nんか」と

言りれたときに．まぁ白分の鈷強のために出たことが昭和

22.3年頃だったと思うんです。

それで昭和35.6年頃になって（農棠が）複械伯こなりまし

たしそして食料もたっぶりあるようになりましたので．秋

占台まで行かなくても·8lんぽでさえも休荘が始まったよ



うな的代ですかる、そういうような馬で速ぷようなことが必

要なくなったから．祖として阿かこれを伎おうと忠つて観

光尼l11を邸＼立った訳です。ですがまだ不慣れでこざいま

すから阿蘇山とか烏取砂丘とか1JI豆島とか、研修と言った

らいいですか、見に行って姶まったのが昭和37年で'§'.

そうしたところが始め頃は、さっき宮ったように天然記

念需又化財でリから、ここに弔をつr,Jいたちいけないとか．

ここを通ったら（道が）ほげる（穴があく、壊れる）とかいうよ

うな問題があった訳です。でもそれをなんとかして．秋舌

台の難で召らす召としてなんとか頑張ってやった。（秋

吉台と）私這の一番の命のつながりはやはり採日でしたな

でも涵ぷことも出来なくなった（組や肥料として利月 9 る

ことがなくなった）し、（昭和）35.6年になると化学9B料が出

来＆したから楽に（艘茶が）出来るようになった訳ですね．

だからば澤への）馬の利用をあきらめて、そういうことで

始めたのが観光馬甲でv.

（当初）そこに36人おりまして、その中で私がまあおいモ

ン（者）でした•そして一訊年まで若さが統いておりなした
ので読けておりましたが、辞めて親在は馬も用事もおりま

せんo残念です．

その観光を活かしたいのが私ですけれども、（観光需申

の万も後組若がいなくて）若い者にいるいる笞茉して、 6]

長さんからも『とうn峨けて<nJというち槃も与わました·

でもねえ、大きい力がある動物ですから、そういう力がある

動物を扱いさる人でないと，お客さんは荼人ですから「も

しか」というようなことがあるといけませんから、扱いきれ

るような技珈jがないとできないからなかなか『ハイ観光

馬をやりましょう」ということにならないですな

そういうことで引から、なんとか、今日は『山視さ（シン、K

ジウム）Jということですから、先程に戻りますけど．笑束B1J

の町長さんと松芳町のB1J長さんと考えていただいて、出来

ることでしたら日昭日に．避くなっでら日紺日に、四焼きを）

していただくと私も猛せるがと忠う訳です．この岩でご屯

礼でりけど。ハイ、以上です．

1J1J11 

はい3ありがとうこでいました．非常に只体四切冥な思

いが五らnましたけども．

いすれにしてもこういうところで出てきた「諌趨」とい

うのはそれぞれ只体的に柑決していかなければならない

ことがたくさんあります•それと問時に、やはり全体として、

こういう草原をどうするか、あるいは翠原を守るひとつの

技術としての山煉きというものをどういう形で持紐できる

のか。もし持紐できないとしたら、一にそnの代替茶はど

ういう形で展開すればいいのか．磁原の全体を守ることが

でさるのか、その中ではゾーンニンクをして観光用に見ビ

る草原、あるいは技術的に代苔案を考える草原、あるいは

A然といいますか．それに任ビたままで森林化することも

やむなしとする互原，そういう．「ゾーンニング」と亘います
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けれとも、地区を分1フて営涅するこということも必要にl,J

つてくるのかも知れません。

また、実際にはまだ、そこにはほ々な権利関係というも

匹双すから、自寧麒応あ砿峰わらす．ぼ々

な規制の中でそれを活用でき如こいて，負担だけが来ると

いうことに刃す令不潟というものがうつせきりるというこ

とになれば氾央としてみれば、せつかく田定公困というふ

うに、「沿用しながら多くの人々にその公回としての戦院を

戻供する」という既念そのものが崩れてしまいます．梧々

な意味でこの「草原Jというものが持っているテーマという

のは、21世紀．どれもこれも逃してはならない醤咬な哀琺

rころうと思いまり。
今日のこの話し合いの中では、「ま如担a原Jというふう

に言うのではなくて．草原と人喝の関わりという「草原文化l

としてもう一虞印孔てみよ又わ広凡わ‘・蛛て租々別々

に考えられていた観9l科字の中での至原のとらえ方では

なくて．できればぽ環学」といっrこようなことを構築する

ことも必要ではないか．ただII.IIこl・ビジョンを船<Jという

時代を超えて、次の「行動を起さなければならない」という

ことになると． r草原に関わる作法Jというものをもう少し

明面に躍立していく必要があるのではないか。こういった

テーマは恐らくこの日本の中では3E常に希少lilli値になっ

た年原を守っている自治体の共通の課躇ではあるかも知

れませんがこの地方の口治体がむし刃碑的に．こういう

曰原の旧燐計画」というものを立てて、その「ほ境計画jを

もって国の省庁と逗り合う必要があるのではないか．そう

いう念駅では国の省庁に対して一緒にこの問国に付いて

考えてもらえるようなrttllilプJ、めるいは「現翠」と言うも

のを求めていくということが必要ではないか、という話も

ありました。そして出来待れば来年度、ポランティアの話が

今仔は出ましたが、「ポランティア国際年」としてはふさわし

い会になりましたが来年1a.r工つツーリズム」の国録年と

邑うことになっていますから、それをきつかけにして出来れ

ば「世界の口原エコツーリズムシンポJ、もし規揆を小さく

するとしても四召的な観点から同じような関心を持つてい

るアジアのr草原文化田瞭フォーラム」と芝ったようなもの

を提起することが良いの四れないか。かなりいろいるなア

イデアが出て、どれもこれも検討に姐する捉案てあったか

と思いまがこれは国頭にあった応本先生からの問超畏起

に十分に応え得るディスカッションもでさたのではないか

と思っております．

非常に熱心な3吐員をしていただきましたパネリス区m万々、

そして有惹和Jコメントをつけて下さいました瀬田さんに、

旧手をもつてこの会を締め姑りたいと思います。どうもあ

りがとうこざいました•

司会

ありがとうこさいました．

大変熱心な 1時間50分le渡るこ討為、お疲nのことと思



シンポジウム

います．秋吉台bらアジアが、そして21世紀が見える．大変

哭りのあるシンポジウムr~なったと忠いよす。今一度大さ

な拍チをお送り下さい。ありがとうこざいました·
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それでは0雑間がないりなしたので『全国山焼きサミット

in/人古白Jを始めさせていただきます．

ます今回のサミットヘの参加召のみなさまのこ紹介をい

たします。北漏道IJ＼涵水町からは町畏代理で企illi進行課
●べし”“屯 贄 9 ｫ90 匹● • 0•9 

長の阿郎潤一様．奈皮票曽網村からは防没の平田四嗚o
“・た • ｀1,．→●し

烏からは1!1畏代理で観光西工課艮の松村淳冥様。
C 費99 霞• <c•9•9 

山口県笑祢市からは助役の小↑知夫知大分喋久住町か
..eぇ0んヽ"’ "• 

らは町巨代理で商工観光課民のJII瓜田一1私宮崎啜忠問
・ベ”介事 鼻た，．9 9 

市からは市艮の野辺修光ほ．山〇哄天東町から（出町長の
しや▼999 と し●っ·99•9

渇水武人騒．山□哄秋芳lilJから(a1fJ長の王葎伍始。以上
のみなc!il:Iこよりまして熱心なこ討議をいただこうと思い

ます。本サミットの紐良は地元秋万町長の且IJ礼昭様にお

駁いいたします。よろしくお願いいたします•

J:"J 
それ曰3只今、司会の力からこ后名をいただきよしたので．

慣例に紐いまして、お許しをいただきまして、本サミットの

議長の大役を勤めさせていただきたいと思い去す．ぃす

れ不咽れでこざいまでし．こうした経験もこさいませんこ

参会の貨ほ方のこ滋力をいただきまして．限られた時問で

はありま9が、索睛らしいサミットになりま9よう、よるしく

お願い中し上lプす．

本日は先程来お話がこざいますように、北は北海追、；；；

は九州から.8つの市町村の代表の方にきていただきました•

草原を取り蓄く問涵に付きましては先ぼ、我が町の博吻筵

ほ1)＇ば紐潤演」で甲しましたように、＆めて臣原を取り巻

く哀j印は厳しい曰境にある訳でありま土地域地域でそn

ぞれの実1百も貝なりますし、それなりに「諜翠もお括ちに

というふうに思っておる訳であります．

今回のウミットは数えまして第4回ということになると思

っております•第1回は大分県の久住町で催されました．で．

．―-.-刃雷!2001
5-'/_ーミ—ーットin 杖き台

その後大田市さん、そして小活水町、とまあこういう形で

今回ここの哭東町．秋万町でこういう会を持つことになっ

た訳であります。今まではこのシンポジつムにあがいは七

のサミットに付註しても「野克さ」という．あるいは「草原」

という言栞でありましたけれども、今回1;にサミットに付さ

ましては．秋己台を取りをくこういう行甲等々はf山況き」と．

まあこういう呼び万で永く伝わっておりますので、あえて今

@I；；『山焼きサミットJとまあこういうことでお1JJiいをして

いる訳でめりま·g•。その辺1...付きましては、どうぞよろしく

お願いを申し上げたいと思いよv.

先程来申し上げましたように草原を取りをく迫埓は農1月．

あるいは社会閑現呼々の変化によって、大変変わってまい

りました。これをまあどのように今後維持百理をするのか、

あるいは現はどうなっておるのか、本8こ苓会の皆棧等々

如発表いただきまして．そして後ほとできますならば、共

涵森霞のc,;;:言」というところなでこ協力をいただけれぱ

大変ありがたいというふうに思っておる訳であります•従っ

てまあ大変あの恐縮"C13こ迅9ますが．院固も限られてお

りますので．ょぁ5分程度で名市町村の実ほに付き即して．

92 



ml!flなり現状なり、また符央の検；荘甜瞑々があればC

箕表をいただくと大変ありがたいというふうに思っており

ます•lil:なはだ天l，ではごさいま9が、私の万でこ指名を

申し上げさしていたださたいと忠いまがので、よろしくお

願いを申し上げたいと思いまll.
それでは葬年第3郡m草原サミットを天施されました、

ミ 9・ル＊，．．

北涌道の小沼水町さんからお願いができたら大変ありが
たいと思います．ょろしくお願いします．

阿もう
'`..  ̀49 

小涌水町の阿郎でこでい王す。ますもって昨年六月に、
私共のところで第3回目のシンポジウムを開餡させていた

だきまして、全国各地から大勢の方にいらしゃっていただ

きましたこと、心よりお礼を甲し上lガこしと忠います。また

ふ日は11J長がどうしても湿れられない用務ぶ文いまして

出席でさなかったこと、お詫びを申し上げたいと思います。

さて払共の野焼さの関係でこさいますけれども、r倹産
元ら」というところで、謁走国定公はの中の一部分でごさ

99 • 9 

いますが、砂丘のとこる、それと渭沸湖という湖がこさいよ

して、そのオホーツク渇と濤沸鴻に挟零れた砂丘地帯が原

主花回となってこ迅1ます．これらの（立石oo係に付き＊し

ては、ま、ロビーの万にパンフレット寄こざいますので、こ覧
いただきたいと思います．

さて野焼きでこ•さいますけれども実は昭和50年頃から

私共のほ王花目百万人近くの観光客の万にお見えになっ

ていただいてこざいましたけれども、放牧を中止した、そ
・れ亀ヨ

れから戻lなむあ、そこのところに9II隕本椋というJRの路

親がこさいますが、そこのところで頑気餞関軍が院止にな

りましてディーゼル謎固翌1こなったというようなことで．ま

頻発しておりましたげ火」がなくなってしまったと．こうい

うようないるんな状況が至なりまして、あの一、既存の花々、

エゾスカシュリ、エ‘.)キスゲ、ハマナス、そnからセンダイ

ハギ等大変哀退していったと、こういうような状況が顆否

になってまいりました。そういうようなことから本町では、

昭和58年からですね、あの本町紐目で63年まで野煉さ、こ

れは湖印セした訳でこさいますけnども、学面的な、ま、潤

査の不足というようなことむこざいまして、「野煉さをした

からどうなった」というようなことについても実際は判らな

かったというのが現冥でこさいます．ただ．平成2年から北

溝道の万が中心となりまして、払共も入りまして．対策協湛

会を設正していただきまして、その中で、本年まですつと

野焼きを郎分的に．いっぺんにする訳じゃなくて、地峨を分

けながら野煉さを続けてきたところでこざいます•

まあ．その成果等については、いろいろなものが回痘し

てきたということもこざいま...しまた新たに問題も牛じ

てきたという部分もこさいます。野焼きをすることにより

字しているんな形で復活してきた花々が多くあります。そ

の反面、実はみめ、ネナシカズラというような寄生ti!i窃がこ

さいまして、これは野焼きすることによって逆に発芽が促

93 

サミット

造さnて、四古1こなるという現実も出てまいりました•こう

いうような問践点も唄在こさいますlフれども、相対的（とは

野焼さをすることによりまして、花々がある程度復活をし

てさた、 rこれは狛り強くやっていかなさゃならない」という

ように考えてこ迅ヽます．

ここで研究も行われてこざいまして、現在北塁字は大字
＇しい C9`”’

の教授でこさいます辻井湮ー先生、それから不8お見え
9 ば

如さいますけれども＆旱大字の澤田笞海士、それか
・し'""ら北海道大学の冨J:81裕〒先生が一生懇命研究をしてい

たたいてこざいます。その成果等についても至汗触れさ

せていただきたいと思いますけれどもまその研究の中

からや1なり5年サイクルぐらいで野焼きをしていくことが一

苗良いんではないかというような万向性が括干見えてま

いりました•その原因、あの状況という11){さ、毎年毎年、野

焼さをしておりますと．花の数が減ったり．それから．ま、発
芽できなくなったりというような状況もでます． 5年サイク

ルぐ込＼が遣当なのかなというような．今現在万同性が見

えてきてこさいま'9.

それから私共のところ．先程由し上げましたように、昭和

33年に国定公園に指定されて以来、ま大変多くのIll光客

の方にいらしゃっていただいておりますが、現在策定中で

こざいます、第4次総合計画の中でも、私共の11J.「自然と共

牛百る町を閂指します」というようなことで、それを大きな

目棟（こ括lプて、訂つくりを選めようと、こういうことでこさ

ぃ求す。そういうような忌味でも．大変原生花困の野燒さ

とい初lo:豆要な四且になっておるところでこさいます。

また、私共のところの今後の大きな祖醤といたしまして．

先程来お話がこさいましたように、野焼きは行政．それから

関係椙1l!1が中心になってhっております1プnども今後ボ

ランティアの方々をどのように巻き込んで1iJ全体でやっ

ていくかということも大さな諫躁だとこのように思ってお

ります。また野焼きばかりではなく、私共、今年は遠時期

に「叛き取り」って三うんでしょうか．先租甲し上げましたネ

ナシカズラを採ってしまうだとかえれから、アメリカオニ
アサミという姐物がこざいまりが、これも追的期に抜き取

りもUて行いながら、植生の回復保仝を図っていさたい、

このように考えておるところで匹如まir.

大変あの短い時筒で、舌足らすでこざいましたけれども、

そのような取り組みを今後ともますます頑慎つてやってい

きたいと、こういうことを制し上げまして、閉単で（aこざい

ます1941ともり獄の報古とさせていただきたいと思います。

ありがとうこざいました．

上利

どうも小泊水さんありがとうこざいました。そnでは奈
• <.. 

良喋の笞瑚円さん底られたままで結構ですからよろしく

お願いしよす．



サミット

平田

厩ったままで失礼いたします。奈良県からやってまいり

ました．この山況きサミットに付さましては今巳初のての

歩）nでこさいま9。そういうことでこぶいますので．山燐さ

の呪状、そnからあとのほ籍とかも踏よえなす前に、少し

だけ払たちの村の口伝もさせていただきたいと思います。
'`‘^ 奈艮只臼爾村といいましてかなりまあ「そ1こJと読んで

いただくことが少ない訳なんです。位ご的には奈良哄のほ

ぽ一央部から束のhへ上がり雰して．三亜察との燐ICめる
9ぷゎー・“^”

小さな村でこざいま"••A邸分が室生赤日百山国定公口
の中にこ迅ほして、村の面ffllよ47.84平万キロメートルと

いう小さな村でこざいます．召のデ生火山訂の旧火の後

で落ち込みました涅み1こできた村でこさいますから．9柑玩
帥埋の山々が鳩りを囲んでおります。そういう山S美と．そ

れから、これらから中し上げますぽ嘩l為京」、こういう中で

の自然の塁かな吋ということでこさいます。人口は2,470

人ほどでこさいまして、世呂穀800ほどの村でこさいます。

気候的には内陸的；；；候でこざいますけれども、ま51は涼

しく冬IJ.liiiしいということでこでいま百．

続さよして苫碗高原のことでこさいますけれども芦阻

高屎という名前は、かなり2あ、近畿圏の方で1お知っていた

だいているとは思いますけども6：国的には珀名度は薄い

双ではこさいますけども．一帯全てススキが目生しており

工9• 以前は牧場なり、また栢林プームの時には碩林をさ

れた、ということであった訳なんです（プども、今現在は、余

良柴に、咀有地となっておりましてそして奈良票の委託を

受けながら、苫用村の村人で山焼きを行っているというこ

とでこかます。煤<iiliffilぷこの秋古台に比ふ物がない澤

と少ない訳でこごいまVI9ども、面吊としましては348.68

O＊方メートル。ですから｀約35町歩というほどの曲泊でこ·
さい木9 ．参考本でに山9見さにかかり＊り部分の金額的な

ものに付きよしては120万9；；どの金額を計上して、そして

山焼きを行っております•

どういうような山焼きをやっておるかということでこざ

います99どもこの山説きに付き因してはウチの村には9つ

の集溢がこさいよして芦悶高原のある某恣砕の力々が

共同体でやっていただいておるということでこざいま..

約60戸の方々が「出あい」という形をとりまして、そして苔

から山焼さをやっていただいております．どんなi乍茨をと

いうことに付きましては、まあ他の町村も同じだと思うん

ですりとも、ます始めに9月のド旬から10月の上旬ぐらい
｀心9 • 

にr燐切刈り」というものを行います。これは防火ほを遷保

するためでこざいます。悶団に植林した山林がこざいます

のでそこに飛0火をしないということのために防火糠を

作るまで焼き切り刈りを行います．それを行った後、次に

は「焼切焼き lと甲しまして｀これは10月から1}月に防火魏

iこ））Jりよしたカヤを焼ささつてしまうと、そういうような作

架を行います。そして殿後に通常「山焼さ」を行う訳でこさ

います．ま時期的には3月の下旬を予定してやっておる訳

.,.悶'9製犠9屈J
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ですけども、なにぷんにも天候が圧右しますので、なかな

かその曰rこできないというようなことなんです。けれどb、

大体3月の下句IJも4月の始め1こ焼いてしまうとことです．

これに付きましては娑落の万60軒で． 100人程出ていただ

きまして．そして安全を確保しながら、ます防火際の方を

煉いてしまいます。そしてその後内側から、ます尾根のカ

から、上の方から焼いていさます。そして頃合いを見計ら

いまして、下の方から一気に焼いてしまうというという作寒

を行います．ですからタイミングが非常に蛭しいし．危ない

作要で，，し、生えているのが全てススキ．ウチらの万で

1ぶ「カャ」とか言うんですが、それで，，0)でかなりのまめ｀

火が炎となって回をmいて天空（こ昇っていくということで

こ迅ヽます．明11l1は大体、3月の下句の日臨B<'.Sいに行い

まして、 10時半から大体澤問くらいで況ききってしまうと

いうような状態です。

今現在君渭潟原も．ススキが目生しておる訳であります

1ブども旦近l;J./＼ギがたくさん生えてきまして可刈る」と

いうことにいたしよしてもぶた「山焼さ」をいたし印しても、

やはり根が、呈が残ってしまいます．そんな関係で、その部

分に付きまして、まあ抜ききってしまおうということで．平

蔽13年の予口といたしましては、いくらかの、I＼ギを抜い

てしよって．ススキ1.:1プを残していこうというようなことで

予mを計上しております。また、その部分に付きましては、

ウチの村と頃しては、その地域に旧］立国雨少年自然の家」

というのがこ迅9まして．i(iの乗り入れ等に付きましては、

禁止をさせていただいておりますので，そのま点の形でや

っていきたいと思っております。

なにようにも、哲からこの山焼さ16、村の方々が伝えて、

そして残していただいて、毎年哭U,1ススキを残していた

だいております．村としましても、やはりこれを守って、そし

てまた後世に伝えていくというようなことで考えております．

またいろんなこ忘見をいただきたいと思いますけども薗

卑ですけども、雑らなりをとせていたださました。失礼し

よした。
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醤爾村さんどうもありがとうこざいました。それでは第
”爬

＠国）山焼きサミットを開催されまし/;;J訳む却刃呻市さん．

よるしくお聞いします．

松村
’^” S根限大田市からまいりました松村でこ迅ヽます．よろ

e～ベ

しく改遍いします．あの烏恨県の大dl市には「三瓶山Jとい

う山がめりまして，そこが翠原棗親が芙しいということで、

昭和38年に国立公図に指定されたという経過をHってい

るエリアでこざいます·

で、私が．商工観光課の人筒がこうして代翌でまいりまし

たのは、実は今年度． r新観光ぶ直」の策定ということを行

っておりまして、と言いますのもここ数年、私共の大田m
90贔噂攣

ではこの三瓶山エリアと石見銀山という飢年の11月に世

界遺産翌録の1!!i定リストに入りました場所がこさいます．

これは150呻代から江戸詩代の1600年代の始めにか

けて、組を産出した塩所でこ迅ぼして、その脊出された

場所が大田rhの大森という町のr佐庄」という土地だった

砂ですから．それが淘外に出ますとrノマ鐙」というふうに、

記構その民3代にはコーロッパ辺3で「ソマ銀と呼ばnrこ銀
を大墜に出したところであります．その銀によって．秀吉は

大飯屈を作り．そして~111\1府の初廂3その財源を石見銀

山で支えたとも言われております．

でりがそうした「観光」という産業が旦近衰退しており

まして、と甲しますのI~パスが減ってきたということが

一つの要因．それから観光行動が変わってまいりまして、と

いうことは当然消在行勁固変わる沢でありまして．そのこ

とに対応ができないということで、入込み客が渾ってきて

おります。それを向こう10年臨、なんとか建て匿したいと

いうことで、この 1年、今日ここにも参加していただいてお
＇』9●し●●ご

ります「ほと水の遅に会議」の高儡来子さんにも加わって

いただいておりますが． 12名のメンパーによる委貝会で対

応協頭していただいております．で．2月の末1叩その吝

甲召を作威する訳でありますlプども．こnまで9回溢議を

里ねてまいりまして、通百し字すと多分35時11ll＜らいを、論

議を亘ねて訊＼りました。で、その委只構成というのほ、多

くの潟合．関係団体の民を集めた構成1こなる訳であります

1ブども．この12名の委月la3そうした団体の回ユ入れないと．

そして向こう 10年関の消凶行動をする中心1!!代になる人

還の、いろんな名はの人を入れましょうということで、 12名

の年の平均年齢が45歳でありよすから、まあ苔い委員会で．

非常に面白い謡績をlliねてまいりましました．その中でや

はり．払共のほえておるコ肝円原の百原エリアというものは，

温泉よりも、ます玉の英しさというのが先だろうと、日本
•• --、." 

人は沼泉が好さです（プども温泉は島根県には「干洒温泉J
というネームパリューのいい、あちらに人が流nる温泉が

ありまして、やはり拿尿から売っていこうという譲議を続け

てまいりました．
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で．山焼きというのは 1989年から実節しておりますけ

どもその広さというのは三瓶問原の面肱草原が150ヘ
9し●●

クタールに増えてきたのでありよすが、「西の原」という塩

所で野焼さは今50ヘクタールくらいです。で、ここのポラ

ンティアの方々もぢ加されていますがこの山焼きも観光

素材にしようではないかということで、その穀元素材とし

て取り扱っていこうとい去磁通を起こしてきてお広Eす•r,rt、

従来から山焼さを9る関係者．lTi役所でいえば袋U課lさ．

非常に危険だからそれはやめてくれ、というのが従来の立

塩だったんでありますが、その山焼き、野凩きも芭運をき

ちんとすれば十分に観光素材として考えられるんではな

いかといったことで．そのことによって「至原の面白さJと

いうもののすそ野知広げたいという雰玩合いもこぶほ11.

この卒原というのが、皆さん万こ承知のように人、放牧

や野底をしないとどんどんその狭められていくというの3、

実は私、ついここ1.2年の問に教えてもらった訳でありまして、

ここにお集まりの舌さんからすればとんでもないド索人が

ここに出てきて話をしておる訳℃ありまして、ただ．その野

燒さが行われた、あるいは放牧をとれておる場所lこ．111-年

は中学生が生活体駿といいますか、しもいろな戟湯に出向

いていって2日間ほど哀習をするカリキュラムが取り入れ

られまして．中学生のグルーフが石貝蜘Uでありますとか

この三瓶亘原の西原1こまいりましこそこで、今日この発

表会でも出ておいでになりますが河＂さんという力の奥
とんと高橋さん1こ紐師になっていただいて、中学生に□原

を案内してもらいました。そうしましたらもちろん牛の斑

があって、草原が．それこそカヤで覆ゎnていたものが．3

年目、4年目になるとこんなにきれいになって，野至が新た

に出てきている．その実情をつぷさに見てもらって、その

ことを中学生は大変吾んでいたと忠います。で、中学生以

上に私も非常にそこのことが面白くて、あ、これは本当に、

あの、牛の簡きというものを利用、活用しながら、甲原の繕

給をするのは非常に面白いものなんだなあと改のて知る

ことができました。
そ5(,\う経緯から、こうした「草原サミット』があるから出

てこないかとうことで応じた経週もこさいますけれども．

山焼きをする、そして牛が放されて、そこに可愛い草花が

咲いていく．そうした姿といシmをより多くの人あ忍Aは

より多くの子供たちに捏供するのは非常に同日い繁材に

なるのではないかなということを螂シており却して、そうし

たことを含めてこのサミットにも捻加させていたださました·

そういう立場で今後の観光振費にも活かしていさたいと

いうことで．ま、四臨をさせていただきます．以上でこさ

いま..

上ぷlj

大田市さん、どうもありがと去さいました。それでは山. " 
口魚天祢市さん、どうぞ．
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小竹

秋芳町さんとは隣．まあ叫えきでこさいますが、丙隣の

町の元森市でこ‘ざいます。先す私共のmの紹介を少しさ
せていただきますと、市の中心を川が流れておりまして、

束半分は秋芳町さん側でt,こざいまりが｀これは石灰岩地

帯でこ、さいます．西半分は石炭地帯でこざいまして、元々

その石炭を忌出するということで発達した街でこでいまして、
．夷9.``

この石炭がr無煙炭」という、煤やしても煙が出ない炭でこ

さいま9lプども明治38年のB露蝦争で船1こ伎われて井

常に石躍したということから、国が力をいnて鉄迫もひかn、

炭を且出したというとこるでこざいます。ま、昭即0年代

（こ燃内革命．石炭から石油に変わりましたもので9から哀

退をいたしまして、当時徒妻費3.000人から4.IXX)人琢族

をあわせて12.00lの人口が一挙におられなくはったと、退

疎になったというところでこ迅ヽ不す．呪在は石灰岩を経

出しており在すのでセメント原料としてほ掘して、セメン

ト工場が稼的して薩案の中心となっておるとこるでこ迅ヽ

ます．

元程の上利IJ長さんの山焼きのお話しでこさいますが、

北紐きではこさいませんIJれども．下が大理石の地切で、

r於蘊8」というところで以前l迎山焼ビをやっておりました
けれとも、殿後開拓団の入梱地として悶拓されまして、現

在l;J:i梨の生産をしておられるというところがこさいます．

ま乱虞田こコAてはその程虞のことでこさいますけ几虫｀

いす柑こいたしましても隣接してわつよす山は、地下唄

涼）の方が巴くて木の方は、まぁ全然金1こならないという況

在でこざいますので、地下に理まっております石灰岩の万

が有効に利用されるという土地柄でこざいます。遷近

は「石炭に変わる産案jということで（企業）誘致を盛んに政

しておりよすけれども現在の情努ではなかなかうまく回

らない、苦諜しているところでこ改'l,\客す•以上でこ迅涼す。

上利

はい．どうもありがとうこさいました•それでは第1＠目

の r即卑きウミット』を諒恒されました大分熙刀父荏筍さん、
お願し\l,\たしま9.

Jl1越

大分恨の第1回目の大会を開催させていただきました、

大分喫の久住町から蓉りましたIll越と甲しまり。本Bl;r.ヽ

名ほと参加させていただいております。本日は、このr野規

ざサミット」といいますか、この大会の次付げ＆で砂うま

したウ穴呻田理事が急濾来れなくなりまして、私、リリー

つといいますか、全然プルベスこもいませんでしたし．屑慣

らしもしていないのにいきなりリリーフということでこさ

いますが、何とかこ雑日を致したいと思いますよろしくお

願いいたします．

不す第1回目でお見えになった万Iさこ存知かと忠いますが、

久住町がどういうところなのかというところを少しこ紹介
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して、それからn9焼きの刺幻に行さたいと思いますので．

ウチの久住町というところは力廿のほ,:nさ中にl!!ii!iして

おります。「珂蘇くじゅう田立公m」が111Jの土胞の的半分を

占めております。人口は慢か5.000人、この問IJちぶつと切

つておりましたが、iJjjmi3ものすこく広いんです。 150平方

キロぐらいありよすから相当な面栢になります．久住扇原

は約5,000ヘクタールくらいありよすが、ちょっと荒れたと

ころとか牧草改艮したところなとありますので、実瞭 1こ野

焼きをするというところは1.000ヘクタールちょっとくらい、

そのくらいの迫栢をm年野焼きをしておりま3 ．人口 1さ

5.000人定らすです1J nども、牛の方は全然減少しており

笠せんで．蔚育製家は減っておりますが、牛の方は人口より

も多く6千数百頭ですかね．「7干頭を目18そうJということ

で今畜産翠の方が頑張っていらっしゃいます。

野焼きについてなんですが一昨日でし1こか、ウチでは

腰政認というところが野焼さを担当しておりますが、今年

はどういうふうにやるんだとか．どこのグルーフがいつゃ

るんだとかですね、あのウチでは（野現きを）一度にはやり

ませんので、大体一要早いところで2月の25日ですか、次

の日暇8IJら始まり云すが． 3月の天日までに名団体己とに

分け Cやります．今年出が出ている分が23団体ありよして、

先往中し上げ念したように況く面店は約1.000"-クタール

です。

＂司で野焼きが必要なんだろうか」ということが先行から

もちらちら出ておりますが、当研火付け疫rとったウチの

山田理おの万はですね東京生まれの東京肖らなんで1.

それで久住高原辺りに来たときに1ぶわくりなさったと思

うんですけど、あの方辺りが考えておられることは忠らく、

これから21世紀に向けて名境をじ峨問躁が主で「野焼き」

ということに結U付いたのではないかと思うんですけど、

私の場合は久住Illこ育ってもう53年程経つておりますが、

小さいとさからですね、ウチら勿請哀家はんです、苗臣家

だったんですが、6つか7つくらいのとさから親父lこ速nら

れて久住属原に行って、舌ですから今のように磯阪で翠を

刈るんではなくつて、「大頂jっていってですね、2mくらい
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柄のある大さな紐があるんでりけど、それで呵訊＼内から

刈つて夕方知ると、そして冬の寒し喝期に口原に乾煤して

加払であった干草を午にかるわせて（背負わせて）！喝ると·
そういうのに連nられて行っておりました．それで片迫が6

キ0＜ちいあるものですから、6つか7つのときには、もうき
つくて、悦りは午の背中に乗せてもらって燐ったとか、そう

いう経駿もありなす。そういうふうな形でもう中学生の頃

には．今度は野焼きに遅れて行かれてですね、先す広い平

原を野焼きをするときに、自分とこの靱壕した臣を1印んで

いるところ（干草の史r造所）がある訳なんですよね．その

固りを l締り況き．というんです1フと、その周りを先す焼い

ておいて．後で全体を燐いたときに〒卒に火が移らな

いようにという「飾り焼さ」というのをするんですけど、そ

れは辛を所有している人がやらなくちゃぁいけないんで、

親父なんかと一緒にそういうことをやっておりましたので．

「句で野燎きをするんだ」とか「とうしてしなきゃいりない」

というそういう感党が全く菰くって、最近にはつて「ああそ

うか」というふうなことを宛えた訳で、牛を絹っているから

当然草を刈った後を「片付ける」というか、粗い三が立つて

いるからそういうものを片付けるために焼いているんだな．

程皮の迅寛しかなかった訳で'!I'.

まあ払なんかは［野焼きJとはそういう感党なんでりが、

今年、野焼さに「アマチュアの方」というと活界があります

けど、百からそういうふうに草原を利用されてない万が尿
近参加さnるというようなr野焼きの形態」というのが設々

出来てきております。久住Illこそうした団体が3つあるん

ですけど、先で一つElは第 1回目の『野焼きワミットJが師

かれた平成714-ですかなそのとさに地元の牛を飼ってい

る牧野の祖合目の方がポランティアの方を受け入れようと

いうことでそのときから始まっております•その組合はや

はり120~130ヘクタールくらいを所有しておりまして組合

只の方も90名くらいいるんです9プとも当初は「人手が欲
しい」とかいうことじゃなくて、「邸会の方たちとの交流Jと

いう形ですね、観光と言いますか交泊と言いますか、そう

いう形で最初は「野焼きの受け入れ」をしております。そn

も笞年交況がなさnておりまして．毎年来る万はほとんど

決まっております1ブど多いときには40人、 50人という万に

采てもらっております。そして地冗の万速と1!1人的な繋が

りbでさておりましてですね、「ウチの家に避びにおい

でよJとかですね、例えば「シイタケができたから送ってあ

げるJというと向こうの人が、i葛辺の人であればf魚のおい

しいのが手に入ったから送ってあげるJというようなことが

ですなそういうふうな繋がりまで出来ているよう•（9~〇

そnからbうひとつのパターンは3年前から、あっ、お珂

同もうちょつとよろしいですか3年くらい前からです（プと、

以前野焼きをしていたところ回体）が隣の山に延煉させて

しまって掛ヨ呻を求められたとそういうことであ江寄り

の方も多かったので「こんなことならもう止めようや」とい
うことで止めてたんでかところが池元の4、 5人の有志の

97 

サミット

方が「これじゃぁいかん」、「やっぱり野煉さをせんと口原は

めち-ちqこなる2やあないか」ということで立ち上がりま

して．それに西道概関の方も協力していただいて新問

で「野焼きのポランティア藉棗」というのをやったんです．

そしたらそれでやはり該十名の力が、大分市内のガとか野

焼きを全然やったことがない人達が姦まって下さい紅て．

それで野焼きをやっているところもあります．これなんか

は地元の万がリードしてやっているので．これからも結構

上手く行くんじやあないかなというふうに恩っております•

それからもう0とつのパターンは．久住山のちょうど中

駿1こJ;J.るんで111ブと「ぢがつる」というところがあるんです．
キャンプ場なんですが、芹洋子さんの唄で「坊がつる閃

敢」というのをこ行知かと思いますlブど、その発祥の地な

んですが「坊がつるJというところがこざいます．ここはや

はり80ヘクタールぐらいの広さがあると思うんですが、も

う37`8年問ですね、野俎さをなさnていないんです。それ

字ではやはり倣牧の芹がそこまで行っていたんで地元の

牧野組合の方が野焼きをしていたんですけど、らう利用し

なくなったということですっと30数年問野煉きがなされて

おりませんでした．そしたら．そういう日燐1こ問心のある万

とかいるんな万こすね、今日ここに洪J姐省の九州地区の

所長さん、国安所長さんもそこにお見えですが、環燐省の

方なんかも一緒になり．それから自然を守る会とか、勿益
乞こ●＾，．

久住町、隣の九亜町さんとかですね、それからある企業の

方なども非常に賓剣1こなって「坊がつるの翠滉をもっと良

くしよう」とそうじゃないと先往来出てますようなl自然の

夏花が無くなってしまうよ」とかですね．それからbうひと

つそのとさに言われたのが元々私は；肖防苔の出身なん

ですけど、キャンプこ来た方が使った火の不始末で1年に

同回となくキャンフ湯の周1il1の山火事が起こるんです。で

すから山火垢防止も蓬ねまして「坊がつる」というところの

キャンフ場の野焼きをしております。節年から始まりよし

たが今年も3月24日の土慰日にやる予定にしております．

これはもう完全はポランティアですね。そういう哭行委貝

会組俎を作りまして、その会良の万も勿濡ポランティアです．

そういう形でやっております．

そしてもう最後ですが、そこの入口のところにポスター

を3枚旧示しておりよPがウチla設光諜の方でポスター

を作ったとさに、野焼き等は直接こ迅ぼせんが、タイトル

として「山は天オである』、 1牛は天オである」、『曰原は天

オであるJという3枚のポスターを咲オシリーズJとして作

りました•それで0とつ、そのキャッチコピーの釦9いのIJ'

めるので忌後にこ沼介いにし雰す•「午は天オである」と

ぃうところのキャッチコピーがですね、 1午は車を食ぺ草原

を造る。牛は高原の紅節である。牛の塔肥Iむ有戟磁湮切を

作る．牛は久住の農夫である。Jそういうキャッチコビーを

入れてあります。それからもうひとつですがLI.JO)万の「山

は天オであ9Jというキャッチコピーがで3 ね、『山I~命の
森を育む。山は命の水を育む．山1が9べての命を育む。山



サミット

IJ:命の母であQ.」とそういうようなキャッチコピーを入

nてあり不す。大変時間をオーパーしまして済みません。

どうもありがとうこさいました•

上利

どうも久住町さんありがとうこざいました。それでは宮
くし亨

崎類の甲問mさんお風9し工す。

皿
‘` • 私串尚市の野辺でこざいま9が、今回のサミットに初め

て参mさせていただいたとこうであります．実l;J:こ案内の

通り、昨年は主要田のワミット（”洲沖縄サミット）が宮靖で、

シーガイアで開かnaしたが、1il近いろんなサミットの計

画があちこちで出ておる訳でありますが、後程紹介さピて

いただきまず刃虹切土地の中に「螂＃油jというのがあり
ますが．r旧サミット」には参加している訳でありますが3e

は先Bそちらの全田ワミットが佐貸県の万で行なわnまし

たので、イペントとして、ちゃつかり利用させていただけな

いだろうかということでみなさん方のお知患を拝ほした

いということで、経い気持ちで、私参加いたしましたので、

海醤いたしておりませんのでこ理解いただきたいと思って

おります。

払共の田lllJrtlは宮崎京の最南硼1こ位霞する訳でありま

して、昭和28年に市制梅行をしいた訳でありますが、当時4

万3干近くいた人口でありますが、今lさもう2万6千台という

ことになって翌疎のー途をたどってしまっておる沢でこで

います．面栢294平万キロ、その中で海正院が77キロこさ

いまして．この潟岸線のほとんどが「8南海岸囚定公望J（こ

指定されている訳であります。従いまして裟材水底笑が主

軒席業となりまかと同時に設光面での活用をしていきた

いということで、その中でも特に「配井岬」という且逗方こ

承知の万もいらっしゃろうかと思いますが，野生馬の産地

がある訳でこさいます·

その中でいろんなイベントを計画しておる訳でび涼して、

「ジョギング邸井岬」とかあるいは「火祭り」、 あるいはま

た「とび焦すくい」、まあそういう諸々の計画がなされてい

る訳でありま9が、俯の方にも第3セクターで西営している

ホテル等もこさいまして以前l;J:70.60乃台の入込み親光

客がこさいましたけれども今li>30万台に/J.つてしまつてお

るということで庄あこの直井岬」に付きなしても野焼さを

やっておりますので、これらが阿とか生かせないだろうか

ということで参加致した訳であります。

まあこの「都井岬Jに付きましては約500ヘクタールを牧

組合というのが運営しておる訳でありよ3 が、野生馬が国

の天磁唸物に指定されまたソテツの自却虻：して「J諏J

ということで3.000本のソテツが翔9J天然記念物に指定さ

れている訳であります．その中で今114頭の野生馬が生息

している訳でありますけれども、501Yヽ クターl凶）中の40

か50ヘクタールが句年野辰きをやっている訳でありまして、

回
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新しい草の生成を計るという目的で行っております。今年

は過日、2月の 108に野焼きの万l;J済んでいる訳ではあり

ますが、これもひとつ何かのイペントとして活用できない

だろうかという考え方を持つている訳であります•まぁみな
さん方のこ紹介にありましたような広範囲の野只きではこ

ざいませんが、親光面で活かさせていただまたいと、まぁ

こういう彎え万を持って参加させていただいている訳であ

り8'9．閤申ではこさいますが、私も特)ll)、準綱致しており

ませんので、以上で終わらせていたださたいと思い不す．

上利

串尚市さんとうもありがとうこ迅1ました·
んと999)

それでは「秋舌台Jのことに付きまして1お美束町の泊水

町反さんの方からこ霰白をいただざたいと思います。よろ

しくお願いします．

芍とう”’
菟榮旬の洪水でこ迅9ます．i這台1こ付きましては、元

゜｀程暉本館長さんの方からでれね、秋吉台が出約こ当時から

現在に至るまでの、また現状に付さましてのいろんなお話

しがこさいましたけれども、まあそれぞれ秋；；；町と芙東IIJ

が現在守っている沢でありまして．そういったことで現状

の草原が保たれているというような状況であります。

親在1,500ヘクタールという数字になっておりますが、大

正筍代には1,700ヘクター9しあったというようなことも閲

いております。ですがそれも段々、公苔iかと民有地にそれ

ぞれ分けまして這林をしてきて·相当の面栢が減ってき

ているような状況であります．

また元程の基讀遷涵にもありましたように明治31年に

陸軍の演習塩1こなりまして、それからまた大正11年1こは第

5師団の42連隊等のいろいろな悶題で「克a」等も交わし

ながら、多少地元にお金が入ったようなことも歴史の中で

貝ております． 1ヘクタールが3円とかですね当時はその

お金がどのくらい（の価値）であったか私も判りませんが、

そういったことも瞬べますと出てまいります。
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いすれにいたしましてもこの秋吉台は特別天然記念物

でもありますし、また又化財の指定も受けておりますこの

索晒らしい自然を後世に残すというのが私遠の費務でも

ある訳で、それが只業や苫丘業、先程からいろいろなお話

しがありました1プnども、そういった哀還によりまして保全
が困難な状況へなりつつありますし、そういったことによっ

て草生が変わったり、自然が変わったりしてさている訳で

あります．やはり台上の草を刈り、そしてそれを燒くことに

よって自然の素晴らしさが保たnて来ているのではなかろ

うかと忠つている訳でこざいます•リンドウにいたしまして

もセンブ）にしましてもオミナエシにしましても段々最近
では王常に数が少なくなっているような感じがいたしてお

ります．カヤも相当伸びておりますが．これは一応畜橙裟

家が家音の飼料として刈較ったり．音のような農案の、荒草

をE!Iんぼに入れるといったようなことが11B々とではありま

すが続圧られていることで，また山焼きを行なうことで慕

晒らしい屯原只観が残されて来ている訳です．先柑より甲

しておりますように、隣衆伽喋）も棗近変わって田たりですね、

衰退してさまして、ほ榮を）取り雹く状況も悪くなっており

ますし、畜産にし不しても設々苫産屈家が減ってきまして、

台上の曰もいろいると制限を受けたりということで、「保穎
と活用Jについてしもんな問冦もあ蕊屁あ頃すけれども．

私はやはり，N-IJり 1そしてそれを「滉<1ことにおいて目然が
残されているんではなかるうか、というようなことも考え

ております．

また「保存Jという観点から宮えば、葺Iさ滋で刈っており

ましたが今は互刈り讚で刈るということもありまして．作

棄のための林送網の整備もしていかなけれl乱むないし，
そしてまたここ秋吉台は他の日原とは異なりましC、石灰

宕の多い地帯でありますので、索人ではなかなかその「箆

理」［屯刈れないという特異な菜原であろうかとも思う訳

です．

私，今思いますに．昭和48年頃呈気の良かった頃に、台

.I:1こいろいろな娃窃が出央菰牧を始めたり．ぃるんな状

況が変わりつつあった詩期に、山口県と秋芳IJ．美束町、そ

して教育委目会とでr秋古台を守っていこうJということで

マスターフランの作成に1J1かりまして、「家並みの状況むこ

うしようJとか「翠原はこうしようじやあないか」とか．そし

て「お互いに守って後tl!Iこ伝えていこうじゃあないか」とい

うような「約安零Jもしたことを思う訳でありボす。

まあいすれにいたし吝しても．秋吉台の「山焼き」に付さ

ましては、名集酒のみなさん．消防団のみなさんの協力に

よって．瞑在保たれa屯ような状況であ0ま口．両町①芳、

芙榮）としましても、経費も相当掛かりますけれども、これ

に付きましてはお互いl功を合わせて、後世に伝えていか

なlガ1ばならはいと、私考えておる状況でありま1r.

まあ歴史的なことに付さましては先桟お話しがありまし

たので．「私の意覺Jのようなことになりましたですけ几ピも、

発表に代えさせていただきたいと思います•以上でこ迅ヽ
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ます。

上利

はい、どうもありがとうこざいました．

サミット

一応本日こ参加をいただきました伍ほ方からひと遅な力

こ発言をいただきました。なにか渭足といいますか、もう
0とつ言い足らないところがあるという方に付きましては

発言を求めたいと思いますが、「足非こnだけは」というも

のがあればお願いできたらと思います。

どうぞ．

小竹

只業のあり万も変わりmしたけれど、老齢化が追んだと

ぃシとで、山此も番至商になってい忍Dが「火這を

切Jことではある去いかというふうに観ております．

それで私共（美祢市）にありまm山口瞑涵産試験らでは．

祖場があります「海籟~I芙磁iii伊佐1Bl)」 1こ於いて、「火
追切り」を行なう筍囲に牛を放牧して件に卒を食べさせ

てRS刈り」の代わりとするという研究を環近始めておられ

ます。改ぁ叶そのものの数が現在少なくなっておりますの

でとうかということもありますし．その苅果についても伺っ

ておりませんので、「如何か」というところもこ訊＼ますけ

nども注目14偏りるのではあるまいかというふうに考え

ておりまり。以上でこざいます．

上利

はい．どうもありがとうこ迅9ました．

今はr火迫切り」のことに付いてお話しをいただいた訳

でこさいますか．このことに付さましてはですね、後程『分

科会』の湯に肉Aて山口県畜歴試験湯の万かう2極名なり

こ思茶をいただくということになっておるよう口競いてお

りまかので、またそちらの万で茜桧方とともにこの問餞を

こ協議いただけるのではないかと思っておりますので．只

今のところは「お岡さをりる」ということだけで留めさせて

いたださたしと思います．
他に何かこでいますか．

今お話を閲きますと．やはり襲撓の形態が変わってきた

とか、あるいは餃加こflj活用できないかとd池こういうふ

うIJ,．それぞれの地域の実状によって十分こ検討されてお

るやにお随さをしておる訳であります•

まあ、今までこの「自然保護Jと芭いますとですね．誰も

手を加えない．ただ放西をしておnlぶというふうな．ややも

すればそういう自然保議の認識があったんてねれないかとい

うふうに思つておる訳でありまして、やはりこの草原といい

ますか．こうした草原のすばらしい只観というものは．ある

程虞のr人の予」を入れなければこれは雑持、あるいは守っ

ていくことができないということが．私は最近、社会に、み

なさんに認知をされてきたんではないかとそういうふうに
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忠っておる訳であります。それはそれなりに今後我々もで

すね、この口原をどうしても先程来お話がありましたように．

「後世に伝えていかなくてはならない」という我々の口務が

あるというふうに思っておりますし．それから、「絶澱の危棧
«らでヽ

にある」というふうな應本館良のお話もありみした。翠原Iご

1,でなしにここに生えている柚窃あるいは勁拗なども翠

原が変わることによって、と、まぁこいうふうなお話もお岡

きをした訳であります•我々といたしましては．今後臼ほ方

と共にこの葦原を守りそしてヱきるならば「地域の活H化J

の為に活用ができnばなというふうに思っておる訳であ

り.Js4".

まだ、若干筍関Iぷこざいますが、何かこ発言があれば、ど

うぞひとつお穎いしたいと思います•

別にないようでこ迅ヽましたらですね、せつかくのこうし

にワミットでありますので「宣言Jを足非行いたいというこ

とで、一応｀実行委只会の方でぼs」を作っております．皆ほ

方にお配りしたいと忠いますのでこ検討いただければと思

っております．

ぱり鑓いと思いますがその辺よなん去竿いますか•

ありがとうこ迅ヽました•それでは次回の開催地に付きま

しては、熊本典の阿蘇111Jさんということで一つ方窃を決め

させて頂さたいと思います．
それでは、先程申し上l症したように宣言に付きましては、

充分こ検討頂きまして『閉会式Jまで1こ、0とつこ検討いた

だいて、何かこざいましたら我々の方に．これで良かったら、

0とつそのままf窟亘案JI“させて頂ければというふうに忠

っております．

他に何か、せっかくの猥会でありますので．よろしゅうこ

ざいよすか．

それでは、大変「とりまとめ」も不十分で、なおこうした不

憐nなものが、議長の大役をおおせつかりましたが、勢加

をいただきました鰤ほ方の大変頌かいご佐力を頂きなして、

一応「宣言案」までこさつけることができました．舌ほ方の

こ1l,/;))にたいしてほくお礼を甲し上げな..

午後は、 r分枯会」あるいは rシンポジウム」等々でこの

至原に付き＃して況＜皆ぼ方の研究成呆なり、問題点が協

淑されるというふうl.:J思っておりなす。この rサミット』に付

きましては名自治体共々荘塊なり条件も違っております

ので、一応の「おおまかな方向付け」 1こ、とまぁこういうこと

でありますので、今後いすれにたいしましても、m蜘を守

っていくJ、こういうことを蛎翠を1貝いたということで議長

砿役を終わらしたいと忠います.It様方のこ協力隣くお

礼を甲し上げます。以上で終わります。

rけミット宣己茶 lの§涸）

只今甲務局サイドでで9ね、「口言寒」なるものをお記り

を致しました•出ほ方からこ7解頂きましたならばこのシ

ンポジウムが終わりました晟後の「閉会式Jにこれを発表

さしていただければというふうに思っております。で、それ

まで14この宜己菜こ勺己凡てこ←奇頂さ狙して、こ窟只等々

があればお聞かせを頂ければというふうに忠っております．

なお次回といいますか、次のですね．このサミットを閤本.... 
隕の阿訂町さんが「足非開催をしたい」というお話しでこさ

います。実は「この会で」ということでありましたがまだ栢

問的なことでこ投l活されておりませんが、午後la~苓加が

いただ1)るとというふうに何っており次す．紅って次回のこ

のサミットを探本嗅の阿蘇町さんが引さ受けたいとのこと

がある訳でありますが、こ出応の西ほ万のこ了解が頂けれ
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可
それでは「江原シンポジウム2001 ・全〇山焼をサミット ,n

秋台Jの問会式を始めさせで、9ただきます．

朗会に先立ちまして『全mll慌きサミットin 秋吉台」で

採択されました『サミ叶国言Jを行ないます。
．．▼ヽコに

宜言者は英祭町艮清水武人紐。お狙いいたします。

活

サミットで三言がまとまりましたので.@11汲万にお記りし

たと思いますけれども「案」を消していただきたいと思い

よす。

それでは明説をさせていたださまv.

今耳臣景観は存亡の危鬱を迫えています•この危

機はそのまま箪原に生きる虫や草花の絶澱の危構を

招くと同時に、先人達が築いてきた草原文化を板底か

ら惑るがそうとしています．

艘林業や畜産饗の哀退によって、採日や放牧という

利用目的が失われつつあるからです．臼原景観の縫持

は各地絨共通の随阻点です•

一方で社会の造展と高度化によって紐まれ．疲労し

た心の癒しの場として羨しい互原には多くの人々が

訪れるようになり字し応人々の健康と安らざ1ことって

辛原はかけがえのない場所となってきたのです•そこ

には親光福祉但讃という新たな生霙も角5つつあり

ます．

本日、秋吉凸瓜見きサミットに纂う自治伝は3碑景

観を地域の宝、田氏の財底として維持保全していくこ

とを話し合いました•また、ともに人々の癒いの草原を

匿思保全する賣務も認識しながら，運営上貧窮してい

る冥状も協議しました．

今後は、親会あることに、こうした冥状を国や国民に

訴えかは国民の財産、地域の宝、そして援助と文援を

要孟しながら曰原景霰の維拷保全に一Ji1の努力を傾

注する事を宣言いたしまv.

平成1咲E2月17日、全国山焼きサミット、秋吉台

以でこさいます。

呻

さて今回のサミットに於きまして、次回の、5回日になりま

すか奮開催は阿蘇郡．阿四成12町村でお引き受けいただ

くことが承認されました。
0吋●● •,. 

代表して尻蘇町長、Jll窃敦夫1菱よりこ挨拶を頂阪いたし

不す。
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こ紹介いたださました、熊本県は阿蘇郡12ヶ町村で構成
・更●つ

いたしておりますが．IIJ村会艮をいたしております、臼鎚●J

町良、JII寄でこさいます．

伺laともあれ．今園のr秋百台草原シンポ」、そして r山焼

さサミット」でg/Jヽ•岡麻ならば『野焼さサミットJでこさい

ますけれとも、釦地では『山焼さサミット」と言うことだそう

でこざいまして．まぁ盛会にそして真剣1ここ討磁が行なわ

nまして緯盤お瞑るユカで迂して艮L呻知冷つ我々

といたしましても限りない醤びでこかます．

せつかくでこさいまりので、お疲れのところでご如;J:9

けれども、我が阿蘇のことについて若干こ報告、おつなざ申

し上げたいと思います•

先程申し上lプましたように、 9祖蘇記は12ヶ町村6町6村こ

ざいます。そしてその6町6村の｀ 12ヶ町村の回四119.800

ヘクタール•ちょっと払もみなさよもお判りにならないか

と忠います（ブれども佐賀景の半分こさいます。そして笞Jll

乗の7到から8割分阿蘇臣はこさいます．まぁそういう中で

78.000人ほどの住民が生活をいたしております。そして阿

蘇の豆原でこでいますけれども22.900ヘクタール．御地秋

吉台が1.300ヘクタールでこざいますので、約17倍の草原

がでいます．

先来いるいるとこ討頴の内：：：もこさい字したようにこ

れは私の私見も含めてでこさいます（プnとも、ここに地元

O)(BJ長さんもお見えでこさいますが、本采ならば、畜産、柘哭

等々がですねベイすれ1ま野焼きポランティアも必要ない訳

でこざ、、ますけnども、現在はそういうわがままも言ってお

られ注せん．従いまして5年前（し、払共の菜沼の野焼さの,..... 
中で、攣悶という集の野凩さに、消防団も含めよして4名

の方が大火傷をしました。

そのときから、今グリーンストックの再務もお貝えでこざ

いますけれども、地元g)火消しのプ0の消防団でさえ火傷

を~gるときもあるんだと，こnで野燒きのポランティアなん

て考えられないと思っておりましたけれども3号四製はかえ

られませんでした•本当に同齢化して野焼きができない．

ならばやはり浣程のお廷しにもこざいまいたように．この

阿蘇の素晒らしい盃原景観は釦民の共涵の財社だと言うこ

とで、ポランティアも甘んじて，こnは変な言い万でこさい

ますけれども受けさるを待ないということで、知里の幣告

の通り資格者の講習会等々も開きまして、それこそ地元の

本当の長老もはじめ、地元のブロというプロ晨家の方々も

ですねこの素覇らしいポランティアの技術取祖む姿勢．本

当に敬服をして今日までなりました。

来はいよいよ払共の阿蘇でこのシンポジウムD瑚かれ

ます•関係名位の数多くのこ参加をいたださまして、今回い



ろいろと討滋されましたことが次の阿mの地で、問題蛸決

に一歩でも近付くようなシンポジウムにさせていただきた

いと．このように阿蘇郡12ヶIBJ村艮．そしてまた阿蘇郡民

76.000人がお待らいたしておりま 9．皆様乃のお越しを心

からおiがち申し上げまして、こあいさつに代えさせていた

だきたいと思い寒す。ありがとうございました•

司会

熱怠あ3れるこ’l氾俣諏にありがとうご孔ほした。

それでは最後にふ大会．閉会のこ松拶を実行委目長の
・ど彎••..

阿序日角売が中し上げます．

阿匝上

みなさん、長嗣問1こ渥り大変お疲nでこでいました。

払も祖当霰れてはおりまりが、まぁ阿とか今日なで持つて

参りましここnもスタッフー同、一生懸命頑張っていただ

き荻して．今日のBを迎えることができました。まぁこnで

明日「山焼き」がで迂れば．木当に「パンヴイJと言いたいと

こるなんですができますよね•"'長さん．是9Eできるよう
にお腿いしたいと忠います。

こういつに大会を、私も切めてこうした委貝長という形で

経験いたし印したが、まぁ大変なむ沢こさ足した。蕊ぁ

そういったことで阿蘇町さんにも釆的類瞑つていただき

たいと思いますし．この曰原を守る、草原の必要性を説くこ

の大会がですね．全国に広まり宋氷く統Iプ~nていく．田民

の財庄としての至原が田民の心の中に根付くことを顧つて、

m砂芭栞とします．

どうもお疲れでこざいました•ありがとう三如ました。

司会

以上を持ちよしてfl火と台互原シンポジウム2001 ・全国
山焼さリミットin 秋吉8』、閉臼とさせていたださよす。

みなさん、今日は朝9的から長い脆問、本当にお疲nt品で

した。そしてありがとうこさいました。

また来年は5祁蘇でお会いしましょう．

閉会セレモニー
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スナップ

1. 主会雲の秋古台出脱工—術村

ー

3. 受碑

言—―-ー— •--ー一年

ーマ

5 答田市町村の展示コーナー

2. 受付風景

i謬
` ! “ 

4. 地元特匠寧売

6 山口県畜庄試験坦の展示
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9. 分科会甲例発表者の皆とん 10. 分科会会喝の参加者からもたくさんの惹見がありました•

,._y rfi:~:.e 
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.. 
1 1.総合司会の問田さん 12 秋北中学役生徒による郷土芸縦披四
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13. サミット 8市町村が参加

15. シンポジウム

是已

17. シンポジウムコーディネーターの小川さんと
コメンテーターのlll田さん

ｧ !1 
14. サミット 8市町村が参加

16. シンポジウムバネリストの菌さん

m“ • 

日鋤I』I
18. レセフション

一,Iヽ遺水”
ー•-~ 
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19. レセブション 各開焙地の天行委呉艮のみなさん

ツミサ
. ・

ム
ゥシ

ツミサ. ムウジポン

21. レセノション I野火」を演奏する回米坊の岩こん

台蔦圃シンポジウム・t

20. レセプションを盛り上げる矢東艮登太鼓保存会

·ロ

I• 

• 

函

戸
一
ロ

22. 次饂開催地のアピール

23. 同時開箋された秋苔台1.:.fRしむ会による RK吉台写頁展J
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■頁料

講師紹介

●埠調講演

庫本 正（くらもとただし）
秋百台科学隣笏鱈露畏農字博士

1936年生まれ．昭和34年に秋古台科学博珈繁が開館し
て以来、秋石台の研究・日然保謹・敦蛋普及活慟〈インター
フリテーション）左認プてでました．踪訊有台1 屑成益・
9文古8雹l'J!亭務所長の他、山口県悶境孜肖学会会長，秋がJ

地万文化研究会会塁・ワ）（ーレフォトクラフ会長•秋吉台バ
ークポランティア也話人・山口只B然保蘊茜議会委a ．字部
市環坦保全国議会委只・山口硝日孜送番祖畜議会委目などを
動めている．

尋l"ll胡欝揖守•も憎娃態学.;厩沼学で，多霞¢櫨文がある．

君詈1ーは「コウモリー迅下実駿畜からの報釦 （ワングイ完
王出版文化賞）など多数．

●シンポジウム

佐藤 誠（さとうまこと）
隈本大学法学邸教授

1844年｀中田生まn, 11llt'、字紐育字l尋.l.0 カ大功、
西閉女テ院短期大守財l'II授．熊本大字牧育字昂敦授を経て法
字血授．守門l;J:ツーリズム・地域埠済埓．主吾13 「リゾー
l5嗚J岩波新芭• F紐グリーンストック」石風社。
田土庁総合碑地fllilll究は膿水省諜山急村型リ
ゾート1i11究会委員、環研・里地づくり研究会委呉、九州ツ
ーリズム大字・ツーリズム字;:1長などを歴任．
1987年から阿蘇の虞安振興環咲ぼ全→n四リゾートの

三位一体でのグリーンストック霞長を担図し、 95年（財）
硝蘇グリーンストック甜寸以来程豆

高橋 佳孝（たかはしよしたか）
中国震業試験場面産1!11主任研究宮・震学洒士

1954年石ほ氾R生まれ。専門分野l:Jc翠t記ヒ態字． 19ア9年

震林水廂台に入盆．中印震英試験坦において口地の永霰が雌
持管理泣びこ他感作用に関する田究に従事．最近は特に．三
瓶山の翠地雑持、保全醤追に関する碩究を行っている．
1986年より阿試駿囁士任研究匡 1997年人田内で朗窪さ

れた r院2回屯原ワミット」の実行委員を務める． 1999年
日ぷ地学会賞を受．
苺口に「三惹山図取”国と残さnrこ環環』、

「隈程漁と生窃多暉C （呻）」なc.

宇佐見晃ー（うさみこういち）
山口大学農学韻助敦授

1956年3月29日生まれ、 1978年3月名古屋大学展学

郭卒業．町9呻開発譲．震業経営学0 『とってもゆかい
な秋舌8ミーティングJにて活劫3'!'.

112 

田村 昭雄（たむらあきお）
農霙

昭和4年5月生まれ．子供の頃より秋i!i台1こ深く1l11わって
きた．i皿 1 5il'~35年．台上にてドリーネ加をおこなう．
屹珈17年～35年、台上にて口刈りをおこない颯業（こ;i'illJ.
詔22年には「亜刈り競技会」に疇1ll．昭和37$～平成
11 年5月まで秋古!!SIこて口し馬秦に従お．愛応lさ4代に至る。

歴代の愛用と共にTV慕組出演も多数．

小川 全夫（おがわたけお）
九州人ー人＃尻人関讚填学研究目教授

昭和 18年台北市生否れ．
:11.11U、4人十院文字研究科ほ1課程紐了、博i （文学）．
玄綺人名山口大学を紐て平成10年から九州人テ人テ貶教授．
人鼠ぷ填手研究貝共生U云‘ふ巴所風、地は出吐担当。
諷村環頃堕蝙センタ巾央委；；；会（委；；；）． u仁哄中山問地
域等直接支払制度検討会呻、日本字浙会頑社会字系碩
究絡兵会（幹事）など。
呂冨に
rよだきlぎの世界 宮崎のは会学的プロフィールJ絋脈U
＂師と震打の交流Jざょうせい
「地釦琺5飴化と霊祉己触者のコミコニティ状況」恒旦出突国i
匹えぼ辺）地聡策．IIJC1攘からの担言」ミネルヴァ書房など

瀬田 信哉（せたのぷや）
（財）日然公園美化臣理財団専務理事・
日加叫教育フォーラム理事

1938年大飯市生まれ．
1961年｀国立公固のレンジャーになりたくて厚生省国立公
g瑯（現在の環省）に入省． I‘ば渭哨庁自然保護局等の各

課および宮房運議宮（S然保謙担当）を歴氏 1992年に
曰項行を退宮後現在に至る．
国原サミット・シンポジウム」の「生みの田の0とり．
1993年．秋i!i台で腑催された口然公園大会を支援し、秋i!i
台保全の市民西動に大きな影塵を与えた．

●分科会事例発表

松原 峯夫（まつばらみねお）
秋芳町わくわく村村長

秋芳町（こおいて梨づくりを中心の巧棠農家 『とってもゆ
かいな秋舌台ミーティンカに早くより夢lO. io勁。平成
l0年、地元西!ill別区に地近の人と「わくわく村』を設立．
以采代表を務める．



浦田 健作（うらたけんさく）
平尾台の自然を肇える会

1958年生まれ。九州大学隠学部地員学科卒、広兄大字大
字院、東京部立大字大字院修了．阻瞑東京都立大字還字部
i担李四研究昆専門はカルスト・システム学、洞窪学·
孵I計．釦ぷ麗ア益租組、平尾がり自然を考える会鉗｀
ヵマネコ探検媒主餡
主な呂l11 （共著）に
r平尾aの石灰渭」日本洞窟協会
rヶイビング入門とガイド」山と渓谷社
rカルストその田内と人びととのかかわり」人明堂

春野 義ー（はるのよしか~)
防長交通株式会社阪締役観光邸長

田和46年 防畏交通（株）入社、広S営業所観入でr梵閉

昭和52年防府宮烹所年係良
昭和54年小郡営業所宮秦係反

昭和56$ 本社設光係5.、大阪案内所所長
平成元年山口烹精汁匹閤，向
平成 2年防府定芸所次S

平成 3年本社設光双艮

平成 9年不社穀光部邸艮
平成10年本社餃光郎反
平成1が早取締役設九郎艮

防長広足親光バス魏式会社常務籾締役薫拐

塩谷 信夫（しおたにのぷお）
秋吉台パークボランティアの会

1956年生注れ．

1994年4月～1997年3月 山口只自然保祝で牙囁
200(頂可0月～秋古台バークポランティアの会会呂

武次 房江（たけつぐふさえ）
.,.チュラリスト・日本鱗翅学会会只

国南琵3凍靱·}会紐•山院虫の会会員。
1992年、ロシアでの蝶頚のルーツを探る讃畜謀1こぢ加，
秋吉台の保全を蝶の餞点から考スる；紅りを麒岡．

弘蔵 岳久（況ろくらた190さ）
坊がつる野煩さ実行委貝会会E

平成元年、璽9煩さが行わnる坊がつるの北西にある法漏欧
温泉1；；鯰務。平成12年4月．同温泉の代表取締役1こ猷任．
巧がつる雙紐さ突9委只会会長．呪0:2111)目．

頁料

藤井 宏志（ふじいこうじ）
山口費畜産試験場放牧置連グルーブ研究員

平成 4 年度山口閑採用畜産試験＃豆地召恥l課勤務 4年
平成 8 年山口只涵腔家只科係勤務 4年
平成11年度 荼席rー鯰塩紋牧管踵グループ賣淑 2年目

現在研究員

山内 康二（やまうちやすじ）
Jllliil法人阿蘇グリーンストック専務理事

昭和4S年より熊本での巾民生協設豆活動に参加。昭lO
52年より平成4年まで熊本のグリーンコーフ曲本共生社の
守拐現工•平成4年より財団法人岡蘇クリーンストック設
立寧備の取り組みにかかわり、同年1kより準隅合平務馬...
平成7年財団設立により｀閂財団専務踵喜に就任。現在に
至る．

大滝 典雄（おおたきのりお）
熊本大学非常勤鵠領・啜填省目然公園指導目

元、黛本魚卒序；礼い場阿蘇支場艮．喰本し門白然讚悦保全密
滋会委員．阿蘇均豆9＜ークボランテ，，ア代表．自然公1lifぃ溝員．

川村 孝信（かわむらた1)'<7.>ぷ）
西の原牧野組合組合長

昭和22'平 1 月生まれ．
大田市三貼牧野委比昭和4X裏卒後、猥笑に従亨•
肉用牛の口山冬里万式による繁殖・肥百ーm碑．

佐藤 隆幸（さとうたかゆき）
久住釘稲葉校野組合

稲猛牧野組合では観光部役昂を褐めている．地元で米．盃
庄複合経営を行う•また、冬苓は干羽輯酒迄で久9£が全田に
拷る「銘洒千羽饂」の沼造にあたっている．

百
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郷土芸能

別府念仏踊り

秋芳北中学校区の中に、「日本の名水百選J Iこし
選ばれ筍らかな水がわき出ている別阿弁天池が
ありよす。この弁天池に雰つわる甲劾中に、念仏
稀りの由采が、次のように記されていま..
その音今から約1200年前の大同年問に、この

村の反若が堅田（かたた）というところのµを切り

開きたいと念顧していました•
ある夜応の巾1こ翁（おきな）があらわれ「二つ

の復で林を切り聘く」ようお!51ブがあり、その過り
f;:J;;？型をし＆したが今度はその土地に与える水が
ないので困っていました．
すると西び中に翁（おさな）があらbn、「自

分についてこい」と命じまし応そして、今の弁天
砂近くにいくと、千にした口竹を突さ立ててrこのけを引さ抜l9Jと命じ姿を消しました．反者が蒼11を弓さ抜くと、涵らかな水がこ
＾＾溝きだしました．
これがポ天池の由来です•以稜村人は、水0（みなくち〉にJf天（ぺんてん）様なとの神々を祭り、神fらよって与えらn1v似ば碑し、
匹（こうちゅう）三軒1こ哀えるまで止めないと苔って伝承されてさた踊りが、この別府念仏踊りなのです．
この念仏覇りは、単純索1卜で、決して優笑でbなIガ1ば荘王（そう5ょう）でも奴涼せんが、そnr.:.111こ、祖先の生活の一瑞や自然

の想みに対する感謝の心を、今1こ伝えているとbいえましょう．
この指り1;、昭和43年4月5日に山口柴票形又化財IJ指定さn、B\J(1念仏踊り保存会の孟さんによって紺示さna、ヽ柔すが応9父

でも、 rふるさとに学び、ふるさとを愛する心を育てる敦百jの一；；；として平成3年からマ校に取り入n、今日に空っています。

. 
輝シンボジウム・サミット
mrr i-

ｷI 

l
 

• ,'~ 
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カルスト草炎太鼓
（秋芳町）

カルスト互炎太鼓グルーフは．昭和63年4月 r1世
区(J)(j血—―·」をめ元て兌忠以来「地蜘応援団」

をキャッチフレーズとし．IJ内外にかかわらす数多
くの催事へ参加．潰奏してさたぶた平成2年．山

昂 口謡躙のアトブ辺ンもほ吐l改名との店
人~Ill」、平成5年、全国自然公園大公式典のアト
ラクションとして1f1J内保百口児,j＼字生中字生一
ng(J)だ勢350名で I/JIレスト亨炎千人人鼓」を；；；
姿（秋吉台の山焼きを吾現）．等々の企i!!1、后導を

してさた。さらkl/1.i!i小字校では学校牧i:irこ太姐
を駁り入れられ-~1交児四こ詣切も行っている。

·一‘
I 

美東長登太鼓保存会
（必東員I)

町の活性化．苔舌の定住、相互の親践などを自折し．
平成2年a月1；；兌足．町内外漿外へと穀多くのイ

ペント（こぢ加しています。

曰本最古の嗣山「長台り鋼山）から名前をいたださ
持ち四・祭litやし―ヽー絹山間誼．＿J:り三紺、男

ならベ・三宅ーなどがあります．
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草刈り省力化へ効果尖証
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` r 9 99 999999 
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... :111H r~ 
1128日に火人れ尖証讀i!!iii!
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野火
詞・1tt1 古屋康りj

※風にあおられ おびになれ

風をはらめ 地を焦がせ

冬枯れの野に 走る炎

春待つ大地の ひとつのいとなみ

芽吹きの春に 萌えるおもい

うなれよ炎 大地をはって

※（くりかえし）

草木が燃えて 風を起こし

大地が燃えて 雲を呼ぶ

草木が燃えて 雨を起こし

大地が燃えて いのち芽吹く

※（くりかえし）

※（くりかえし）

焼け跡に 白き基標

太古のいのち この地に眠る

幾千もの 白き慕標

太古の凰は 炎によみがえる

※（くりかえし）

※（くりかえし）

120 



秋吉台草原シンポジウム2001 ／全国山焼きサミットin秋吉台

主偕
秋吉台草原シンポジウム・サミット実行委且会

缶ぼ
口頃谷．山ロヰ、全労酒山口菜本郎、中•四玉環境敦百ネッドワーク．？註麻人山口只因光迂四財団法人山口只文化伝因切団、

西日本渥窟沿水田究会．枚古台エコ・ミコージアムは芳llJIJI況は会．英宋町観光協会、秋万町l道工会芙却iilli工会·
秋言台糾字博窃饂財団法人秋吉臼叙族旅行！揖托9、朽式会社防只卜9ベル、

杖芳□イヤルホテルは芳m．山口仕芳フラザホテル、 9桓台ユースピレッジ、王尺名2U百台．五尺石ミ欧五台若内山江．
NHK山口放送局 KAY山口放送、 TYSテレ己U□.YAB止0朝日放送胡日新悶社、共両莉名吐． m輝!Ill, ~l事通侶社．

中国ffi聞社． Bふ経溢肘聞社、西日んSi llll社．笠日計聞社、山口1.i濶社．詑売｀巧湖西郎ふ社

秋吉台草原シンポジウム
全国山焼きサミットin秋吉台穀告古

2002年3月31 日先行

発行所／秋吉台互臣シンポジウムサミット実行委円会

逗組先 I 山口県笑符極枚方釘秋宮広谷
mt口＾ 9`，W”呵·⑮a"9心呻厄匹to/Ir匹心四

"1印1閉 I 脱祠社巧口印jり抒式会社

（這うで·51lllず紐がこは出三を明1eしてFさい）

余この報告白は全労済ば！.fillll豆活献助成字震の助成を受けて作成しました．
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